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　ある冬の日、一人の少年が死んだ。

　少年の名前は遠とお間ま計けい人と。だが死が彼かれにもたらしたのは永遠の眠ねむりなどではなく、人ならぬ肉体と、異質な力だった。

『赤アカ鉄ガネ／Ｎｏ．７ナンバーセブン』。

　新たに『境死者ニアデツド』の七人目となった、それが彼かれの名である。
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　雪の降る夕方、冷たい向かい風を受けて歩く男女がいる。

　どちらも喪も服ふくのような黒衣。防寒用というより、どこか儀ぎ礼れい的な印象の漂ただよう装よそおいだった。

　往来でもそれなりに人目を引く格かつ好こうなはずだが、人々は彼かれらに一いち瞥べつもくれない。二人は人波をかき分けるでもなく、滑すべるような足取りで雑ざつ踏とうを逆行していた。そうして誰だれかとすれ違ちがうたび耳に入る囁ささやきの中には、いくつか似たような話題のものがある。

　例えば──どこかの誰だれかが、ある日突とつ然ぜん行方ゆくえ不明になった、とか。

　町はずれで原因不明の建物の倒とう壊かいがあった、とか。

　あるいは、近ごろ巷ちまたを騒さわがせる連続怪かい死し事件について、とか。

　ひとつひとつの怪かい談だんめいた世間話には、嫌けん悪おや恐きよう怖ふとともに暗い好こう奇き心が含ふくまれている。

「どうして恐おそろしい話が好まれるか知ってる？」

　虚こ空くうに目を配る男に、女がぽつりと切り出した。

「彼かれらはね。安心が欲ほしいのよ」

「──安心？」

　妙みような物言いに、男が反応する。それでは話があべこべだ。

「誰だれかが恐おそろしい目に遭あってしまうけど、それは自分じゃない。ひょっとしたら自分が当事者だったかもしれないところを別の誰だれかに回ったって、お互たがいの立場を無意識に比ひ較かくしているわけ。そう逆説的に安心を得るの。──ほら」

　見れば、湿しめってぼろぼろになった紙切れが人波の間で風に舞まっている。

　──この子を捜さがしています。お心当たりのある方は、下記にご連れん絡らくを──

　名前と住所と電話番号、それから子供の写真が大きく載のったビラは、たちまち踏ふみつけられてゴミになった。何ヶ月か前に行方ゆくえ不明になったとかいう、どこかの小学生男児だ。

　ビラにいわく、少年は身長１５０センチ弱、いなくなった当時は赤色のヒーローもののプリントがなされたシャツ、紺こんのデニムと白い大きなスニーカーといういで立ちで──。

「あの子はきっと、ほとんどの人にはもう気にもされない。いずれ忘れられるそういう物語よ」

　ガムのように地面にへばりついたチラシを見つめ、男はゆるゆると首を振ふった。

「……オレは、そうは思わない」

　ふと何かに反応した男の目線を、女も帽ぼう子しのつばを上げて追う。その素す顔がおは意外なほどに幼く、せいぜいが十代もなかばの少女にしか見えないが、そこに宿る眼光は「ただの少女」では到とう底ていきかないほど鋭するどい。

　死し臭しゆうがする。

　単純な腐ふ敗はい臭しゆうや発はつ酵こう臭しゆうとはまったく違ちがう、それは生きている者には感知できない「死」そのものの気配である。彼かれらの感覚器官は、これを柘榴ざくろの花に似た香かおりとして認にん識しきする。

　風の流れを追って彼方かなたを見すえ、彼女かのじよは短く命じた。




「外死者アンデツドを確かく認にん。赤アカ鉄ガネ、『再さい葬そう開始』」




　男──「赤アカ鉄ガネ」は、スイッチが切きり替かわったように牙きばを剝むいて笑う。

　次の瞬しゆん間かん、手に一振ふりの抜ぬき身の刀とう剣けんがずるりと現れた。

　往来でいきなり凶きよう器きを取り出した人間を、しかし周りの人々は恐おそれるばかりか一いつ顧こだにしなかった。彼かれらの目に映る街に、二人の男女は最初からいないのだ。

　赤アカ鉄ガネは直ちよつ剣けんを右逆さか手てに持ち合わせ、低い姿勢から一気に加速。風圧で降雪に空くう洞どうが開く。そのまま一歩踏ふみ込こみ、二歩三歩で更さらに加速、四歩目で信じがたい跳ちよう躍やくを見せる。

　迫はく撃げき砲ほう弾だんのような軌き道どうに、黒衣の裾すそが漆しつ黒こくの動線を描えがいた。
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　目が覚めた時、鹿か島しま夕ゆ里り子こは薄うす暗ぐらい部屋の中にいた。

　ぼうっとしたまま上体を起こすと、黴かび臭くさい寒気が肌はだを刺さして、反射的に身を縮めた。

　──ここ、どこだろ。

　下校途と中ちゆうだったことは覚えている。忘れ物を取るために友達と別れ、元来た道を戻もどって、そこから記き憶おくが飛んだ。こんな場所に見覚えなんかないし、自分から足を向けたつもりもない。

　起き上がると、寝ねかされていた古いパイプベッドが軋きしんだ。どうやら六畳じようほどの寝しん室しつらしいが、室内でさえ息が白い。

　誰だれかに連れてこられた？

　ふとそんな不ふ吉きつな想像がよぎるも、他に人の気配はない。

　しかも、いつもポケットに入れているはずのスマートフォンがない。夕ゆ里り子こはむっくり起き上がり、慎しん重ちように部屋を横切った。古びたドアには何年も前のカレンダーが張られっぱなしで、開くと広めのダイニングキッチンに出た。

「誰だれかいますか？」

　誰だれも答えず、ただ低いノイズのような音だけが聞こえた。

　それにしてもやけに暗い。それもそのはずで、テラスに繫つながる大窓を塞ふさぐ形でタンスが置かれていた。これでは日が暮れたのかどうかもわからない。

「あの……、すみませーん！　誰だれもいないんですか!?」

　声を上げつつ、夕ゆ里り子こはテーブルの上を見て固まった。

　卓たく上じようには燃えさしのろうそくが立っていた。それも何本も。

　融とけた蠟ろうはテーブルを青白く覆おおい、何枚もの黄ばんだメモ紙となかば一体化している。流しは濁にごった水と何かで詰つまり、浮うかんだ赤茶色の塊かたまりに黒いもやのようなものがまとわりついていた。ぶぅん──と続く音の正体は、無数の蝿はえの羽音だ。

　これ以上ここにいたらいけない……かもしれない。夕ゆ里り子こは反射的に息を殺した。どこかへ落としたらしきスマホのことも頭から追い出した。

　まず出なきゃ。それで、警察。そうだ。どこかで警察に連れん絡らくして、それから。

　キッチンの扉とびらを開けたら短い廊ろう下かに出た。好都合なことに玄げん関かん扉とびらは廊ろう下かの突つき当あたりにすぐある。間取りを考えるに、マンションか何かの一室かもしれない。

　早足で廊ろう下かを突つき抜ぬける途と中ちゆう、開け放たれた脱だつ衣い所のドアから浴室までがわずかに見えた。

　なに、これ──

　いくつも転がる洗せん剤ざいの空容器。薄うす汚ぎたないタイル床ゆかに蠟ろう状じように固まった脂あぶらの膜まくと、どういうわけだか浴室の壁かべをびっしり這はいまわっている木の根のようなもの。

　目を逸そらし、靴くつも履はかず玄げん関かんドアに飛びついたが、内鍵かぎを開けてノブを捻ひねってもびくともしない。押おしても引いても駄だ目めだ。外から封ふうじているのだろうか。

　突とつ然ぜん、ばん、と音がした。

　すぐ近くだった。

　見れば玄げん関かんドア横の小窓に、コップ一杯ぱい分ほどの染みがある。紅葉のような形をしていて、一目で何なのかわかった。

「子供の手形？　ちょっと、何……!?」

　手形は赤黒く、妙みようにくっきりしていた。見ているうちに滴しずくがしたたり、手形の下に何本もの細い線を引く。その立体感に気付いて夕ゆ里り子こは総毛立つ。

　手形は、部屋の内側からついている。

　ばん。

　赤い手形が、目の前でまた一つ。今度は滴しずくが顔に跳はねた。

　二つの手形はじわりと滲しみ、見る間に膿うみ爛ただれた傷口のように湿しめりけを増し、動き始めて、そこから先は見たくもなかった。

　転げるように廊ろう下かを逆ぎやく戻もどりし、ダイニングキッチンの扉とびらを固く閉ざして、逆に袋ふくろの鼠ねずみに陥おちいったことに気付く。出口になりうる大窓は家具で塞ふさがれていて、夕ゆ里り子この力では動かせそうになかった。浅い呼吸を繰くり返かえしながら、追いつめられた動物の気分で部屋中を見み渡わたす。

　脚あしが一本折れた椅い子すの上に、夕ゆ里り子こは電話を見つけて飛びついた。

　回線の繫つながる気配。震ふるえる指で１１０をプッシュすると、相手はきっかり２コールで出た。

『もしもし』

　応こたえたのは、どう考えても子供の声だった。

　どういうことだと一いつ瞬しゆん思ったが、藁わらにもすがる思いで叫さけぶ。

「！　た、たすけっ！」

『ん。ああ。そうかそうか、見てしまったのだな、君は』

「は？　あの、ちょっと……!?」

　電話口の少年──少女？　は、異様に冷静だった。「ふぅん」とか「うーん」などと鼻を鳴らして、あたかも電話越ごしにこちら側の気配を探さぐっているようにうなずく。何度も、何度も。

　だんだん全て悪い夢ではないかと思い始めたところ、電話口の子供は晴れやかにこう言った。

『君は不運だが運がいい。安心したまえ、もう来てるよ』

　ばん。

　ばん、ばん、ばん、ばんばんばんばんばん。

　途と端たん、床ゆかといわず壁かべといわず天てん井じようといわず、無数の手形が生まれた。

　自分を囲む手形から生えたものを見て夕ゆ里り子こは絶句する。青あお褪ざめた、蟲むしのようにいくつも関節を持った長い長い腕うでだ。

　喉のど奥おくから悲鳴がほとばしるが、全身に絡からみつく腕うでの一本が口に指を突つっ込こんできた。爪つめが夕ゆ里り子この頰ほおを傷付け、溢あふれた血が冷たい皮ひ膚ふの表面に吸すい込こまれていった。

　体中絡からめ取られ、夕ゆ里り子この脳のう裏りには絶望と共に不思議な確信がよぎる。

　そうか、ここは「餌えさ場」なんだ。

　自分は、この「何か」の獲え物ものなんだ。体の肉に食くい込こむ爪つめの痛みを、夕ゆ里り子こは最さい期ごまで感じ続けるのだろう──

　突とつ然ぜん、大窓がタンスごとぶち破られた。

　衝しよう撃げき波はめいた風圧が髪かみを洗い、ぱっと開けた視界に一人の男が映る。

　信じられない速さで外から飛とび込こんできたその男は、窓を砕くだいた勢いのままで「腕うで」の五・六本をまとめて蹴けり折ってのけたのだ。

『──ほら、な？』

　拘こう束そくから解放され、夕ゆ里り子こは床ゆかに尻しり餅もちをつく。どこか得意げな子供の声を最後に、転がったままの受話器が沈ちん黙もくした。

　無数の腕うでが突とつ然ぜんの闖ちん入にゆう者に反応し、昆こん虫ちゆうめいた反射で矛ほこ先さきを変えた。

　着地する男は、夜のようなブラックスーツを着き込こんでいた。対照的に生白い腕うでがその背に殺さつ到とうし、思わず声を上げそうになった夕ゆ里り子こは男の獣けものじみた反応速度に息を吞のむ。

　振ふり向むきざま、ぎらりと光る眼めは、赤い。

「加速アクセルッ！」

　朱しゆ色いろの火の粉が舞まい散ちり、鋭するどい太た刀ち風かぜが生まれる。

　夕ゆ里り子こには視し認にんできない。吹ふき込こむ寒風と室内の熱気が混ざりあって見えない気流の乱れを描えがき、頰ほおで風を感じるころにはもう、男は反はん撃げきを終えていた。

　ばしゃっ──と、血が部屋中に飛び散る。関節の区切りもなく輪切りにされた腕うでたちの、黒ずみ腐くさった血液だ。一本残らず数センチ間かん隔かくの肉にく塊かいと化したそれらが、黒衣の男が超高速でばらばらに斬り刻んだものだと夕ゆ里り子こは今さら察した。

　胸の悪くなるような金かな臭くささを感じながら、飛び散る血液にべっとり濡ぬれそぼった夕ゆ里り子こはしかし、呆ぼう然ぜんと男を見ているしかない。

　男は返り血にまばたきもしない。手の中で、一振ふりの剣けんが灰銀色に輝かがやいていた。

「────あ、あの……？」

　どれくらい呆ほうけていたか。案外、十秒もなかったかもしれない。

　そうこうしているうちに、全身をべっとり濡ぬらす返り血がみるみる乾かわいていく。おかしなことに散らばる肉にく片へんも輪りん郭かくを失い、コールタールのようにどろりと溶とけて、やがて染しみの一つも残さず消しよう滅めつした。

　男は仁に王おう立だちしたまま、びくともしない。ぎらつく目で室内を油断なく見み渡わたし、鼻をひくつかせてまだ何かを探さがしている。まるでその目に自分など最初から映っていないようで、夕ゆ里り子こはまだ自分が悪夢の真まっ只ただ中なかにいることを自覚した。

「無事のようね」

「ひやあああああああっ!?」

　割れた窓まど際ぎわに、少女が一人いた。驚おどろきすぎて今度こそ死ぬかと思った。

　彼女かのじよはケープを羽織った黒いドレスルック。体格こそわかりづらいが、夕ゆ里り子こより明らかに背が低く、半分かた帽ぼう子しのつばに隠かくされた面めん貌ぼうはまだ十分にあどけない。

　男と同じく血のように赤い眼めが、夕ゆ里り子この無事を確かく認にんし、すいっと男へ向けられる。

「──赤アカ鉄ガネ、『再さい葬そう終しゆう了りよう』」

　赤アカ鉄ガネと呼ばれた男の態度が、信号が切きり替かわるような急激さで変わった。

　全身に満ち満ちていた異様な迫はく力りよくが抜ぬけ落おち、手から刃は物ものが霞かすみのように消えてなくなってしまう。あとには数歩たたらを踏ふみ、きょときょと周囲を見み渡わたす狼ろう狽ばいの顔だけが残った。

「まずまずの成果ね。撤てつ収しゆうするわよ」

　夕ゆ里り子こからすれば、何がどうなっているのかわからない。

　突とつ然ぜん現れて場を総そう括かつしている、この少女にはわかるのだろうか。

「……そこのあなた」

「え、あ、はいっ」

「あなたは悪い夢を見てるの。すぐ醒さめるから忘れなさい」

　言うなり、少女はどういうわけか着けていたロンググローブの片方を外し、自分の親指をかりっと嚙かみ破る。

　血に濡ぬれたその指先を向けられ、夕ゆ里り子こは本能的に後ずさった。

「ま、待って。ちょっと待っ……」

　まるで聞く耳を持たず、少女の指がぴんと弾はじかれる。

　反射的に目を閉じる夕ゆ里り子こ。弾はじき飛とばされた血の雫しずくは狙ねらいたがわず、夕ゆ里り子この頰ほおを裂さいた傷きず跡あとに点々と散る。ぎょっとするほど冷たかった。

「え──」

　ほんの一いつ瞬しゆんで冷たさが消えたかと思えば、傷の痛みまでもが消え去っている。

　思わず自分で確かめてみると、「腕うで」の爪つめに付けられた傷が跡あと形かたもなく癒いえていた。

「な、何があったの？　あなたたち一体、何者なの……!?」

　ぴくり、と赤アカ鉄ガネが反応した。心の内をまさに言い当てられたかのような顔をしていた。

　質問の意味を吟ぎん味みして、彼かれはすっと目を細める。まだどこか夢の中にいるような──戦いの狂きよう熱ねつを芯しんに秘めたような、不思議な無表情だった。

「わからないんだ、それが」

　不意にうなじを「とん」と叩たたかれた。

　いつの間にか後ろに回り込こんでいた、少女の手だ。

　意識が遠くなる。霞かすむ視界に映るのは表情のない赤アカ鉄ガネと、その後ろでどこかに電話をかけている少女。五感を手放す直前、夕ゆ里り子こはふいに不可解なことに思い至る。

　彼かれらの息は、白くない。
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　関東某ぼう県の「空から巣す岩いわ」市は、静かな都市だった。

　東京にそこそこ近く、太い国道が通っていることから、昭和中期から現在に至るまで流通の重要なチェックポイントとして栄さかえている。また60年代以降はベッドタウンとしても発達したが、関東圏けんの都市の中では不思議と存在感が薄うすい。平成以降次々と出来上がる新幹線や高速道路のラインから微び妙みように外はずれているためだろう。そうした交通の大動脈に連なる各都市と比べれば、必ずしも時代の最さい先せん端たんにあるとは言えない。

　あるいはこの空から巣す岩いわが、某ぼう大手医い療りようメーカーの実質的な企き業ぎよう城下町だからという側面もあるだろう。市内単位で産業と雇こ用ようが成り立っており、都心への繫つながりが薄うすいのだ。

　首都に近いがゆえにかえってあまり注目されることもない、静かな街。それがこの空から巣す岩いわ全体を俯ふ瞰かんして受ける、一いつ般ぱん的なイメージである。

　ただし──

「よそと大きく違ちがう点が、この町には一つある」

　冬の日は早々に落ち、地上に人工の光が次々と灯ともる。ブラックドレスの少女は白く照らされた街路を進みながら、紙パックのトマトジュースにストローを突つき刺さす。

「年間の行方ゆくえ不明者が、他県の主要な都市より明らかに多いということ。不幸な事故か人間の起こした事件か──そのどちらでもない場合、わたしたちの仕事」

　さっきまで剣けんを握にぎっていた少年の手は、しかし今は弱々しく頼たよりない。ぽつりとつぶやく、

「……頭が、痛い」

　少女は赤アカ鉄ガネの横顔をちらと見た。

　瞳ひとみに一いつ瞬しゆんだけ気き遣づかわしげな色が宿る。だが、それはすぐに消えた。

「次に向かうわよ」

　次の獲え物もの。常識的な事故や事件の原因でもなく、人や獣けものですらない「恐おそろしいもの」。

　そいつらについて考えている時だけ、赤アカ鉄ガネの頭痛はなくなる。地上をさらう北風が今や大して寒くもない。自分の肉体がすでに冷たいせいだろう。

　改めて踏ふみ出だした二つの人ひと影かげは、雑ざつ踏とうの中にこつぜんと消えた。幽ゆう鬼きのように。
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「再さい葬そう」を遂すい行こうせよ。

　それが、この意思に深く刻きざみ込こまれたサインだ。

　異い形ぎようを前にした時、一つの合図で殺意のスイッチが入る。

　そうなると他の全てが思考から遠く離はなれ、自分がどうなっているのかの意識も希き薄はくになってしまう。殺意は研とぎ澄すまされた集中力に変へん換かんされて、赤アカ鉄ガネ／Ｎｏ．７ナンバーセブンは己おのれがやるべき破は壊かいを最短最速で行う殺人機械キリングマシーンへと変へん貌ぼうを遂とげるのだ。

　戦いの初めと終わりを司つかさどるのは、黒衣の少女が投げる単純な言葉だった。




「『再さい葬そう終しゆう了りよう』」

　ようやく正気に戻もどった。

　赤アカ鉄ガネの全身から獰どう猛もうさが抜ぬけ、存外に幼さを残した面めん貌ぼうがたちまち苦痛に歪ゆがむ。

　闘とう争そう本能の麻ま酔すいが解けた脳を、強い痛みが搔かき乱みだす。よろけて頭を押おさえた赤アカ鉄ガネは、意識の深しん淵えんから病根めいた疑問がぶくぶく湧わき上あがってくるのを自覚した。

　──ここは？

　濁にごった夜気の感覚が、今さら肌はだに伝わった。どうやら、廃はいホテルの屋上庭園らしい。

　大して広くもない。潰つぶれてから結構な時間が経たっているようで、プランターの草木は手入れされないまま生おい茂しげっていて往時を見る影かげもない。四方の小像は西洋風の意い匠しようで揃そろえている風だが、偽物フエイクの異国描びよう写しやもこうなっては寒々しいばかりだ。

　庭園は今、血の海だった。

　呆ぼう然ぜんとする赤アカ鉄ガネの前で、辺り一帯を染め上げる血が見る間に乾かわいていく。

　敵、「手」の群れ、怪かい物ぶつ、肉にく塊かい、外死者アンデツド。

　断だん片ぺん情報を整理できないまま、血液はぱりぱりに乾かん燥そうして浮うき上あがり、逆回しする赤い雪のように空へ吸すい込こまれて消えた。

「電話は、もう済ませておいたから」

　真後ろから声がした。弾はじかれたように振ふり返かえると、汚よごれた強化ガラスのフェンスに寄りかかって少女が立っていた。「再さい葬そう開始」がいつ放たれたものか覚えてもいないが、一連の合図はこの場を真っ赤に染め上げたのち「終しゆう了りよう」で締しめられたということだろう。

「…………何のことだ」

　かろうじてそれだけは言えた。

「報告よ」

　彼女かのじよは短く答え、

「次の指示を伝えておくわ。現状このまま市内の調査を続けること。現場の写真は送るようにとのことだけど、それはわたしがやっているから。それと、」

「なあ」

　遮さえぎられ、ひたと見返す静かな目は、目玉の裏すらのぞき込こんでくるかと思うほどに鋭するどい。瞳ひとみはルビーのような鳩の血色ピジヨンブラツド。美しさと不健康さの間にあるような、白く光る肌はだ。面めん貌ぼうはあどけなさを残した女にも、不思議に妖よう艶えんな小こ娘むすめのようにも見える。

　喘あえぐように数度呼吸を繰くり返かえして、頭に浮うかんだそのままを聞いた。

「──オレは何者なんだ？」

　今さらになって思い出される、前に助けた少女の疑問は、まさに自分自身が一番に知るべきことだった。

「あなたは赤アカ鉄ガネ。境死者ニアデツドの七番目で、わたしの仲間」

　答えはひどく簡潔だった。しかし赤アカ鉄ガネは、自分の名前にも立場にも、空から巣す岩いわを徘はい徊かいすることにも、得え体たいの知れない化け物と戦っていることにも何一つ因果関係を見み出いだせていない。

「あんたは誰だれだ？」

「わたしは紫シ遠オン／Ｎｏ．６ナンバーシツクス、あなたの教育係ってところ。覚えてない？」

　ぎりぎり思い出せる最初の記き憶おくは、四角く区切られた真っ赤な「海」にいる自分だった。

　古い木と花の香かおりに包まれたそこで、赤アカ鉄ガネを誰だれかが見下ろしていた。それとて靄もやに覆おおわれた記き憶おくを、赤アカ鉄ガネは必死に思い起こそうとする。なのに。

「……わからない。くそっ。何も思い出せない」

　海に横たわる自分から意識が飛んで、気が付いたらこの町にいた。夕暮れの雑ざつ踏とうを逆行し、獲え物ものの気配を探さぐりながら行くあの瞬しゆん間かんがまさに始まりだったのだ。

「そういうものよ。とにかく仕事はおしまい。敵の血も回収しておいた。何かに使えるかもしれないから、消える前に採取しておけって仲間がうるさいの」

　少女は赤黒い液体で満たされた小こ瓶びんを片手でもてあそび、さっさと踵きびすを返かえした。このホテルは歓かん楽らく街がいのど真ん中にある。柵さくの向こうには毒々しいまでに色とりどりのネオンが煌きらめいていて、下界の喧けん騒そうがここにも届いてきていた。そんな空気を嫌きらってか、早々に去ろうとする少女に赤アカ鉄ガネは叫さけんだ。

「待てよ！　まだ話は終わってない！」

　叫さけんで引き留める。少女は上品なヒールの踵かかとを鳴らして立ち止まり、感情のうかがい知れない目を肩かた越ごしによこした。

「オレたちは一体、何をしてるんだ!?　『再さい葬そう』って一体何だ!?」

　やりかたは教わるまでもなく知っていた。そしていざ始まれば疑問や迷いの一いつ切さいは吹ふき飛とび、あとは闘とう争そう心が落ち着くまで荒あれ狂くるうばかりだった。

　だが、何な故ぜ？　この力も意思も、何を源みなもととしているのか？

「外や死つ者らを殺し直すことよ。あなたもそれは理解しているはず。自分の剣けんを見て、何も感じないの？」

　言われて初めて、自分がまだ「それ」を握にぎっていることに思い至る。

　刃は渡わたり70センチ弱、片かた刃ばで肉厚の直ちよく刀とう。先せん端たんにウェイトのかかる刀身は剣けんというより鉈なたやマチェットにも似て、不思議なことに刀身の鍔つば元もとからなかばにかけて大きな亀き裂れつが走っている。

　赤アカ鉄ガネはその振ふり方を知っている。秘められた力の引き出し方も、名前も。

　だが感覚的には三本目の腕うでに近く、存在自体に疑いを差さし挟はさむ発想自体が今までなかった。思えばそれこそ異様ではないだろうか。

　答えに詰つまる赤アカ鉄ガネに、紫シ遠オンは「ならいいわ」とだけ言って歩ほを進めた。

　赤アカ鉄ガネは紫シ遠オンに回まわり込こみ、行く手を腕うでで遮さえぎった。

　どん、とフェンスのガラスに亀き裂れつが走る。色素の薄うすい前まえ髪がみが風圧で浮うき上あがり、紫シ遠オンは至近距きよ離りから赤アカ鉄ガネをじっとり睨にらみ上げた。

「どいて」

「嫌いやだ。はぐらかされてたまるか……！」

　ふぅ──と紫シ遠オンはわずかに眉まゆ根ねを寄せ、

「なら一つ。あなた、自分が何者かと言ったわね？」

　紫シ遠オンが両りよう腕うでを差し出す。黒いレースの手て袋ぶくろをはめた指先の左は赤アカ鉄ガネの腕うで、右は腰こしを這はった。

　何を、と言う間もなく、

「──実証してあげる」

　視界が旋せん転てんした。

　全身が重力をなくして風に晒さらされていた。一いつ瞬しゆんなぜか頭上に庭園が見えて、それがまたぐるりと回転した時にはもう自分が投げ飛ばされたことを知った。ああそうかと納なつ得とくする暇ひまもあらばこそ、計算された放物線の頂点に達し、赤アカ鉄ガネの体はたちまち重力に引かれる。

　落ちる先はフェンスの外、遥はるか直下の明るい街路だ。

「は？　──うわぁあああああああああっ!?」

　空中ではなすすべもなく、慣性でただくるくる回りながら、赤アカ鉄ガネは受け身も取れず落ちた。

　頭から。

　即そく死しの高さだった。

　ビルの屋上から突つき落おとされて生きている人間はいない。喧けん噪そうが行ゆき交かう歩道の街路灯に照らされ、頭の砕くだけた赤アカ鉄ガネはしばらくその場にぶっ倒たおれていた──が。

　再生が始まる。

　信じがたいことに、すぐに意識が戻もどった。衝しよう撃げきで砕くだけ折れた各所の骨がたちまちのうちに繫つながり、おびただしい血液が気化して体内に吸い戻もどされ、欠けた頭とその中身までも逆回しのように治ち癒ゆしてのける。すると今さらになって痛みに襲おそわれ、赤アカ鉄ガネは吐はき気けと共に傷が癒いえるのを待つしかなかった。

　仰あお向むけに倒たおれた赤アカ鉄ガネの視線の先、宙を舞まうドレスの姿が見える。

　紫シ遠オンだ。同じくビルの屋上から飛び降り、ふわ、と花びらのように赤アカ鉄ガネのそばに着地した。

「感想は？」

「────不死身……」

　我ながら間の抜ぬけすぎた所感だがそうとしか言えない。

　赤アカ鉄ガネの頭の上あたりに立ち、紫シ遠オンはじっとこちらを見下ろして言った。




「少し違ちがうわね。もう死んでいるのよ。あなたも、わたしも」
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　往来には人の姿が絶えない。道路沿いは客待ちのタクシーで溢あふれ、営業している店の前では呼よび込こみが声を張って、酔すい客きやくが馬ば鹿か笑わらいしながら二人の横を通り過ぎていく。

　廃はいホテルの屋上からいきなり落ちてきた二人になど、誰だれも気にも留とめない。

　というより、そもそも気付いてさえいない。

「幽ゆう霊れいみたいなものとでも思えばいいわ。半分死んで、半分生きてる感じ。それが『境死者ニアデツド』」

「境死者ニアデツド……」

「そういうものなの。あなたに生前の記き憶おくがないのは、単に必要がないからというだけ」

　言葉もない赤アカ鉄ガネに流し目を残して反転し、紫シ遠オンはつかつか遠ざかっていく。

「しばらくそこで頭を冷やしていなさい。──それから」

　肩かた越ごしに振ふり返かえり、

「これまでのいくつかの仕事、初うい陣じんにしては悪くなかった。あなたを歓かん迎げいするわ」

　動けなかった。体の方はもうぴんぴんしているのだが、だからこそ呆ぼう然ぜんとしていた。

　何の記き憶おくもない今では、普ふ通つうの街並みにあってさえどこか遠い異世界に放り出されたような錯さつ覚かくを持ってしまう。そこへ来て、自分が死者だと？　どこで、どうやって死んだ？

　やがて日が変わる。中天にかかる月を見上げながら、頭の中に光は差さない。
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　十二月十五日。変なものを見た……と思う。

　手の染しみのお化け。変な子供が電話に出た。

　黒い服の男の子と、女の子。

　男の子は色々すごい。名前：あかがね？

　女の子も同類？　こっちの名前は不明。

「首無し死体」の事件に関係あり？




　？が乱れ飛ぶ液えき晶しよう画面を見て、鹿か島しま夕ゆ里り子こは頭を抱かかえた。

　気になったことやおかしなことは、いつも端たん末まつのメモアプリに残しておくクセがある。それにしても昨日の分はひどい。改めて見ると、備び忘ぼう録ろくどころか夢日記だ。

　夕ゆ里り子こはあの出来事の後、いつの間にか近所のコンビニの前でへたり込こんでいた。

　体に傷どころか、衣服にも乱れひとつなかった。失なくしたと思ったスマートフォンは元のポケットに納まって、陽はまだ沈しずんでもおらず、その後ひたすらに変わらない日常が続いた。

　そもそもあれは本当に起こったことなのか。リアルな悪夢だと言われればまったく否定できない。悩なやんだすえに夕ゆ里り子こは、ひとまずいつも通りに過ごすしかないという結論を出した。だって、他に何もやりようがないから。




「おはよう、お母さん……」

　リビングに出てくると、母がいつものように朝食を用意してくれている。

「おはよ。遅おそかったわね今日は。もうちょっと遅おそかったら叩たたき起おこしに行ってたとこよ」

「やめてよぉ、朝から暑苦しい……」

　わははと笑う母。今朝は彼女かのじよの出勤に間に合ったらしい。

　雑誌社の編集者を務める母はやたらとバイタリティに溢あふれていて、元気なのはまあいいのだが、朝っぱらからこのテンションはちょっときついと思う時もある。

「ほら、ご飯できてるから食べな」

「んー……」

　ベーコンエッグはまだ温かい。カリカリのベーコンと日の丸のような目玉焼きに醬しよう油ゆを一垂らしして、その香こうばしさに眠ねむっていた食欲が刺し激げきされた。

　のだが、テーブルの対面に散乱しているものに、せっかく起きた食欲が殺そがれてしまう。

　ノートＰＣと、何冊か積み重なったスクラップブックだ。持ち主はもう出かけたようだが、ニアミスでこのリビングにいたようで、つい今しがたまで父がそこで仕事していたような気配が残っている。

　新聞記事の切きり抜ぬきもあって、夕ゆ里り子こはその見出しに眉まゆをひそめた。




【首なし死体また見つかる　一連の怪かい死し事件か】

　十二月四日未明、市内の××公園にて頭部のない遺体が見つかった。

　発見者は近きん隣りんに住む男性。園内の茂しげみに血けつ痕こんがあるのを認めて通報したもの。警察は被ひ害がい者の身元を特定するとともに、過去四件と同一の事件として調査を進める方針──




「ああ、それねぇ。出かけるなら片付けてからにしろって言ったんだけど」

　ここ半年で見つかった遺体は、今回で確か五体目という話だ。

　何者かの手によるものだとしたら、これはかなり凄せい惨さんな連続殺人だ。しかし犯行の証しよう拠こも、犠ぎ牲せい者しやの共通項こうも特定できず、何らかの事故かそれとも自殺かという可能性すら捨てきれていない始末だった。

　特に異常なのは、どこを探しても犠牲者の首だけが見つからないという点だ。

　あまりの怪かい奇き性から、一連の事件はあまり大々的に報道されていない。新聞の切きり抜ぬきだってごく小さな記事だし、県外のニュースではもうほとんど扱あつかわれていないとさえ聞く。ネットの一部では虚きよ実じつ入り混じった噂うわさや憶おく測そくが飛とび交かい、「空から巣す岩いわの首なし事件」といえばいっそ怪かい談だんめいたセンセーショナルな話題として知られている。

　──ふん。

「今度はこれをご飯の種にするんだ。ほんと、節操ないんだから」

　父は、夕ゆ里り子こが生まれるずっと前からルポライターをやっている。最初はどこぞの新聞社の一雑ぞう兵ひようで、そこから独立して情報屋やら何やらを経由して独立、今に至るのだとか。

　そうして日々せっせと人の裏事情やら事件事故のからくりを根掘ほり葉掘ほり嗅かぎ回って、記事にして金に換かえているわけだ。

　途と端たんに不ふ機き嫌げんになった娘むすめの思うところを知ってか知らずか、母は軽く苦く笑しようした。

「今回のネタは大きいって言ってたわね、お父さん。警察だけじゃ辿たどり切れないかも、とかも……やっぱり、お父さんの仕事イヤ？」

「……別に、そういうんじゃないけど」

「けど？」

　見み透すかされているようで腹の底がむずむずする。熱いうちにベーコンエッグを一齧かじりして、夕ゆ里り子こは愚ぐ痴ちみたいな口調で、

「だって。なんか、覗のぞき魔まみたいなことしてるじゃん」

　父はもう長いことそれで食っている。警察へのパイプもある。

　なんでも難しい事件を独自の視点から解きほぐし、それが捜そう査さの大事な決め手になったとかで表ひよう彰しようされたこともあるらしい。けど彼かれはことさらにそれを誇ほこるようなこともなく、今日も今日とて色んな事件の色んな情報を求めて街の表と裏を行き来しているんだろう。

　娘むすめが小さいころから。ろくに家に帰りもせず。

「情報集めるったってさ、くだらない噂うわさ話ばなしとか、誰だれかにとって知られたくないプライべートのこととか、そういうのもあるわけじゃん。事件解決ーとか、真実のためにーとか言って。そういうのをほじくり返してお金にしてるんだよ？」

「ふーん？」

「だいたいお父さんがフリーのライターって、あたし恥はずかしいんだからね。他の子のとこはちゃんとした仕事なのにさ。お母さんが安定した仕事してる人じゃなかったら、家庭だって持てなかったんじゃないの？」

「あはは。まあ、それはあるかも」

　なんだか言ってるうちに自己嫌けん悪おに陥おちいりそうだった。こんなネチネチした陰かげ口ぐち、外で父がドブさらいみたいに拾い上げる噂うわさ話ばなしとどう違ちがうというのだろう。

「この事件だってそうだよ。みんな色々言ってるけど、どうせ枯かれ木きが幽ゆう霊れいに見えてるだけなんだから。警察がちゃんと調べたら、犯人でもなんでも見つかるよ」

　本当だろうか？

　事故、自殺、偶ぐう然ぜんの連れん鎖さ、または頭のおかしい誰だれかの凶きよう行こう。現実的に考えるなら、世の全ての怪かい事件はそのうちどれかが原因だ。

　だけど、そうじゃないとしたら？　もっと人じん智ちの及およばない裏の何かがあるとしたら？

　そうしたものの片へん鱗りんを、当の夕ゆ里り子こ自身がつい昨日に見たのではなかったか？

　……いや、違ちがう。あれは夢だ。でなければ説明がつかない。

　考かんがえ込こむ娘むすめの心中を知ってか知らずか、母は慣れた様子で答える。

「まあ……お金のためだけじゃないのよ、やっぱり」

「なにそれ」

「この町で起こってることだからね。しかも解決してないし。真実を知って、それが解決に繫つながるんなら、やっぱり動くわよ。お父さんそういうとこあるよ」

「……ふんっ」

　そこで母はいたずらっぽく笑った。

「それに夕ゆ里り子こだって、昔はお父さんみたいになるって言ってなかった？」

「そ、それは昔の話でしょ!?」

「そうかな？　なんだかんだ正義感の強いとこ、似てると思うけど」

「やめてよもうっ！　一いつ緒しよにしないでったら！」

　そっぽを向く夕ゆ里り子こに、母はからから笑った。

　確かに昔から気になることには首を突つっ込こみたがるたちだったし、噓うそや隠かくし事ごとがやたら嫌きらいだった時期はある。それは今も、直そうとして直らないメモ癖ぐせとして表れている。

　不意にメモの内容が思い出される。

「──ねえ、お母さん」

「ん？」

　昨日お化けに襲おそわれた──なんて言葉をギリギリで吞のみ込こんで、

「遅ち刻こくするんじゃない？」

「あ。いっけない。ごめんお母さん先出るね！　あんたも遅ち刻こくしないうちに出発しなさいね！」

　慌あわただしく出ていく母に手を振ふりながら、夕ゆ里り子こはわざと大げさに笑った。

　悪夢の内容を言ったって、きっと意味なんて無い。

　それでも仮に、本当の本当に起こったことだとしたら、と頭のどこかでは考える。

　あの奇き妙みような一室には、事件の怪かい奇き性を説明する「何か」が潜ひそんでいたのではないか。だとすればあの黒衣の二人は一体どういう立場の何者なんだろうか？

　とりとめもない思考の中、ふと小さなことが頭に引っかかって「あ……」と声が漏もれた。

　赤アカ鉄ガネという彼かれに、ちゃんとお礼も言えていない。
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　──けになった電話番号は、現在使われておりません。

　番号をお確かめの上、もう一度、おかけ直し下さい。

　おかけになった電話番号は、現在使われておりません。

　番号をお確かめの上、もう一度、おかけ直し下さい。

　おかけにな『ああうん、私だ』

「……やっと出た」

『すまない、ちょっと調べものをしていてね。それで調子は？』

「いい加減、携けい帯たい電話の一つくらい持たせてほしいと思ってるとこ。今日び公衆電話なんてどこにでもあるものじゃないのよ」

『あれは多すぎて混線してしまうよ。赤の他人に私の美声をお届けするというのも乙おつなものだが、いたずらに人を驚おどろかせるような真ま似ねは控ひかえなくては。──で、どうなんだね？』

　午後。紫シ遠オンの「定期報告」の時間だった。

　公園隅すみの電話ボックスは、傾かたむきかけた陽を受けて長い影かげを伸のばしていた。紫シ遠オンは小こ銭ぜにもテレフォンカードも使わずに繫つながった相手に予定通りの報告を行う。

「潰つぶした餌えさ場は四つ。山道の公衆トイレと潰つぶれたドライブイン、それから廃はいマンション、ホテルの屋上。けど目立った手がかりはなし。写真はそっちに送ったと思うけど」

　紫シ遠オンは再さい葬そうの後、ポラロイドカメラで現場を撮さつ影えいしていた。それらは既すでに相手の手にあり、何枚かの写真をめくる音が受話器ごしに聞こえた。

『うん、確かく認にん済みだ。どれも人目に触ふれない場所だな。まさに餌えさ場と言うべき汚きたならしいロケーションだよ。……ところで、現れた外死者アンデツドをどう見る？』

「脆もろく、群れていて、行動が単純。典型的な雑ざ魚こね。だから納なつ得とくがいかない」

『同感だ。そんな低級なものが、こうも巧こう妙みように餌えさ場などを作れるわけがあるまいな。手の群れとやらを手なずける何かが裏にいると考えるのが妥だ当とうだろう。そこに哀あわれな獲え物ものが迷まよい込こむか、拉ら致ちされるかするわけだ』

「でしょうね」

　紫シ遠オンは、危あやうく喰われるところだったあの廃はいマンションの少女を思い出す。

　とはいえ何も知ることなく日常へ戻もどった彼女かのじよに対し、紫シ遠オンはもう一いつ切さいの興味を失っている。

『それで……君らが助けた女子高生君なのだが、彼女かのじよは手傷を負ったと言っていたね？』

「ええ。わたしが治したけど」

　あの時紫シ遠オンは、襲おそわれた少女の頰ほおの傷に自分の血を飛ばした。

　境死者ニアデツドの肉体は超ちよう常じよう的な再生能力を持っており、血を分けることで他人にその治ち癒ゆ力を与あたえることができた。あくまで、塗ぬった瞬しゆん間かんにだけ再生力を付ふ与よする程度のことだが。

『起こったことの証しよう拠こを残さないという意味ではいい判断だが、その子は我々の血を取とり込こんだ。それが影えい響きようで、少し感じやすくなってしまうかもしれん。ま、感じるかそうでないかは本人の資質によるところが大きいが……ともかく気を付けたまえ』

「そうかしら。仮にそうだとして、もう二度と危険に近付くとは思えないわ」

　常人は一連の出来事を全て悪夢だったと思うだろう。仮に本当に起こったことと認めたにしても、二度と関わろうとは思うまい。

『そう願うよ。──で、件くだんの新人君の様子はどうだね？』

「おおむね問題はなし。少し危なっかしいけれど、戦いのセンスもある。だけど……」

『時折、思い出しかける、かね？』

「……ええ」

　行動を共にする中で、赤アカ鉄ガネはたびたび頭痛を訴うつたえる。

　それは、彼かれの失った記き憶おくに引っかかるものがそこかしこにあるということだ。

　この町の光景に、外死者アンデツドの話に、戦いそのものに。目覚めたばかりの境死者ニアデツドと一いつ緒しよにいるのは紫シ遠オンには初めてのことだが、これは電話の相手に言わせれば相当に珍めずらしいことのようだ。

『聞くだに不思議だ。これまでそんなことはなかった。彼かれに何か特別な事情があったと思うべきか……まだその判断はつかないが』

「どうあれ、いたずらに刺し激げきするつもりはないわ。彼かれはこのまま、わたしが導く」

『それがいい。──そこは、彼女が消えた町だ。今後も十二分に気を付けるように』

　その言葉を聞いた時、紫シ遠オンの顔に初めて表情が生まれた。

　端たん正せいな童顔がわずかに歪ゆがみ、苦しげに嚙かみしめた歯が口くちの端はにのぞく。だがそれも一いつ瞬しゆんで、彼女かのじよはすぐに仮面のような無表情に戻もどる。

「……言われるまでもない」

　通話を切り、電話ボックスから出た紫シ遠オンはふと視線を感じた。

　近くの電柱の陰かげを見やると、一匹ぴきの野の良ら猫ねこがこちらを凝ぎよう視ししている。

　ところで境死者ニアデツドは、まさに幽ゆう霊れいよろしく常人にその姿を見られることがない。これは彼かれらが持っているある種の特とく殊しゆ能力の一つだった。

　意識次し第だいで「見せる」「見せない」は選せん択たくすることができて、大たい抵ていの場合は都合がいいから見せないまま活動している。物理的に透とう明めいになるというよりは、存在感が薄うすまり、そこにいても気にされない状態になるのだ。

　しかし、例外もなくはない。第六感というべきか直感というか、そうしたものが鋭するどい相手には、時として姿を見られてしまうこともある。

　たとえば子供。ごくまれに、勘かんの鋭するどい大人。そして多くは、人以外の動物に。

　特に猫ねこである。境死者ニアデツドを目もく撃げきした猫ねこは、ほとんどの場合目を皿のようにしたままこっちに釘くぎ付づけになる。動物的直感の鋭するどさゆえか、むしろ他の普ふ通つうの生き物よりもこちらの存在感を強きよう烈れつに感じてしまうようだった。異質なものとして。

　今いるサビ柄がらの仔こ猫ねこも同じようだった。紫シ遠オンを凝ぎよう視しするまん丸い目は、綺き麗れいな青だ。

「ねこ」

　ふらっとそちらへ足を向けた途と端たん、猫ねこが一気に全身の毛を逆立てた。

　逡しゆん巡じゆんする紫シ遠オンだったが、そうこうしているうちに猫ねこは「フギャッ！」と叫さけんで転がるように逃にげ去ってしまう。

「…………」

　いつものことではある。境死者ニアデツドは動物に激しく嫌きらわれる。

　そういうわけなので、紫シ遠オンは猫ねこを撫なでられたことが一度もなかった。

「──残念だったな」

　と、電話ボックス脇わきのベンチから、目覚めた赤アカ鉄ガネが声をかけてきた。

　彼かれはここで紫シ遠オンが見守る中、３時間の睡すい眠みんを取っていた。先に紫シ遠オンが睡すい眠みんを取ったので、これで計６時間ということになる。

　紫シ遠オンはじっとりした眼めで赤アカ鉄ガネを睨にらみつける。

「言っておくけど悪いのはわたしじゃないわ。あなただって逃にげられるのよ」

　赤アカ鉄ガネはあいまいに頷うなずき、猫ねこの去っていった方をしばらく眺ながめていた。

　再さい葬そうをしていない時の彼かれはひどくぼんやりしていて、何を考えているのかも一見してはわからない。だがその目の奥おくにある思し索さくの気配を見み逃のがす紫シ遠オンでもない。

　探さぐっているのだろう。自分や紫シ遠オンのことを。察しながらもあえて言げん及きゆうせず、持っていたコンビニ袋ぶくろを掲かかげた。

「そろそろ『食事』にしましょう。お腹なかも空いているはずよ」




　境死者ニアデツドにはいくつかのルールが存在する。最初の夜を越こえた時、赤アカ鉄ガネはそれを身に迫せまる感覚で知った。そのうち二つを、二人はこの時間で済ませておく必要があった。

①一定時間おきに「休息」が必要だということ。

　境死者ニアデツドには一度に動ける限界時間がある。

　連続で12時間だ。

　その間これといって疲つかれることもなく、まるで新品の機械のようにフルコンディションのまま活動できるが、限界を超こえると逆に電源が落ちたように意識をなくす。本人の意思に関係なく、なかば気絶する形で眠ねむるのだ。その時間が、きっちり３時間だった。

　睡すい眠みん中は完全に無防備になるため、どこか安全な場所を探すか、交代で見守る仲間がいなくてはならず、また自分の活動時間も念頭に入れておかなければならない。

　カウントは「外」に出たその瞬しゆん間かんから始まるというが、どこから見ての外なのかはよくわからなかった。

②必要に応じて「好物」を摂せつ取しゆしなくてはならないこと。

　要は食事だ。死人だろうと腹は減ると赤アカ鉄ガネは初めて知った。

　そしてこれは、ある意味で人間よりよほど深刻な事情があるようだった。

「──生存のために栄養が必要、というわけではないの」

「だったらどうして」

　錆さびたベンチに並んで腰こし掛かけ、紫シ遠オンは肉付きの薄うすい腹を一撫なでする。

「わたしたちにも生きていたころはある。どんな生き物にだって食事は必要だし、本能がそれを求めるようにできているの。魂たましいがそれを覚えているのかもしれない。……仲間はこれを、魂たましいの幻げん肢し痛つうだと表現するわ」

　幻げん肢し痛つうとは四し肢しや指を失った人間に訪おとずれる、あるはずのない痛みだ。

　これは感覚的に「あって当然」のところに神経が繫つながっていないことによる脳のエラーだそうだが、確かに食事も似たようなものかもしれない。

「必要なのは『食事を済ませた』ってプロセスであって、お腹なかに溜たまることのない嗜し好こう品で済むわ。活力の補給って言った方がいいのかもしれない。でないと、力が出せなくなる」

「……やらなければどうなる？」

「力が失われる。最悪の場合、人間以下に。それに餓が死し寸前の空腹がずっと続く」

　確かに最悪だった。空腹には逆らわない方がよさそうだ。

　それにしても、好物、とは。

　紫シ遠オンは「いただきます」と一礼し、紙パックのトマトジュースをストローでちうちう飲み始めた。それが彼女かのじよの好物ということか。

　姿を見せて、サングラスで目の色を隠かくして当たり前に買い物をしてきたのだ。どうも仲間とやらから活動資金は受け取っているらしく、文庫本ほどもある厚さの封ふう筒とうには皺しわひとつないピン札がずらりと並んでいた。

　あなたは何がいいの──と買い物の前に聞かれ、赤アカ鉄ガネは考える前にこう答えていた。

　缶かんコーヒー。それもブラックの無糖。

　リクエストを受けた時、紫シ遠オンがなにか複雑な表情を見せたことを覚えている。

　冷えた手にホットのスチール缶かんは熱いほどで、一口含ふくむと目の覚めるような香かおりが鼻び腔こうに満ちた。舌した触ざわりのいい苦みを味わい、温かい液体が喉のどを通り過ぎていった時、自分でも意外なほど満足げな吐と息いきが漏もれた。

「美う味まい……」

　なんだろう、この感じは。

　ブラックコーヒーをここまで美味だと感じたことはなかった──ような気がする。赤アカ鉄ガネの手にある缶かんを横目に、紫シ遠オンは眉まゆをひそめる。

「そんな苦いものが好みだなんて、つくづく信じがたいわね」

「わからない。なんとなくだった。ブラックが好きだったことなんて」

　なかったのだろうか。それさえはっきりしない。

　あるいは、これも空腹のスパイスというやつなのだろうか。熱いうちに一口また一口と飲み進めるうちに、幻まぼろしの空腹は噓うそのように消えていった。

「さて……とにかく、餌えさ場を見つけて潰つぶすだけじゃ埒らちが明かないわ。もっと他に、大元となるような存在があるはず。それを特定しなければ」

　赤アカ鉄ガネの動きが凍こおり付ついたように止まる。

　記き憶おくにフラッシュバックする。異い形ぎよう、血、剣けん、火花、殺意。

「──また再あ葬れをするのか？」

　紫シ遠オンはさして大きな反応を見せるでもなく、

「嫌いやなの？」

「納なつ得とくできない。オレはまだ、あんたのことだって信用できてないんだぜ」

　思いのほか強い語気に、紫シ遠オンはわずかに目を丸くした。

「戦う理由も知らないのに、その間は止まらなくなる。再さい葬そうの合図がそうさせるのか？」

「わたしの合図はただのスイッチよ。奴やつらに向ける殺意は、あなた自身のものだわ」

「だったら、あいつらは一体何なんだ……！」

　さして力を入れたつもりがないのに、指二本でつまんでいただけのスチール缶かんが音を立ててひしゃげた。身の内で燃える殺意の源みなもとすら、この手には摑つかみきれていないのだ。

　飲み物だけの食事を終え、紫シ遠オンはジュースのパックを丁てい寧ねいにぺたんこにする。

「外死者アンデツドは境死者ニアデツドと違ちがって、生きているものを襲おそうわ。だから仕留めなければいけない。あなたはそれさえわかっていればいい」

「あんたにそう決める権利があるのかよ!?」

　熱くなる赤アカ鉄ガネに対し、紫シ遠オンはきっぱり「あるわ」と答えた。

　六番目の紫シ遠オン、赤アカ鉄ガネの仲間にして教育係。一繫つながりの合言葉を使って、赤アカ鉄ガネの戦せん闘とうを司つかさどる少女。知っていることといえばそれくらいだ。

　──オレは彼女かのじよに操あやつられているんじゃないのか？

　判断材料がまったくない赤アカ鉄ガネにとって、そう思い至るのも当然のことだった。

「はっきりと言えるのは、あなたが不安定だということだけ。今はわたしの言うことを聞いていなさい。あなたは仲間よ。決して悪いようにはしないわ」

　手の中のスチール缶かんは潰つぶれた紙切れ同然になっていた。立ち上がり、それを50メートルは離はなれたゴミ箱の口に直線で放ほうり込こむ。鉄の打ち合う反はん響きよう音を聞き分け、赤アカ鉄ガネはまだ自分の理性が生きていることを内心で執しつ拗ように確かく認にんした。

「どこへ行くつもり？」

「……さあな。けど、少なくとも、あんたは信用できない。何も考えずに従うくらいなら、自分で考えて動いた方がマシだ」

　一人歩き出す赤アカ鉄ガネを、紫シ遠オンは止めようとはしなかった。

　公園を出ていくブラックスーツの背は、紫シ遠オンに目にいつまでもくっきりと映っていた。夕ゆう闇やみにぽつんとある黒点を見つめながら、紫シ遠オンは自分が言ったことを反はん芻すうし、少し俯うつむく。

「…………少し、突つき放はなしすぎたかしら」

　陽がゆっくり暮れていく。逃にげていたサビ柄がらの仔こ猫ねこが、物もの陰かげから警けい戒かい心たっぷりな目で二人を見比べ、いまいましげに低く唸うなる。
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　陸橋、

　繁はん華か街の大通り、

　街路樹の並ぶ遊歩道、大型家電量りよう販はん店の裏道、

　華はなやかなファッションビル、ブロック敷しきの古い商店街、薄うす暗ぐらい裏通りとトンネル。

　目的地なんて決めていない。赤アカ鉄ガネはただ自分だけの直感に従い、足の向くまま街を練り歩いていた。恃たのみにするのは、去来する頭痛だけだった。

　不思議なことに、場所によって頭痛のあるなしは違ちがった。何かを思い出そうとしていることの影えい響きようかもしれない。

　だとすれば、自分は空から巣す岩いわ市のことを知っている？

　時々視線があらぬ方を向く時がある。この町の光景に、空気の匂においに、自分の中の何かが反応しているのか。歩みはいつしか何かを探すようなものとなり、無意識のうちに「痛い場所」を点々とする形で進路は定まっていた。

　そのうちたどり着いたのは、薄うす暗ぐらい国道上のバス停だった。

　こんなところに何があるわけでもない。しかめっ面つらで時刻表と睨にらめっこするのが関の山だった赤アカ鉄ガネは、ふと覚えのある匂においを嗅かぎ分わけた。昔の記き憶おくだとかではない、ごくごく最近に嗅かいだ気がするもの。会ったことのある人間の匂においだ。




　拍ひよう子し抜ぬけするほどいつも通りの学校が終わった。

　流石さすがに今日ばかりはまっすぐ帰宅した夕ゆ里り子こだが、朝からずっと続く違い和わ感かんの尾おはまだ断たち切きれていない。昨日の体験について、信じている自分と信じていない自分が半々になって、両方に心を引っ張っていた。

　両親とも仕事で夜よる遅おそくまでいない。朝のうちに作り置きされていた夕食を温めて食べ、風ふ呂ろに入って、自室のベッドでひたすらぼーっとしているうちに一時間は過ぎていた。

　小指の先で頰ほおに触ふれる。化け物に付けられ、少女に治された傷の位置。

　あの二人も同じ化け物なのだろうか？　あれが現実だとしたら、二人はまだこの町のどこかにいるのだろうか。

　──わからないんだ、それが。

　そう言った、赤アカ鉄ガネという少年の無表情が頭から離はなれない。自分について、そんなことを言う人間がいるだろうか。どうしても考えてしまう。もう自分とは関係ないのに。

「……うーっ」

　両足を高く掲かかげ、反動でぱっと体を起こす。頭がうまく回らないのは脳に糖分が足りないからだ。散歩がてらコンビニに行こうと決きめ込こみ、軽く着替えてコートを羽織った。

　階段を降りた時、ちょうど玄げん関かんから上あがり込こんでくる者と鉢はち合わせた。

　使い古したジャケットに、資料や名めい刺しやタブレットＰＣを一いつ緒しよくたに詰つめ込こんだバッグ。一週間は無ぶ精しようヒゲを剃そっていないその面に、夕ゆ里り子こは思わず「むっ」と声を上げる。

「ん？　おぉ、夕ゆ里り子こか……ただいま」

　こんな早くに父が帰ってくるとは、珍めずらしいこともあるものだ。

　無視することにした。どこを歩き回っていたか知らないが、冬なのにツンと汗あせ臭くさい。いないものとして靴くつを履はく娘むすめの頭を、父は戸と惑まどったように見下ろしている。

「どこか行くのか？」

「ん」

　すげない口調に、ほんの少し狼ろう狽ばいする気配。

「やめときなさい。もう遅おそいんだぞ」

　別にいつも夜遊びをしているわけじゃない。ちょっとコンビニ、とでも言えばいいのに、夕ゆ里り子こはつい突つっぱねる。

「関係ないでしょ」

「ないってことあるか。お前な、今がどれだけ物ぶつ騒そうかわかってるのか？　こんな遅おそくに出歩いたりして、何かに巻まき込こまれたりしたら……」

　何か──首なし死体のことか？

　その事件を追ってる人間というのは、いつもそのことだけを考えているものなのか。だったらあたしの首も取られちゃうってわけ？　──そう思ってぎっと見上げると、父の視線の思わぬ強さに逆に驚おどろかされる。

　──なんだかんだ、正義感の強い。

　一いつ瞬しゆん思い出された母の言葉を振ふり払はらう。違ちがう、何が正義だ。

「コンビニ行くだけ！　それくらい別にいいでしょ！」

　思わず声を荒あらげてしまった。のけぞる父の隙すきをついて、玄げん関かんのノブに飛びつく。その時ふと思い出すものがあって、夕ゆ里り子こは背中越ごしに、

「あとさ。来週の土曜、お母さんの誕生日なんだけど」

「あっ。……お、おう」

　すると父の声こわ色いろがいきなり弱った感じのものになる。

「すまん。まだちょっと仕事で、合わせられるかは……」

「あっそ」

　夕ゆ里り子こはそれ以上何も言わず外に出た。冬の夜は空気が澄すんでいて、肌はだを刺さすような夜風にいくらか思考もクリアになった。

「ふん」

　しかしこうやって出てしまった以上、すぐ帰る気にもなれなかった。

　なんとはなしに空を見上げると、中天では大きな寒月が白く冴さえていた。最も寄よりのコンビニはここから徒歩で二分だけど、国道に出てすぐのもう一軒に行ってみよう。表通りなら明るいし、危ないということもないはずだ。

「痛っ……？」

　歩いている最さ中なか、突とつ然ぜんの痛みが頰ほおに去来した。

　例の怪け我がをした位置だった。どういうわけか、感覚は傷きず跡あとをなぞるような疼とう痛つうを訴うつたえた。

　やっぱり、帰った方がいいかもしれない。

　この期ごに及およんで父の忠告を吞のむのは癪しやくだけど、言っていることは間ま違ちがっていないし。そもそも自分は実際に危険な目に遭あった後だ。いやに生ぬるい風が吹ふいて、道路に落ちた枯かれ葉はをさらう。それが妙みように不安を煽あおった。

　風に何か不思議な、花にも似た薫かおりが混ざっているような気がした。

　動物は直感に優すぐれ、境死者ニアデツドの存在感を強きよう烈れつに察知できてしまう。

　だが人にもまた、強弱の違ちがいこそあれ、その「勘かん」が無いわけではないのだ。

　不気味なほどに人がいない国道沿いの歩道。向こうのバス停で、ブラックスーツの少年が時刻表をじっと見ている。

　振ふり向むく彼かれと、目が合った。




「ちょ、ちょっと待ってくれ！」

　逃にげるかもしれないその女の子に、赤アカ鉄ガネは反射的に言っていた。

　少女は思いっきり及および腰ごしだった。確かに相手にとっては怪かい奇き体験そのものだろうが、赤アカ鉄ガネは頭を下げてでも彼女かのじよを行かせたくはなかった。

　なにしろ少女は、今たどれるほぼ唯ゆい一いつの表社会との繫つながりだ。どんなに小さなものでも。彼女かのじよはぎりぎりまで迷いに迷ったようだが、赤アカ鉄ガネの瞳ひとみに宿る理性と、藁わらにもすがるほどの戸と惑まどいを見み出いだして思いとどまってくれた。

　バス待ちのベンチに座すわり、その子は自分をカシマユリコと名乗った。赤アカ鉄ガネは風防にもなる広告掲けい示じ板ばんに寄りかかって立ち、彼女かのじよを横から見下ろしている。

「オレは、赤アカ鉄ガネ。……多分だけど」

「それってほんとに人の名前なの？」

「わからないけど、それしかないから」

　夕ゆ里り子こは両足を所在なげにぶらぶらさせながらつぶやいた。

「……まあ、信じるしかないんだよね。見ちゃったし。夢としか思えなかったんだけど」

「オレもそう思う」

　戦っている最さ中なかの感覚は夢らしいといえばらしい。それが現実だというのは、何度となく手に浸しん透とうした「外死者アンデツド殺し」の感覚が証明しているけれど。

　と、夕ゆ里り子こがいきなり小さく笑った。何か面おも白しろいことを言ったつもりはまったくなかったのだが、マンションの化け物を殺した当の本人が「オレもそう思う」っていうのは流石さすがにおかしかったのかもしれない。

「なんか、あの時と感じが全然違ちがう。思ったより怖こわい人じゃなさそう」

　夕ゆ里り子こは顔を上げて、

「助けてくれたのも本当だよね。……ありがとう。なんか、改めて言うのも変だけど」

　その真まっ直すぐな視線を受けて、赤アカ鉄ガネは狼ろう狽ばいした。自分が自分の意思でやったという確信すら持てないままなのに。

　ただ、あそこで「再さい葬そう」を行ったから彼女かのじよが生きているというのは、とりあえず揺ゆるがない事実なのだろう。それだけでも意味はあったと思いたい。

「──一つ聞きたいんだけど」

「？　何？」

「その時のオレは、どんなだった？」

　何その質問、と顔に書いてある。自分でもそう思う。夕ゆ里り子こは最初冗じよう談だんかと思ったようだが、思いのほか赤アカ鉄ガネの表情が深刻なことに気付いて、考かんがえ込こむ。根は律りち儀ぎな子なのだろう。

「……まあ。はっきり言っちゃえば、怖こわかったよ。あたしも殺されるかと思ったし。けどそっちが素すってわかったのは、ちょっと安心したかも」

　赤アカ鉄ガネは苦く笑しようして首を振ふった。そもそもどっちが素なのかからして判断できない体ていたらくだ。

　今は夕ゆ里り子こも落ち着いている。日中ずっと頭の中に飼い続けていた疑問の答えが欲ほしいのは、彼女かのじよも同じだろう。

「……それで、さ。あの手とか、あれって」

「それもわからない」

「そんなことって……」

「本当だ。記き憶おく喪そう失しつってやつなんだと思う。奴やつらのことも、自分のことも、オレはほとんど知らないでここまで来た。ただ──両方とも、少なくとも人間じゃない」

　うつむきがちな赤アカ鉄ガネの虹こう彩さいを見返して、夕ゆ里り子こは静かに息を吞のんだ。

　普ふ通つうに会話できてしまっている相手との、その大きく開いた差を改めて意識したのだ。

「ひょっとしたら、と思ってたけど。君もやっぱり何も知らないみたいだな」

「あ、当たり前じゃん！　あんなのに巻まき込こまれる覚えなんか……！」

　──ない、わけでもない。

　直接自分に関わりのあることではない。それでも巷こう間かんを騒さわがす「原因不明の怪かい事件」と「正体不明の怪かい物ぶつ」を結びつけるのは、さほど突とつ飛ぴな発想ではないと思う。事故でも人の手による事件でもなく、他の要因があるとすれば。

「──あの。最近のさ、『首なし事件』の」

　首なし。

　ばっ、と顔を上げる赤アカ鉄ガネに夕ゆ里り子こは「ひゃ」と声を上げる。首なし。何か引っかかる。

「続けてくれ」

　言われて夕ゆ里り子こは、ものすごく不本意ながら、父の仕事を思い出さざるをえなかった。そこまで深くは知らないけど──と前置きした夕ゆ里り子この語りを、赤アカ鉄ガネはじっと聞いていた。

　原因不明の怪かい死し、あるいは失しつ踪そう事件。発見された犠ぎ牲せい者の遺体には首が無かったこと。

　けれど、それも決定打にはならなかった。

「……何か関係があるのかも、ってとこか」

「役に立つことかはわかんないけど」

「いいんだ。引き止めちまってすまない。オレは行くから……」

　掲けい示じ板ばんから離はなれる赤アカ鉄ガネは、次はどこで情報収集するべきか考える。行くあては全くない。

　と、夕ゆ里り子こが「あ」と小さく声を上げるのが聞こえた。なんだろうと思って見ると、彼女かのじよの視線は自分の指先に向かっている。

　今さらになって、自分が震ふるえていることに気付いた。

　反射的に両手をポケットに突つっ込こむ。紫シ遠オンが見たら何と言うか。

「ねえ、手が……」

　首を振ふる。それでも物言いたげな夕ゆ里り子この視線は外はずれず、赤アカ鉄ガネは観念して白状した。

「少し、怖こわいんだ。……オレは絶対に何か大事なことを忘れてる。多分それはこの街のどこかにあるんだ。だけど、どうしても思い出せない……」

　もういいだろう。長く話しすぎた。複雑な表情を見せる夕ゆ里り子こに軽く目礼し、戦う時の機き敏びんさなど見る影かげもない足取りで去ろうとして、赤アカ鉄ガネは固まった。

　死し臭しゆうだ。

　境死者ニアデツドは「死の臭におい」を嗅かぎ分わける。嗅きゆう覚かくをたよりに位置を割り出し、赤アカ鉄ガネはぞっとした。

「上か……！」

　夕ゆ里り子こを抱だきすくめ、すぐさま歩道に飛び出した。

　一いつ瞬しゆん前まで二人がいたバス停を、体ごとの重い斬ざん撃げきが屋根もろとも粉ふん砕さいしていた。

「──っ!!　え！　え!?　何!?」

「動くな！」

　腕うでの中で今さら騒さわぎ出す夕ゆ里り子こを抑おさえて、赤アカ鉄ガネは相手をつぶさに観察した。

　影かげは三つ。砕くだけ散ちる瓦が礫れきの向こうに見えた「彼かれら」は、一部を除いて人の形をしている。

　亡もう者じやのような襤ぼ褸ろをまとう胴どう体たい。青白く極きよく端たんに肥大化した四し肢し。それぞれの手にある刃は物ものは斧おのだろうか。なかば腕うでの骨と一体化していて、瘦やせさらばえた胴どう体たいよりもずっと大きい。

　その肉体には、首だけが乗っていない。

　いつの間にか死し臭しゆうはそこらじゅうに満ちていた。薄うす暗ぐらい国道上に、歩道に、街頭上に、そこらのビル壁かべに、同じ影かげ。囲まれているのだ。

　赤アカ鉄ガネは主に嗅きゆう覚かくで奴やつらの存在を感知する。これほどの数だから、濃のう厚こうな死し臭しゆうはたとえ半キロ離はなれていようが嗅かぎ取とれるはずなのに、ぎりぎりまで気付けなかった。

　外死者アンデツドには、首がないから声もない。彼かれらの動きはおよそ生物のそれとは似ても似つかず、むしろマリオネットに近しいものがあった。首の断面はいつまでも生々しく、赤黒く粘ねばついた鮮せん血けつが呼吸と同じリズムで泡あわ立だっている。

　赤アカ鉄ガネは自分の中から、溶よう鉄てつのように熱い殺意が湧わき上あがってくることを自覚した。

　戦うか？

　今、ここで？

　途と端たんに、整理しきれていない感情の奔ほん流りゆうが頭の中を埋うめ尽つくした。

　殺意と拒きよ絶ぜつ、闘とう争そう本能と理性、疑問と懸け念ねんと戸と惑まどい。──腕うでの中には夕ゆ里り子こがいる。──さっきから答えの出ない疑問が跳はね回まわっている。どうして直前まで気付けなかった？　よりにもよってこれほどの大勢を、どうしてみすみす接近させた？

　どうして、こいつらから懐かしい匂いがする？

「赤アカ鉄ガネっ!?」

　斧おのの斬ざん撃げきが四つ、四方から同時に振ふり下ろされた。とっさに夕ゆ里り子こを庇かばって丸くなる。

「……ッ!!」

　激痛。足元で血の滝たきが跳はね、「みぢ」と体内で肉の断面がよじれる感かん触しよく。

　胸の内で膨ふくらむ感情を持て余しながら、赤アカ鉄ガネは腕うでの中にいる夕ゆ里り子このことでどうにか意識を繫つなぎ止とめた。てんで集中できない。戸と惑まどいは晴れず、半分以上は反射的に動いていた。

「摑つかまってろ！」

「え、うわああっ!?」

　タックルで包囲を抜ぬけ出だし、跳とんだ。
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　踏ふみ込こみで歩道のブロックが砕くだけ散ちり、一度の跳ちよう躍やくで赤アカ鉄ガネは三車線道路を一気に跨またいだ。

　首なしが即そく応おうし、枯かれ木きのような足でアスファルトを踏ふみ砕くだいて追つい随ずい。だが先んじたこっちの方が速い。高く跳とんでビル壁かべを蹴けり、赤アカ鉄ガネは信じられない跳ちよう躍やく力でひたすら距きよ離りを稼かせいだ。

　傷口から鮮せん血けつが滴したたり、地上に降り注ぐ。運悪く真下にいた人間は雨を疑うが、空を見上げる時には血も消えている。

　──みんな、見えてないの!?

　腕うでの中で夕ゆ里り子こは呻うめいた。赤アカ鉄ガネも、その身に隠かくされている自分自身も、凄すさまじいスピードで街の上空を跳とび渡わたりながら気付かれもしない。

　振ふり向むけば死し臭しゆうをまとう影かげ、影かげ、影かげ。奴やつらは無差別ではなく、狙ねらいをこちらに絞しぼっている。

　赤アカ鉄ガネは電でん飾しよく看板を蹴けり方向転てん換かん。斜ななめ一直線に墜つい落らくして、路ろ駐ちゆうしているスポーツカーのボンネットをたまたま踏ふみ砕くだく。勢いをつけた次の跳ちよう躍やくで、街が描えがく光の河を跳とび越こえる。




　　　[image: ]




「ね、ねえ、大だい丈じよう夫ぶなの？」

　街まち灯あかりも届かない橋の下に身を隠かくし、夕ゆ里り子こは赤アカ鉄ガネの傷を気づかうしかない。

　赤アカ鉄ガネは自分の傷を他人のもののように見つめて、皮肉げに口元を歪ゆがめた。

　再生が始まる。断だん裂れつした左上じよう腕わんが霧きり状になって肘ひじ先に戻もどり、引ひき裂さかれた無数の傷口が瞬しゆん時じに塞ふさがっていく。体内に収束する血液を全身で飲み干す彼かれに、夕ゆ里り子こは思わず息を吞のむ。

「言ったろ。オレだって人間じゃない。……にしても、余計なことに巻まき込こんじまったな」

　赤アカ鉄ガネは鼻先で風を追って舌打ちした。やはり、何な故ぜか奴やつらには鼻が利きかない。来た方角を考えれば、どこから追ってくるかの見当はつくのが救いか。

「多分狙ねらいはオレだ。君は逃にげられる」

「え？」

「オレが、橋の向こう側に出る。君は反対側から逃にげろ。時間は稼かせげると思う」

「ちょ、ちょっと待ってよ……！　でもだって、戦えるの!?」

　赤アカ鉄ガネの様子がマンションの時とは違ちがうこと。あの時とは比べ物にならないほど弱々しく見えること。そんなことに気付かない夕ゆ里り子こではない。強がる余よ裕ゆうすらないことに、赤アカ鉄ガネはただ自じ嘲ちようするしかない。

「……どうも、頭ん中がぐちゃぐちゃでさ。けど死ににくいから長持ちはすると思う。だから放ほっといてくれ。すまなかった」

　わけがわからないのはどっちも同じだ。だけど、肝かん心じんかなめの記き憶おくがおぼろげでも、ただの人を巻まき込こむのは違ちがうことくらいわかる。

　立ち上がるころには、もう傷は跡あとさえ消えていた。この再生力を見れば心配をすることもないだろう。そう思って橋の外に出ようとする手を、夕ゆ里り子こはしかし離はなさなかった。

「そんな顔しといて、放ほっとけとか言わないでよ……！」

　──そんな顔？

　自覚がない。どうしてかこんな化け物を思って、夕ゆ里り子こは泣きそうな顔をしていた。彼女かのじよと同じような顔を、自分がしていたのだろうか。それとも今から死にに行くような顔をして見えたのだろうか？

　そういう人間臭くさい気づかいに、しかし言葉を返す暇ひまはなかった。

　オレンジの街灯の光を受ける河か川せん敷じきに、もう異い形ぎようの影かげが降り立っているからだ。

「ごめん、時間らしい。オレは出るから君も行け」

「待ってよ！　今度こそ死んじゃうよ!!」

　摑つかむ手を、赤アカ鉄ガネは笑ってほどいた。

「もう死んでるよ」

　走り出る。頭の痛みはまだ消え去らない。

　理性は己おのれと外死者アンデツドの正体を知りたがり、戦い方をも思い出せないままでいる。

　赤アカ鉄ガネは両りよう腕うでを交こう叉さして相手の斬ざん撃げきを受ける。一つが食くい込こみ、二つ三つと骨身に届いて、新しい血が全身を金かな臭くささで満たす。激痛にスパークする視界の中に、正面からこちらの鎖さ骨こつを抉えぐる首なしの姿が入った。

　つかの間、焦あせりも忘れた。

　その相手は他の個体よりも一回り体が小さく、力も弱かった。

　子供の体だ。消えた首を勘かん定じように入れれば、身長はざっと１５０センチほど。ボロボロの被ひ服ふくはくすんだ赤で、ヒーローらしきもののプリントの断だん片ぺんが見える。

　──この子を捜さがしています。お心当たりのある方は、下記にご連れん絡らくを──

　さんざんに踏ふみ荒あらされた街角のビラで、あの男の子は楽しそうに笑っていた。

　首の断面から泡あわが立ち、跳はねた血の滴しずくがこちらの頰ほおに点々と散る。それは言葉ですらなく、その躰からだを動かすのはきっと少年の意志ではない。

　奴やつらは何者なのか。抱だき続けた疑問の答えが、目の前にあった。

　動きを止めた赤アカ鉄ガネに更さらなる攻こう撃げきが迫せまる。その行こう為いは、まるで目の前の相手がどれほど損そん壊かいしたら動きを止めるのか無機質に試ためしているようでもあった。

「起動……っ！」

　凛りんとした、聞き覚えのある声がした。

　直後、上空から真しん紅くの閃せん光こうが降った。

　衝しよう撃げきが轟とどろく。河か川せん敷しきの地面が陥かん没ぼつし、直下にいた数体の外死者アンデツドが頭からつま先までをまとめてぶち抜ぬかれて原型を失った。

　紫シ遠オンだった。

　上体を覆おおうケープが風圧で外はずれる。闇やみに同化するベアトップドレスが、大きく露ろ出しゆつした首元と肩かたの白い肌はだを際きわ立だたせた。

　彼女かのじよはその細ほそ腕うでに、騎き兵へい槍そうにも似た武具──細身の杭打ち機パイルバンカーを構えている。

「──『六ろく葬そう・血けつ杭こう』」

　レースの黒手て袋ぶくろに包まれた指が、無骨な長なが物ものをしなやかに操あやつる。

　目にも留まらぬ速さで体ごと旋せん転てんし、赤い光が走ったかと思えば、その軌き道どう上にある敵が人形のように吹ふき飛とんだ。くの字に折れる胴どう体たいには、一つ残らず大穴が穿うがたれていた。

　縦じゆう横おう無む尽じんに駆かける杭パイルの色は真しん紅く。返り血のせいではなく、杭くい自体が芯しんまで赤い。

「無事ね、赤アカ鉄ガネ？」

「……紫シ遠オン。……どうして」

「別に。わたしはわたしの判断で動いてただけ」

　いつもと変わらない調子だったが、つい今しがた見つけたようで、息が少し切れているように思われた。

　周囲の敵は蹴け散ちらしたものの、総数はまだまだ多勢だ。赤アカ鉄ガネは刻まれた傷が急速に治っていくのを感じながら、辺りにあの小さな外死者アンデツドの姿を探した。いない。きっと、紫シ遠オンの反はん撃げきでもう跡あと形かたもなく消えてしまったのだろう。

　せめて、痛くなければよかったのだが。

「外死者アンデツドは人間だったんだな？」

　唐とう突とつな質問に紫シ遠オンは少し言葉を詰つまらせた。しかし、ごまかすことはしなかった。

「ええ。彼かれらは死者の魂たましいが変質したものよ」

　つまり、相手もはかつては生きていたのだ。

　人間として。

　死んだ後、おそらくは望まぬ姿で現世を徘はい徊かいすることとなった。

「そしてもう二度と戻もどらない。再さい葬そうとは、彼かれらを解放することでもあるの」

　それさえわかれば、十分だった。一つの迷いがここで消える。

　ならば、

「言ってくれ」

　今はただ、この感情を一振ふりの刃やいばに鍛たん造ぞうする集中が欲ほしい。

　紫シ遠オンが応こたえる。

「──『再さい葬そう開始』」

　笑う、

　同時に、加速。

　残像に火の粉がともなう。瞬しゆん間かん、赤アカ鉄ガネは敵の群れのど真ん中に踏ふみ込こんでいた。

　瞬しゆん間かん移動めいた速さだった。突とつ然ぜんそこに現れた獲え物ものに、情け容よう赦しやのない斬ざん撃げきが殺さつ到とうする。まともに受ければ人間一人分の肉などたちまちミンチになるだろう。対する赤アカ鉄ガネは、己おのれの左胸に右手を添そえているだけだった。

　返す刀が、闇やみを分ぶん割かつした。熱風がとぐろを巻いて荒あれ狂くるう。

　斬きり刻きざまれた外死者アンデツドが鮮せん血けつと共に飛び散る。その只ただ中なかにある赤アカ鉄ガネは、いつの間にか手にある刃はを横一文字に残心していた。

　既すでに牙きばを剝むく狩人かりゆうどの貌かお。火のように熱い息を吐はき出だし、左手でネクタイをゆるめ、シャツのボタンを二つ目まで毟むしり取とる。

「『七なな葬そう／炎えん刃じん』──起動ッ!!」

　吼ほえ、神速のまま薙なぎ払はらう。

　曳えい光こう弾だんのような軌き跡せきがジグザグに敵てき陣じんを駆かけ回まわり、軌き道どう上にある標的はただの一体として原型をとどめることができなかった。

「加速」の効果は簡単だ。剣けんを手に集中し、刀身に宿る熱が最高潮に達した時、普ふ段だんの何倍ものスピードで駆く動どうすることができる。感覚的な有効時間は、心臓が十回拍はく動どうするまで。クールダウンには、そのざっと四倍ほどの拍はく動どうを必要とする。

　拍はく動どうが四度を数えるころには、もう大挙する敵てき陣じんの五分の一を文字通り斬り崩している。

　分ぶん割かつされた敵の部品ピースがばらばらに飛とび交かい、球と散る血は片かた端はしから蒸発するが、新たに注ぐ量の方が多くて一向に乾かわききらない。それを踏ふみ越こえて次の影かげが迫せまる。次の次の影かげが殺さつ到とうする。

　──あれは。

　橋の下の闇やみにあって、夕ゆ里り子こは呆ぼう然ぜんと見ているしかない。

　最初に出会った時のような、破は壊かい的で徹てつ底てい的てきな赤アカ鉄ガネの姿。

　夕ゆ里り子こは加速した彼かれを「光」としてしか捉とらえられない。だから赤アカ鉄ガネがどんな顔をしているのかも、もう知覚の遥はるか及およばないところにあった。

「またあなたなのね」

　そこに紫シ遠オンが来て、夕ゆ里り子こは心臓が飛び出すかと思った。

「あっ……あの」

「名乗るつもりはないわ。どうせここで終わる関係だから」

　相も変わらず冷れい淡たんな口調。馬ば鹿かでかい長なが物ものを片手で軽々と持つ彼女かのじよに、夕ゆ里り子こはなんと言っていいかわからない。見つめ合うこと数秒、彼方かなたから赤アカ鉄ガネが飛とび込こんできて合流した。今はあの光のような速さは収まり、左手で心臓の鼓こ動どうを確かめているようだった。

「ここは任せろ」

「ええ、わかった」

　ごく簡潔で機械的な要求を、紫シ遠オンは正確に理解した。

「え、ちょ、ちょっと……！」

　ぐい、と紫シ遠オンに腕うでを引っ張られる。

　赤アカ鉄ガネが戦って、紫シ遠オンが夕ゆ里り子こを安全圏けんに連れていく──そういう話の流れのようだが、夕ゆ里り子ことしてはまず赤アカ鉄ガネの変化に心がついていかない。

　そんな心中を見通しているかのように、赤アカ鉄ガネは薄うすく笑って告げた。

「いいんだ。オレはどうも、これしかできないらしい」

　応こたえる言葉を、夕ゆ里り子こは持たなかった。

　赤アカ鉄ガネが敵を引き付ける。常識的な速さのままでも、彼かれは恐おそろしく強かった。巧たくみに敵を引き付け、本能としか言いようのない感知で攻こう撃げきを避さけ、あるいは敢あえて受け、傷の治りと同時に反はん撃げきを叩たたき込こむ。

「行きましょう。どのみちあなたはここにいるべきじゃないわ」

　反論できなかった。

　摑つかむその手は白く綺き麗れいで、夕ゆ里り子こよりほんの少し小さく、そして氷のように冷たい。

　一人と二人が別れる。紫シ遠オンと夕ゆ里り子こは橋上に上がって向こう岸へ、赤アカ鉄ガネは橋のど真ん中で立ち止まって敵を迎むかえ撃うつ形だ。

　二車線の、今は車がまったく通らない橋の上。

　赤アカ鉄ガネはそのちょうど中間に立ち、構えを取った。

　死し臭しゆうをともなう波が、橋げたを這はい上あがってくる。熱がゆっくり膨ぼう張ちようし、刀身から生まれた火の粉が獰どう猛もうな笑えみを朱しゆ色いろに染め上げた。鼓こ動どうは十分。一度目のクールダウンが終わり、二度目の発動ができる。

　──来いよ。

「加速アクセルッ!!」

　首なしの群れが、十と重え二は十た重えに襲おそいかかった。

　正面から迎むかえ撃うつ。加速状態のまま一歩も動かず、全速を迎げい撃げきにのみ傾かたむけるのだ。

　たった一人で展開する斬ざん撃げきの渦うずが、殺さつ到とうする外死者アンデツドの肉体をミートチョッパーのごとく細かく刻きざんでいった。三方から同時に一いち撃げきが来る間で、赤アカ鉄ガネはそれぞれ三倍の数の斬ざん撃げきを叩たたき返して返かえり討うちにしてのける。立っている場所を中心に暴力的な風圧が生まれ、血ち飛沫しぶきと肉片がスプリンクラーのように飛び散った。

　一拍ぱく、二拍はく、三拍ぱく──鼓こ動どうのカウントを繰くり返かえす中、赤アカ鉄ガネは思う。

　──ごめんな。あんたらのこと、元に戻もどしてやれないよ。

　心の中の懺ざん悔げは相手に聞き届けられることはない。

　四、五──

　ここから先は、止まらずいく。

　迫せまる刃はを歯で止めて返す刀で内臓を抉えぐる。

　背後に迫せまる敵を両断し、横合いから攻せめ来る相手の胴どうを空いた左手でぶち抜ぬく。

　十体また十体と、赤アカ鉄ガネは顔のない群衆の肉の感かん触しよくを覚えていった。四方からの斬ざん撃げきは避さける方が面めん倒どうだから全部受け、はらわたを修復しながら円えん軌き道どうの一いつ閃せんでまとめて分ぶん割かつした。炎えん刃じんがボルテージを上げ、再加速からの連れん撃げきでまとめて十数体を片付けた──もとい散らかした。

　誰だれであろうと、二度と起き上がらせないために。
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　──再さい葬そう、終しゆう了りよう。

　気が付けば赤アカ鉄ガネは、橋上で剣けんを杖つえに立っているのがやっとだった。

「はぁっ、はぁっ、はぁっ、はぁっ……!!」

　ふと、目の前に手が差さし伸のべられる。

　見上げると紫シ遠オンが立っていた。彼女かのじよの声が自分を正気に戻もどしたようだ。

「…………悪い」

「いえ」

　思ったより消しよう耗もうしていたようで、手を取り立ち上がると少しだけよろけた。

　ひとたび静せい寂じやくが戻もどれば、橋は何事もなかったかのような開けた空間に戻もどる。

　消えた死者の群れを追うように空を見上げる紫シ遠オンは、いつもの無表情ではあるものの、どこか哀かなしそうに見えた。

　この手で鏖おう殺さつした骸むくろの数々は、魂たましいごと跡あと形かたもなく消えた。だけどその後はどこへ行くのだろう。あるとも知れない死後の世界か、意思も体も残らない永遠の無か。

「夕ゆ里り子こ──あの、女の子は？」

「家に帰したわ」

「そうか。良かった」

　要いらない偶ぐう然ぜんに二度も巻まき込こんでしまったこと、そういえば改めて謝あやまる余よ裕ゆうもなかった。

　手の内から炎えん刃じんが消える。血と肉にく片へんで汚よごされた橋上は今やすっかり元通りになっていて、乾かわいた路面を一歩だけ踏ふみしめてはたと立ち止まった。どこに行けばいいのかもわからない。

「──一つ聞いて」

「？」

「あなたは今、目覚めたばかりで不安定な状態にある。伝えられることはあるけど、それは決して多くないし、あなたをまた搔かき乱みだすかもしれない。再さい葬そうの合図は一つの安全策セイフテイで、それを言えば迷いなく戦えるように、というものなの。自分の身を守れるように……彼かれらを、送れるように」

　大きな月の逆光を背負い、彼女かのじよの表情はよく見えない。

「だけどこれだけは覚えていて。わたしは……わたしたちだけは、あなたの味方だから。何があっても。たとえ、あなたがわたしのことを信じられなくとも」

　声こわ色いろはこれまでの怜れい悧りなものとまるで違ちがい、驚おどろくほどやわらかく、優やさしかった。そして同じほどに、迷いと罪悪感と、人間的な感情の揺ゆらぎがあった。

　彼女かのじよが何を思うのか赤アカ鉄ガネにはわからない。ただその言葉に噓うそがないことはわかる。

「……言いたいことは、まだ色々ある」

「ええ」

「だけど、君は助けに来てくれた。信じるよ。こっちこそすまなかった」

「……うん」

　月光に輪りん郭かくを縁ふち取どられたまま、紫シ遠オンは小首をかしげる。張りつめた空気がようやく緩ゆるんできて、夜は日常の静せい寂じやくを取とり戻もどしつつある。

　二人並んで橋を渡わたり、喧けん噪そうの遠い国道上から路地裏へ入る。噓うそのように完治した左手の指で鼻先をこすりながら、赤アカ鉄ガネは思いついた疑問をそのまま口にした、

「奴やつら、なんだったんだ」

「まだわからない。あれほど数を用意してるのだから、只ただ事ごとじゃないとは思うけど」

「鼻で気付けなかった。君は？」

　言うと、紫シ遠オンは意外そうな目でこちらを見つめる。

「……そんなことはなかったわ。濃こい死し臭しゆうがしたから、急いで向かっただけ。どういうこと？」

「オレにとってはそうだった。……何か、懐なつかしい匂においがしたんだ。だから近付くまで警けい戒かいできなかった」

　懐なつかしい匂におい。何よりその単語に、何な故ぜか紫シ遠オンが強く反応した。

「どういうもの？」

「……はっきりとはわからない。ただ、そう感じた」

　はっきり言って何の情報源にもならない発言だとは思う。紫シ遠オンはそれを受け止め、少し考えた。そもそもあの首なしの正体すらわかっていない。

「少なくともわたしから言えることは、あの異常な物量よ。そもそも奴やつらは数が多すぎた。この町だけで、あれほどの死者が揃そろえられるものと思う？」

　いくらなんでも首を振ふるしかない。結果的に全員再さい葬そうできたものの、奴やつらの総数は百ではきくまい。死者の魂たましいが変質したものが外死者アンデツドだといっても、それだけの人数がこの短期間で消えたなんて話は流石さすがにありえない。

「──一つの推論だけど、この町にはきっと大物が潜ひそんでいる」

「大物？」

「親玉ってこと。あの首なしの外死者アンデツドの元もと締じめ」

　とくん、と心臓が波打つ。

「いるのか、そんな奴やつが」

「ごくたまに。大たい抵ていはかなりの長生き。いや、長死にとでも言うべきかもしれないけど」

　奴やつらに感じた懐なつかしい匂におい。

　それはあくまで微び弱じやくで、複数集まらなければ自覚できないものだった。ならばその大本は。

「さっきまでの彼かれらは眷けん族ぞくよ。長いスパン、広い範はん囲いで、ある一体に殺された人間達たちが死してなおそいつに付き従わされている。殺した相手の魂たましいを我わがものとするような力の持ち主が、稀まれにいる」

　予備知識のように語る彼女かのじよのかたわらで、赤アカ鉄ガネは鼻び腔こうに残る感覚を必死に思い起こす。

　外死者アンデツド。断頭。過去より存在する何か。無ぶ骨こつな刃やいば。

　懐なつかしい香かおりを思い出す。とても懐なつかしい花のそれ。

　そこに、焼けた鉄の臭においが混ざってはいなかったか。

　何者によってもたらされたものか。

「──そいつ、昔からいるのか」

「おそらく。きっと片かた端はしから人間の首を落とし続けているんだわ」

　そいつだ。

　突とつ如じよ、頭の芯しんから真っ赤な憎ぞう悪おが膨ふくれ上あがった。

　パズルのピースは唐とう突とつに嵌はまり、次の瞬しゆん間かん、気も遠くなるほどの頭痛が赤アカ鉄ガネを襲おそう。戦いで負った傷よりも大きな苦痛に、赤アカ鉄ガネは肺が潰つぶれた獣けもののような声を上げた。

「赤アカ鉄ガネ……!?」

　あの日現れた「それ」に首はあったろうか。

　木々と柘榴ざくろのにおい。月と熾おき火の光。隣となり合あって座すわる人ひと影かげ。

　──少女。一人の。──君、──っていうんだ。ええと、あたしはね──

「──緋ヒ霧ギリ」

　紫シ遠オンの顔色が変わった。

　いつも冷静な彼女かのじよからは信じられない変化だった。

　目を剝むき、赤アカ鉄ガネに摑つかみかかり、歪ゆがむ彼かれの顔を鼻と鼻が触ふれ合あう距きよ離りで見つめた。見開いた大きな瞳ひとみの中で、彼女かのじよ自じ身しんの感情が赤く渦うず巻まいていた。

「思い出したの？　あの子のことを!?」

　答えられない。頭痛は一つの名だけを残して、いともあっさりと消えてしまっていた。

　──あたしは緋ヒ霧ギリ。覚えなくていいよ、──と君。




　　　[image: ]




　結局のところ夕ゆ里り子こは、あの二人を最後まで追いかけることなどできなかった。

　家の場所を聞かれたから教えたけれど、彼女かのじよときたら夕ゆ里り子こを抱だいてぴょんぴょん飛とび跳はね、玄げん関かん先でなく屋根の上に夕ゆ里り子こを置いてそのまま去った。

　最後に、忠告を残して。

　──もう夢でごまかすことは、できないと思うけど。でも、これ以上首を突つっ込こむのはやめなさい。あなたが死ぬだけよ。

　最初の邂かい逅こうとはまた違ちがって、紫シ遠オンの物言いにはほんの少しの優やさしさがあったような気がする。

　そして赤アカ鉄ガネの別わかれ際ぎわの言葉には、やはり最初とは違ちがって、感情があった。

　──忘れてくれ。

　哀かなしそうな。寂さびしそうな。

「そんなこと、言われたってさ……」

　今度は意識が途と切ぎれることもなく、現実と悪夢の光景は地続きだ。

　さっぱりまとまらない思考の中、骨のように真っ白い月が目に焼き付く。寒さを自覚する時になって大事なことを思い出してしまった。

「……ってこれ、どうやって降りたらいいの!?」

　建物から建物にジャンプするような脚きやく力りよくなんて、当然なかった。
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「いったん帰りましょう」

　紫シ遠オンはすぐに冷静さを取とり戻もどし、何の脈みやく絡らくもなく言った。

　これまで休息を挟はさんだことは何度かあったのだが、彼女かのじよの口から「帰る」という言葉を聞いたのは初めてだ。空から巣す岩いわのどこかに家があるのかと聞けば、紫シ遠オンは「違ちがうわ」と首を振ふり、なぜ急に帰ることを決めたのかと聞けば「行けばわかるわ」と答える。

「……とにかく、会っておくべき仲間がいるから」

　背中越ごしに告げる紫シ遠オンの声にはわずかな迷いが見て取れた。

　赤アカ鉄ガネは人気のない物もの陰かげに連れて来られる。道とすら言えない、路地の果ての行き止まりだった。無計画な都市開発に圧あつ迫ぱくされて生まれた、街の亀き裂れつのような場所だ。

　どん詰づまり、ひび割れたブロック塀べいの壁かべに不思議なものがある。

　象ぞう牙げ色のチョークか何かで書かれたとおぼしき、小さなマークだった。図案はごくシンプルで、円の中に鍵かぎ穴あなのような印が記され、中心におそらく紫シ遠オンのものであろう血判が押おされているだけのものだ。

「この印を機能させるには、いくつかの条件があるの」

　言いつつ紫シ遠オンは首のチェーンを引き、胸むな元もとから真しん鍮ちゆう色の鍵かぎを取り出した。

　鍵かぎ穴あなはあくまで絵図でしかなく、壁かべはあくまで壁かべだ。しかし紫シ遠オンは構わず鍵かぎの先せん端たんを穴に当てる。かちり、と硬かたく小さな音がした。

「一つ、一人につき刻きざめるのは一ヶ所のみ。

　一つ、対応する鍵かぎじゃなければ反応しない。

　一つ、誰だれかに見られるような場所はだめ。

　条件を違たがえると開かないわ。扉とびらは世界の死角になければならない。──開くわよ」

　にわかに、マークを中心として壁かべが波打った。

　鍵かぎの先せん端たんが沈しずむ。目を見開く赤アカ鉄ガネの前、紫シ遠オンは当たり前に壁の中を捻ひねり、やがて重い何かのロックが外はずれるような音がした。

　気が付けば、紫シ遠オンのもう片手が赤アカ鉄ガネの腕うでを摑つかんでいた。

「うおっ!?」

　扉とびらが開いた。引ひきずり込こまれる。

　空気ごとドアの中に吞のみ込こまれる感じがした。踏ふみ出だす紫シ遠オンの後ろで数歩たたらを踏ふみ、何が起こったのかもわからない赤アカ鉄ガネは突とつ如じよとして不思議な香かおりの中に飛とび込こむ。




　目の前には、「家」が広がっていた。




　そこは街中の隙すき間まなどではなく、おそらく夜でさえなかった。

　どうやら、どこかの洋館のエントランスホールらしい。木材と漆しつ喰くいの壁かべが四方を囲み、辺りには古紙や木々や花の香かおりが漂ただよう。

　すぐ後ろの馬ば鹿かでかい両扉とびらが、がこんっと音を立て閉まる。

　けろっとした紫シ遠オンは鍵かぎを胸むな元もとにしまい込こみ、吹ふき抜ぬけの二階バルコニーを見上げる。

「ただいま、緑狗ロツク」

　そこにいた子供は軽く手を振ふる。

　紫シ遠オンより低い背に、男にも女にもなりきらない未分化の体格。スーツベストの礼服から辛かろうじて少年とわかる彼かれは、まだ変声も迎むかえていない声で朗ほがらかに歓かん迎げいする。

「おかえり紫シ遠オン。無事で何よりだ。そして──」

　宝石のような目がすっと細められ、紫シ遠オンに続いて赤アカ鉄ガネへ向けられる。

　瞳ひとみの色は赤。彼かれも同類なのだと、赤アカ鉄ガネは確信した。

「君もな、Ｎｏ．７ナンバーセブン。ここ『デッドアングル』は、いつでも帰き還かんを歓かん迎げいする」
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「どうしたの？」

　当たり前に奥おくまで踏ふみ込こんだ紫シ遠オンが、いぶかしげに振ふり返かえる。どうしたもこうしたも、

「…………なんだここ」

「家よ？」

　家って。

　呆ぼう然ぜんとする赤アカ鉄ガネに、緑狗ロツクという少年は愉ゆ快かいそうに返す。

「異次元空間には不慣れかね？」

　そもそも慣れる慣れないの発想がない。

「ここ、あの街じゃないのか……？」

「ははあ、君は自じ我がを取とり戻もどした時は表にいたらしいからな。だが、外の世界が我々の全てではないよ。現世の法則に逆らう存在には相応の拠きよ点てんがあるものだ。大切なのは慣れさ、君」

　言葉もない。開いた口が塞ふさがらない赤アカ鉄ガネに、紫シ遠オンは小さく肩かたをすくめた。

「ま、立ち話もなんだ。私の書しよ斎さいへ来たまえ。改まった話はそこでしよう」

　踵きびすを返かえす緑狗ロツク。階上の彼かれを見上げながら、慣れた様子で踏ふみ入いる紫シ遠オン。

　まだ事態を吞のみ込こめていない赤アカ鉄ガネを振ふり返かえり、紫シ遠オンは無む慈じ悲ひに告げる。

「早くついてきなさい。はぐれたら見つけるのにも一苦労だから」

　下手な説明よりその言いぐさのほうがよほど深刻だった。

　ドレスの背を追って歩きながら、赤アカ鉄ガネはこの洋館が思いのほか広いことを思い知る。いくつも曲がる長い回かい廊ろうと数えきれないドアを素す通どおりしながら、異常に幅はばの広い階段を上り、やがて上等な木製の分厚い扉とびらにたどり着く。

　わずかに軋きしむ音がして、扉とびらはゆっくり開いた。

「さ、ここが私の書しよ斎さいだ」

　古紙の匂いは、停てい滞たいした時間の香かおりそのもののような気がした。

　大広間ほどもある室内が書物で埋うめ尽つくされている。実際に使えるスペースは畳たたみ六畳じよう分ほどしかなくて、残りは書しよ棚だなや山積した本やハシゴにすっかり占せん有ゆうされていた。

　真ん中に応接用らしき革かわ張りのソファと、飴あめ色いろに輝かがやく上等なプレジデント・デスクが鎮ちん座ざしている。デスクの上にはメモ紙がべたべたに張り付けられた黒電話が七つ。線はどこにも繫つながっていない。

「まだ片づけをしていないの？」

「いやあ面めん目ぼくない。明日やろう明日やろうの繰くり返かえしで今に至るよ」

　散らかった室内をじっとり睥へい睨げいし、紫シ遠オンは「ぁふ」と小さなあくびを嚙かみ殺ころした。

「……まあいいわ。少し、寝ねるから。その子をよろしく」

　言うが早いか、「うむ」と答える緑狗ロツクに手だけ振ふり返して書しよ斎さいを出ていく紫シ遠オン。去り際に意味ありげな視線を向けてきたが、赤アカ鉄ガネにはよく意味がわからなかった。

　さて、と軽く手を払はらい、緑狗ロツクの矮わい軀くがちまちま書しよ斎さいを回り込こんでデスクについた。

「口くち下べ手ただろう」

「え？」

「紫シ遠オンがさ。言葉を尽つくすということが彼女かのじよは苦手なんだ。何を言うにしても事務的な感じになってしまうのが玉に瑕きずだが、彼女かのじよは外面からのイメージほど冷血ではない。誤解しないでやってくれたまえ」

「ああ、……うん、そうだな」

　チェアに深く身をうずめる少年の絵え面づらは、それ自体がどこか冗じよう談だんめいている。なにせ頭の位置が背もたれの半分程度しかないのだから。

　緑狗ロツクは赤アカ鉄ガネの表情を観察し、ピンと人差し指を立てた。

「当ててやろうか。『こいつ、まだ子供じゃあないか』と君は思っている……そうだね？」

　図星だった。言葉に詰つまる赤アカ鉄ガネにいたずらっぽい笑えみを向け、彼かれはサイドボードに手を伸のばしてずらりと並ぶ瓶びんの一本を手に取った。

「ま、当然だろうな。このルックスとも長い付き合いだが、なかなかのものだろう？」

　改めて間近に見るとかなりの美少年なことは間ま違ちがいない。慣れた手つきでショットグラスに琥こ珀はく色の液体を注ぐ様はつい見とれるほど堂に入っていて、このまま大人おとなになれば相当な女殺しになっていただろうと思わずにおれない。──って、

「う、ウイスキー……!?」

「少し違ちがう。ウイスキーというのは総そう称しようであって、中でもこれはスコットランドを故郷とするスコッチ・ウイスキーというものだ。私はこの大麦麦芽モルトとスモークの香かおりが好きでね、一口含ふくむと魂たましいの飢うえが至福に満たされるのさ。他にトウモロコシから造るバーボンという種類もあるが、あちらの飲み口は好みじゃない。いかにもアメリカンで、良く言えば豪ごう快かい、悪く言えば大おお雑ざつ把ぱなきらいがあってね」

　緑狗ロツクはそれを常温のストレートで口に含ふくみ、しばし香かおりと味を楽しんだ。

「君も飲やるかね？」

「いやいい。……あんた一体いくつなんだ？」

「さてな。生前はという意味では十かそこらな気もするが、それ以降は百を超こえてから数えていない。──改めて自己紹しよう介かいといこうか」

　声変わり前の少年の姿なのに、その一挙手一投足が妙みように様になっている。瀟しよう洒しやな態度と余よ裕ゆうのある語りは、ただの大人さえも飛とび越こえて、もはや老境のそれに思えた。

「私は『緑狗ロツク／Ｎｏ．１ナンバーワン』──一応、諸君のリーダーをさせてもらっている、これでも最古参だ。よろしく頼たのむよ」




　かけたまえと彼かれが言うので、やたらと高級なソファに身をうずめた。見れば緑狗ロツクは、スコッチの肴さかなにパイプ煙草たばこを吹ふかしていた。バニラフレーバーの甘あまい香かおりが部屋に満ちる。
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「緑狗ロツク……さん、でいいのかな」

「呼び捨てで構わんよ。さて、何か質問があれば答えよう。可能な限りは」

「じゃあ緑狗ロツク。改めて聞くけど、ここは一体何なんだ？」

　緑狗ロツクはパイプの火をタンパーで丁てい寧ねいに回しながら、

「外……現実世界とは隔かく絶ぜつされた空間だ。異次元でも夢の世界でも好きに解かい釈しやくしてくれて構わないが、本当のところの正体は私にもわからん」

「わからない？　あんたでさえ知らないのか？」

「私にも新人だった時代があり、この空間の全容は当時から把は握あくしきれていない。ここがどういう場所で、どう機能するのか経験的にわかるが、場所の本質と成り立ちまでは残念ながら知らないんだ。人間が自身の内臓器官について全て把は握あくしてないのと同じでね」

　緑狗ロツクの言を信じるならば、この場所は最低でも百年以上存在していることになる。

　細かい建築様式について赤アカ鉄ガネは知らないが、木と漆しつ喰くいの洋館はなるほどレトロを通とおり越こして時代がかっている。まるでタイムスリップでもしたかのようだ。

「たとえば東北の伝承に『迷まよい家が』がある。山中に現れる幻まぼろしの家で、そこに迷まよい込こんだ人間は家中のものを持ち帰れば富を授さずかる……という大筋だが、ここもそうした世界の一種なのかもしれん。一方ケルト神話には『ティル・ナ・ノーグ』という妖よう精せいたちの隠かくれ里ざとがあるというが、外界から結界で分かたれた場所という意味では似通っているのかもな。もしくは『妖よう怪かい横丁』のような。ゲゲゲの鬼き太た郎ろうは好きかね？　私はあれのファンなんだが」

　記き憶おく喪そう失しつの相手に聞くことではないと思う。答えられずにいると、緑狗ロツクは「忘れてくれ」と苦く笑しようした。

「あるいはこの屋や敷しき自体が三さん途ずの川かわのようなもので、我々は今まさに此し岸がんと彼ひ岸がんの中間にたゆたう存在なのか、だな。──確かなのは、この場所が境死者ニアデツドの為ためだけに在り、我々の存在自体がデッドアングルに依い拠きよしているということだ」

　頭の中で聞くべきことの順序を組み立てていく。

　この空間が、自分たちの活動拠きよ点てんとして欠かすことのできないものだとはわかった。ならば次はこう問うべきだ。

「境死者オレたちは、何者だ？」

　当然の質問だな──というように、緑狗ロツクは微び笑しようした。

「答える前に、君は外死者アンデツドについての知識は？」

「……死者の魂たましいが変質したもの。紫シ遠オンがそう言ってた」

「そう。まともな生死の円えん環かんから外はずれた領域にあるモノ、命を喰くらう外げ法ほうの存在……という意味で、我々は奴やつらをそう呼んでいる。そこで、君自身の能力を思い出してみてほしい。たとえば、葬そう器きだな」

「葬そう器き……？」

「君の体内から現れる道具さ。肉食動物が生まれ持つ爪そう牙がと同じように、我々が先天的に備えた機能の一つだ。加えて、超ちよう人じん的な身体能力と、生物的限界を遥はるかに超こえた治ち癒ゆ能力だ。これらは全て『少数で確実に外死者アンデツドを葬ほうむる』というただ一つの目的に向けて特化させたものだ」

　まさに本能的と言うべきレベルで、赤アカ鉄ガネは外死者アンデツドと対たい抗こうすることができた。そういうものだというのなら、自分が相手に抱だく強きよう烈れつな殺意も本能によるものなのだろうか？

「……そのために、境死者ニアデツドは存在するってわけか？」

「その認にん識しきでいいだろう。少なくとも私はそう考えている」

「じゃあ、境死者ニアデツドは一体いつから存在する？」

「私にも正確にはわからない。デッドアングルの成立と同時だというのは間ま違ちがいあるまいな。この洋館の造りから考えるに、おそらくは19世紀の異人館を端たん緒ちよとしているのだろう」

「他のメンバーはいるのか？」

「この世に七人。六人でも八人でもない。他の三人は日本の空から巣す岩いわ市とは全く違ちがう場所で別行動を取っており、あと一人はここにいるが引きこもって出てこない。見たまえ」

　言って、緑狗ロツクは書しよ斎さいのカーテンを開ける。

「あれは……！」

　洋館の中庭に面した窓。外には、赤アカ鉄ガネの記き憶おくの始まりとなる「赤い海」が広がっている。

　中庭には花が一面に咲さき誇ほこっていた。細長く伸のびた枝葉のない茎くきと、放射状に広がる赤い花弁。彼ひ岸がん花ばなだ。海ではなく花畑だったのだ。

　四角く圧縮された血の海のような彼ひ岸がん花ばなの花畑、その隅すみに、黒いものがある。

　数は七つ。等とう間かん隔かくに並ぶ、小さな石せき碑ひだった。それぞれ形に微び妙みような差異がある。

「あの石せき碑ひは『１』から『７』までのメンバーに対応している。向かって右みぎ端はし、あの石板状のものが『７』で、君はあそこから誕生したのだ。覚えていないかね？」

　まるで記き憶おくにない。よく目を凝こらせば、黒光りする石せき碑ひの表面に数字が刻まれているのがわかる。食い入るように見つめる７の石せき碑ひは、この洋館と同じく古びて見えた。

「──七番目は、オレだけか？」

「この世に君一人だけという意味なら、そうだね」

「つまり、オレが来る前のメンバーは六番目までだった？」

「……いいや」

　それだけ、答えるのに少し間があった。

　石せき碑ひの数は七つ。

　どれか一つが新しいということはなく、右から左まで景色に溶とけ込こんでいる。六人でも八人でもない、と緑狗ロツクは言った。確かにそうなのだろう。

「オレの前に、別の七番目がいたんだな？」

　緑狗ロツクのしばしの沈ちん黙もくが、つまりは答えだった。

「──君のような新入りも珍めずらしい。目覚めてすぐそこにたどり着つくとは」

　ただ戦っているだけなら、この発想に行き着くことはきっとなかっただろう。

『緋ヒ霧ギリ』。

　赤アカ鉄ガネの脳のう裏りに浮うかび上あがった名前が、糸となってこれまでの発想を導いていた。そして推測が間ま違ちがってはいなかったという手ごたえを得て、赤アカ鉄ガネは緑狗ロツクに正面から問うた。

「……これで最後にするよ。新しい境死者ニアデツドはどうやって生まれる？」

　少しの間があって、緑狗ロツクはショットグラスに半分ほど残ったスコッチを一気に呷あおる。強きよう烈れつなアルコールにも眉まゆ一つ動かすことなく、彼かれは溜ため息いきまじりに言った。

「代だい替がわりだ」

　納なつ得とくのいく答えだった。

　Ｎｏ．１ナンバーワンの緑狗ロツクは最古参だという。しかし彼かれでさえ境死者ニアデツドやデッドアングルの発はつ祥しようについて知らない。その事実こそが、「１」の座にも先代がいたことの証明になる。

「緋ヒ霧ギリという名前を知ってる。そいつが、先代の７だったのか？」

「そうだ。……ああ、そうだ。素す晴ばらしい子だった。私は今でも、彼女かのじよの笑え顔がおを思い出すよ。百年経たっても忘れるものか」

　境死者ニアデツドに用意された「七つ」という枠わく。

　それぞれに用意された座を、それぞれ受うけ継ついで今に至るのだ。

　ならば。

「教えてくれ。緋ヒ霧ギリはどこにいる？　代だい替がわりを済ませた境死者ニアデツドはどうなる？　一体どうすれば、その代だい替がわりってことになるんだ？」

　また緑狗ロツクは少し黙だまり、

「知る必要はない」

「どうしてだ」

「知らない方がいい、と言った方がいいだろう」

　緋ヒ霧ギリという者について語る時、彼かれの瞳ひとみには深い敬意と哀あい悼とうがあった。しかし今の彼かれの表情に色はなく、心を硬こう化かさせた鉄仮面が少年の美び貌ぼうを形作っていた。

「オレは、オレに起こったことを知りたい。それだけじゃ駄だ目めなのか」

　耐たえがたいほどの沈ちん黙もくがあった。

　刺さすような視線が赤アカ鉄ガネの眼球の裏までも見通しているようだ。やっぱり知らなくていい、と赤アカ鉄ガネが意を翻ひるがえすのを緑狗ロツクは待っていたのかもしれない。しかしいくら待ってもその気配がないと知るや、今度は彼かれが覚かく悟ごを決めたように天てん井じようをあおいだ。

「いいだろう」

　相変わらず表情はない。

　境死者ニアデツドの「システム」について語る、それは最古参であり管理者の顔だったのだろう。




「当代の境死者ニアデツドが、これと決めた人間を殺害する。

　そうすることで代だい替がわりが成立し、引きかえに先代はこの世から完全消しよう滅めつする。

　──かつて人間であった君は、緋ヒ霧ギリに殺されたのだ」




　赤アカ鉄ガネは立たち尽つくしたまま緑狗ロツクの言葉を受け止めるしかなかった。

　紫シ遠オンもまた、扉とびらの外で黙だまって聞き耳を立てていた。

　そう──今よりわずかに前、遠とお間ま計けい人とという少年が死んだ。

　しかし赤アカ鉄ガネがその名を思い出すのは、これよりもう少し先のことになる。

　これは彼かれが、自みずからに起こった出来事を知り、その裏にある真実を突つき止とめるまでの物語。

　復ふく讐しゆうの物語だ。
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　静かな廃はい墟きよの中を、黙もく々もくと歩いていた。

　何のためなのかは自分でもわからない。廊ろう下かの果ては白く霞かすんでいて、先を見通せない。

　そんなところへ行ったって何があるものか。誰だれかのそう言う声が聞こえた気がして、しかし足取りは迷わない。不思議に暖かい冬、空気は冷たく虫の声も絶え、草木が次々と死んでいく穏おだやかな世界。

　おぼろげな記き憶おくの中で、彼女かのじよは剽ひよう軽きんに笑った。

　どくん、と心臓が高鳴る。「緋ヒ霧ギリ／Ｎｏ．７ナンバーセブン」が剣けんで貫つらぬいた場所だ。




　境死者ニアデツドの拠きよ点てん、『デッドアングル』の一室で赤アカ鉄ガネは目を覚ます。

　君たちには一つ一つ私室を用意してある、好きに使いたまえ──とは緑狗ロツクの言げんで、赤アカ鉄ガネはこのベッドと柱時計しかない空き室に通された。あれは何時間前のことだったろう。

　いずれにせよ、最低でも丸一日はここで休むことになるらしい。

　これはデッドアングルという場所のシステムゆえで、一度開いた「扉とびら」は、ちょうど24時間経過しなければ再び開けないそうなのだ。

　その代わりに、ここでは12時間の活動制限がない。安全だが長時間拘こう束そくされるデッドアングルで体勢を立て直すか、危険だが短時間の外での睡すい眠みんで済ませるか。境死者ニアデツドはどちらかを状じよう況きように合わせて選ぶ必要があった。

　横になりながら、赤アカ鉄ガネは緑狗ロツクの言葉を克こく明めいに思い出している。

　──君は緋ヒ霧ギリに殺された。ただし誓ちかって言うが、我々は君と緋ヒ霧ギリの間に何があったのか知らない。彼女かのじよは君のことを隠かくしていたのだろう。だから代だい替がわりの経けい緯いや、そもそも何な故ぜそうなったのかも、想像もつかない。

　緑狗ロツクは語ご弊へいがあることを承知の上で、こう続けた。

　──はっきり言って君の存在自体が不確定要素イレギユラーなのだ。しかも君にはおそらく、人だった頃ころの記き憶おくの残ざん滓しがまだある。そのような境死者ニアデツドは、これまでいなかった。

　部屋の中でじっとしているのも落ち着かず、一人でぐるぐる考えていても仕方がなかった。

　ふと紫シ遠オンの顔が頭に浮うかぶ。そういえば緑狗ロツクの話を聞いた時から彼女かのじよの顔を見ていない。

　扉とびらを開けると、長い廊ろう下かが左右に伸のびている。

　屋や敷しきの構造は想像がつく。真ん中の中庭を囲う形で、四角形に各室が配置されているのだろう。中庭を中心に巡めぐれば迷わないだろうと、赤アカ鉄ガネは一応の目的を紫シ遠オンの部屋として、屋や敷しき内を散策してみることにした。

　ひとまずすぐ隣となりのドアをノックする。返事はない。ここではないのだろうかと開いてみる。

　またドアがあった。

「ん？」

　開く。すると、またすぐ目の前にドア。開くとまたドア。五回繰くり返かえして諦あきらめた。

　廊ろう下かを進むと階段があり、上った先はすぐ天てん井じようだった。

　別の階段を上りきったら床ゆかがなく、すぐ下りの階段になっていた。

　床ゆかに窓があって危あやうく踏ふみ砕くだきそうになった。

　ドアを開けると壁かべだった。

　あるところでは床ゆかと天てん井じようが逆になっていて、角を曲がれば今通った廊ろう下かに出て、なぜか下りの階段があると思えばいつの間にか二階にいた。

　どうなってるんだ。

　行く先どころか現在地さえ見失った赤アカ鉄ガネは今、三方を壁かべに囲まれている。引き返したとしても、元いた場所に戻もどれる保証がない。

「何してるの？」

「うわ!?」

　背後にいつの間にか紫シ遠オンがいた。彼女かのじよは外出用のドレスを脱ぬぎ、部屋着として薄うす手でのキャミソールを着き込こんでいる。ガス灯に浮うかび上あがる姿は、床ゆかから生えた亡ぼう霊れいのようでもあった。

「……何してるの？」

　小首をかしげ、紫シ遠オンは改めて聞いた。

「ええと、……中、どうなってんだろうと思って。探たん索さくついでに君を探してたら、迷った」

「わたしを？」

「それより何なんだこの屋や敷しき？　迷めい路ろなんてもんじゃないぞ」

　紫シ遠オンは薄うす目めで赤アカ鉄ガネを見つめ、鼻でため息をついた。

「屋や敷しき、ね。デッドアングルここをただの建物と思ってうろついたあなたが迂う闊かつなの。しばらく部屋で大人しくしていると思ったのに……ついてきて」

　仕方なく続くうちにまた妙みようなことが起こった。これまで相当な長さを歩いてきたはずなのに、あっという間にさっき出た自室の真ん前にたどり着ついていたのだ。振ふり向むいても、赤アカ鉄ガネに立ちはだかった廊ろう下かの袋小路ふくろこうじはどこにもない。

「重要なのはたどり着きたい場所についてイメージすること。自室、書しよ斎さい、会議室、食堂、中庭とか。そうすれば当たり前に歩いているだけで着くわ。ここの造りを物理的に考えるのはだめ。それとわたしの部屋はこっち」

　紫シ遠オンは振ふり返かえらず、つかつか廊ろう下かを進んでいく。はぐれちまったらたまったもんじゃないと慌あわてて追うと、廊ろう下かは驚おどろくほど当たり前に構成されていて、目的の扉とびらの前にものの数十秒で到着した。

「なに？　神しん妙みような顔をして」

「いや……『大切なのは慣れ』ってのの意味が、ようやく身に染しみてきた」

「そ。偉えらいと思うわ」

　開かれた扉とびらの向こうは、呆あつ気けないほど普ふ通つうの部屋が広がっていた。

　間取りは赤アカ鉄ガネの部屋とちょうど同じ。ベッドと柱時計も同じなのだが、あとはまるで様子が違ちがった。衣い装しようダンスに鏡台、机に椅い子すに戸と棚だなと一通りのものが揃そろっていて、誰だれかがここで暮らす気配が肌はだで伝わる。

　中でも目を引くのは、部屋のあちこちに置かれている猫ねこのグッズだ。

　やたらバリエーションに富んでいた。サイズや造形を実物に寄せた置物だったり、一転してデフォルメ調のぬいぐるみだったり、クッションだったり写真だったり耳付きフードのパジャマだったり。とにかく手て当あたり次し第だいに集めたといったおもむきだ。

　赤アカ鉄ガネがそれらに釘くぎ付づけになったのに気付いて、紫シ遠オンはようやく自室のおかしさに気付いたらしい。自分で招いておいて。

「……仕方ないでしょう。……本物には嫌きらわれるんだから」

　苦虫を嚙かみ潰つぶしたようなその顔に、返事が自然に出た。

「へえ──。可愛かわいいんだな」

　紫シ遠オンは赤い目を丸くして、二秒ほど赤アカ鉄ガネの横顔を注視した。

「あなたもそう思う？」

　かと思えばすたすたと室内に踏ふみ入いり、まずベッドのクッションを撫なでてみせた。

「この子。この子はね。ピートといって、寝ねる時によく一いつ緒しよになってる。ふかふかで抱だいているととても気持ちがいいわ」
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　なにやら猫ねこグッズのプレゼンが始まった。

　紫シ遠オンは自室をすいすい歩き、ものも言えない赤アカ鉄ガネに次の同居者を紹しよう介かいしてみせた。

「この子はアプロ。スウェーデンの陶とう器き職人が造ったもので、ほら見て、不思議な愛あい嬌きようがあるでしょう？　このつるんとしたほっぺからおなかをなぞると幸せな気持ちになるの」

　猫ねこだかタヌキだかわからない造形だった。すかさず次へ移る紫シ遠オンは、表情こそ変わらないのに楽しそうだった。

「それともこっちの方が好みかしら。彼かれは柿かき右衛え門もんっていうの。ふかふかでもつるつるでもないけれど、中に電池とスピーカーを仕し込こんでいてね、尻尾しつぽを引いたら鳴くの。鳴くのよ？　そう鳴き声といえばこっちのフェリックスで、彼かれは目覚まし時計でもあるから時間を知るのに重宝するわ。あとここにいるポン次じ郎ろうは」

「ちょ、ちょっ待、待った待った」

　くてっと垂れた子こ猫ねこのぬいぐるみを片手に、不思議そうな顔で止まる紫シ遠オン。

「可愛かわいいってのは猫ねこじゃなくて、意外と可愛かわいいとこあるんだなって意味だった……んだけど」

「わたしが？」

「君が」

　いきなり紫シ遠オンは不ふ機き嫌げんになった。

　プレゼンをばっさり切り上げ、ベッドに身を投げ出して適当すぎる一言。

「…………それで用事ってなに」

　悪いのは自分なのだろうか。この場合。

　赤アカ鉄ガネはとにかく切きり替かえた。

「──緋ヒ霧ギリって子について、教えてくれ」

　その名前が出た時、紫シ遠オンの体がわかりやすく反応した。彼女かのじよは身を起こして赤アカ鉄ガネの顔をじっと見返し、窓まど際ぎわにあるチェアを指さした。

「座すわって」

　座すわった。

　紫シ遠オンはベッドに横たわる猫ねこのクッション（確かピート）を撫なでつつ、物もの憂うげに顔を伏ふせた。

「伝える前に知っておいて欲ほしいのだけど──本当はね、過去を掘ほり返かえすのはタブーなの。だって必要がないもの」

「断言するんだな」

「当然よ。境死者ニアデツドになった者は、望むと望まざるとに関わらず再さい葬そうが存在の全てになる。だというのに生前の記き憶おくを持っていてどうなるというの？　普ふ通つうは、境死者ニアデツドとして覚かく醒せいした時に生前の記き憶おくは全て失うというわ。けどあなたは例外。その不完全さの理由が、まだわからない」

　紫シ遠オンは言い切った後でつい硬かたくなった声を改め、小さく首を振ふる。

「……ごめんなさい、緋ヒ霧ギリのことだったわね。わたしにとっては、彼女かのじよは親友だったの」

「親友……」

「もちろんみんな仲間。けど、なんだかね、彼女かのじよとは気が合ったの。少し意地悪なところもあったけれど、明るくて。わたしの足りないところを埋うめてくれるような子だった。もういないのがすごく不思議。写真や何かで姿を残せていたらよかったのだけど……」

「残ってないのか？」

　紫シ遠オンは自じ嘲ちよう的に鼻を鳴らす。

「わたしたちは鏡や写真には写らない。影かげさえ落ちないわ」

　緋ヒ霧ギリについて語る時、紫シ遠オンは相変わらず表情に乏とぼしい。表面的には。

　しかし嚙かみしめる言葉の節々から、隠かくしきれない彼女かのじよの感情が見えてくるようだった。緑狗ロツクが緋ヒ霧ギリを語る時にも感じたその印象を、赤アカ鉄ガネは思うまま口に出した。

「良い子だったんだな」

「ええ。とても仲間思いだった」

「──だけど、そいつがオレを殺した」

　紫シ遠オンは表情を変えず赤アカ鉄ガネを見返す。

「あなたは恨うらめしい？」

「いや、」頭を押おさえる。「──いや、そうじゃない。そうじゃないんだ」

　鹿か島しま夕ゆ里り子この顔が思い出される。彼女かのじよは我わが身みにいきなり降りかかった非日常に、ただただ啞あ然ぜんとしていた。

　死者どもが織りなす血みどろの鉄てつ火か場ばに対する反応はそれがもちろん普ふ通つうで、赤アカ鉄ガネとてかつては「そっち側」に立つ人間だったはずだ。

　代だい替がわりのために自分は殺され、緋ヒ霧ギリの代わりにここにいる。ふいに思い出すことがなければ、きっと疑問さえ抱だけずに。なのに。

「憎にくめないんだ。これっぽっちも。オレの仇かたきは彼女かのじよのはずなのに、何も恨めしくなんかない。緋ヒ霧ギリって子について考えると、その、心が温かくなるんだ。普ふ通つう逆だろ？　どうしてこんなことになる？」

　紫シ遠オンはそれには答えない。自分を殺した相手を憎にくめないという感情がどういうものか、彼女かのじよは知っているのだろうか。核かく心しんに手が届かない、この雲を摑つかむようなもどかしさを。

「……あなたがなぜそう感じるのか。どうしてあなただったのか、それを知りたいのはわたしも同じなの。最初は生前のことを思い出させるつもりはなかった、きっと混乱するに違ちがいないから。だけどこうなってしまったこと、ちょっと好都合かもしれないの」

「どういうことだ」

　紫シ遠オンでさえも、返す言葉が探さぐり探さぐりであることを赤アカ鉄ガネは察した。緑狗ロツクが語るにいわく口くち下べ手たな彼女かのじよは、ごまかしや冗じよう談だんのたぐいを一つも挟はさまず真しん摯しに述べた。

「まず、おそらくあなたはもともとあの空から巣す岩いわ市で暮らす人間だった可能性が高い。活動中に街の景色を見て記き憶おくが刺し激げきされたんでしょうね」

　死し臭しゆうを追って進んでいる時。戦っている時。影かげに日向ひなたに街を歩くその時々で、確かに景色自体が脳に棘とげを刺さしてきた。

「そもそも緋ヒ霧ギリは少し前から空から巣す岩いわで活動していたの。だけど突とつ然ぜんあの子の定期報告が途と絶だえて、直後にあなたが現れた。中庭にある『７』の石せき碑ひから」

　うなずく。緑狗ロツクからその辺りは聞いている。

「それから、君に連れられて改めて空から巣す岩いわに戻もどった。だな？」

「ええ。わたしは緋ヒ霧ギリに何があったのかも探さぐりたかった。緋ヒ霧ギリは強かったわ。たとえ一人でもただの外死者アンデツドに後おくれを取るなんてありえない。だから彼女かのじよが語らなかった空白期間に何かがあったんだと思ってる」

　脳のう裏りによぎるのは溢あふれる無数の首なし。そのバックにいるとされるモノ。

「──『大物』」

「そう。緋ヒ霧ギリがそうせざるをえなかった要因が間ま違ちがいなく空から巣す岩いわにあって、そしてそれはあそこにまだいる。あなたはもしかしたら、そいつの正体を知っているのかもしれない」

　外からは鳥も虫も風も聞こえず、時計の秒針の音だけが音を刻きざんでいて、秒間の沈ちん黙もくが余計に耳に痛い。薄うすく細められた紫シ遠オンの目には、事態の裏に潜ひそむ「何か」への敵意と、遠く消え去った親友に対する哀あい悼とうとが等分にあった。そして、ある種の迷いも。

　境死者ニアデツドが過去を思い出すことを、紫シ遠オンも緑狗ロツクも避さけたがっているようだった。

　そもそも思い出しようもないのならまだしも、必要性と手がかりがどちらもあるこの状じよう況きようで、開きかけた蓋ふたにこのまま手をかけていていいのか、と。

　どのみち戦たたかい抜ぬくしかない身の上、人間味のある記き憶おくは重荷になる。それはもっともだ。

　だが、戦うしかないからこそ。

「わかった。だったら、まずは何もかも思い出してやる」

「……構わないのね？」

「今さらやめられるか。迷うのも止まるのも、全部知った後でいい」

　しばし目を閉じた紫シ遠オンは、一度だけはっきりうなずいて顔を上げた。

　決して長い付き合いではないが、とぼしい表情の中でも今の彼女かのじよは「いつものすまし顔」という感じがして、赤アカ鉄ガネは少し安あん堵どした。

「わかった。ひとまず、あの首なしの出所を探さぐるところから始めましょう。──今はとにかく休みなさい。扉とびらが使え次し第だいまた外へ出るわ」

　話は終わった。赤アカ鉄ガネは紫シ遠オンに頷うなずき返し、扉とびらのノブに手をかけ──少しだけまごついた。

　聞くべきなのか、この期ごに及およんで迷っていた。

　聞くとして、どんな顔をすればいいのか。背中越ごしに紫シ遠オンのいぶかしむ気配があり、どうしたの、と声をかけられる前に質問が口をついて出た。

「代だい替がわりの条件は『先代に殺されること』なんだろ？」

　少しの間があった。

「そうね」

「つまり、君だって誰だれかに──」

「覚えてないわ。覚えてないのは、ないことと一いつ緒しよよ」

　振ふり向むくと紫シ遠オンは、ベッドの上で片かた膝ひざを立ててピートを撫なでている。

　その白く細い指先は、遠い昔に痛みを忘れた古傷をいたわるように優やさしい。

「──心配しないで。今の立場、それなりに嫌きらいじゃないの」

　思えば、彼女かのじよも緑狗ロツクも同じなのだ。

　それぞれが何代目の境死者ニアデツドなのか。いつの日にか、彼女かのじよたちも誰だれかを殺して代だい替がわりを完かん了りようする時が来るのか。あるいは、自分自身も。

　気持ちのいい想像ではない。赤アカ鉄ガネは軽く頭を振ふって部屋を出た。

「あ」

　うっかり考え事をしながら廊ろう下かに出たのがいけなかった。

　赤アカ鉄ガネはいつの間にか無限の回かい廊ろうのど真ん中に立っており、振ふり向むいたらすぐ後ろはもう壁かべ。
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　馬ば鹿かなことをしてるんだろうな、と夕ゆ里り子こは自分でも思っている。

　これ以上首を突つっ込こむなと言われたばかりだ。本当に死ぬかもしれない、なんていうのが冗じよう談だんでもなんでもないことも百も承知だった。真実が気になるという程度の野次馬根こん性じようなら一度痛い目を見た時点で懲こりておくべきなのに。

　赤アカ鉄ガネの弱った顔と、返り血に濡ぬれた薄うす笑わらいが頭から離はなれない。

　何もわからなくて怖こわいだけなら、まだしも目を背そむけることはできた。

　だけどその「怖こわいこと」の渦か中ちゆうにいる相手の、人間的な顔や言葉を聞いてしまった今では、まるっきり知らんぷりをすることがどうしてもできなかった。

　──なんだかんだ、正義感が強いから。

　母の言葉が思おもい浮うかぶ。そんな格かつ好こうのいいものじゃない。ただこのまま何も知らない顔に戻もどるのは、どうしても納なつ得とくがいかないだけだ。

　だからこれは、どこまでも自分勝手な調査だ。




　市の総合図書館は今でも迷うほどに広いけれど、データベースを使えば目当ての資料に行き着くのは楽だ。この頃ごろは、蔵書目録も館内のＰＣにまとめられている。

　夕ゆ里り子こが向かったのは、過去の各社の新聞紙を保管しているエリアだった。まずは件くだんの首なし事件について、起こった日に前後する新聞をかき集めた。事件だけ追うのではなく、近い時期に起こった出来事を踏ふまえて多角的に考えなくてはという判断だった。

「夕ゆ里り子こぉ……何してんのぉ？」

「調べもの」

「つってもう二時間経たつじゃんかさぁ。ねえもう帰ろうよ、私おなかすいちゃったよぉ」

　日曜。だるんと絡からんでくるのは級友のエミ。家が近所だから昔からの付き合いで、今でも登下校は一いつ緒しよだ。

　休日に出かけるということを聞きつけた彼女かのじよだったが、まさか行き先が図書館だとは思っていなかったようだ。それでも持ち前の付き合いのよさからしばらく雑誌を読んでいたが、それもしばらくの間で、とうとう痺しびれを切らしたらしい。

「ごめん、もうちょいかかりそう。アレだったら先帰っててくれていいから」

「えぇ～……」

　とはいえ二時間は付き合った手前、ここで帰ってしまうという踏ふん切ぎりもなんだかつかないようだ。ぐったりしながら隣となりについて、夕ゆ里り子こが立ち向かう無数の文字を目で追った。

「なにこれ、新聞？」

「うん」

「ってこれ、ひょっとしてここんとこの事件の関係？　何でそんなの調べてんの？　ジャーナリズムってやつ？」

「気になることがあるの」

　集中しはじめて生返事になる。夕ゆ里り子こは目を皿にして、機械的に打たれた文字の一つ一つから「彼かれら」に関する情報の痕こん跡せきを読み取ろうとした。

　少しでも気になることはノートに書き写す。記事になっていない範はん囲いはネットで調べる。今日びＳＮＳにだって捨てたものじゃない情報が漂ただよっているし、空から巣す岩いわに関する諸所の噂うわさ話ばなしに関してはむしろそっちの方が本場だ。

　彼かれらが怪かい死し事件に何かの形で関わっているのなら、その前後の日に何らかの兆きざしがありはしないかと考えたのだ。近辺で起こった失しつ踪そうや事故、あるいは不ふ審しんな破は壊かいや人ひと影かげ、幽ゆう霊れいだとか怪かい現象の目もく撃げき証言から根こん拠きよ不明の陰いん謀ぼう論まで。この目で見た現象が現げん実じつ離ばなれしているから、どんなことだってありうる気がした。

　少年と少女の二人組。二人とも黒い礼服、白い肌はだに真っ赤な瞳ひとみ。見た目はどっちも若い。

　少なくとも赤アカ鉄ガネは、大人びた服装に反して、自分と大して差のない高校生くらいの男子に思えた。間近に顔を見たからこの感覚は間ま違ちがっていないと思う。

　ただこれらが自分の主観だということは否定しがたく、だからこそ別の視点から彼かれらの存在を確かく認にんできる何かが喉のどから手が出るほど欲ほしい。激しい戦いの痕こん跡せきになるものだとか、彼かれらのパーソナリティを少しでも推測できる手がかりだとか──。

　夕ゆ里り子この向かいでお菓か子し作りの本を眺ながめているエミが、何度目かの退たい屈くつの限界を迎むかえてふと口火を切った。

「──ほーんと、ここんとこ物ぶつ騒そうだよねぇ」

「ん」

　夕ゆ里り子こは生返事。物ぶつ騒そうだと言っていても、エミの口ぶりはそれほど事を深刻視していない気がする。彼女かのじよには事件について最後まで他ひ人と事ごとのままでいてほしいと、頭の隅すみで思った。

「そういえばさぁ、別の学校の友達から聞いたんだけどね？」

　返事がそっけなくてもお構いなしだ。

「……ん」

「その子の学校でもね、生徒が一人いなくなっちゃったとかでぇ。全然ニュースとかになってないんだけど、ぱったり学校に来なくなっちゃったコがいて。えっと二年って言ってたからうちらとタメかな、男子でさ。それってちょっと変だよねって話が──」

　同学年の男子が、行方ゆくえ不明？

　資料をまとめるかたわらで頭がくるくる動く。その件はニュースになっていない。今のところ調べた各事件の中に、高校二年生の男子の話はない。しかし実際に同じ学校の生徒が証言してるのなら、きっと事実なんだろう。なのに表おもて沙ざ汰たになっていない？　どうして？

　ひょっとして、そうならない何か裏の事情がある？

　まさか。いや、でも、自分が知ってるあの「同年代くらいの気になる男の子」から、それらしい話は聞かなかったわけだし──

　──……オレは絶対に何か大事なことを忘れてる。多分それはこの街のどこかにあるんだ。だけど、どうしても思い出せない……。

　手をぱったり止めた。何か胸むな騒さわぎがする。

「誰だれ、その子」

　もう文字への集中は吹ふき飛とんでいた。

　まさかこれほど食いつきがいいとは思わなかったのか、逆にエミがたじろいだ。

「誰だれって、そこまでは知らないけどさ。よそんとこの男子だし」

「じゃなくて。その、噂うわさを話した子。直接聞いてみたいんだけど、今から都合つきそう？」

「え、えぇ？　今からぁ？　ちょっと待ってよ、その子確か部活があるからって学校……」

「待つから！　ちょっとだけでいいの！　なんなら今からその学校行く！」

　わちゃわちゃしていたら司書に注意された。

　渋しぶるエミに、夕ゆ里り子こは「鬼おに束つか堂」のメロン大福三つで手を打った。件くだんの学校は車で三〇分ほどのところにある共学で、夕ゆ里り子こはわけもわからないままのエミを連れてバスに飛び乗った。




　結局、家に帰り着いたのは陽が傾かたむきかけてのことだった。

「ただいま……」

　エミと別れて玄げん関かんを開いた時、夕ゆ里り子この頭の中には一つ大きな迷いがある。

　話すべきか。黙だまっているべきか。

　あれから目的の女生徒に会うことはできたし、話を聞くこともできた。彼女かのじよはどの学校のどの学年にもいる情報通といったタイプの子で、いきなり真しん剣けんな顔で訪ねてきた夕ゆ里り子こに不思議そうな顔をしながら、こう述べる。

『──うん、いるよ。まだ学校来てないんじゃないかな。

　ええとね、二年の男子。急に何日も来なくなったみたいでさ、先生も突とつ然ぜん引ひっ越こすことになったらしいとかなんとか言ってたけど、よくわかってないみたい。

　別に素行が悪かったわけじゃないよ？　むしろ真面目な方で、勉強とか行事もしっかりやってたし、先生にもウケがいいタイプだったって。明るいし友達も結構いたみたいだけど……でも、なんていうか広く浅くって感じで、誰だれかとすごく親しかったって話は聞かない。

　どうしたんだろうって心配する人もいたけど、その子の家、誰だれも行ったことないんだって。

　友達が携けい帯たいに連れん絡らくしても音おと沙さ汰たなし。誰だれか直じかに訪ねてみろよって流れになったんだけど、我こそはってのがいなくて、なんとなくそのまま先延ばしだったのね。やっぱり先生の言う通り引ひっ越こしたんじゃないかって結論っぽくなっちゃってもう半月になるかなぁ。

　え、その子の家？

　うーん……これ噂うわさね。本人が話したわけじゃなさそうだから。

　あのね、実家じゃないっぽいんだって。つまり親元じゃなくて、なんていうんだろ、施し設せつ？

　話題的にほら、デリケートだから。それがどうしたって話でもあるじゃん。でもいなくなっちゃった件でその話題がぽんって出て、やっぱりそういうとこには色々事情があるのかな……みたいな感じになっちゃったの。

　名前はね。えーと私もうろ覚えなんだけど、確か──』

　一通りの話を聞いて、夕ゆ里り子こは最後にこう聞いた。

　──写真とか、無い？

　唯ゆい一いつ残っているという集合写真のコピーを見下ろす。聞いた話と写真の少年と、名めい簿ぼ。照らし合わせて夕ゆ里り子こはつぶやく。

「……あるんじゃん、ほんとの名前」

　このことを、父に話すべきか、それとも黙だまっているべきか。迷いの焦しよう点てんはそれだ。

　少年一人の実質的な行方ゆくえ不明。これはもう、ノウハウのある者が調べるべきれっきとした事件だと思う。それこそ父の土ど俵ひようだ。聞けば父は一連の怪かい事件を追っているというし、一連の出来事は大きな手て掛がかりになるのではないか。しかし行方ゆくえ不明になった男子高生の「その後」についてはきっと信じてもらえないだろう。点と点が繫つながらない。この話と自分が見たものを繫つなげるにはどれほどの情報と飛ひ躍やくが必要なのだろう。

　そもそも、あの父親に協力を仰あおぐなんて。今日は珍めずらしく朝から家にいるけど、ずっとＰＣと向き合ったりどこかに電話したりで、娘むすめのことなんて気にもしていない風だ。

　いまいち踏ふん切ぎりがつかないまま、リビングをそっとのぞき込こんだ。

「──あれ」

　誰だれもいない。父がいつも資料とＰＣを広げるテーブルはそのままになっていた。

　父は、家ではこのノート、外では仕事用のタブレットＰＣとで使い分ける。

　データ管理は何段階かに分かれていて、大事な情報は肌はだ身み離はなさず持ち歩くＵＳＢメモリに収め、後で「清書」として改めて出力する。それ以外の断だん片ぺん的な情報、あるいは原げん稿こうの簡単な下書きなどは、パスワード管理がなされたクラウドストレージに押おし込こんでいる形だ。

　今、フォルダは開きっぱなしになっている。

　腹の底にむずりと好こう奇き心が湧わいた。夕ゆ里り子こはしかし、なんとか自分を抑おさえようとした。

　だいたい見たって何になる。父の仕事のデータは市し井せいで拾い集めた生なま臭ぐさい情報ばかりで、自分はそれが嫌きらいだったんじゃないか。それを気になるからこっそりのぞくなんて、父とやっていることが同じじゃないか。

　思わず顔ごと目をそらしたところで、けど、と思う。彼かれも自分と同じ「謎なぞ」に行き当たっていたら。仮にそうなら、父は夕ゆ里り子こと同じことを考えていることになる。

　決めた。ファイルの名前だけだ。他の余計なことは絶対に漁あさったりしない。夕ゆ里り子こは目を細めて液えき晶しよう画面を睨にらんだ。

　最新のデータのほとんどは、清書前の雑然とした覚え書き程度のものだろう。見て意味がわかるものではない。そんな中、最も新しいテキストデータがある。

　更こう新しん日時は今日。そこには、こうあった。

『調査記録：宿やどり木ぎ園えんについて』

　その園とは、行方ゆくえ不明になった少年がいたという施し設せつの名だ。
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　鹿か島しま夕ゆ里り子この父親は、ある失しつ踪そう者についての気になる話を入手していた。

　根無し草のルポライターとして長年やってきただけに、鹿か島しまは独自のパイプをいくつも持っている。情報を自分で追うか警察などに流すかはその時々の判断によって、今回はまず前者を選んだ。きっちり裏を取ることができれば、でかいネタになる予感がしたのだ。

　鹿か島しまに情報を流したのは、深夜から朝方にかけて町中を流しつつ「副業」の情報屋を営むタクシー運転手だった。

　件くだんの失しつ踪そう者は、市内の普ふ通つう科高校に通う17歳さいの男子生徒。

　家庭環かん境きようが複雑だったと見えて、彼かれは郊こう外がいにある児童養護施し設せつ「宿やどり木ぎ園えん」で暮らしていた。

　話によると、男子生徒はある日を境に姿を消し、学校にも来なくなったという。

　教職員が当施し設せつに問い合わせたところ、彼かれは別の家に急きゆう遽きよ引き取られたとのこと。相手は男子生徒の遠い親しん戚せきで、どうしても一いつ緒しよに暮らしたいからとの希望を受けてすぐに手続きを済ませたという話だ。相手の老ろう夫ふう婦ふにも連れん絡らくがついて、ひとまずそれで話は決着となった。

　事の顚てん末まつだけ追うと、ただそれだけの出来事ではある。

　だが話によると、男子生徒自身がどこかへ引ひっ越こすという気配はおくびにも出さなかったそうだ。そもそも何か事情があったとして、何も言わずに消えるものだろうか？　伝つ手てで市内の引ひっ越こし業者に当たってみても、そういう仕事の記録はないと誰だれもが言う。

　少年は今、書類上ではこの町にいないことになっている、抹消された存在だ。

　この件だけ、妙みように周しゆう到とうだ。執しつ拗ように調べれば実は本人の消息がはっきりしていないことがわかるのに、いないという証明だけが確固としてある。

　そこに、近年増加する行方ゆくえ不明事件の中で異い彩さいを放つ、何か人じん為い的なものを鹿か島しまは嗅かぎ取とったのだ。

　この一件を突つき詰つめれば、数々の行方ゆくえ不明事件、ないしは連続する怪かい死し事件の何かの糸口になるのではないだろうか。そう思わずにはいられなかった。真実への糸口になるのではと。

　車を運転しながら、鹿か島しまは我ながらクサい思し索さくに思わず笑った。

　この頃ごろ、空から巣す岩いわで起こる出来事は妙みように怪かい談だんじみている。

　裏付けのない情報は容よう赦しやなく捨てる鹿か島しまだが、巷こう間かん囁ささやかれる噂うわさだとか、真しん偽ぎもあいまいな目もく撃げき証言や勝手な推測にも、今回ばかりは得え体たいの知れない説得力があって思えた。つまりそれだけ真実が不ふ透とう明めいな事件ということだ。

　誰だれかが死んだり、失しつ踪そうしたりしている。因果関係がわからないままに。

　つまり「明日が我わが身み」がまったく冗じよう談だんにならないということだ。

　行方ゆくえ不明の少年について考える。今年で17歳さいとなると、夕ゆ里り子こと同学年だ。

　今さら正義漢ぶるつもりは毛頭ない鹿か島しまである。そもそも世間に胸を張れるような仕事だとも思っていない。保障もないし定年もない、普ふ段だんは人様の都合に首を突つっ込こんでばかりの、まったく不安定でやくざな仕事だ。いつか足を洗おうと思いながら、ずるずるここまできてしまった。こんなことを長くやっていると、いつしか「真実」とはいくらで換かん金きんできるものなのか勘かん定じようするような頭になってしまうものだ。正義感では水道代も払はらえまい。

　それでも昔ほどガツガツしなくなったのは、こんな立場で家庭を持つことができたからだ。

　クサい場所に直接向かうなんて無茶はいつぶりだろうか。いい情報が得られるかに関しては半分以上は賭かけだ。それでも、すぐに探さぐりを入れたかった。もしかしたら家族に──娘むすめに危険が及およぶかもしれないから。

「なんて、な」

　髭ひげを剃そったばかりの顎あごを撫なでて、鹿か島しまは自らの思し索さくをことさらに嗤わらう。

「連れ合いの誕生日も直接祝えん奴やつが、気取ったもんでもない……か」

　なにしろ仕事だ。ごくごく身近に差さし迫せまった、自分と家族の生活のための。




「──いや申し訳ありません。突とつ然ぜんおたずねしてしまって」

「いえいえ、構いませんよ。それよりお疲つかれでしょう、なにしろここは街から遠いものですから……」

　園長と名乗る彼かれが言う通り、宿やどり木ぎ園えんは町はずれの海沿いにぽつんとあった。敷しき地ちを囲む防風林が、外の潮風にそよそよ鳴っていた。

「アクセスは悪いですが、空気が綺き麗れいですから。それに海も見えるし、敷しき地ちも広い。子供たちを伸のび伸のび育てるには、こういうところがいいかな、と……」

「とはいえ、学校なぞはずっと向こうですからなぁ。それについちゃ文句も出るでしょう」

「はは、まったくその通りで。表にバス停があったでしょう？　実際のところあれが生命線でしてね、年かさの子たちはもう朝が早いと文句たらたらで」

　自由業にとっては信じられない。外からは子供たちのはしゃぐ声が聞こえて、鹿か島しまはどことなく牧歌的な気分になる。娘むすめにもああいう時期があった。

　頭の中で言葉を整理しながら、鹿か島しまは交こう換かんした名めい刺しに視線を落とした。

　児童養護施し設せつ「宿やどり木ぎ園えん」園長、山やま村むら誠せい道どう。

　思いのほか若い。見たところ四よ十そ路じにもなっていないだろう顔つきだが、頭とう髪はつに雪のように散る白しら髪がはそれだけの苦労を物語っているように思える。仕事がら鹿か島しまは相手の顔をよく観察する癖くせがあって、脛すねに傷持つ者は大たい抵てい目元か口元に「翳かげり」を見せるものだという経験則を持つのだが、山やま村むらにはそれがなかった。刻きざまれた笑い皺じわの深さから、ただ表情豊かで善良な中年という印象を受けるばかりだ。

「失礼ですが、左ひだり肩かたにお怪け我がでも？」

　唯ゆい一いつそれが気になった。歩く時も座すわる時も、山やま村むらは微び妙みように左ひだり肩かたを庇かばうような動きをする。たずねると、山やま村むらは自じ嘲ちよう気味に片かた眉まゆを上げた。

「おっと、これはお見苦しくて申し訳ない。お察しの通りでして、重いものを運ぶ時に力の加減を間ま違ちがえましてね。左ひだり肩かたがこう、抜ぬけてしまって……もう治りはしたんですが、なんとも違い和わ感かんというのは残るものですな。すみませんが見み逃のがしてやってください」

　はあ、まあ──と鹿か島しまはあいまいにうなずいた。そうだと言われれば納なつ得とくするしかない。

「それで、鹿か島しまさんはライターをやってらっしゃるとのことですが、ご用向きのほどは？」

「ああ、実は……まあその、ちと生なま臭ぐさい話で恐きよう縮しゆくなのですが」

「構いませんよ。続けてください」

「では。──いえね、私は今この町で起こる怪かい事件の謎なぞを追っていまして。首なし死体と行方ゆくえ不明者。聞いたことはあるでしょう？」

　どうしても物ぶつ騒そうな話題になる。慎しん重ちように切り出すと、山やま村むらは嘆なげかわしげに首を振ふった。

「……痛ましいことです。犠ぎ牲せい者の中には子供もいると聞きます」

「まったくです。私は一いつ介かいのジャーナリストとして少しでも真実に近付くべく、色々な場所へ聞きき込こみに回っているのです。ま、フリーの身軽さだからできることですな」

「なるほど。でも、どうしてここに？」

「今のように事件の手がかりがまるで見つからない状じよう況きようだと、多角的な視点から、とにかく多くの情報を収集しなけりゃなりません。足で稼かせぐってやつです。たとえばここにはお子さんがたくさん暮らしていますが、彼かれらもなかなか軽かろんじられたものではないというか、大人にはない児童ならではの視点やネットワークを持っているものでしてね」

「ふうむ……」

「噂うわさとか世間話レベルのものでも構いません。子供の一人がこんなことを言っていたとか、妙みようなものを見たとか、そんな話を聞きませんでしたか？　もちろん山やま村むらさんご自身も、何か知っていることがあれば話していただければと」

　あくまで難しい顔でいる山やま村むらに、鹿か島しまは焦あせらなかった。職業柄がら、話を出だし渋しぶられることには慣れている。

「しかし、あなたは警察との関わりは特にないわけでしょう。私は門外漢なのでそこ辺りの関係性がよくわかりませんが……つまり、民間の人間として、どこまで話してよいやらと。なにしろ子供たちのプライバシーにも関わりかねない」

　まあフリーライターなどという肩かた書がき自体がそもそも怪あやしい以上、警けい戒かいされることは承知の上だ。なので一応、サンプルを持参しておくのはある意味鉄則だった。鹿か島しまは鞄かばんからいくつかの週刊誌のバックナンバーを取り出し、自筆の記事を広げて見せた。

「記事にさせていただくことになった場合、決して悪いようには書きません。それに有用な情報ならばもちろん警察と共有するつもりですとも。なにも競争してるわけじゃなし、そっちのパイプも持っていますからね」

　山やま村むらは腕うで組ぐみをして唸うなり、天てん井じようを見上げながら思案げに眉まゆ根ねを寄せた。

「……いや、しかし、どうしてもそれらしい情報は……。うちは本当にいつも通り、何も変わらず運営していますから」

「そうですか……」

「すみません、わざわざご足労いただいたのにお役に立てず」

「いえ、それだけここは平和ということですから。子供たちにはこのまま、危ないことの何にも関わらずにいてほしいものです。いや私も娘むすめが一人いるんですがね、そいつや家内のためにも自分にできることをしなけりゃあ、と」

　もちろん、これまでの話は鹿か島しまにとって枕に過ぎない。まさか本当に有益な情報を語ってもらえるとも思っていない。

　ライターとしてここへ来た説得力を最低限演出できればいい。食くい込こむのはここから先だ。

「ついでと言ってはなんですが、実はもう一つお尋たずねしたいことが」

「なんです？」

　鹿か島しまはいかにもついでの世間話といった体ていで、

「──『遠とお間ま計けい人と』君という子が、ここにいませんでしたか？」

　山やま村むらは表情を変えない。

　答えも淀よどみなく、すぐ返ってきた。

「ええ、おりましたよ。しかし少し前に卒園してしまいました。これからは親しん戚せきの方と暮らすということになりまして……彼かれに何か？」

　すまん夕ゆ里り子こ、と頭の中で娘むすめに詫わびて、

「いや実はね。うちの娘むすめがどうも、遠とお間ま君にコレでしてな」

「ほう。初耳ですね」

　当然だ、今考えた。鹿か島しまは立てた小指を振ふり振ふり、ばつが悪そうに続ける。

「まったく隅すみに置けないものですが、それはそれとして彼かれが何も言わず去ったこと、娘むすめにとってはかなりのダメージだったそうなんですわ。そりゃそうでしょうなぁ、振ふられるにしても無言でいなくなるってのはきつい。で、できることならもう一度だけ話がしたいと、こういうわけです。先方の連れん絡らく先、よければ教えちゃもらえんでしょうか？」

「申し訳ない、ご期待には沿えそうもないんですよ。それこそ児童の個人情報ですから。伝言があるなら、私を通して件くだんのご家庭にお伝えすることはできますが」

　ふむ、と顎あごに手を当てる鹿か島しま。ここで食い下がるのはかえって不自然だ。

「わかりました。娘むすめにはよく言って聞かせましょう。……しかし、何も言わず突とつ然ぜんいなくなってしまうなんてあるもんですかな？」

「確かに急だったとはいえ、彼かれにとっては遠とお縁えんでも唯ゆい一いつの血けつ縁えん関係です。一いつ緒しよにいられる時間は一日でも長い方がいい……と、少し強行軍ですが諸もろ々もろの手配を済ませたんですよ。本人もそれを望んでいました」

「唯ゆい一いつの血けつ縁えん……ですか」

　探さぐり探さぐりな物言いに、山やま村むらはわずかに表情を曇くもらせた。ああそうか、この辺りも個人情報とやらに抵てい触しよくするのか──と思い直し、鹿か島しまは素す早ばやくフォローする。

「これは記事とかとは関係なくて、親としての好こう奇き心ですわ。娘むすめが惚ほれたのは一体どういう色男なんだろうってね。聞いたことは墓まで持っていくつもりですよ」

　鹿か島しまは開いていたメモを閉じ、ペンを机に置いた。

　しかしズボンのポケットには、スイッチの入ったボイスレコーダーを忍しのばせている。こっちは気付かれていないはずだ。山やま村むらは少し考え、「そういうことなら」と切り出した。

「──計けい人とは可哀想かわいそうな子でしてね。鹿か島しまさんは、コウノトリのゆりかごってご存知ですか？」

　おおむねの概がい要ようは知っている。鹿か島しまはうなずいて、

「やむをえない事情で育てられない新生児を預ける施し設せつでしたか。赤ちゃんポストとも呼ばれてますな。空から巣す岩いわにも設置病院が一つあると聞きますが」

「その通りです。名前も添そえられて、そこに預けられていました」

「親おや御ごさんの所在は？」

「わかりません。相談所も併へい設せつされていましたが、母親は姿を見せず……。うちはその病院の系列にありまして、乳児院を経た子供はここへ来ることになっています。しかし計けい人とは結局、親の顔を一度も見たことがないのです」

　中規模以上の病院はこの町に幾いくつもあるが、件くだんの病院は少し特とく殊しゆな立ち位置にあって、県立でも市立でもなく企き業ぎよう立病院である。

　運営する会社は、この空から巣す岩いわの産業を実質的に支える大手医い療りようメーカー。その病院は企き業ぎよう関係者のみならず一いつ般ぱん市民の受じゆ診しんも広く受け入れており、最新しん鋭えいの設備による医い療りようは市し井せいの評判がすこぶる良いい。

「──なるほど。それが親しん戚せきとはいえ血けつ縁えん者と連れん絡らくが取れたなら、確かにすぐにでも会いたいものかもしれませんなぁ」

「ええ。送り出す側としては寂さびしくもありますが、祝福するべきですね」

　鹿か島しまは、すっと目を細めた。

「しかしですな。彼かれについて、私は不思議な話を聞いておりまして」

　鹿か島しまにとっては最も注目するべき怪かい情報である。

　身を乗り出し、抑おさえめのトーンで言った。外の子供に万が一聞かれたらいけない。

「遠とお間ま君の姿が、最近市内で目もく撃げきされてるんですよ」

　この証言こそが事の異様さを際きわ立だてている。

　目もく撃げきしたのは彼かれのクラスメイトの男子生徒。裏も取っている。彼かれは放課後の帰宅中、人ごみに逆行して歩く遠とお間ま計けい人とを見つけたのだという。葬そう式しきに使うような漆しつ黒こくの礼服で、同じようなドレスの誰だれかと一いつ緒しよにいた、と。

　驚おどろいて目を凝こらすと、遠とお間ま計けい人ととその同行者はいなくなっていた。雑ざつ踏とうにまぎれたのではなく、突とつ然ぜん影かげもかたちもなくなってしまったのだ。

　はっきり見た自覚がある以上は見み間ま違ちがいとも思えない。四六時中遠とお間ま計けい人とのことを考えているわけでなし、想像もしていなかった服装や同行者までも幻げん視しするなどありえない。

「人ひと違ちがいでしょう。そんなことはありえませんよ」

「そうですか？　確かだ、と目もく撃げき者は言っています。昨今では人の消えちまう案件が騒さわがれていますがその逆、いないはずの人間が現れるというのは、どういうことなんでしょうな？」

　少しの沈ちん黙もくがあった。

　相手の顔からは感情を読み取れない。当たりか外はずれかの判断もまだつかないが、これまでスムーズに受け答えしていた山やま村むらの沈ちん黙もくには、それ自体に意味があるように思える。

　その時、ふっと山やま村むらが困ったように微び笑しようした。

「仰おつしやりたいことはわかりました。それでは──」

　と、いきなり電子音が鳴なり響ひびいた。

　鹿か島しまの携けい帯たいだった。流石さすがに予想外で、慌あわてて画面を確かめるとそこには「夕ゆ里り子こ」の表示。

　切ろうか切るまいか逡しゆん巡じゆんする鹿か島しまだが、山やま村むらに「どうぞ」と促うながされ、無視するわけにもいかず席を立った。一礼し、応接室から出て通話をタップするといきなり、

『今どこ？』

　驚おどろいた。娘むすめから電話が来るなんて。

「ええと……すまんな、ちょっと仕事中なんだ。用事なら後でかけ直すから」

　手早く切り上げようとする鹿か島しまだったが、電話口の娘むすめはやけに粘ねばって、スピーカーごしにこっちの環かん境きよう音を耳ざとく聞き分けた。

『そこひょっとして何かの施し設せつ？』

「……どうしてわかった？」

『どうしてって、子供の声するじゃない』

　ご明察だ。かえって鹿か島しまは面食らった。同じ子供が集まる場でも、学校や幼よう稚ち園えんじゃなく施し設せつという発想がなぜすぐに出たのだろう。そう考えたところで、自分が家のノートＰＣを開きっぱなしだったことを思い出す。

「まさか、データ見たのか？」

『…………うん』

　急いでいたとはいえ、自分のずぼらさにほとほと嫌いや気けがさす。

「……あー、いや、いいんだ。とにかくそういうことだから。最近のアレやコレやで、ほら、な。こっちは順調だから。心配してもらうほどじゃないよ」

『別に、心配してるわけじゃ……』

　そういえばまだ小さい頃ころは、外であちこち調べ回る父に何かと電話してきた娘むすめだ。今どんなことしてるのとか、いつ帰ってくるの、とか。いつも自分ははぐらかして、後でなと言って、軽く流していた気がする。

　と、娘むすめの緊きん張ちようする気配があった。

『ねえ、何その音』

「は？」

『聞こえるじゃん！　何だろ……機械？　ごんごんって、重そうな……水っぽい音もする』

「音ぉ？　音なんて何も……」

　思わず携けい帯たいから耳を離はなして辺りに気を配っても、やはり怪あやしい音など何もない。

　そればかりか、子供の声も一いつ切さいしない。

　夕ゆ里り子こは確かにそれを聞き分けたはずだが。どこかのタイミングで中に戻もどったのか。この短時間で、全員が？

『ねえやっぱり聞こえるって……！　そっちで何かやってるの!?　笑い声が大きくて聞こえないよ！　隣となりに誰だれがいるの!?』

　突とつ然ぜん通話が切れた。

　液えき晶しようを見ると圏けん外がいになっており、かけ直してみても繫つながる気配もない。

「──山やま村むらさん？」

　応接室に戻もどると、山やま村むらはいつの間にかいなくなっていた。

　今度こそ、耳に痛いほどの沈ちん黙もくが鹿か島しまを取り囲んだ。

　ゆっくり広がっていく混乱をどうにか抑おさえ込こみ、鹿か島しまは冷静に自分の鞄かばんを持ち上げて荷物を片付ける。誰だれもいない応接室に数秒ばかり立たち尽つくし、決意した。

　鹿か島しまは既すでに、この宿やどり木ぎ園えんに何かがあることを確信している。

　チャンスがあるとすれば今しかない。いなくなった山やま村むらを捜さがしに行く──という口実で敷しき地ち内を調べよう。周囲の変化や夕ゆ里り子この物言いには確かに引っかかるものがあるが、ジャーナリストとしての性さがが後に引くことを許さない。メモを取り出し、書き留めておいた会話内容と起こったことを確かく認にん、更さらに書き足す。

　園えんの構造自体はシンプルなものだった。今いるＬ字状の建物に職員用の事務室や応接室が配置されていて、子供たちの宿舎と渡わたり廊ろう下かで繫つながっている。中庭はちょっとしたサッカーができる程度には広いが、窓から見ても誰だれもいなかった。

　と、宿舎に至るのとは別の渡わたり廊ろう下かを見つける。

　正面入り口からは見えない裏側──鬱うつ蒼そうと茂しげる雑木林の奥おくへとそれは伸のびていた。

　アーチ状の屋根から下がる裸はだか電球を恃たのみに進むと意外と長い。木造の、時代がかった西洋的な意い匠しよう。観音開きの扉とびらを開けば、天てん井じようの高い不思議な空間に出た。

「……聖堂……？」

　さほど広くはないものの、造りとしては小さな教会や聖堂に近いものがある。ここはキリスト教系なのだろうかと今さらながら意識する鹿か島しまだが、それにしては祈いのりを捧ささげるべき十じゆう字じ架かがどこにもない。宗教関係とは別なのだろうか？

　奥おくまで進んだ時、祭さい壇だんの奥おくに小さな扉とびらがあることに気付いた。

　舞ぶ台たい裏うらのようなものだろうか。聖堂にそんな部屋があるものだろうか。

　開くべきかの思し索さくは数秒だった。丸い真しん鍮ちゆう色のノブを捻ひねり、軋きしむ木き扉とびらを引き開けると、溶とけた蠟ろうのにおいがした。

　──なんだ、これは。

　小部屋の壁かべ一面に張られた子供たちの写真、写真、写真。

　下は幼児から上は高校生くらいの少年少女のバストアップ写真が、蠟ろう燭そくのオレンジの灯あかりに照らされて、思い思いの表情で鹿か島しまを見つめている。

　写真をよく見て、一人ひとりの顔に赤いマジックで何かのマークが記しるされていることに気付いた。小さな○か×だけならまだしも、図形の意味自体がわからないものもあり、一体これが何を目的としたものなのか鹿か島しまには見当もつかない。

　中には貼はられたばかりとおぼしき、遠とお間ま計けい人との写真。何のマークも記されていない。

　小部屋の隅すみには更さらにおかしなものがあった。木、だろうか。四よ隅すみの一部を埋うめ尽つくす勢いで侵しん食しよくしており、根はとぐろを巻いて塊かたまりのようになっていた。

　素す早ばやく鞄かばんのデジカメ取り出し、鹿か島しまは写真を何枚か撮さつ影えいする。ほとんど反射的だった。

　それ以上はかえってまずい。鹿か島しまは慎しん重ちように小部屋を後にし、聖堂から出て、閉じた扉とびらの前で殺していた息を吐はき出だした。

「どうかなさいましたか？」

　顔を上げると、目の前に山やま村むらが立っていた。

　──あ、

「ああ、部屋におられないものでしたから。どこへ行ったんだろう、と……」

「それは失礼しました。ちょっとお茶のお替かわりを持ってこようと思いまして。しかし困りましたね、ここはいつも鍵かぎをかけているのに。職員の誰だれかが忘れていたのかもしれない」

　山やま村むらは懐ふところから錆さびの浮ういた鍵かぎ束を取り出し、困ったような顔のまま扉とびらに鍵かぎをかけた。

「そうそう、計けい人との家に連れん絡らくが取れました。彼かれはあの家にいるということで、例の証言はやっぱり人ひと違ちがいだったのでしょう。何でしたら、直接お話ししますか？」

　先ほどは連れん絡らくするのを渋しぶっていたのに、ずいぶんな変わりようだ。

　鹿か島しまはどうにか愛あい想そ笑わらいを引き出せて、すまなそうに頭を下げる。

「いえ、今日はこの辺でおいとまします。さっきの電話は娘むすめからでしてね、夕飯の買い出しに車も出さないでどこほっつき歩いてんだとドヤされましたわ」

「ははは、それはよくありませんね。なら早く戻もどってあげた方がいいでしょう」

　正面玄げん関かんまで見送る山やま村むらに一礼し、鹿か島しまは車に乗のり込こむ。

　その頃ころにはもう人の気配も音も戻もどっていた。宿舎の窓から、子供たちが物もの珍めずらしげにこっちを見ている姿まであった。あのつかの間の静せい寂じやくは何だったのだろう。夕ゆ里り子こが言っていた音や声も、ついぞ聞き取れないままでいた。

　ともあれ、この場所はおそらく自分一人の手には余る。

　戻もどって情報を整理しよう。そこから宿やどり木ぎ園えんに焦しよう点てんを絞しぼって、その場所に関する話を片かたっ端ぱしからかき集めよう。だが決定的な証しよう拠こがない以上、少なくとも警察機関は動きようがない。

　いや、今は何より、家の床ゆかを踏ふみたい。

　徐じよ々じよに加速していく車を、山やま村むらがじっと見送っていた。見開いた目で。




　道の向こうに車が消えた時、山やま村むらは笑えみを深めて優やさしげにこう語る。

「……ちょっとだけ我が慢まんしなさい。大だい丈じよう夫ぶさ、食べるなとは言わないよ」

　周りには誰だれもいない。

　冬にしては生ぬるい風が吹ふいた。ざわめく木々を何の気なしに見上げながら、山やま村むらは子供に言い聞かせるような猫ねこなで声ごえで囁ささやいた。

「私が君たちに噓うそをついたことがあるかい？　ないだろう、みんな？」
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　タクシーを拾った。距きよ離りを考えたらいくらふんだくられるか知れたものじゃないが、そんなことを言っている場合じゃない。

　大至急で「宿やどり木ぎ園えん」の場所を伝え、夕ゆ里り子こは必死の形ぎよう相そうで父に電話をかけていた。

「なんでよ！　さっきまで繫つながってたのに……！」

　運転手はこっちにいぶかしげな視線をよこすも、なんとか父と連れん絡らくを取ろうとする彼女かのじよから何やら鬼き気き迫せまるものを感じて、慌あわててアクセルを踏ふんだ。厭いやな予感が夕ゆ里り子この頭をじりじりと焦こがして、何十何度目かの発信を試みる。

　やがてタクシーは信号の少ない海沿いの道に入った。もうすぐ、夜が来る。




　車内で鹿か島しまは、ポケットのボイスレコーダーに電源が入りっぱなしなことに気付いた。

　片手でスイッチをオフにし、助手席に放る。結局山やま村むら自身の口から使えそうな発言は出てこなかったものの、それを差し引いても余りあるものを目まの当たりにした。

　聖堂の小部屋、あれは何だったのか。

　園えんにいる──あるいはいた──児童だろうか。一枚ごとに新しいものや比ひ較かく的てき古いものが混在していたため、それぞれ撮さつ影えいされた時期が違ちがうことはわかる。だとすれば赤いマークは、各写真に写った彼かれらに関する何かの「結果」なのかもしれない。

　遠とお間ま計けい人との写真にだけそれがないのは、つまり彼かれだけは現状「保留」だからか？

　いきなり携けい帯たいがけたたましく鳴った。運転中なので出るべきかどうか迷ったが、しばらくは信号も対向車も後続車もない直線だ。少しスピードを落として応答するやいなや娘むすめのでかい声が耳をぶっ叩たたく。

『お父さん!?　やっと繫つながった！』

「お、おいおい、運転中なんだからびっくりさせるな！」

『ご、ごめん！　……じゃなくて、今どこ？　もう大だい丈じよう夫ぶなの!?』

　大だい丈じよう夫ぶってお前──苦く笑しようしながらも、鹿か島しまは自分でも意外なほど肩かたの力が抜ぬけていることに気付く。改めて娘むすめの声を聞いて、初めて日常感が戻もどってきた。

「大だい丈じよう夫ぶもなにも、もう出たさ。今車の中だ」

　言葉には出ずとも、電話の向こうで夕ゆ里り子こが安心する気配。

　一体どうしたのだろう。珍めずらしいこともあるものだ。不思議ではあっても悪い気はせず、同時にふつふつと達成感が湧わきあがってきた。

「なあ夕ゆ里り子こ、今回のは凄すごいかもしれんぞ」

『え？』

「想像以上にでかいネタを拾った。うまいこと追おい込こめば、世間の噂うわさなんぞ吹ふっ飛とぶ事実が明らかになるかもしれないんだ。まあ危ない橋も渡わたっちまったけど、虎こ穴けつに入らずんばなんとやらってな」

　つい声が弾はずんでしまう鹿か島しまに対して、夕ゆ里り子この反応は冷ややかなものだった。

『──どうしていつもそうなの？』

「ん……な、何がだ？」

『だって……！　いつもいつも仕事仕事って、関係ないことに首突つっ込こんでばっかり！　ちょっとは落ち着こうと思わないわけ!?　いつか自分も死んじゃうかもしれないんだよ!?』

　──ああ。

　またやっちまった。自分ときたらいつもこうだ。小さい頃ころ、繰くり返かえし電話をかけてきた娘むすめがいつもどう思っているのかなんて考えもしなかったような男だ。

　今に始まった不満ではあるまい。今回の電話は、彼女かのじよなりに今回の案件をヤバいと思う何かがあってのことだろう。「死んじゃうかもしれない」という言い方には、なぜか身に迫せまる実感のようなものがあって聞こえた。

「……ごめんなぁ、いつも心配かけちまって」

『だから、あたしは別に心配なんかしてない！　それよりお母さんが……！』

　謝あやまるだけではただのごまかしで、それではいつもと変わらないと思った。

「けど、本当にすまんけど、これが仕事なんだ。俺おれの」

　夕ゆ里り子この憤いきどおりがこっちにも伝わる。今度こそ本当に愛あい想そを尽つかされるかもしれない。

「今、人が死ぬような何かが起こってる。それには必ず正体があるんだ。関係ない顔で面おも白しろいデマ楽しむのもいいが、父さんはできない。調べられるツテと、ノウハウがある」

『そんなこと……！』

「関係なくはないんだよ。起こってるのはこの町でだ。次に誰だれが巻まき込こまれるのかわからん以上、早く真実を突つき止とめたい。つまらんネタ拾いの物書きでも、たまにはそれくらい気張らなくちゃな」

　自分の仕事について娘むすめに話すのは、初めてな気がする。

　もちろん鹿か島しまは、当の娘むすめが怪かい現象に巻まき込こまれたことは露つゆほども知らない。

　夕ゆ里り子こは数秒の間を置いて、ちょっとふてくされたような、しかしさっきよりは幾いく分ぶんか柔やわらかい声こわ色いろで返した。

『……いつもは偉えらい人の不ふ倫りんとかほじくってるくせに？』

「あ！　お、お前、やっぱり俺おれのデータ見てるな!?」

　ひとたまりもなく慌あわてる鹿か島しまに、夕ゆ里り子こは小さく笑った──気がした。

『開きっぱなしにしてるからでしょ。……あと、色々言ってごめん。早く帰ってきてよ』

　その言葉に救われた気がして、肩かたの力がすっと抜ぬけた。

　まあしかし、夕ゆ里り子こだってやっぱり正しい。そろそろ若くない。この案件が終わったら、本格的に活動を落ち着かせることくらい考えるべきかもしれない。

　ともあれ今回ばかりは、娘むすめに「もうすぐ帰るよ」とはっきり言ってあげられそうだ。

　家路に向かう道路は、毒々しく赤い夕ゆう陽ひに伸のびている。

「ああ。──なあ夕ゆ里り子こ、もうすぐ、」

　と、助手席から「ぷつっ」と小さな音がした。

　ボイスレコーダーの電源が勝手にオンになっている。

　録音再生モードになったレコーダーは鹿か島しまと山やま村むらの会話を飛び飛びに再生し、鹿か島しまはただそれをいぶかしむしかできない。

　──「遠とお間ま君の姿が」──「人ひと違ちがい」──「いないはずの」──

　携けい帯たいの電子音──ドアの開閉音──鹿か島しま自身の足音、ポケットをまさぐる音──

　──「あのな、メモ見なかったのか？」──「どうし『クス』？」──「お前が心配す『クスクス』」『クスクスクスクスッ』『ずるっ、ず、べちゃ、ずずずずずずず』『クックックックックッ』ノイズ、重い何かを引きずる音、呻うめき、泣き声、足音。何人もの。

『──え、どうしたの？　何その音？』

　あの時、施し設せつ内は不自然なほど静かだと思っていたが違ちがう。

　一人で探たん索さくする鹿か島しまに、その音がついてきていたのだ。ずっと。

　録音はやがてノイズに埋うまり、途と中ちゆうで唐とう突とつにばつんと切れた。

　だから、続いて聞こえた吐と息いきは録音ではない。

　ばん。

　鹿か島しまのすぐ目の前、フロントガラスの内側に赤黒く濡ぬれた手形が咲さく。




　受話器越ごしに耳じ朶だを叩たたいた「その音」を夕ゆ里り子こは知っている。

「ちょっと、お父さん！　お父さんっ!!」

　聞いたこともない父の絶ぜつ叫きようは何かに塞ふさがれて呻き声になり、すぐにかき消きえた。

　その時、まっすぐ伸のびる道の向こうにヘッドライトの光が見えた。

　件くだんの園えんに向かうには、この海沿いの長い直線を通るのが最短ルートだ。行きと帰りですれ違ちがうことは予想していた。

「うわぁ!?　ちょ、ちょっとお客さん困るよ！」

　後部座席から思いっきり身を乗り出し、フロントガラスに鼻をくっつけるようにして前を注視する。父の車で間ま違ちがいない。様子がおかしい。不規則に蛇だ行こうしながら、ものすごい勢いで加速しているのだ。

　ご、と車同士がすれ違ちがった。

　父の車は、あきらかに時速１００キロは軽く超こえていた。

　車内は何かに埋うめ尽つくされて、そのせいで中の様子などまったく見えもしなかった。

「うおおっ!?」

　暴走する車のあおりを受けて、運転手がハンドルを誤る。タクシーは道の真ん中でスピンし、路面にタイヤの跡あとをつけてようやく止まった。

「な、なんだぁ……!?」

　目を白黒させる運転手に構う暇ひまもなく、夕ゆ里り子こは車内から飛び出る。

　しばらく直線の続く道路だが、夕ゆ里り子こは今たどってきた先に何があるのか知っていた。

　崖がけに面したカーブだ。

　暗くなりつつある道の向こう、テールライトがもうちっぽけな赤い光点にしか見えない。床ゆかにつく勢いでアクセルをべた踏ふみしているのか、父の車は更さらに加速し続けていた。

「そんな──」

　もう無理だ。もう絶対に追いつけない。小刻みに震ふるえる手の中、通話状態のままの携けい帯たいは何かが蠢うごめく音しか拾わなかった。

「噓うそ……やだ、──だ、誰だれか」

　自分では、もう、何もできない。

　その場に力無くへたり込こみ、夕ゆ里り子こは頭の中で叫さけんだ。

　──誰だれか！

　瞬しゆん間かん、背後から光のラインが走はしり抜ぬけた。

　それはあっという間に視界を横切り、軌き道どうに火の粉を舞まい散ちらせて熱風を吹ふかせる。

　常人の動体視力では影かげさえ捉とらえられない。硬こう直ちよくする夕ゆ里り子この視線の彼方かなた、「彼かれ」は既すでに暴走する車に追いついていた。──あ、

「赤アカ鉄ガネ……!?」




　再さい葬そうの合図と同時に加速した。

　柘榴ざくろの臭においは、ある地点で降って湧わいたように突とつ然ぜん発生した。

　たどってみれば、ものすごい速さで走はしり抜ぬける暴走車の中に濃のう厚こうな死し臭しゆうが溜たまっており、咄とつ嗟さに追つい跡せきしたが間に合ったかどうかの判断がつかない。

　考えるより行動が先だ。赤アカ鉄ガネは、大きく跳ちよう躍やくして車のルーフに乗り移る。

　ざわ──！

　途と端たん、うんざりするほど幾いくつもの手形が屋根に生まれたかと思えば、いつか潰つぶしたものと同じ「手」の群れが赤アカ鉄ガネを包囲した。

　剣けんを旋せん転てんさせ、摑つかみかかる腕うでを円えん軌き道どうで斬きり飛ばす。

　今なお殺人的な暴走を続ける車は普ふ通つう乗用車が出せる限界のスピードにとうに達し、何かに衝しよう突とつするかしなければ止まる気配もない。本来あるべき生者の気配は、車内を埋うめ尽つくす外死者アンデツドの臭しゆう気きのせいでまるでわかりはしなかった。

　生きているのか。死んでいるのか。

　豪ごう風ふうに全身を洗われながら、赤アカ鉄ガネは道の先に夕ゆう陽ひの残照を見た。

　崖がけだ。このままだと、十秒も待たずに真っ逆さまだ。

「中に乗ってる人を頼たのむ!!」

　赤アカ鉄ガネは声を張り上げて前方の虚こ空くうに呼びかける。

　人にん間げん離ばなれした視力で注視して、道の先に紫シ遠オンの姿があることを確かめた。不測の事態に備えて両側から目標を挟はさみ込こむ段取りだったが、なんとか無む駄だにならずに済みそうだ。

　どうするの？　──という意味の目くばせに対し、『七なな葬そう・炎えん刃じん』を振ふりかぶる。

「──オレはこの車を、」

　ルーフに新たな手形。赤アカ鉄ガネは構わず、

「ぶった斬きる!!」

　一いつ閃せんが、車を走はしり抜ぬけた。

　フロントバンパーの中心からリアバンパーまで、剣けんは一太た刀ちで車体そのものを縦たて一いち文もん字じに斬ざん割かつしてのけた。赤アカ鉄ガネは同時に跳ちよう躍やく、敵を引き付けて後を紫シ遠オンに託たくす。

　ぶわ、と、これまでに倍する死し臭しゆうが膨ふくれ上あがった。

　真っ二つに断たち割われた車内から、中にぎっしり犇ひしめいていた無数の腕うでが一いつ斉せいに伸のびる。原生林のように密集した群れは邪じや魔ま者一人を狙ねらって渦うずを絞しぼり、剣けんを右逆さか手てに構え直す赤アカ鉄ガネが中空で迎むかえ撃うった。

「紫シ遠オンッ！」

　繰くり返かえされる回転の斬ざん撃げき、浮うき上あがる手の群れ。

　紫シ遠オンはその真下を潜くぐり抜ぬけた。

　華きや奢しやな体を低姿勢に保ち、真上の戦せん闘とうを完全無視して車体の間に入る。

　蠢うごめく青白い肉の間に人間の姿と、赤い雫しずくを認めた。

　運転席から力無く落ちる一人の中年男。紫シ遠オンは舌打ちする。

　かなりの出血が認められる。境死者ニアデツドのルールの中でも、最も気を付けるべき一つが浮うかぶ。

③境死者ニアデツドは、生者の血に触ふれてはならない。

　これはシンプルに「危険だから」という理由による。

　生者の血は境死者ニアデツドにとって劇毒に等しい。もし体に触ふれてしまえば、その部位がまるで強酸を浴びたように溶とけてしまうのだ。しかも、普ふ通つうのものより何倍も治りが遅おそい。

　だから境死者ニアデツドの礼装には高度な防水加工が施ほどこされている。紫シ遠オンのケープも、防寒ではなく防ぼう御ぎよと防水に重きを置いた分厚いものだった。

　思し索さくは一いつ瞬しゆん。紫シ遠オンはケープを脱ぬぎ去り、それで包む形で相手を受け止めた。

「つ……ッ！」

　防ぎきれなかった雫しずくが肌はだに触ふれ、苦く悶もんに顔を歪ゆがめる。血のダメージはひときわ痛い。

　豪ごう速そくで通り過ぎる車の残ざん骸がいとすれ違ちがった。

　二つになった車体の右は横転し、路上に中身をまき散らしてようやく停止。左はガードレールを突つき破やぶってなお勢いを殺しきれず、回転しながら崖がけ下したに落ちる。

　赤アカ鉄ガネは遅おくれて着地し、慣性で道路を滑すべりながら、崖がけの真正面で止まった。

　剣けんを振ふって血を払はらう。斬きり刻きざんだ敵は全て消えた。捩ねじり折れたガードレールに足をかけると、眼下で思い出したように破は砕さい音が届く。

　赤アカ鉄ガネの鋭するどい集中は、まだ抜ぬけていない。

　振ふり返かえれば路面に点々と人血が散っていた。その果て、黒い布に包まれた男を横たえて、紫シ遠オンはまず赤アカ鉄ガネを元に戻もどそうと声を張り上げる。

「──再さい葬そう、」

　終しゆう了りよう──と続く直前、互たがいに瞠どう目もくする。

　路面に投じられた影かげが、動いた。

　夕ゆう陽ひが照りつける中にあって、境死者ニアデツドの二人だけは足元に影かげを持たない。それもまた人外の常であり、動いた影かげは車の残ざん骸がいがなす小さなそれだ。

　赤アカ鉄ガネのすぐ目の前だった。

　蠢うごめき、黒々と渦うずを巻いて持ち上がるそれが質量を持ち始める様から目が離はなせない。

　次の一歩を踏ふみ出だすより速く、「影かげ」は形を成して巨きよ体たいを旋せん回かいさせる。

「赤アカ鉄ガネ!!」

　逃にげなさいと言うつもりだったのか。赤アカ鉄ガネは紫シ遠オンの声をどこか遠く感じ、そいつから目を離はなすことができない。

　──何だ、

　何な故ぜか、とても懐なつかしく、安あん堵どするような匂においがした。

「お前は……ッ!?」

[image: ]

　そいつは、首から上を巨きよ大だいな鉄てつ兜かぶとで隠かくしていた。

　黒い外がい套とうを翻ひるがえし、片手で剣けんを振ふりかぶって。

　もう間に合わない。受けるしかない。反射的に、炎えん刃じんを胸の前に立てて両りよう腕うでで支える。

　──！！！

　刃やいばと刃やいばが衝しよう突とつし、ダンプカーにぶちかまされた以上の衝しよう撃げきが全身を襲おそう。

　炎えん刃じんはぎりぎり折れず、構える肉体の方に甚じん大だいな破は壊かいが巻き起こった。信じがたい怪かい力りきをまともに受けた両りよう腕うでは小枝のようにへし折れ、なお打ち消せない衝しよう撃げきが胸から背中に抜ぬけ、肋ろつ骨こつを粉ふん砕さいして体内で内臓とシェイクした。

　かち合いの火花だけを残し、赤アカ鉄ガネの体たい軀くは肉のボールのように吹ふき飛とばされた。

　あまりの衝しよう撃げき力に回転しながら鮮せん血けつをまき散らし、叫さけび声ごえひとつ立てることなく崖がけ下したに吸すい込こまれて、それっきりだった。馬ば鹿かげた風圧が今さら発生し、潮風を搔かき乱みだして溶とけていく。

　影かげが沸わき立たってから、ほんの数秒間の出来事だ。




　その『鉄てつ兜かぶと』は徹てつ頭とう徹てつ尾び無言のまま、左手一本で剣けんを担かつぎ直す。

　振ふり返かえれば紫シ遠オンと鹿か島しまの姿は既すでにない。

　追う素そ振ぶりも見せず、彼かれは刃は先さきに付着した赤アカ鉄ガネの血を見下ろす。血はいつまでも瑞みず々みずしく刃は鋼がねに絡からみ、無骨な手てつ甲こうに包まれた指先が掬すくい上あげても乾かわく気配がない。境死者ニアデツドの傷は早々に再生し、その血液もすぐ乾かわいて消えてなくなるのに、である。

　鉄てつ兜かぶとが掌しよう中ちゆうに握にぎり込こんで初めて、赤アカ鉄ガネの血は消えた。

　歪いびつな鉄てつ兜かぶとの隙すき間まには、炯けい々けいと燃える碧へき色しよくの光点がある。夕ゆう陽ひの朱しゆ色いろと碧みどりが混ざって複雑な色を絡からませ、彼かの者の右みぎ肩かたから胸むな元もとにまで走る大きな古傷を照らす。

　さして待つこともなく、巨きよ大だいな太陽が水平線の向こうに沈ちん没ぼつした。

　残照は空を紫むらさき色いろに染めるだけとなり、地上は巨きよ大だいな陰かげに覆おおわれる。

　その時にはもう鉄てつ兜かぶとは消えていた。跡あと形かたも無く、夜の陰かげに溶とけて。




　奴やつを見た時、体中の細さい胞ぼうが一つ残らず「逃にげろ」と叫さけんでいた。

　紫シ遠オンは傷付いた鹿か島しまを背負い、彼かれの傷に障さわらないギリギリのスピードで防風林へ飛とび込こんでいた。赤アカ鉄ガネの安否を案じる暇ひまさえ、彼女かのじよにはなかった。

　鹿か島しまは、外死者アンデツドによって満身創そう痍いの状態にまで追おい込こまれていた。今すぐ処置が必要だ。

　ケープ越ごしに背負っていても、どうしても防ぎきれないほどの血量が既すでに流れ出ている。じりじりと背中を焼かれながら、紫シ遠オンは歯を食いしばって敵を振ふり切きった。

　冷たい地面に横たえ、改めてその傷の酷ひどさを知る。

　息はあるものの虫のように細い。手の群れは怪かい力りきで車内を圧あつ迫ぱくし、哀あわれな被ひ害がい者の両りよう腕うでを砕くだき、鋭するどい爪つめで皮ひ膚ふを抉えぐり尽つくしていた。誰だれがどう見ても致ち命めい傷しようだ。

　追っ手が来ないことを確かめる間ももどかしく、紫シ遠オンは覚かく悟ごを決めた。

「『六ろく葬そう・血けつ杭こう』」

　瞬しゆん間かんに現れた武具──葬そう器きを両手に持ち、先せん端たんを鹿か島しまの左胸に向けた。

　血けつ杭こうは杭くい打うち機と言って差さし支つかえないが、そのフォルムはただの武器というにはいささか特とく殊しゆなものがある。

　長なが柄えの先せん端たんはシリンダー状のパーツと繫つながっており、中には赤い液体が隙すき間まなく充じゆう塡てんされている。杭くいはそこから伸のびていた。

　素材は金属ではない。むしろ氷に近く、それでいてより強きよう靭じんで魔ま的な代しろ物ものである。

「血けつ杭こう充じゆう塡てん、圧縮、硬こう化か……！」

　自らの血液をシリンダーに取とり込こみ、内部で真しん紅くの杭くいとして「鍛たん造ぞう」する。血けつ杭こうとは、そういう意味だ。

　シリンダー内の紫シ遠オンの血が一本の杭くいとして練り上げられていく。直径は常より大きく、密度も同じく高い。今の紫シ遠オンは、一本に通常の倍の血液量を投じていた。

　境死者ニアデツドの血の杭くいは、外死者アンデツドに打うち込こめばその体組織を破は壊かいする攻こう撃げき手段となる。

　反面、生きている者に打うち込こめばどうなるか──それこそ、血けつ杭こうのもう一つの本質だ。

　力を込こめ、抉えぐり込こんだ。赤い杭くいが鹿か島しまの体内に吸すい込こまれるやいなや、傷だらけの肉体が電気ショックを受けたようにえび反りに跳はねた。

　治ち癒ゆが始まる。

　彼かれの傷は紫シ遠オンの前でみるみるうちに癒いえていき、心しん拍ぱくが正常化し、呼吸のリズムが整っていく。魔ま法ほうのように。

「────ふぅ……」

　グリップを握にぎり込こみ、もう一度左胸に触ふれると、長大な杭くい打うち機は赤い霧きりとなって消えた。

　生者の血は劇毒だが、こちらの血は生者の癒いやしになる。その関係性を思うと、境死者ニアデツドが何のために存在するかうっすらわかる気がする。

　傷は治した。だが、生きるかどうかは人間の生命力次し第だいだ。

　血を使いすぎた紫シ遠オンの顔はいつもより青白く、立ち上がることもおぼつかない。鹿か島しまの脈を確かめて、次は赤アカ鉄ガネを捜さがさなくちゃ──と思うのだった。




　再生が完かん了りようするまで、激痛をも通とおり越こした熱の中でのたうち回っていた。

　おびただしい血けつ塊かいがそこかしこに吐はき散らされ、赤黒く染まった海辺の岩場が元の静せい寂じやくを取とり戻もどすまでかなりの時間を要した。

　治ち癒ゆが異常に遅おそかったのは何な故ぜか。あの匂においの正体は。

　剣けんを杖つえに立ち上がる赤アカ鉄ガネは、ほんの数秒間の遭そう遇ぐうを痛みと共に何度も反はん芻すうしていた。

「あいつだ……あいつが、元げん凶きよう……!!」

　身を焦こがすほどに強い、我わが殺意の焦しよう点てん。

　二本の足で岩を踏ふみしめ、赤アカ鉄ガネはおそらく記き憶おくの空白にある「奴やつ」との因いん縁ねんを予感する。
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　結局、夕ゆ里り子こが走って追いついたころには、全てが終わってしまっていた。

　赤アカ鉄ガネと紫シ遠オンと外死者アンデツドの姿はなく、ガラクタとなった車は残ざん骸がいを晒さらすのみ。

　ただ一人、鹿か島しまだけが道脇わきの街灯によりかかったまま放置されていた。

　まったく無傷のままで。




　交通事故、ということになった。それ以外にどうとも説明できない。

　目下の謎なぞは、どうして交通事故で車が真っ二つになるのかと、もう一つ。

　どうして傷一つ負っていないはずの父が、何をやっても目覚めないのだろうということ。

　彼かれは市立の総合病院に搬はん送そうされた。体は健康そのものなのに、どういうわけだか昏こん睡すい状態から回復しない。そのまま、緊きん急きゆう入院からの経過観察という形で病室をあてがわれた。

　警察の事情聴ちよう取しゆを受けたが、結果は散々なものだった。

　──違ちがうんです！　事故なんかじゃない！　あれは、あれは化け物のしわざで……！

　──あたしも襲おそわれたことがあって……そ、そう！　お父さんが行ってた養護施し設せつ！　きっとあそこに秘密が……！

　そんな話を誰だれが信じるのか。

　一応の証人としてタクシーの運転手も同行したのだが、彼かれは何も聞いていないし見てもいないという。ただものすごいスピードで爆ばく走そうする車とすれ違ちがい、ちらっと見えた車内では当の鹿か島しま一人がものすごい形相でハンドルを握にぎり締しめていた、とのこと。

　夕ゆ里り子この証言は、肉親ゆえの一時の混乱ということであっさり片づけられた。

　何らかの車のトラブルによる事故。普ふ通つうに考えれば、そんな結論に落ち着くしかない。

「──子！　夕ゆ里り子こ？」

　呼びかけにはっと我に帰ると、母がこちらをのぞき込こんでいた。

　病室にある長なが椅い子すで、もう結構な時間ぼーっとしていた。母はこのところ曜日を問わず仕事にかかりきりだったが、今日は急きゆう遽きよ切り上げて病院にまで来ていた。

　ベッドの上では、表面上何の異常もない父が眠ねむっている。

　ひどい事故だったそうだけど、大きな怪け我ががなくてよかった──母はそう胸を撫なで下おろす。

　違ちがう。何も良くなんかないのだ。

　勢いきおい込こんで立ち上がると、父の顔を拭ふいていた母がびっくりして振ふり返かえる。

「ど、どうしたの？　さっきから変よ？」

「……そだね。水飲んでくる。ごめん、ちょっとだけお父さんのことよろしく」

　母は何も知らない。だからこのまま何も伝えない方がきっといい。

　夕ゆ里り子こは自じ販はん機きコーナーをあっさり通り過ぎて、人ひと影かげも少なくなった病院内を歩いて歩いて歩き通した。やがてたどり着いたのは敷しき地ちの裏、暗く薄うす汚よごれたゴミ捨て場だ。

　その場に立たち尽つくして、夕ゆ里り子こは少しだけ耐たえた。

「……～～～～っ」

　が、すぐ限界が来た。膝ひざを折ってダンゴムシのように丸くなる。

　父の話が思い出される。今より無む邪じや気きに、彼かれの仕事に憧あこがれていた自分を思い出す。

　いけないと思いつつ見てしまった父のノートＰＣ。情報収集用の有う象ぞう無む象ぞうのサイトに、本人の趣しゆ味みらしきボードゲームとか楽器のポータルサイト。検けん索さく履り歴れきに残っていた「妻　誕生日」とか「妻　プレゼント」とかいった安直すぎる文字列。

　気合いを入れ直し、ばっ、と立ち上がる。

「二人ともっ！　聞こえてるんでしょ!?」

　頰ほおの傷きず跡あとがうずいて、不思議な芳ほう香こうが鼻先をくすぐる。それがむず痒がゆくて、すん、と一度だけ鼻を鳴らした。

　花の種類に詳くわしくない百ゆ合り子こは、これが彼ひ岸がん花ばなの香かおりだと知らない。境死者ニアデツドの香かおり。デッドアングルの匂においだ。

　数秒の間があり、目の前の闇やみが捩ねじれたように見える。

　空にかかっていた雲が流れ、次の瞬しゆん間かんにはあの二人が月光の真下にいた。こちらを見返す赤い目には色々な感情が込こめられているように思える。

「また会ったね、赤アカ鉄ガネ」

「……ああ。その、なんて言ったらいいのか」

「いいの。──そっちのあなたは、なんていうのかな」

　そっちの方はまだ名前も知らない。腕うで組ぐみをした彼女かのじよは、仕方がなさそうに答える。

「…………紫シ遠オンよ。あなた、つくづく運がないのね」

「かも、ね。……まずは、ありがとう。二人がお父さんを助けてくれたんでしょ」

　まだわずかに震ふるえる声で礼を述べると、二人は意外そうに目を見合わせる。理り不ふ尽じんな怒いかりくらいはぶつけられるつもりでいたのか。けれどそんな筋すじ違ちがいをするつもりはなく、夕ゆ里り子この頭の中は自分でも不思議なほどに冷静だ。

「教えて。お父さんは今どうなってるの？」

「──。致ち命めい傷しようを負ったのを、わたしが治した。あなたの傷にも同じことをしたわよね？」

　と、頰ほおを指さす。かつて怪け我がを負わされた場所だ。

「わたしたちの血を浴びれば、人の傷は癒いえる。けれど最終的には、本人の体力次し第だいなの」

「……つまり、傷がひどいと消しよう耗もうしちゃうってこと？」

「そう。あなたのお父さんは、向こう十年分の寿じゆ命みようは前借りしたものと思ってちょうだい。正直これから目を覚ますかどうかもわたしには保証できない」

　覚かく悟ごしていた返事ではある。夕ゆ里り子こはぎゅっと両目を瞑つぶり、三秒して開いた。

　その双そう眸ぼうに、紫シ遠オンは何やら不ふ穏おんなものを感じ取ったようだ。夕ゆ里り子この顔を見返してわずかに表情を曇くもらせ、早々に話を切り上げようと背を向ける。

「──親切な説明はおしまい。あとは全部わたしたちに任せておきなさい」

「やだ」

「聞き分けのない子ね。余計なことをしないで、家族を守りなさいって言ってるだけでしょ」

「それだけじゃ、やだ」

「だったらどうするつもりだ？」

　ブロック塀べいに背を預けながら、横から赤アカ鉄ガネが問う。不思議なことに、彼かれはこの後に続く夕ゆ里り子この答えを予見しているような気がした。

「あたしも、あなたたちに協力させて」

　紫シ遠オンの気配が激変した。

　その赤い眼めに射られて、夕ゆ里り子こは心臓を鷲わし摑づかみにされたような気がした。

　生まれて初めて浴びたそれは、多分「殺気」と言われるものだ。

「勘かん違ちがいも大たい概がいになさい。それとも、死にたいの？」

　喉のどがひくつく。体が硬こう直ちよくして動けない。

　数歩の距きよ離りに、少女の形をした何かが赤い眼めを光らせている。

　冷たい汗あせを浮うかべながら、夕ゆ里り子こはしかし引き下がらなかった。掠かすれて上ずった声のまま、必死の思いで反論した。

「……あ、あたしにだって、できることは、あるよ」

「無い。人間なんて脆もろいものよ。腱けんが切れても骨が折れても動けなくなるし、総量の半分ぽっちの出血が致ち死し量になるし、少しでも内臓がこぼれたらもうおしまい。そんなものはわたしたちの戦いについて来れない。邪じや魔まなのよ」

　──この子、優やさしいんだな。

　直感的にそう思った。言葉の端はし々ばしに、彼女かのじよの感情が見える気がした。

　深呼吸して恐きよう怖ふを飲み下す。彼女かのじよの真意を察した時、殺気はもう壁かべではなかった。

「──勘かん違ちがいしてるのは、そっちでしょ」

「……なんですって？」

「あたしは協力させてってお願いしてるんじゃない。取り引きがしたいの」

　紫シ遠オンが目に見えて困こん惑わくする。

「あんなムチャな戦いに一枚嚙かませろなんて身みの程ほど知しらずなこと言わないよ。役割の分担をしようって話。あたしには──ううん、あたしのお父さんには、空から巣す岩いわの事件について色々調べた情報がある。その情報をあげる。二人が知らないことを」

　いったん言葉を切って、夕ゆ里り子こは赤アカ鉄ガネを注視した。

　自分自身について聞かれ、彼かれはこう言った──わからないんだ、と。

「赤アカ鉄ガネ。あなたの本当の名前だってね」

　赤アカ鉄ガネが目を見開いた。

　しばしの沈ちん黙もくがあった。まさかこんなタイミングでブラフを飛ばすと思われもしないだろうが、どちらでも構わなかった。赤アカ鉄ガネが大おお股またで踏ふみ出だし、夕ゆ里り子この目の前に立った。

「……その話、本当か？」

「どうかな。認めてくれたら教えてあげる」

　自分より高い位置から見下ろす顔は、服装も相まって大人おとなびてはいるが、やはり自分とそう変わらない男の子らしくもある。

「どうしてオレたちに頼たよろうなんて？」

「あいつらの手口には証しよう拠こがない。そもそも普ふ通つうの人たちは気付けさえしない。止められるとしたらあなたたちだけ……そうでしょ？」

「だとしても、危ないんだぞ。どうして首を突つっ込こむ？　お父さんの復ふく讐しゆうなのか？」

　まるで心の内を見み透すかしているかのような発言が、夕ゆ里り子こに思いのほか刺ささった。

　復ふく讐しゆう。そう、確かに間ま違ちがいではない。その言葉を口にする時、赤アカ鉄ガネの声に奇き妙みような力が入って聞こえたのは気のせいだろうか。

「……はっきり言えば、それもある、と思う。けどそれだけじゃない」

「教えてくれ」

　夕ゆ里り子こはもう一度、父の言葉を思い出した。

「お父さんはね、ライターなの。事件とか事故とか、スキャンダルとかそういうのを調べてまとめて記事にする人」

　赤アカ鉄ガネも紫シ遠オンも、黙だまって耳を傾かたむけていた。

「正直ちゃんとした仕事じゃないって思う。お父さんもそう言ってた。だけどね、それでも、あの人にはあの人なりの信念があったと思うんだ。危なくって格かつ好こう悪くても、その信念に従ってたんだって」

　正義なんて格好のいいものじゃない。父もそう言うだろう。

　だけど、少なくとも彼かれは、これ以上誰だれかを不幸にしないために動いた。

「その信念を無む駄だにしたくない。今逃にげたらお父さんのやったことが全部消えてなくなっちゃう。あたしは、それをちゃんと託たくしたいの。……戦える、あなたたちに」

　知りたいと願うことはきっと罪ではない。

　求める真実にたどり着けるのか、知ったとして受け入れられる真実なのかはわからない。事件を追った父親。赤アカ鉄ガネについて調べてしまった自分。確かに根っこには同じ血が流れているかもしれない二人だが、親子だけではなく、きっと誰だれもが持っている衝しよう動どうなのだと思う。

　記き憶おくを失った赤アカ鉄ガネも、同じだと夕ゆ里り子こは信じている。

　赤アカ鉄ガネは夕ゆ里り子この顔をじっと見下ろし、ややあって肩かたの力を抜ぬいた。

「──わかった。頼たのむよ」

「ちょっと、赤アカ鉄ガネ……!?」

「ここまで決意が固いんだ、突つっぱねたって自分で勝手に動くぜ。だったらオレたちと連れん携けいしてた方がずっと安全だ。君だってこの子に死んでほしくないんだろ？」

「そういうわけじゃないわ、わたしはただ目め障ざわりだって話を……！」

　弁明しようとした紫シ遠オンだが、二人の顔を何度か見比べるうちに話の流れが固まったことを理解し、「はぁ」と諦あきらめと呆あきれのため息をついた。

「…………仕方ないわね」

「ありがと。心配させちゃってごめんね」

「してない」

　思わず笑ってしまう夕ゆ里り子こに、紫シ遠オンはそっぽを向いてものも言わない。

　それにしても、不思議なのは赤アカ鉄ガネだ。

「ねえ」

「ん？」

「なんか赤アカ鉄ガネ、あたしのこと見み透すかしてるみたいだった。どうして？」

　ああ──と赤アカ鉄ガネは思案げに顎あごをいじり、

「大事なものを傷付けられたら、人ってのはそういう顔するよな。──オレにはわかるんだ、なんとなく。共感したんだ。それだけさ」

　その物言いには、確信がある。

　それは、彼かれ自じ身しんの失われた記き憶おくに根差しているものだろうか。いまだ彼かれ自じ身しんさえ思い出していない何かの出来事に。

「それで？　あなた、自分の名前まだ言ってないわよ」

「あ」

　つまらなそうに口を挟はさまれ、夕ゆ里り子こはようやく自分がえらい不調法をやらかしていたことに思い至った。

「えと、か、鹿か島しま夕ゆ里り子こ。よろしくね、二人とも」

　うなずく二人に照れ笑いを返し、夕ゆ里り子こは頭の中で二つの、いや三つの名前を諳そらんじる。

　紫シ遠オン、赤アカ鉄ガネ──遠とお間ま計けい人と。

　かつて別の姓せい名めいと立場を持っていた少年は、しかし何な故ぜか人外の力を持つ存在として目の前に立っている。そこには何らかの重大な因果があるのだろう。

　彼かれのたどった軌き跡せきは、一連の事件と関わりがあるのだろうか。
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　見る影かげもなく破は壊かいされた車の残ざん骸がいから、回収できる限りの父の荷物が届いた。

　かろうじて破は壊かいをまぬがれたデジタルカメラと直筆のメモ、清書用のＵＳＢメモリ。どれも有力な手て掛がかりになるはずだった。

　学校をズル休みするなんて初めてのことだ。平日の真っ昼間に家にいることに、夕ゆ里り子こは軽い罪悪感と妙みような高こう揚よう感を覚えたりする。

「……これを見るにはどうすればいいの？」

「あ、そのアイコンにカーソル合わせてダブルクリック。マウス動かして」

「まうす」

　べし、と液えき晶しよう画面にマウスを押おし付つける紫シ遠オンを見かねて自分が操作した。

　本でもメモでも新聞でも、資料をぶちまけたリビングの真ん中に、夕ゆ里り子こと紫シ遠オンがぺったり座すわり込こんでいる。

　紫シ遠オンは人の家に招かれることに慣れていないのか、上あがり込こんでしばらくは落ち着かない様子だった。落ち着かないのは夕ゆ里り子こも同じで、ごく普ふ通つうの家にドレスの女の子はいかにも不ふ釣つり合あいだったし、真しん剣けんな顔で画面を見る横顔は同性でもつい見とれるほど美しい。

「な、何か食べる？　お茶ちや菓が子しあるけど」

「遠えん慮りよしておくわ。固形の食事は飲のみ込こめないの」

　昼食を挟はさんだ夕ゆ里り子こに対し、紫シ遠オンはずっと食事を摂とっておらず、持参のトマトジュースを一本飲んだきりだった。彼女かのじよらの特とく徴ちようなのかもしれない。

　境死者ニアデツド、という存在について夕ゆ里り子こは既すでにある程度の説明を受けている。

　にわかに信じがたい話ではあったが、彼かれらの超ちよう常じよう性を事あるごとに目まの当たりにしているのだから疑いようもない。死者の魂たましいが変質した「外げ道どう」が外死者アンデツドなら、彼かれらを葬ほうむる境死者ニアデツドはまた異なる論理のもとで存在しているという。

　そして、どちらにも生きていた過去があるという事実が、夕ゆ里り子こにある可能性を想起させずにおかなかった。

　運命が違ちがえば、自分も同じようになるかもしれなかったのだろうか、と。

「例の場所付近には向かってみたけれど、一種の結界が張られているみたい。わたしたちに感じ取れる死し臭しゆうがまったくないの。あなたのお父さんの車を感知できたのは、車が結界から外はずれたからだと思うけど」

「中に入って調べるとかはできないの？　ほら、姿を消せるっていうし……」

　その力を使えば、相手が常人ならどこだろうと入り放題だ。人間には決して真ま似ねのできない特権なのに、紫シ遠オンは首を縦たてに振ふらない。

「入ったってきっとすぐ気付かれる。相手の手札がまだわかっていない以上、不用意に懐ふところに入るような真ま似ねは避さけるべきよ」

「手札、って、あっちにどんな化け物がいるかってこと？」

「ええ。向こうには少なくとも二種類の外死者アンデツドが潜ひそんでると考えた方がいい。あなたはどちらも見たからわかるでしょう、あの『手』の塊かたまりと『首なし』どもは別」

　と、言われても、いまいち区別できない夕ゆ里り子こだった。確かに姿かたちに違ちがいはあったものの、夕ゆ里り子こからすればどっちも人ひと喰くいのおっかない怪かい物ぶつであって、どっちがどう違ちがうのかなんて考える余よ裕ゆうもない。

　というのが顔にも出ていたのか、紫シ遠オンは仕方なさそうに補足する。

「大きな違ちがいは行動そのものよ。手の方はとにかく原始的というか、本能的で、相手が何者だろうと一いつ斉せいに喰くい尽つくそうとしてくる。生まれたての雛ひなが餌えさを求めるのに似てるわ。多分あっちは比ひ較かく的てき新しくて下等だし、例の施し設せつにそのルーツがあるのだと思う」

　一方で、と紫シ遠オンは一区切りし、

「首なしはまた違ちがう。奴やつらはもっと統制が取れていて、行動に指向性があった。はっきりと頭目の支配を受けて動いている、一ひと塊かたまりの群体よ」

「……それが、つまりその、影かげから出てきたっていう『鉄てつ兜かぶと』のお化け？」

「だと思う。アレは強力。下へ手たをすると、わたしたちより古くから存在しているものだわ」

　むぅと夕ゆ里り子こは唸うなる。

「なんか、そっちは複雑なんだね。まだちょっとよくわかんないかな……」

「構わないわ。外死者アンデツドのことなら専門家に任せなさい。緑狗ロツクとも連れん携けいしているから」

　緑狗ロツクという仲間がいると聞かされた時、二人だけじゃなかったんだ程度に思っていた。

　ところが電話越ごしに少し話したら死ぬほどびっくりした。異様に落ち着いた少年の声は、いつか拉ら致ちされたマンションで聞いたものと同じだったからだ。

　あの時の発言を要約すれば「すぐ赤アカ鉄ガネたちが助けに来るから安心しろ」程度のものだったのだが、持って回った語り口には文句の一つも出るというもので、その件について抗こう議ぎしたら彼かれは涼すずしい様子でこう返した。

　──長々と説明する時間もなかったものでね。それに、ドキドキしただろう？

　そういう男よ──という紫シ遠オンの補足にげっそりしたのが、もう数時間前のこと。

　と、スマートフォンがぴろりんと鳴った。友達の心配のメッセージだった。風か邪ぜってことにして休んだからなぁ、と思いながら返信していると、紫シ遠オンが目を丸くしてこっちを見ている。

「……それはなに？」

「？　何ってスマホ」

「すまほ」

　とまと、と同じイントネーションだった。

「ええっと、携けい帯たいとパソコンを合体させたみたいなものだけど……知らない？」

　知らない、と顔に書いてある。気になって仕方ないようなので見せてやることにした。

　紫シ遠オンはこっちにずりずり寄ってきて、新種のヒトデを見るような目でスマホをしげしげ見つめる。と、特に何というわけでもない待ち受け画面に反応した。丸くなって眠ねむりこける仔こ猫ねこの画像だ。

「ねこ……」

　赤い目を皿のようにして、紫シ遠オンは液えき晶しように釘くぎ付づけになっている。

「これ？　この子ねえ、通学路の公園によくいる猫ねこなんだ。懐なつっこいし、毛並みもいいから、近所の誰だれかが飼ってる子なんだと思う。帰りによく遊んでるんだよね」

　ビューアを呼び出して、これまで撮さつ影えいした猫ねこの画像を披ひ露ろうしてみる。寝ね転ころんでいるのとか、喉のどを撫なでられているのとか、膝ひざの上にいるのとか。すると紫シ遠オンは右から左へスライドされる画像を夢中で目で追った。

「……ひょっとして、猫ねこ好き？」

「すき」

「あたしも好き！　あっ、じゃあさ、この画像あげよっか？」

「どうすればいいの？」

　まさに目の前に餌えさをちらつかされた猫ねこみたいな顔。えっと、でも、どうすればいいかな──どうもスマホは持ってなさそうだし。データだけを送るっていうのは無理そうだ。

「っとね、一回パソコンに画像を映して、それをプリントアウトしたら出るけど……」

「……すごいのね、すまほ」

　心の底から感心している。こっちからすれば紫シ遠オンや赤アカ鉄ガネの方がよっぽどすごいと思う、色んな意味で。

　息いき抜ぬきのつもりで立ち上がり、プリンターの電源を点つけようとした夕ゆ里り子この目に、コーヒーの空あき缶かんが入った。テーブルの隅すみに置かれっぱなしのそれは、さっきまでリビングにもう一人がいたことの証しよう拠こでもある。

「そういえばさ。赤アカ鉄ガネって、どこ行ったの？」

　彼かれも最初はこの家にいた。こっちが集中している時かトイレに行っている時にいなくなったのかもしれない。

　紫シ遠オンは空あき缶かんを見ながら、どこか言いにくそうに返す。

「学校……とだけ言っていたけど」
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　空から巣す岩いわ市立のとある普ふ通つう科高校、２年Ｄ組、出席番号16番。

　遠とお間ま計けい人と。

　──らしい。頭の中で転がす言葉は、まだ実感を持って溶とけ込こんでいかない。

　午後の授業の合間、休み時間に教室は賑にぎわう。見覚えのない制服、見覚えのない顔ぶれの生徒たちが思い思いの会話に花を咲さかせており、目の前で何なんの変へん哲てつもない日常を謳おう歌かしていた。

　そんな中、誰だれにも気付かれることなく、赤アカ鉄ガネが立っている。

　遠とお間ま計けい人との机はまだ残っていた。窓まど際ぎわの一番前だった。引き出しには何も入っておらず、自分が一時ここの主だったことが実感できない。

　遠間計人じぶんもここで笑っていたのだろうか。知らない人たちの中で。

「──それって遠とお間まんちの近くで？」

　隣となりのまた隣となりの席、無警けい戒かいを絵に描かいたような顔の男子生徒が三人。目線はこっちに向いているが目は合わなかった。彼かれらは変わり果てたクラスメイトではなく、変わることなく鎮ちん座ざし続ける「遠とお間ま」の机を見ているのだ。

「近くってほどじゃないみたいだけど、まあ行く道？　ナゾの事故だったらしいぜ。俺おれ、親おや父じの知り合いに回収業者いるんだけどさ、その車ってのがもうすげえの。縦たてに真っ二つ」

「真っ二つぅ？　なんだよそれ、普ふ通つう潰つぶれたとかなんとかじゃねえの？」

「うんまあ、崖がけから落ちてさ、ぺしゃんこなんだけど、どうもその切れ口ってのがさ、普ふ通つうありえないくらい鋭えい利りなんだって。だけど運転手は生きてるし、怪け我がとか全然してないんだって」

「なんだよそれ、意味わかんねぇ。あそこなんかあるんじゃねえの？」

「なんかって何だよ……幽ゆう霊れいとかみたいな？」

「遠とお間まもそれに巻まき込こまれてたりしてな」

「バカ言えよ、あいつ転校したんだろ？　……知らねえけどさ」

　ふいに、紫シ遠オンの言葉が思い出された。

　──恐おそれたり悲しんだりはされるけど、いずれ忘れられるそういう物語よ。

　何のことはない。自分はもうとっくに、対岸の火事の向こう側なのだ。

　一連の事故は話の種としてはなかなかのものだ。しかもそれが突とつ然ぜんいなくなったクラスメイトの家の近くとなれば、休み時間の10分間くらいは楽に持たせられるだろう。

　今クラスメイトの顔をして現れ、彼かれらの話に加わることもできたが、やめておいた。大おお騒さわぎになるなんてものじゃないし、そもそも「２年Ｄ組の遠とお間ま計けい人と」の顔を自分は覚えていない。

　赤アカ鉄ガネは机を横目で見る彼かれらに笑いかけ、一度だけ手を振ふった。

「あれ？」

「？　どしたよ」

　一人が素すっ頓とん狂きような声を上げ、二人が怪け訝げんそうな顔をする。

「いや、……なんか、遠とお間まの席に……あれ？　えっと」

　彼かれは日常に混ざったほんのわずかな違い和わ感かんを説明できず、泳がせた指の行き場に迷う。その時ふと寒さが肌はだを刺さして、同じように身を縮めた生徒たちが口々に文句を言った。

「──なあ、誰だれか窓開けた？　寒いじゃん」

　いつの間にか開け放たれた窓から北風が入り、薄うすいカーテンを丸く膨ふくらませている。変わったことといえば、それだけだった。




　帰り道のトレースをしてみようと思った。

　下へ手たに怪あやしまれてはいけないので、最後まで姿を消したままでいく。校門から出て近くのバス停に寄り、しばらく待つと目当ての路線のバスが来た。幸運にも老ろう婆ばが一人バスを待っていたので、彼女かのじよに続いてこっそり乗のり込こむ。

　最後列右みぎ端はしの席に腰こし掛かけ、揺ゆられること小一時間。

　少ない乗客は市街を抜ぬけるころにはみんな降りて、赤アカ鉄ガネしかいなくなってしまった。

　宿やどり木ぎ園えんに近付きすぎるのは危険だ、と紫シ遠オンは言った。

　だから最も寄よりのバス停まで乗るつもりはもちろんなく、あらかじめ決めておいた地点で降りることを決めていた。

　赤アカ鉄ガネは懐ふところから新聞記事の切きり抜ぬきと、夕ゆ里り子こから貰もらったメモを取り出す。

　停車ボタンを押おした。

　運転手は一いつ瞬しゆんびくりと肩かたを震ふるわせた。赤アカ鉄ガネしかいないということは、彼かれにとっては無人の車内だ。しかし押おされたのだからとバスを止め、前方の自動ドアを開く。誰だれも座席を立たない車内を見み渡わたし、念のため流したアナウンスにも反応がないと知るや、ドアを閉めて逃にげるようにアクセルを踏ふんだ。

　黙だまって降りた赤アカ鉄ガネは、停車前よりスピードを出すバスに内心で謝あやまりながらメモを見返す。

　町はずれのとある廃はい墟きよに関するものだ。

　新聞の隅すみっこにあった記事にいわく、そこで原因不明の建物の倒とう壊かいがあったのだという。事件か事故かも不明。破は壊かい規模は結構なもので、建物自体の老ろう朽きゆう化というにはあまりに不自然だが肝かん心じんの原因が全くわからない──というだけの、先にまったく繫つながらない記事だ。

　次に夕ゆ里り子このメモ。この件に目をつけた彼女かのじよは、調査の中で一つの噂うわさを聞いたらしい。そこでは、幽ゆう霊れいが出るというのだ。ごくごく最近に生まれた、珍めずらしくもない普ふ通つうの怪かい談だんだ。

　そのことが、どうしてこんなに気になるんだろう──

　──どうしてあの時、自分はここで降りたのだろう？

「……あ……？」

　頭の中で、不意に何かのチャンネルが繫つながった。

　あそこにお化けが出る、と子供たちが言っていたから。

　最初はそんなもの信じていなかったから。

　だけど噂うわさが膨ふくれに膨ふくれて、

　怖こわがる年少組を放っておけなくなって、

　そんなことは噓うそだと、証明してやるために行ってみたら。




　本当だったんだ。




　海沿いの小高い丘おかにある、打ち捨てられた廃はい劇場だった。

　取とり壊こわしにさえ金がかかるせいで、こういう場所はいつまでも放置されていがちだ。

　彼女かのじよはそこにいた。

「──いた、よな」

　考えるより身体からだが動いた。広い駐ちゆう車しや場を突つき抜ぬけて中に入る。エントランスホールにはボロボロの椅い子すが転がっていて、トンネルめいた通路に踏ふみ入いるといよいよ足が急ぎだす。

　何もいなければいいな、と思っていたのは最初だけのことだ。

　一昔前の映画のポスターが並びっぱなしな様はまるでここだけ過去のようで、昼なお暗い通路に反はん響きようする足音が好きだった。上映ホールへ続く防音ドアをぐっと開ける時、遠とお間ま計けい人とは祈いのるようにこう思うのだ。

　──また、いればいいな。




　ホールは天てん井じようの一部が崩ほう落らくしていて、そこから差さし込こむ日差しのおかげで意外に明るかった。

　当時は一人っきりの肝きも試だめし気分でいたものだから、人ひと影かげを見つけた時は魂たましいが抜ぬけた。

　すかすかの歯抜ぬけになった座席のうち一つに、ぐったり座すわり込こむ人ひと影かげがある。

　ぴくりとも動かない。幽ゆう霊れいの割には姿がくっきり見えるし、足もあるようだが、ちらちら見える肌はだが異様に白いのはどういうことなのだろう。まさか死体？　──見なかったことにして帰ろうという誘ゆう惑わくを振ふり払はらい、最悪通報も想定しながら計けい人とはベンチに近付き、見た。

　運命が変わったとすれば、多分その瞬しゆん間かんからだ。

　女の子だった。同年代だろうか。白い肌はだと、伏ふせられた長いまつ毛。ハの字になった眉まゆは苦しげで、なんだか怖こわい夢を見ている子供のような幼さがある。けれど整った鼻び梁りようや色づく唇くちびるには大人の妖よう艶えんさもあって、ともすればずっと年下か年上のようにも思えた。刻一刻と変わるわずかな表情の差で、彼女かのじよの印象がプリズムのように色合いを変える。

　ふと、鼻先を嗅かぎ慣れない芳ほう香こうがくすぐった。種類も名前も見当もつかないけれど、きっと何かの花だ。ラフに着崩くずした黒い略礼装の胸むな元もと、赤いループタイが鮮あざやかに映はえていた。

　計けい人とはその見たこともない美しさと、不思議な香かおりに息を止めた。

　突とつ然ぜん、少女に手を摑つかまれた。

　思わず声が出た。しかし少女は意外な力で計けい人とを離はなそうとせず、いつの間にか開いた両目でこちらをじっと見上げている。

　虹こう彩さいの色は、本人のループタイと同じ。人にん間げん離ばなれした鮮あざやかな赤だ。

「────おなかすいた」

　ブラックコーヒーを一本。それが彼女かのじよのリクエストだ。

　てっきり何か食わせろと言い出すのかと思いきや、コーヒーさえ飲めればなんでもいいという。廃はい墟きよから出て遠くないところにボロい自じ販はん機きがあったのが幸いした。

　あち、あち、とプルタブを引いて、彼女かのじよは中身の三分の一ほどを一気に呷あおり、一息。

「はぁぁああ～～～～～……っ」

「……ほんとにそれ一本で大だい丈じよう夫ぶなのか？」

　正直言って計けい人とには好きこのんでブラックコーヒーを飲む気持ちがわからず、ぬるくなりかけた微び糖とうコーヒーをちまちま飲み進めるだけだった。

「十分じゅーぶん。こういうのって気分の問題なの。にしても参ったよ、お腹なか空いてるのってたまに忘れちゃうんだよねー。こんな体だから──」

「こんな体？」

「っと、いやいや。とにかく助かったわ。ありがとね少年、あははー」
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　缶かんを軽く振ふりつつ、こっちを向いて少女は笑った。首の後ろで結ゆわえた長ちよう髪はつが、動きに合わせて大型犬の尻尾しつぽのように揺ゆれていた。

　意思のはっきりしていそうな吊つり気味の目は、笑うと人ひと懐なつっこい印象を受けた。

「少年……って、あのな。君だって同い年くらいじゃないのかよ」

「どうかなー？　人は見かけによらないって言いますけど？」

　人を煙けむに巻まくような物言いに閉口すると、少女はひょうひょうと笑ってみせた。どうにも摑つかみどころのない女の子だ。眠ねむっている時でさえ見み飽あきない顔が、起きたら更さらにころころ変わって計けい人とは思わず見とれた。

　おっと、そんな場合じゃない。

　いつしかお互たがいコーヒーを飲み干していて、彼女かのじよは空あき缶かんをもてあそびつつ立ち上がった。

「うっし、力ついた。そんじゃもう一仕事いきますかねぇー」

　仕事？　──って、

「あ、ちょっと……！」

「お？　なんなん？　まだ一いつ緒しよにいたい、みたいな？」

　白状すると図星だった。計けい人とは急に恥はずかしくなって、

「違ちがう！　そういうのじゃなくて、」

「あたしに見とれてたのに？」

　すぐ近くから顔をのぞき込こまれて固まった。

　顔が一気に熱くなった。そんなことは生まれて初めてだった。言葉も出せずにいる計けい人との鼻先、からかうようなニヤつきが「にぱ」と顔いっぱいの笑え顔がおに変わる。

「ほんとにありがとね。命の恩人っても過言じゃないかも。まじでまじで」

　そして最後に、耳元でこうつぶやく。

「でも、もう関わんない方がいーよ」

　会話が一方的に打ち切られて、ふっと離はなれる髪かみ先からは花の香かおりがした。

　一いつ瞬しゆんだけかち合った赤い目に、どこか、身に覚えのある光を見た。

　次の瞬しゆん間かん、少女の体がぶれた。

　何が起こったのかさえわからなかった。確かにすぐ目の前にいたのに、姿が一いつ瞬しゆんぼやけたかと思えば、いつの間にかずっと遠くにいる。そうして、当たり前のように劇場の防音ドアに手をかけている。

　このままだと行ってしまう。たった今ぼやけたように、いなくなってしまう。

　なんだかそれが我が慢まんならなくて、計けい人とは思わず立ち上がり叫さけんでいた。

「なあ！　待ってくれよ！」

　肩かた越ごしに振ふり返かえる少女からは、全ての表情が抜ぬけ落おちていた。

　能面のような無表情は遠目に見てさえぞっとくるものがあったが、計けい人とは引き下がらない。

　とっくにこれが只ただ事ごとでないことくらい察しがついている。浮うき世よ離ばなれした彼女かのじよの容姿も、目で追えない姿もたぶん「人間」のそれじゃない。そもそも計けい人とがここへ来たのは、同じ施し設せつの子供たちが「ここにお化けが出る」と怯おびえるからではなかったか。

　だけど恐きよう怖ふより、知りたいという気持ちの方が強かった。

「な、名前は!?」

　きょとんとする少女。

「オレ、遠とお間ま計けい人とっていうんだ。君は!?」

　目を丸くした少女は、計けい人との必死な表情に肩かたをすくめて、簡潔に答えた。

「あたしは……緋ヒ霧ギリ。でも、覚えなくていいよ、計けい人と君」

　忘れないに決まっていた。計けい人とはすかさず、

「また会えるかな？」

「あははー。だーめだっつの」

　ばっさりだった。

　手を振ふり振ふり、緋ヒ霧ギリは文字通りドアの向こうに消えた。

　通路に足を踏ふみ入いれるのと同時に、霞かすみのように姿そのものが薄うすれて見えなくなったのだ。

　動きに合わせて揺ゆれるループタイの赤が、計けい人との脳のう裏りにこびりついて離はなれない。駄だ目めと言われたって諦あきらめる気にはどうしてもなれなかった。

　それが、これから何度も会うことになる彼女かのじよとの、初めての対面だ。




　寒風に吹ふかれ、正気に戻もどった赤アカ鉄ガネの視界に「今」の劇場が広がる。

　ただでさえ歯抜ぬけだった座席のほとんどは砕くだけ散ちり、原型をとどめない板と鉄枠わくの残ざん骸がいとして散らばっている。爪つめか刃は物ものでつけたような痕あとが高い天てん井じようにまで届いており、屋根の穴は衝しよう撃げきの余波か更さらに広がっているようだった。

　間ま違ちがいない、戦いの後だ。

　赤アカ鉄ガネは軽く息を吸すい込こみ、覚かく悟ごを決めて荒あれた劇場に一歩踏ふみ出だす。

　いつかの夕方もそうやって踏ふみ込こんだ。

　あの時は何も知らなかった。

　確か、エントランスから聞こえた異様な音と振しん動どうに胸むな騒さわぎがしたのだ。

　駆かけ込こんだホールに広がっていたのは、いつもの光景ではなく、緋ヒ霧ギリの他にもう一人──

　そのもう一人が、今、壇だん上じようにいた。

　真っ黒い外がい套とうと異形めいた兜かぶと。一度見たら忘れ得ない巨きよ漢かんを、どうして今まで覚えていなかったのか。影かげから生まれて赤アカ鉄ガネに一いち撃げきを喰くらわせた、あの『鉄てつ兜かぶと』だ。

　赤アカ鉄ガネは言葉を失い立たち尽つくす。遥はるか遠とおい間合いを隔へだてて、二人は言葉もなく見つめ合った。

　しばしの間を置いて、鉄てつ兜かぶとは握にぎり込こんだ片手をすっと突つき出だす。獣けもののように身構える赤アカ鉄ガネをよそに、拳こぶしが無防備にゆっくりほどかれていった。

　そこから舞まい落ちたのは、ぼろぼろになった緋ヒ霧ギリのループタイだ。

「──ッ!!」

『七なな葬そう・炎えん刃じん』起動、加速開始。瞬しゆん時じに剣けんの間合いまで入って突つきを放つ。

　相手は、切っ先を左手で止めた。

　がくん、と慣性ごと受け止められた体が大きく傾かしぐ。赤アカ鉄ガネは両足を踏ふみしめて体勢を立て直し、ちょうど剣けん一本分の距きよ離りから睨にらみ上げた。

「お前が、緋ヒ霧ギリを殺したんだな!!」

　鉄てつ兜かぶとは微び動どうだにせず、代わりに剣けんの切っ先を握にぎる手に力が入る。

　反射で動いた。赤アカ鉄ガネは両の脚きやく力りよくを爆ばく発はつさせ、剣けんを握にぎる相手の腕うでに膝ひざ蹴げりをぶち込こんだ。巨きよ木ぼくに蹴けり込こんだような衝しよう撃げきはこちらの骨身をも軋きしませ、引きかえに拘こう束そくをほんのわずか緩ゆるませることに成功した。

　加速状態からは二度のステップで十分だ。

　赤アカ鉄ガネは半円軌き道どうで瞬しゆん時じに相手の背後へ回まわり込こみ、鉄てつ兜かぶとの装そう甲こうの継つぎ目め──首を狙ねらった。

　彼かれは長大な剣けんを背負っており、柄つかに左手をかける仕草はしかし赤アカ鉄ガネにとって遅おそすぎる。

　殺とった。

　届いた刃やいば伝づたいにあるべき断絶の感覚が、しかし、ない。

　斬きり飛ばした首が野球ボールのように無造作に飛んで視界から外れる。

　くるくると回転しながら落ちる兜かぶとの中には、最初から首など入っていなかったのだ。

　相手の胴どうは沈しずむと見せかけてなお踏ふみ込こみ、悠ゆう然ぜんと抜ぬき放はなった剣けんを横ざまに払はらった。だがまだ遅おそい、赤アカ鉄ガネは斬ざん撃げきを見切って回かい避ひ。頭のすぐ上を激げき烈れつな太た刀ち風かぜが過ぎ去り、散り散りになった床ゆかの破は片へんが絨じゆう毯たんのようにめくれあがって舞まい飛ぶ。

　いける。低い姿勢から追つい撃げきを放とうとした時、鉄てつ兜かぶとが信じられない動きを見せた。

　蛇へびのようなしなりを見せ、剣けんの軌き道どうを突とつ然ぜん変えたのだ。一いち撃げき目めに倍する、恐おそろしいほどの速度だった。軌き道どうに見慣れた火の粉が舞い散っている。

　──オレと同じ、「加速」!?

　避さけられない。かろうじて防ぼう御ぎよした赤アカ鉄ガネの肉体は真横に吹ふき飛とばされ、床ゆかと垂直に飛んで壁かべに激げき突とつ。ぶち抜ぬいた先の舞ぶ台たい裏うらで無ぶ様ざまにあがき苦しむ。

　膝ひざ立ちになった時、既すでに間合いの中に神速の鉄てつ兜かぶとがいた。

　左逆さか手てに持ち直した剣けんが弧こを描えがき、赤アカ鉄ガネの首筋に吸すい込こまれる。最初からそうあることが決まっていたかのような芸術的な軌き跡せきはしかし、肉に触ふれる直前で止まっていた。

　沈ちん黙もく。

　本能から来る冷たい死の予感が背筋を伝い落ちた。

　頭ず蓋がいが砕くだけても再生するこの肉体に「死」の概がい念ねんがあるのか赤アカ鉄ガネにはわからない。しかし身に迫せまる死の気配は錯さつ覚かくと思えず、首筋に触ふれる剣けんは単なる肉体の破は壊かいだけではない「何か」をもたらす死神の刃やいばに見える。完かん封ぷうされたのだ。たったの一手で。

　だが、それがどうした。

　赤アカ鉄ガネはただ、火を噴ふくような真しん紅くの目で鉄てつ兜かぶとを睨にらんだ。

　首を落とされる瞬しゆん間かんまで。いいや、たとえ首だけになったとしても、絶対にこの目をそらすまい。それが赤アカ鉄ガネにできる唯ゆい一いつにして最後の攻こう撃げきだった。

　数秒の間。反逆の視線を全身に受け、鉄てつ兜かぶとは剣けんを下げた。

　愕がく然ぜんとした。分厚い刃はが首元から離はなれ、鉄てつ兜かぶとは剣けんを納める。

　相手の興味は既すでに赤アカ鉄ガネにはない。誰だれかに止められでもしたかのような動作だった。

　鉄てつ兜かぶとが一歩大きく飛びのくのと同時に、辺りに勇ゆう壮そうな嘶いななきが響ひびき渡わたった。

　巨きよ大だいな馬が一頭、影かげの淵ふちから飛び出してきたのだ。鉄てつ兜かぶとは落ちた兜かぶとを拾い上げて馬にまたがる。主を乗せた黒馬は重機めいた蹄てい鉄てつで床ゆかを踏ふみしめ、壁かべを透とう過かしてふっと姿を消した。

　静せい寂じやくが戻もどる。敗者だけが、その場にへたり込こんでいる。

　外死者アンデツドに抱だく殺意の源泉を、赤アカ鉄ガネは今や自覚している。

　彼かれにとって全てはこの廃はい墟きよと、一人の少女と、一体の怪かい物ぶつから始まったのだ。

「……くしょう……、畜ちく生しよう……ッ!!」

　鉄てつ兜かぶとの目的が何であるかなどわからない。赤アカ鉄ガネは落ちたループタイを摑つかみ取とり、込こみ上あげる感情のまま地面を繰くり返かえし殴なぐりつけた。

　拳こぶしの中で、タイが力なく揺ゆれていた。




　そしてもう一つ。

　赤アカ鉄ガネは、首に触ふれる刀身にある文字が刻まれているのを見ていた。

　日本語ではないしまして英語でもなく、一目で判読できない程度に掠かすれていた。赤アカ鉄ガネには知りようもないことだが、一画一画を祈いのるように穿うがたれた短文は、剣けんの表面でこう謳うたっている。




　Wan Ich Das Schwert thue Auffheben
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「──そうだったのか」

　赤アカ鉄ガネは今、デッドアングルの「会議室」と呼ばれる広間にいる。

　マホガニーのテーブルが中心に鎮ちん座ざし、壁かべでは巨きよ大だいな柱時計が時を刻み、暖だん炉ろが煌こう々こうと火を焚たいていた。赤アカ鉄ガネと紫シ遠オンと緑狗ロツクの三人ではいささか広すぎる感じもする。

　夕ゆ里り子この姿はない。人間はこのデッドアングルに入ることができないためだ。

　緑狗ロツクは片手で蝶ちようネクタイの位置を直しながら、気き遣づかうような視線をよこした。

「よく話してくれた、赤アカ鉄ガネ。全てがこの上もなく得え難がたい情報だった」

　遠とお間ま計けい人と、享年17歳さい。生前は市内の児童養護施し設せつ「宿やどり木ぎ園えん」の年長として、何なんの変へん哲てつもない生活を送っていた。

　ある時「幽ゆう霊れいが出る」と囁ささやかれる廃はい劇場のことを知った。語ったのは同じ園にいる子供だった。計けい人とは好こう奇き心か義務感か、事実の確かく認にんをするため単身その場所へ向かう。

　そこで、緋ヒ霧ギリ／Ｎｏ．７ナンバーセブンに出会ったのだ。

　いつしか二人はその場所でだけ繰くり返かえし会うようになっていた。

　状じよう況きようが変わったのは、ある雪の降る特別寒い日だ。

　いつものように廃はい劇場を訪おとずれた計けい人とは、しかし異常なものを目まの当たりにする。

　鉄てつ兜かぶとを被かぶった怪かい物ぶつと、そいつの前に膝ひざを折る血まみれの緋ヒ霧ギリだ。

　その先はよく覚えていない。記き憶おくを失っているからではなく、今わの際で意識が朦もう朧ろうとしていたせいだろう。気が付いた時にはデッドアングルの中庭にいて、今に至る。

「……うん。思い出したのはそれで全部だ」

　言って、赤アカ鉄ガネは懐ふところからあのループタイを取り出し、卓たく上じように置く。

　緑狗ロツクと紫シ遠オンの表情が硬こう直ちよくする。緋ヒ霧ギリのものだと一目で気付いたのだ。

　くたびれたタイに添そえられた赤アカ鉄ガネの指は、小さく震ふるえている。

「オレは……オレはあの時、」

　なおも語ろうとする赤アカ鉄ガネの手に、一回り小さな手が重なる。驚おどろいて隣となりを見ると、紫シ遠オンが小さく首を振ふっていた。先の語りを、誰だれも催さい促そくしようとはしなかった。

「次は外死者アンデツドについて、情報が欲ほしい。君は奴やつと剣けんを合わせたそうだが、たとえばその剣けんだ。どんなものだった？　覚えている限りの特とく徴ちようを教えてくれ」

「剣けん？　何か関係あるのか？」

「得物が持つ情報は存外に大きい。造りや意い匠しよう、あるいは装そう飾しよくなどからも使い手のパーソナリティはそれなりに割り出せるのだから、こういう状じよう況きようでは積極的に分ぶん析せきすべきだ」

　どんなものだったろう──と思い返してみたところ、特とく徴ちよう的な部分はそれなりに見み出いだすことができていて、赤アカ鉄ガネは見たままをひとまず語る。

　まず全体には、幅はばが広く反りのまったくない直ちよつ剣けんだということ。片手で振ふるうには長すぎるサイズだが奴やつはそれを意に介かいさなかった。

　目についたのは、切っ先が無いこと。突つかず、斬きることにのみ適した代しろ物ものだ。先せん端たんには三つの小さな穴が開いており、それゆえか振ふり抜ぬいた時の風切り音がほとんどない。

　一番の特とく徴ちようとして、刀身に刻まれた文字だ。

　短い説明を最後まで聞き届け、緑狗ロツクはしばし腕うで組ぐみをして黙もつ考こうした。

「おそらくそれは、ドイツ語だろう」

　言うが早いか「ちょっと待ちたまえ」と席を立つ。小さな歩ほ幅はばで会議室を横切り、退室してからものの十数秒で戻もどってきた。その手には分厚い革かわ表紙の本がいくつも積み上がっており、どすん、と卓たく上じように置いたうちの一冊を手に取る。

　もちろん外国語で、赤アカ鉄ガネには一文字も読めなかったのだが、かすれたインクで描えがき表された図案はまさに鉄てつ兜かぶとが持つ剣けんのそれだ。

「『この剣けんを振ふるいし時、我は咎とが人にんに永久の生を祈いのらん』──。

　間ま違ちがいない、処刑人エクスキユーシヨの剣ナーズ・ソードだ。斬ざん首しゆ刑けいに用いられるのが剣けんだった時代、死マ刑イ執ス行タ人ーはそのような銘めい文ぶんが刻まれた剣けんを振ふるっていたという。死者の魂たましいの安らぎを願って」

　後ろから紫シ遠オンが本をのぞき込こむ。

「死し刑けい執しつ行こう人が外死者アンデツドになったということ？」

「得物だけから判断するならそうかもしれんが、気になるのは相手の装よそおいだな。首がなく、鉄てつ兜かぶとを被かぶり、馬に乗る……というものだが」

　次なる本を開いた。やはり赤アカ鉄ガネにはちんぷんかんぷんで、紫シ遠オンが英字を追う。

「……スリーピー・ホロウの首無し騎士ヘツドレス・ホースマン。アメリカ北部の伝承……」

「然しかり。18世紀末から人々の間で語り伝えられていたもののようだ。首なし騎き士しといえばアイルランドのデュラハンという妖よう精せいが有名だが、件くだんの個体はこいつと思った方がいいだろう。まったく感心する長死にだがね」

「って、それはアメリカの伝説だろ？　さっきまでドイツの話してなかったか？」

「騎き士しの生前は、アメリカに渡わたったある残ざん虐ぎやくなドイツ人だと言われている。独立戦争において英国軍側の傭兵ヘシアンとして戦線に加わり猛もう威いを振ふるったが、ついに首を斬きられて殺害されるという顚てん末まつだな」

　そこで一息つき、緑狗ロツクはうまそうに吸すい込こんだ煙けむりをゆっくり吐はき出だした。水流のようにくっきりした紫し煙えんが流れ、天てん井じよう付近で旋せん回かいしてゆったりと消えていく。

「今ある情報からの推測を整理するとこうだ。

　かつてドイツのどこかに死し刑けい執しつ行こう人にんの男がいた。当時の執しつ行こう人にんは世せ襲しゆう制であったから、彼かれもそうした家系の出だったのだろう。しかし家が没ぼつ落らくするか何かして傭よう兵へいに身を堕おとすこととなり……あとは物語の通りだ。今になって処しよ刑けい人にんの剣けんを持っているのは、代々伝わったかつての商売道具こそ最も手に馴な染じむからかもしれんな」

　わかったことを繫つなげると、そう考えるのが自然だろう。

　だが一番大きな謎なぞがまだある。紫シ遠オンが二人を見比べ、当然の問いを最初に口にした。

「──どうしてそいつが、こんなところに？」

　うぅむ、と緑狗ロツクは唸うなるばかり。

　民間伝承にある限りでは、首なし騎き士しは流水を渡わたれないものとされている。愛馬デアデヴィルに乗った騎き士しに追われたら、橋を渡わたって川の向こう岸に逃にげろ。そうすればもう追ってこない──というのが都市伝説につきものの逃にげ道みちで、流水は吸きゆう血けつ鬼きをはじめとする多くの怪かい物ぶつの泣きどころでもある。それでなくとも単体で広大な海を渡わたってきたとは考えがたい。

　繫つながりがあるとすれば、やはりあの宿やどり木ぎ園えんだ。そもそも奴やつが再び姿を現したのも、園の近くだったのだから。

　赤アカ鉄ガネの表情に揺ゆらぎは見られなかった。やるべきことを定めた、どこか感情を凍とう結けつさせたような頑かたくなな顔だった。

「話が終われば行くよ」

「待ちなさい。あなた、正面から突つっ込こむ気？」

　席を立つ赤アカ鉄ガネを紫シ遠オンが鋭するどく咎とがめる。

「自分の家に帰るだけだ」

「あそこには結界があると言ったはずよ。何が待っているかわからない。鉄てつ兜かぶとに迎むかえ撃うたれる可能性もあるのよ」

「だからって、こそこそしてられるか……！」

　単独で正面突とつ破ぱする、と言っているようなものだ。今の赤アカ鉄ガネは千切れそうな紐ひもに繫つながれた猟りよう犬けんだった。

　ぱん、ぱん、と緑狗ロツクが手を叩たたき、乾かわいた音で空気を変えた。

「まあ、そう急ぐものでもない。準備が必要だ。下ではもう進めてもらってる」

　下？

　言った通り、緑狗ロツクは立ち上がって床ゆかを指さした。意味がよくわかっていない赤アカ鉄ガネをよそに紫シ遠オンも立って、持もち込こんでいた買い物袋ぶくろを掲かかげた。

「そういうことよ。無策で突つっ込こむなんて乱暴はだめ、特にわたしのパートナーなら」
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「我ら境死者ニアデツドは少数精せい鋭えいだが、それゆえに役割分担が大切になる」

　長い、長い長い螺ら旋せん階段を下りながら緑狗ロツクはそう語る。

　こんなところがあるなんて──という驚おどろきがこのデッドアングルではむしろ日常なので、赤アカ鉄ガネは割合落ち着いていたが、にしても地下とは。

「紫シ遠オンや君にはもとより外での調査や戦せん闘とうを任せているが、中は中でやることがあるのだ。たとえば私はデッドアングルの管理や各メンバーとの連れん絡らく、指示伝達を担になっている。管理人兼けん、参さん謀ぼうのようなものと覚えていてくれればいい」

「そういえば、あんたは外に出ようとしないな」

　緑狗ロツクは否定とも肯こう定ていともつかない笑いを漏もらすのみで、紫シ遠オンが補足した。

「彼かれは荒あら事ごとが苦手なの。というより無理。一番弱いから」

「いかにも。そこに出で不ぶ精しようと内うち弁べん慶けいを足してもいい。最弱のＮｏ．１ナンバーワンと呼んでくれたまえ」

　自じ虐ぎやく的に肩かたをすくめる緑狗ロツクは、しかし口で言うほどには己おのれを卑ひ下げしてはいなさそうだ。

　それにしても彼かれの口ぶりだと、中にいるメンバーは一人だけではないように思える。赤アカ鉄ガネが抱だいた疑問など緑狗ロツクにはもちろんお見通しだったようで、彼かれは蠟ろう燭そくの火を揺ゆらしながら心を読んだように答える。

「内組はもう一人いる。彼女かのじよの担当は葬そう器きの整備だ。今回は君の炎えん刃じんについての話もしておきたい」

　やがて階段が途と切ぎれ、目の前に両開きの鉄てつ扉ぴが立たち塞ふさがる。緑狗ロツクが非力な手で押おしてみるが、びくともしない。

「……開かん。赤アカ鉄ガネ、頼たのめるかな」

　代わって押おすと、鉄てつ扉ぴが石床ゆかを削けずる音が重く響ひびく。

　がこんっ、とある時点で手ごたえが消えて、あとは扉とびらの自重で勝手に開いていった。

　むわっとした空気が頰ほおに当たり、火の匂においを嗅かいだ気がした。

　開けた空間に、見たことも聞いたこともないような機材が所狭せましと詰つまっていて赤アカ鉄ガネは面食らった。さながらふた昔は前の鍛か冶じ場といった風ふ情ぜいで、火を落として鎮ちん座ざする炉ろの口は赤アカ鉄ガネ一人をぽっかり吞のみ込こめそうなほど大きい。

　しかも真ん中で女がくたばっていた。

「げっ」

　慌あわてて助け起こすと、虚うつろな顔が間近になってぎょっとする。

　異様に長い濡ぬれ羽ば色いろの髪かみが顔の右半分を隠かくしており、すだれのような前まえ髪がみの隙すき間まにどろんとした赤目が開く。女はすがるように赤アカ鉄ガネを見つめ、震ふるえる手を伸のばして訴うつたえた。

「た…………こ」

　蛸たこ？

　遅おくれて入ってきた紫シ遠オンが、慣れた調子で買い物袋ぶくろの中身を取り出す。

「買ってきてるわよ、タバスコ」

「それ!!」

　ガラクタを蹴け散ちらして起き上がる女の目は爛らん々らんと光っている。ぽーんと放り投げられるタバスコの小こ瓶びんをキャッチしようとわたわたお手玉して、開けようとしたら固かったから赤アカ鉄ガネに頼たのんで、胸むな元もとから引っ張り出したマイストローを瓶びんの口に突つっ込こんだ。

「んちぅううううううう～～～～～～～」

　直じか飲みだった。タバスコって飲み物だったっけ、と啞あ然ぜんとしている赤アカ鉄ガネをよそに、女の目にみるみる光が戻もどってくる。

「……つまり腹減ってたってことか？」

「そう。それすら忘れがちなの、凝こり性しようなタイプは。特に家の中は時間間かん隔かくが狂くるうから」

　一瓶びん空くのに二分とかからなかった。ともかく復活したらしい。

　しゅたっと立ち上がり、左耳にかかった髪かみをかき上げ、女は鷹おう揚ように微び笑しようした。着崩くずれたワンピースは頭から墨ぼく汁じゆうを被かぶったかのように黒いが、薄うすい布に浮うき上あがる豊満な肢し体たいに赤アカ鉄ガネはちょっと目のやり場に困る。

「ふふ、ごめんなさい。お見苦しいところをお見せしましたね」

「まったくだ。新人に示しがつかん」

「だからたまには自分で外に出ろと言ってるのよ」

「うぅ。や、やめてくださいよう、せっかくかっこよくしたのに……」

　たちまちしぼんだ。弱い。

　新顔が来る、という話はあらかじめ聞いてはいたらしい。とにもかくにも女は赤アカ鉄ガネに向き直り、おずおず右手を差し出してきた。

「青セイ薇ラ。ボク、『青セイ薇ラ／Ｎｏ．３ナンバースリー』っていいます。よろしくです」

　握あく手しゆして、三番目の境死者ニアデツドはえへらっと笑う。




　青セイ薇ラは、デッドアングルの地下室の主、というか引きこもりだという。役割は緑狗ロツクと同じ内部組、葬そう器きや活動における諸道具の整備・改造・修理を行う「職人クラフツマン」。

　──と紹しよう介かいを受けはしても、正直そんなイメージはまったく抱だけなかった。

「事前に説明した通りだ、青セイ薇ラ。彼かれの剣けんを診みてやってくれ」

「はぁい……あの、タバスコもいっこないです？」

「残念だが打ち止めだ。仕事にかかりたまえ」

「ええぇえ……そんなぁ……」

　本当に大だい丈じよう夫ぶなんだろうかこの人、という赤アカ鉄ガネの心配をよそに、青セイ薇ラは目をぐしぐし擦こすってこちらに向き直った。

　差さし伸のべられる右手には、さっきと違ちがってなにやら有う無むを言わさぬ雰ふん囲い気きがある。

「あのう。赤アカ鉄ガネ君でしたよね？　新しい、Ｎｏ．７ナンバーセブンの」

「あ、ああ」

「ですか。うん。それじゃ、出しますね」

　出す、という感覚について赤アカ鉄ガネはいまいちピンときていない。

　戦うと決意すれば剣けんはもう手元にあって、赤アカ鉄ガネは「それ」が実際どういうものなのかすら正確には把は握あくしきれていないままでいた。

　青セイ薇ラの繊せん手しゆが左胸に触ふれる。すると心臓回りの血流がぐるりとねじれるような感じがして、目の奥おくがチカチカした。

　次の瞬しゆん間かん、赤い霧きりをまとう『七なな葬そう・炎えん刃じん』が、青セイ薇ラの手の内にあった。

「……歯毀こぼれがありますねぇ」

　言われてはじめて気付いた。自動車を一刀両断したって傷一つなかった刃やいばは、遠目に見てもわかるほどはっきりと傷付いている。

　次に青セイ薇ラは、小声で己の葬器を呼んだ。

「『三さん葬そう・怪かい炉ろ』」

　ぼっ、と工こう房ぼうの炉ろに火が灯ともり、いきなり室内が激動した。

　あちこちに雑然と積み上げられた諸道具がひとりでに動き出したのだ。椅い子すに青セイ薇ラ、作業台に炎えん刃じん、それを中心として部屋全体が規則性を持った「作業場」を作り上げ、ポルターガイストのような現象はあっという間に一帯を様変わりさせてしまった。
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「工こう房ぼう全体が彼女かのじよの葬そう器きなのだよ。巨きよ人じんの体内にいるようだろう？」

　口笛を一ひと吹ふきする緑狗ロツク。青セイ薇ラの方はというと、もう集中に入っていた。

　片目にでかいルーペを装着し、床ゆかから天てん井じようから伸のびる細長い作業用アームを自在に操あやつりながら、説明だか独り言だかをぼそぼそぶつぶつ垂れ流す。

「葬そう器きはただの武器じゃありません。境死者ニアデツドの肉体の一部であり魂たましいのひとかけらです。つまりボクら自身と同じく物理手段で滅ほろぶことはなく、モノの魂たましいを直接破は壊かいできる切り札というわけです。それがこんなに歯毀こぼれしたってことはつまり、物理的じゃなく同質かつ強力な何かと打ち合ったというわけで、たとえばこちらに匹ひつ敵てきあるいは上回る外死者アンデツドの攻こう撃げきを受けたことが原因に考えられますが間ま違ちがいありませんね？」

　当たっている。『鉄てつ兜かぶと』の骨身に響ひびく一いち撃げきは、刀身に確かなダメージを刻きざんでいたのだ。

　口を挟はさむ余地はまるでなく、青セイ薇ラは両手とアームを的確に操作し、外げ科か手術のような手て際ぎわの良さで刀身を修理していった。中心の巨きよ大だいな炉ろから火を移し、刀身に当てて砥と石いしのようなもので研とぐと、毀こぼれた刃はは奇き術じゆつのように元通りになる。

　仲間の葬そう器きに、修理や改良などの干かん渉しようを行える唯ゆい一いつの葬そう器き。つまりそれが、青セイ薇ラの工こう房ぼうなのだろう。

「でもよかったですこの剣けんはとにかく頑がん丈じようですから。七なな葬そうは最前線への斬きり込こみがメインでして、あ、これはつまり一つ一つの葬そう器きの機能は各番号の役割ごとに分かれていまして、代だい替がわりでもある程度共通して受うけ継つがれていくものなんですけどね、細かい形だとか性能みたいな部分は当代自身の個性とか無意識の得意分野を反映しまして、要はぱんちよりきっくが得意な人は靴くつになる感じなんですね。──そして、だから、解げせない」

　立て板に水の勢いで喋しやべり続ける青セイ薇ラが、ぴた、と手と口を止めた。

　青セイ薇ラは一度ルーペを外はずし、剣けんの全体をどこか懐なつかしそうな目で眺ながめたのち、観察的な視線をこちらに投げかけた。

「これは君の葬器じゃない。同じ七なな葬そうであっても、炎えん刃じんは緋ヒ霧ギリちゃんのものなんです」

　──自分の剣けんを見て、何も感じないの？

　最初のころ、廃はいホテルの屋上で紫シ遠オンは言った。

　赤アカ鉄ガネは最初から、彼女かのじよの残ざん滓しをその手に持っていたのだ。

　紫シ遠オンが指し摘てきしなかったのは、「境死者ニアデツドの過去を詮せん索さくしない」というルールに則のつとってのことだったのだろう。しかし赤アカ鉄ガネがほぼ自力で思い出した今、隠かくし立だてすることはなかった。赤アカ鉄ガネが見ると、彼女かのじよは静かにうなずいた。

「問題なく使えてるならそれでいいとは思います。でも個人的に気になるのはこれのどこに赤アカ鉄ガネ君の要素があるかで、使い手は同じじゃないんだから機能的にも変化は出るはずなんだけど、今のところわかりません。ただはっきりと違ちがいがあるのは、」

　青セイ薇ラは刀身の表面を指さした。

「亀こ裂れです」

　鍔つば元もとから刀身の中ほどまでに走る太い亀き裂れつ。加速を行う時、刀身がそこから熱を放出して火の粉を散らす。

「最初からあったんだ。直らないのか？」

「無理です。ということから考えると、これはそもそもダメージじゃなくて、こういう形になる何らかの変質だと考えるべきでしょう。現状機能的に何ら問題はないのと影えい響きようがわからないということから迂う闊かつなことは言えない段階ですが、っとっと」

　修理と調査が終わったらしい。青セイ薇ラはアームを下げて炎えん刃じんを丁てい寧ねいに持ち上げ、我わが子をいつくしむような手つきで一撫なでした。

「──と、とにかく、機能に問題なさげだし、見てると懐なつかしいから。ボク的には、き、嫌ぎらいじゃないですよぉ」

　炉ろの火が穏おだやかになっていくにつれて、青セイ薇ラもふにゃふにゃした感じに戻もどってしまった。

　赤アカ鉄ガネは剣けんを受け取り、しばし黙だまって見下ろした。

　念じると手元の剣けんの実像がほどけ、赤く細い霧きりとなって体内に戻もどっていく。とくん、と心臓が一度大きめに鳴った。

「ひとまずそちらはよし、か。頼たのんでいたものはできたかね？」

「あ。はい。そうですそれです。ええっと」

　椅い子すからもたもた立ち上がり、自分が散らかした床ゆかの機材に蹴け躓つまずいたりしながらも、青セイ薇ラは壁かべ際ぎわの棚たなからあるものを取り出した。

「こ、こんなんでどうでしょ？」

　中で赤黒い液体が揺ゆれる、小さな瓶びんだ。

「──では、ここで話を戻もどそう。恐おそらくは一連の外死者アンデツドの暗あん躍やくと、そして首なしの『鉄てつ兜かぶと』にも関わっていると目される宿やどり木ぎ園えんの調査について……その侵しん入にゆう方法について」

　小こ瓶びんは二つ用意されていた。緑狗ロツクはそれを小さく振ふり振ふり、簡単な説明を続けた。

「これが、用意できる唯ゆい一いつの手段だ。少なくとも無策の正面突とつ破ぱよりはマシだろう」

　赤アカ鉄ガネは説明を全部聞いて、また最初のころを思い出していた。そういえば紫シ遠オンが採取していたという「外死者アンデツドの血液」──あれが小こ瓶びんの中身なのだろうか。小こ瓶びんに蒸発させることなく残せているのは、青セイ薇ラの力によるものか。

　ともあれ説明が本当ならば、確かに正面突とつ破ぱなんて無意味かもしれないが、しかしだ。

「間ま違ちがいないのか？　ぶっつけ本番で効果がありませんでしたなんて笑い話にもならない」

「効果については１００％を保証していい、青セイ薇ラの仕事だからな。だが万ばん全ぜんを期すにはそれでもまだ足りない。１０１％に至るためのあと一手が必要になる。あの、人間の少女の手だ」

　鹿か島しま夕ゆ里り子こ。

　自みずから協力を申し出た彼女かのじよを、赤アカ鉄ガネは危険な目に遭あわせたくはない。

「もちろん、最終的には彼女かのじよの判断だ。これに関しては直接の確かく認にんを取るつもりでいる」

「承服しかねるわ。ただでさえ危険なことなのに、一番危ないところへ向かわせるつもり？」

　同じ事を紫シ遠オンも思っていたらしく、露ろ骨こつに難色を示す。

「確実性を盤ばん石じやくのものにするという意味では、必要な存在だな。ただし絶対確実な安全の保障ができないことは確かだ」

　緑狗ロツクが器用に放ほうった小こ瓶びんを、赤アカ鉄ガネと紫シ遠オンそれぞれが受け取る。

「だが、私は彼女かのじよの言う信念を──父君より受うけ継ついだそれを、信じてみたいと思う」

　ただの好こう奇き心ゆえの協力者ではないことはよくわかっている。

　赤アカ鉄ガネは小こ瓶びんをスーツのポケットにしまい込こみ、念を押おした。

「少しでも迷うなら、絶対にさせない。あの子は恩人でもある。それでいいよな？」

「当然だ。無む理り強じいするつもりは毛頭ない」

　紫シ遠オンは思案げに腕うでを組み、青セイ薇ラはガラクタの海で気ぜわしく三人を見比べる。

　決断は彼女かのじよに任せるという形でひとまずの話はまとまり、青セイ薇ラ一人を残して三人は工こう房ぼうをあとにする。長い石階段を上りきっていつもの異人館の床ゆかを踏ふんだところで、ふと緑狗ロツクがこう切り出した。

「赤アカ鉄ガネ。最後にもう一つ、話があるんだ。君と緋ヒ霧ギリに関することだ」




　戻もどったのは会議室。変わらず燃えている暖だん炉ろの火に照らされて、緑狗ロツクは秘蔵のスコッチ・コレクションと、グラスを三つ出した。

「まあ飲みたまえ」

「わたしそれ嫌きらい」

「オレも未成年だしな……一応」

　緑狗ロツクは激しく切なそうな顔をしたのち、おそらく拠きよ点てんで憩いこうために保存していた上等なトマトから搾しぼったジュースと、豆から挽ひいたホットコーヒーをそれぞれ一杯ぱい用意してみせた。

「ではこちらを。私の得意分野ではないから、大したものではないかもしれんが」

　紫シ遠オンはトマトジュースを一口飲んで、うん、とうなずき、

「藍アイ蟬ゼンが作ってくれた方がずっとおいしいわ」

「ええい我が慢まんしたまえ、腕うでの差は仕方あるまい！」

「藍アイ蟬ゼン？」

「……Ｎｏ．２ナンバーツーだ。今はスイスにいる。この手の作業は彼かれの得意分野でね」

　と言うが、赤アカ鉄ガネからしたら緑狗ロツクの淹いれたコーヒーでも相当なものだと思う。缶かんは缶かんで悪くないけれど、こっちは薫かおりから何から芳ほう醇じゆんで、生前にもこれほどのコーヒーを飲んだおぼえがなかった。「美う味まい」以上の感想が出てこない舌が恨うらめしいくらいだ。

「──それで、話って？」

「炎えん刃じんが緋ヒ霧ギリの得え物ものそのままだという話について。実際のところ、こういうケースは私でさえ知らない」

　緑狗ロツクは琥こ珀はく色の液体を一口含ふくみ、

「能力そのものをある程度受うけ継つぐから、得物が似に通かよったものになることは珍めずらしくない。だが『君の要素』という話を青セイ薇ラがしていたように、そこにはある程度の変質があるものだ。使い手の体格、性格傾けい向こう、無意識の適性……それらの要素によって、葬そう器きと能力は最適化される。今の君にはそれが一いつ切さいない」

　赤アカ鉄ガネは自みずからの剣けんについて考える。これまで疑う余地などなかったばかりか、自分としては違い和わ感かんなど欠片かけらもありはしない。今でも右手に意識を集中すれば、手に吸い付くような柄つかの感かん触しよくをまざまざと思い出すことができる。

「……話はわかった。だけどオレには、この剣けんが多分、一番馴な染じむんだ」

「ほう？」

「死ぬ前にも持ったような気がする。うまく言えないけど」

　もちろん生前に経験があるわけもない。だから馴な染じむ感覚だって無根こん拠きよだが、これを握にぎり締しめる感かん触しよくを赤アカ鉄ガネは確かに知っていた。

　そして境死者ニアデツドのシステムから見れば、それ自体が特異だった。

「感覚を覚えている。すなわち、記き憶おくの片へん鱗りんがある。この二つの要素に鑑かんがみるに、君はやはり境死者ニアデツドとしてイレギュラーだ。理由をずっと考えていたが、鉄てつ兜かぶとの外死者アンデツドの話を聞いて答えが出た」

　緑狗ロツクは、とん、と卓たくにグラスを置き、

「君と緋ヒ霧ギリの代だい替がわりは、何らかの要因で不完全に終わったものと思われる」

「不完全……？」

「境死者ニアデツドの代だい替がわりとは命の譲渡だ。持てる意思と力の全てを対象者に注そそぎ込こむことで、その者はデッドアングルのシステムの一部となる。……そして、先代の魂たましいは完全に消しよう滅めつする。だが君が不完全なままここにいるということは、緋ヒ霧ギリの魂たましいも不完全なまま代だい替がわりを完かん遂すいできていないことになる」

　そこまで聞けば、自分と緋ヒ霧ギリに何が起こっているか察するのは難しくなかった。

　鉄てつ兜かぶとは、瞬しゆん間かん的に「加速」を使った。

　到とう達たつした速度域も、副次的に舞まい散ちる熱の軌き跡せきも、全て赤アカ鉄ガネと同じものだった。

「一部の強力な個体は、殺したものの魂たましいを我わが物にする力を持つ……」

　紫シ遠オンがぼそりとつぶやいた。

　一部は、死してなお使し役えきされる怪かい物ぶつとして。そのようにして襲おそい掛かかってきた「元人間」はこの手で葬ほうむり返した。では人ではなく、特とく殊しゆな力を持った強敵を倒たおした場合は、その力は彼かれの中にも宿るものか。

「──鉄てつ兜かぶとの境死者ニアデツドの中には、まだ緋ヒ霧ギリの魂たましいの一部が囚とらわれていると思われる。赤アカ鉄ガネ、君はそれを取り返さなければならない」

　今や疑いようもない。

　赤アカ鉄ガネが鉄てつ兜かぶとから嗅かぎ取とった懐なつかしい匂においは、まだそこにある彼女かのじよの残のこり香がだ。
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『──もしもし？』

　夕ゆ里り子こが電話に出た。

　緑狗ロツクの書しよ斎さいにある黒電話は、その気になればどこにでも繫つなげることができるという。繫つながる先は鹿か島しま家の電話で、赤アカ鉄ガネは黒い受話器を握にぎりしめながら、どこから話したものか迷う。すると迷いを察したのか、夕ゆ里り子こが先をうながした。

『いいよ、言って。あたしにできることは？』

　計画の手順は大して複雑でもない。ただし危険度はかなり高い。

　正直、やって欲ほしくはない──全て語り、思うところまで言った後、それでも夕ゆ里り子こは迷わず「やる」と答えた。

「……いいんだな？」

『覚かく悟ごだったらもう済んでるから。それに、あいつらに一泡あわ吹ふかせたいじゃん？』

　冗じよう談だんめかして笑っていても、夕ゆ里り子この不安は赤アカ鉄ガネたちが思うよりずっと切実だろう。ぎりぎりの一線で踏ふみとどまったものの、彼女かのじよの一家は外死者アンデツドに引ひき裂さかれるところだったのだ。

　それでも、いや、だからこそ逆ぎやく襲しゆうを決意した夕ゆ里り子このことを、赤アカ鉄ガネは心から尊敬した。

　彼女かのじよは人のままに立ち向かおうとしているのだから。




　決行は翌日、デッドアングルを出てすぐということになった。

　次の扉とびらが開くまでざっと十時間。部屋の柱時計が示す時刻は四時。時間の流れ自体は外とシンクロしているから、向こうは早朝で、夕ゆ里り子こは寝ねているはずだ。

　赤アカ鉄ガネは屋や敷しきの殺風景な自室で、窓の外をただじっと見ていた。蘇よみがえった記き憶おくの光景を、頭の中で何度も何度も繰くり返かえしながら。

　不意にノックが響ひびく。答えると、開いた扉とびらから部屋着の紫シ遠オンが顔を出した。

「……少し、いい？」

「ああ、どうぞ」

　紫シ遠オンは窓まど際ぎわに寄り、

「外を見ているの？」

「考え事しながら。にしてもなんにも見えないんだな、外」

　デッドアングルの外は、鬱うつ蒼そうと生おい茂しげる草木に埋うめ尽つくされていて空も見えない。窓は開けるのだが外は無風で暑くも寒くもなく、塊かたまりのような樹木が壁かべとなって外へと出ようもない。

　きっとこの空間は屋や敷しきの中だけで完結しているのだろう。暗い中でぽつんと燃えるガス灯が、境死者ニアデツドの存在を保証するように光を暖かくにじませていた。

　少しの間があって、紫シ遠オンはぽそりと言った。

「ありがとう。緋ヒ霧ギリのことを教えてくれて」

　赤アカ鉄ガネの語りから、紫シ遠オンもようやく緋ヒ霧ギリの最さい期ごを知れたことになる。

　二人が親友同士だったという話が、今はすんなり腑ふに落ちる。口くち下べ手たで物静かな彼女かのじよと、明るく飄ひよう々ひようとした彼女かのじよはいかにも好対照という感じで、だからこそ馬が合ったのだろう。

　緋ヒ霧ギリの想おもいがどうだったのか、赤アカ鉄ガネは結局はっきりと知れていない。

　彼女かのじよの最さい期ごは計けい人との最さい期ごでもあって、さすがに自分の死しに際ぎわのことまで克こく明めいに覚えているほど器用ではなかった。

「…………何も、できなかった」

　礼を言われるようなことなど何一つないとばかりに、赤アカ鉄ガネは小さく首を振ふった。いつしか、拳こぶしを強く握にぎりしめていた。

「思い出したら、わかった。許せないんだ。あの『鉄てつ兜かぶと』も、外死者アンデツドの奴やつらもみんな。だけど一番許せないのは……オレ自身の、弱さだ」

　あの時確かに緋ヒ霧ギリと『鉄てつ兜かぶと』は戦っていたのだ。そして自分はそれを目まの当たりにした。

　何もかも遅おそく、何の助けもできずに。

　対する紫シ遠オンは、ゆるやかに首を振ふるばかりだった。

「自分を責める必要はないわ。最さい期ごの瞬しゆん間かん、緋ヒ霧ギリはきっと幸せだった」

「どうしてそんなことが言える……!?」

　知らず声を荒あらげていた。今や自覚せざるをえない無力感に、「知らない方がいい」とまで言った緑狗ロツクの真意を思い知った。知らないより知る方が酷こくなこともある。復ふく讐しゆう心よりもっと深い部分に、毒のような悔かい恨こんが染しみ込こんでいた。

「信じられるの。あなたがここにいるから」

　それでも、はっきりした声こわ色いろには確信があった。

「なんで……信じてくれるんだ」

　自みずからの新しい記き憶おくの始まりから、彼女かのじよはずっと傍そばにいた。この世界に数少ない、同類の仲間だからというのもあるだろう。

　けれど赤アカ鉄ガネはそもそも、緋ヒ霧ギリの消しよう滅めつと引きかえにいきなり現れた成り代わりだ。親友を喪うしなったばかりの彼女かのじよが、代わりとなった素す性じようも知れない男に対して、何な故ぜそこまで。

「例の代だい替がわりには、もう一つ大きな条件があるの」

　紫シ遠オンは細い手を差し出して、赤アカ鉄ガネの心臓にぺたりと触ふれた。

「人を殺しさえすれば誰だれとでも成り代わるわけじゃない。必要なのは、魂たましいの強い繫つながり。存在を懸かけるほどに強く想おもい、想おもわれ、そうした相手の命に触ふれることではじめて『魂たましいの交代』が完かん了りようする。力と遺志の譲じよう渡とは、それに値あたいするだけの覚かく悟ごと熱情がなくてはならない」

　彼女かのじよが口にするのは、疑問に対する答えでもあり、あまりに大きな矛む盾じゆんでもあった。




「境死者ニアデツドは愛する人間を殺した時、はじめて代だい替がわりが成立するのよ」




　愛し、殺す、相反するかのような二つはしかし時として境界をなくす。狂きよう的なものか、あるいは何らかの切実な願いゆえのことか、代わった者にはわからない。本来は、永遠に。

　いずれにしろ境死者ニアデツドを規律するシステムは狂くるいなく運営される。たった七人の化物狩がりは、そのようにして存続しているのだ。

「……愛されていた？　……オレが？」

「そうよ。だから理り屈くつなんて要いらない。あの子が愛したあなたを、わたしは信じる」

　一度止まった心臓は、無限のような血液を循じゆん環かんさせ、人ならぬ身を駆く動どうさせるものへと変化した。しかし今はゆるやかな鼓こ動どうを刻きざんでいて、確かな肉体の感覚と共にある。

　全ては、そう遠くない過去の真実だ。
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　緋ヒ霧ギリは冬が好きだった。

　命が静かな眠ねむりにつく、「おやすみ」の季節だからだ。

　春から夏にかけても美しいとは思う。けれど旺おう盛せいな命の輝かがやきの裏には、同じ数の死が待ち受けている。いずれ必ず訪おとずれる「終わり」を思う時、緋ヒ霧ギリはたとえようもなく寂さびしくなるのだ。

　それは死そのものへの哀かなしみではなくて、置いていかれる者の疎そ外がい感だった。

　巡めぐる季節の流れに、境死者ニアデツドは最初から加われないから。

　だからこそ、彼かれらの間には「人間と積極的に関わりを持ってはならない」という不文律が通底している。境死者ニアデツドは生き物ですらなく、怪かい物ぶつに対する狩人かりゆうどとして存在している。在り方が違ちがいすぎる者同士の関わりは、往々にして悲劇を招くものだ。

　だから緋ヒ霧ギリは、もちろん彼かれとも触ふれ合あうつもりはなかった。最初のうちは。




「むむむ」

　廃はい劇場の天てん井じように開いた大穴から下をのぞき込こんで、緋ヒ霧ギリは困り果てた。あの時出会った少年が、また同じ場所にぽつんと座すわっていたからだ。忘れもしない、名前は遠とお間ま計けい人と。

　だめだって言ったのに。

　この場所は人に見つからない寝ね床どこの一つで、ゆっくり眠ねむれるそれなりにお気に入りの場所だったから、居い座すわられるとちょっと困る。腹が減りすぎて力が弱まっていたのがケチのつき始めかもしれない。あの時は、姿を消している余よ裕ゆうさえなかった。

　見るべき映画も舞ぶ台たいもない座席に座すわり、計けい人とだけが寒さに身を縮ませている。

「……知ーらない」

　傾けい斜しやした屋根の上で、緋ヒ霧ギリはごろんと寝ね転ころがる。放っておけばそのうち懲こりるだろう。

　という見立ては間ま違ちがいだったらしい。

　夕方の同じ時間だから学校帰りか何かだろう。彼かれは毎日ここへ来ていつも一時間ほど待ち、緋ヒ霧ギリが来ないと知るやとぼとぼ帰っていくことを繰くり返かえしていた。

「…………むー。また来てんなー」

　懲こりない彼かれも彼かれだけど、わざわざそれを見守る自分も相当人がいいと思う。別に心配しているわけじゃない。ただ物ぶつ騒そうなこの町のこと、こんな廃はい墟きよに人一人を放っておくのはいかにもまずい。いつおかしなものに出くわすか知れないのだから──

　いや、と自じ嘲ちようする。境死者おかしなものにはとっくに出くわしているか。

　八回目の待ちぼうけで緋ヒ霧ギリは決めた。




「やーまったく、きみも往おう生じよう際ぎわが悪いっすねぇ」

　計けい人とはというと、信じられないものを見るような目で緋ヒ霧ギリを見返していた。

「む。自分で待ってたくせになんて顔なのかね」

「あ……ごめん、もう会えないと思ってたから」

　言って計けい人とは破顔した。そうですとも、二度と会わないつもりでしたよ──緋ヒ霧ギリは内心で舌を出す。で、これを最後にするつもりですよ、と。

「あんね」

　こくこく計けい人とはうなずく。

「……なんかほら、あれだ。あたしら不幸なすれ違ちがいがあると思うんだな」

　こくこく。

　自分ってこんなに切り出し方が下へ手ただったろうか。紫シ遠オンをからかう時なんかは、今の何倍も口がすらすら動くのに。後ろで束ねた髪かみをしきりに撫なでる。困った時の緋ヒ霧ギリの癖くせだ。

　──だから、もう、そういう嬉うれしそうな顔すんのやめてよ。

　いいや。下手に言葉を選ばなくたって。かっこつけてられる立場か。

「きみさ。かなり危ないんだよ、今」

「え？」

「わかってる？　あたし人間じゃないんだぜ」

　結局はそこだ。どう突つき詰つめても。

　恐きよう怖ふに焦しよう点てんを当てた時、糸口を見つけた方ほう便べんがすらすらと出てくる。

「ユーレイでもヨーカイでもなんでもいいけど、あたしそういうカテゴリのやつだよ。きみは今にも取って喰くわれちゃうかもしんないし、タタリをかけられて死んじゃうかもしれない。そもそもきみが何度もここに来ること自体、あたしのノロイじゃないなんて言えるかい？」

　そういう怪かい談だんが昔あったと、緑狗ロツクが酒さけの肴さかなに語っていた。なんて題名だったっけ──惹ひかれ合った女が実は蛇へびの化け生しようで、一いつ緒しよになった男は危あやうく憑とり殺されかける、というやつ。オチは結局お坊ぼうさんの助けで正体を暴き、無事退治してめでたしめでたし。

　だけどあれは怪かい談だんではなく、悲ひ恋れん譚たんだと緋ヒ霧ギリは考えている。

　化け物はきっと、命を奪うばう他に愛し方を知らなかったのだ。

　周りを巻まき込こんで呪のろいと病をまき散らしてでも、その男が欲ほしかったのだ。だって命ある世界には手が届かないのだから、相手を引ひきずり込こまないと一いつ緒しよになれない。

　だからこそ蛇へびは間ま抜ぬけだ。最初から住む世界が違ちがったんだからとっとと諦あきらめればよかったものを。そうしたら愛した男と自分の命と、失うのは前者だけで済んだはずなのに。

「──かも、しれない。だけどそれでもいい」

　片やこの少年は、どんなポジションのどういう間ま抜ぬけなんだろうか？

「……それ本気で言ってる？」

「本気だ。また会えてよかったって思ってる」

　──だったら、これでも同じこと言える？

『七なな葬そう・炎えん刃じん』。本来は外死者アンデツドを狩かり殺すための道具。朱しゆの光をまとうそれは緋ヒ霧ギリの右手にこつぜんと現れるや否いなや、まっすぐに突つき伸のばされて計けい人との喉のど元もとにぴたりとポイントする。刃はの向きは上、あと数ミリで肉に抉えぐり込こむ。

「……っ!?」

「訂てい正せいすんね。あたしはもっと、直接的にきみを殺すことができる」

　事の重大さを思い知らせてやる。薄うす闇やみに浮うかび上あがる双そう眸ぼうが人外の冷たさで彼かれを射る。

　けれど計けい人との眼めは、緋ヒ霧ギリに合わせたまま離はなれることがなかった。その首に汗あせが浮ういて、喉のど仏ぼとけに触ふれる切っ先に雫しずくが乗った。

「何してんの。とっとと逃にげな。最後のチャンスだよ」

「……嫌いやだ。逃にげたくない」

　もう一ミリだけ突つき出だした剣けん先さきが、喉のどの薄うす皮かわを裂さいて一筋の血を流す。ただの好こう奇き心でここまで来ているなら、そういう野次馬根こん性じようは木こっ端ぱみじんに砕くだけるはずだった。なのにどうして目を逸そらさないんだろう？

「きみ馬ば鹿かなの？　それともカッコつけてる？」

「……わからない、両方かも」

　歯は嚙がみした。

「邪じや魔まだって言ってんの。なのに、どうしてそうやって関わってこようとすんのさ……!?」

　見み透すかされているような気がする。ぶれない計けい人との瞳ひとみは、理由もわからない真しん摯しさと、同じほどの切実さで緋ヒ霧ギリを見通している。

「君が、すごく寂さびしそうに見えたから」

　寂さびしい？　あたしが？

　ありえない。馬ば鹿かなことを言っている。なのにどうして、剣けん先さきが揺ゆれるのかわからない。

　もう話す気にもなれなかった。緋ヒ霧ギリは炎えん刃じんを引ひっ込こめ、追いつめられたように背を向ける。

「あたしもう二度と来ないから」

「──緋ひ、」

「気安く呼ばないで。きみ、変だ。話してると調子が狂くるっちゃうよ。……あたしは寂さびしくなんかない。きみだって、自分の居場所があるんでしょ」

　戦いでもないのに「加速」を使った。緋ヒ霧ギリは本気で走はしり抜ぬけ、気が付いたら廃はい劇場から何キロも離はなれた路上に佇たたずんでいた。三車線道路のど真ん中、誰だれも緋ヒ霧ギリには気付かず、ヘッドライトの河にクラクションは響ひびかない。




　──だってのに、また来てるんだもんなぁ。

　計けい人とは座席に、緋ヒ霧ギリは彼かれから見えない屋根にいるいつもの構図。だけど今度こそ終わりにしよう。これで彼かれが諦あきらめたら、本当に縁えんは消えるだろう。その瞬しゆん間かんを確かめられるまで待つ。

　計けい人との言った言葉が、あれから棘とげになって胸に居い座すわっている。

　あんなことを言われたのは初めてだった。寂さびしいなんてことを自覚的に捉とらえたことは一度もない。だって、寂さびしくないのだから。緋ヒ霧ギリには仲間がいるから。

　遠く忘れた生前の過去について考えないこともない。けれど取とり戻もどしようのない過去など、思おもい煩わずらうこともできない以上は無いも同然だ。少なくとも自分は割り切っているし、七人の中では一番の新顔だった紫シ遠オンにもそう教えた。

　緋ヒ霧ギリは今が好きだった。紫シ遠オンと一いつ緒しよにいることはもちろん、緑狗ロツクのやたら長い話を聞くのも好きだし、藍アイ蟬ゼンが屋や敷しきを掃そう除じするのを手伝うのも好きだし、青セイ薇ラと一いつ緒しよにのんびりするのも好きだし、橙トウ示ジはからかいがいがあって面おも白しろいし、蘇ス黄オウのたまの甘あまえん坊ぼうに応こたえるのもいい。

　境死者ニアデツドの七人は、七人で完結している。寄る辺べを同じくした、世界にたった六人の同類だ。

　だから、寂さびしくなんかない。

　本当にそうか。

　仲間たちの赤い瞳ひとみはいつも前を向いている。緋ヒ霧ギリはそこにある意思の光が好きだった。けれど、そんな中にもふと身に覚えのある感情がよぎったことはないか。

　その日、計けい人とはいつも一時間で済ませるところを、二時間待った。

　二度と来ないって言ってるのに。更さらにもう一時間。彼かれの言葉。彼かれの顔。仲間たちの顔。もしかしたら自分も。──合わせて三時間半を、少し過ぎた頃ころ。

「ん」

　計けい人との頰ほおに、熱い微び糖とうのコーヒー缶かんが触ふれる。

　彼かれが顔を上げると、そこには自分用のブラックもついでに買ってきた緋ヒ霧ギリがいて、ばつが悪そうに苦く笑しようしていた。

「……懲こりないよねぇ、お互たがい」

　どうして放っておけないのかわかった。

　緋ヒ霧ギリを見返す計けい人との顔こそ、ひどく「寂さびしそう」だったから。

　彼かれの瞳ひとみに見える自分も、同じだったんだろう。




　そういう風にして二人の交流は始まった。

　特別なことをするわけじゃなかった。近くのボロい自じ販はん機きで缶かんコーヒーを一つずつ買って、隣となり合あった席で話をする。何も上映されることのない廃はい劇場で、コーヒーが空になるまで。

　緋ヒ霧ギリは、自分がやっていることについては詳くわしく話さなかった。危険すぎるからだ。計けい人ともあえて深く聞こうとはしなかった。

　だから話は自然に計けい人との方に傾かたむいてくる。ほとんどはどうでもいいようなことだ。彼かれは市内の男子高生で、友達も人並みにはいて、けれど目立つようなことはなく、ごくごく無難に学生生活をやり過ごしている──みたいな話。いつしか話は彼かれの生おい立たちに転ぶ。

「面おも白しろい話じゃないって」

　言って計けい人とは顔をしかめるけど、緋ヒ霧ギリはつい催さい促そくしてしまう。

　そんな次し第だいで、緋ヒ霧ギリは計けい人との生おい立たちを知った。こんなことを誰だれかに話すのは初めてだ──なんて彼かれは決まりが悪そうにしていて、そういう顔が珍めずらしかった。

「好こう奇き心で聞くんだけど。きみは、そんなことした親のこと、憎にくかったりする？」

「……そうでもない。まあ何かの都合があったんだろうと思うし、正直、悲しいとか恨うらめしいとかいう気持ちもよくわからないんだよな」

　そう語る計けい人との声こわ色いろには、本当に何の感情も乗っていなかった。彼かれは「怒おこる」とか「恨うらむ」などといった心のやり場さえ、もらえなかったのだ。

「だから今は、ちゃんと独り立ちできるように頑がん張ばる。生まれてすぐ人に迷めい惑わくかけっぱなしなんだから、これから誰だれにも迷めい惑わくかけないようにしなくちゃな」

　家の鍵かぎは閉めておかなくちゃな、とでも言うのと同じように、彼かれはそう語る。

　緋ヒ霧ギリは冷めかけたコーヒーを一口含ふくむ。見たこともない自じ販はん機きのマイナーすぎるメーカーのブラック無糖だけど、味はそこそこ当たりだ。

　自分のことについて話す時、彼かれはどこまでも無感情フラツトだった。将来に希望を持っているとか、運命を呪のろうだとかいったプラスやマイナスの心理的な根が一いつ切さいない。マイナスをゼロに戻もどすためだけに、最低限の基準を決めている。そういう計けい人との横顔を見ている時、緋ヒ霧ギリはまるでぽっかり開いた大きな穴をのぞいているような気分になる。

　同じ施し設せつの子供たちは本当の弟てい妹まいのように思っているけれど、それぞれが抱かかえている事情は違ちがう。それに彼かれは年長として模も範はん的でなくてはならないと自分に課している部分があって、だからこんな話を他人にしたのは始めてだと苦く笑しようした。

「そっか。いやはや。つくづく、不思議な子だなぁ」

「そっちが言うことかよ？」

「言うとも。そもそもさあ、あたしみたいなのと好きこのんで一いつ緒しよにいるんだぜ」

　すると、計けい人とはなぜか少し慌あわてた。

「それは、だって、言ったろ。放っておけなくて……」

「とか言っちゃって。ほんとはあたしに一ひと目め惚ぼれしちゃったとかなんじゃないのー？」

　冗じよう談だんで済まなかった。

　計けい人との顔があっという間に真っ赤になった。

　言葉も出ない口元が「あ」と「え」の間くらいの形で固まっている。汗あせまでかいていた。たっぷり十秒ほど、お互たがい何も言えなかった。

「……あれ？」

　計けい人とのそんな顔は初めて見た。

「そ、……それは、その」

「あっ、あはは。えーと変なこと言っちゃった？　あたしスベった感じ？」

「いや、そうじゃなくて、別に……ええと……」

「あはは、は、あー……あのう……」

　後うしろ髪がみを指先でいじり回す。何やってるんだ。こんな時でくらい、仲間といる時みたいな軽口の一つも叩たたけないのか。

　頭がバグっている。ぐるぐる考かんがえ抜ぬいたあげくに、緋ヒ霧ギリは逃にげるように立ち上がっていた。

「じゃ、じゃああれだ。あたし行くね、用事思い出してさ」

「え？　ちょっと待──」

　うろたえているばかりの計けい人との目が、その時決意をあらわにした。

「緋ヒ霧ギリ！　オレは、」

「ご、ごめん行くね！　ばいばーい！」

　馬ば鹿かだ。我ながら。

　気付けば緋ヒ霧ギリの顔まで赤い。だって、誰だれかとのそんな関係性なんて、生まれてこのかた想像したこともなかった。まして外の、普ふ通つうの人間にそんなことを言われるなんて。




　何回こんなことやってるんだろう、と何回も思う。緋ヒ霧ギリはあれから二回すっぽかした。

　計けい人とはその二回でも律りち儀ぎに待っていて、日も落ちきってようやく帰った。そういう姿を馬ば鹿か正直に天てん井じようの穴から見ている間ま抜ぬけが緋ヒ霧ギリだった。

　子供じゃあるまいし。

　姿を見せた時、計けい人とは救われたような顔をした。腹の底にあるものを言おうと思っていたのは、きっとお互たがい同じだった。

「応こたえらんないよ、あたしは」

　誰だれにも相談しないで考えて、結局やはりそれしか言えない。

　人間と境死者ニアデツドは違ちがう。人が生きる以上は社会に関わっていくわけであって、彼かれにはこれから数えきれないほどの出会いと別れがある。愛すべき人々も生まれるはずだ。同じように、ありのままの彼かれを愛してくれる人々とも巡めぐり会あうはずだ。それが人間の生き方だ。

「あたしは人間じゃない。だから、本当は誰だれとも関わっちゃいけないんだ。だっていつか必ずみんなを置いていく。あたしにとって、ここは通過点でしかないから」

　計けい人とは緋ヒ霧ギリの拒きよ絶ぜつを正面から受けて、不思議と落ち着いていた。

「──それでもいい」

　多分、そう言うような気はしていた。

「いつかここからいなくなるなら、止めたりはしない。けどせめて、その時まで傍そばにいたい」

　少し漏もれた笑いの意味が自分でもわからない。苦く笑しようか自じ嘲ちようか、それとも気付かないけどちょっと嬉うれしかったのか。

「……強ごう情じようだよねほんと。どうしてそうなんだか」

「どうしてなんだろうな。……何回も考えたけど、こんな気持ちになるの、初めてだよ」

　いつも寂さびしそうな彼かれは、そういう風に述じゆつ懐かいしていく。

　初めてはお互たがい様だ。七人の外に、何らかの想おもいを抱だくなんて発想が無かった。どうしてと言われれば、緋ヒ霧ギリが繰くり返かえしここへ通うようになった理り屈くつがそもそもわからない。我ながらお人ひと好よしが極きわまったか。通りすがった野の良ら猫ねこが気になる程度の気持ちででもあったのか。

　こういうことには、答えなんて最初からないのかもしれない。善悪や損得勘かん定じようがまったく関わっていないからこそ、ただただ純じゆん粋すいな衝しよう動どう的な感情だけの世界だ。だから、

「ちゃんと言わせてくれ。オレは──」

　そこから先を、絶対に言わせてはいけない。

「行って、計けい人と君。振ふり返かえらずに。そのまま二度と来ないで」

　そんな──という顔。構わない。とっくに答えは出している。

「一分待つから。それで行かなかったら、今度こそきみを殺すから」

　言って座席に背を預け、目を閉じる。

　たっぷり一分以上が過ぎて、計けい人とはそこにいた。

　緋ヒ霧ギリは、決して目を開けなかった。

　どれくらい時間が経たったのかわからない。つぶやきが雫しずくのように落ちる。

「また、君に会いたいよ」

　足音がためらうように遠ざかっていく時、緋ヒ霧ギリはこの時間の終わりを痛感した。

　彼かれの瞳ひとみは、仲間のそれと似ていた。もしかしたら自分にも。

　緋ヒ霧ギリは仲間を愛しながら、境死者ニアデツドの永遠に変わらぬ本質に薄うす々うすながら気づいていた。巡めぐる季節の円えん環かんから外はずれ、芽め吹ぶいた草木が死にゆくのを見送るしかない狩人かりゆうどたちの悲ひ哀あいに。

　遠とお間ま計けい人とのような人間なら、彼かれらを理解できたのかもしれない。けれどそれも所しよ詮せんは愚おろかしい夢想に過ぎなかった。血みどろの世界に、もとより常人がいてはいけないから。

　ああ、だけど──緋ヒ霧ギリは思う。自分は、あの愛すべき仲間たちは、そうやってずっと、弾はじかれた世界で戦い続けるしかないのだろうか。七人ぼっちの世界で。




　廃はい劇場の関係は、それで終わりでいいはずだった。

　なのにもう一度来てしまった。最後のつもりだった。彼かれがいなければいいと。

　そいつの出現に予兆はなかった。




　何十何百もの刃やいばのかち合いが火花を生み、緋ヒ霧ギリは炎えん刃じんを全力で操あやつる。

　ありえない。ここに来るにはいつも細心の注意を払はらっていた。狩かる側ゆえの卓たく越えつした隠おん密みつに加えて、長年の勘かんも「ここは安全だ」と太たい鼓こ判ばんを押おしていたのに。

　まさか、何らかの形でこっちの動向が割れていた？

　考える間もない。『鉄てつ兜かぶとの外死者アンデツド』は突とつ然ぜん、撃げき鉄てつを落とすように距きよ離りを詰つめた。薙なぎ払はらわれる無音の斬ざん撃げきを緋ヒ霧ギリはのけぞって避さけ、引きかえに長い前まえ髪がみをばっさり持っていかれる。

「は！　女の髪かみになんてことすんのさっ！」

　吐はき捨すてる軽口はなかば調子を戻もどすための鼓こ舞ぶでもある。

　傷の治りが遅おそい。

　境死者ニアデツドは、切られた髪かみ先にいたるまで再生させる力を持つ。本来ならば自じ慢まんの髪かみも、白い肌はだのあちこちに刻まれた創そう傷しようもあっという間に癒いえるはずなのに、まだ戻もどらない。

「加速!!」

　ぎゅるッ、と緋ヒ霧ギリの体たい軀くが火の渦うずと化した。

　神速の境地にあるのは、心臓の鼓こ動どうが二十を数えるまで。剣けんを左逆さか手てに持ち直し、緋ヒ霧ギリは敵に対し「立体」で攻せめることを決断した。

　一度きりの強きよう烈れつな踏ふみ込こみの後、その姿が消えた。

　彼女かのじよの体は空中高くにあった。目当ては壁かべ、鉄てつ兜かぶとの背後を取り、ほぼ天てん井じようの高さまでだ。

　壁かべに両りよう脚あしを突つき、全身に力を溜ためて、泰たい然ぜんと立つ敵を照しよう準じゆんする。

　直後、矮わい軀くは跳はね回まわる弾だん丸がんと化した。

　加速と落下の勢いを乗せ、彗すい星せいのように急降下。殺気を感じ取ったか、半はん端ぱな速さでは防ぼう御ぎよすらさせない突とつ撃げきを、鉄てつ兜かぶとはしかし理想的でさえあるタイミングで受けた。

　ばちんッ──と一度目の火花が飛び散る。

　次。その場にコンマ以下秒も留まらず、跳ちよう躍やくして別の壁かべへ。

　床ゆかといわず壁かべといわず天てん井じようと言わず、足場を蹴けり砕くだいてあらゆる高度・角度から飛びかかる彼女かのじよは、止まるばかりか一蹴けりごとに速度をいや増していく。劇場は上から下まで一人の少女が乱らん舞ぶする斬ざん撃げきの巣となり、空間を横切る朱しゆ色いろの閃せん光こうはその全ての焦しよう点てんを鉄てつ兜かぶとに絞しぼっていた。

　突つき破やぶられた音の壁かべが衝しよう撃げき波はとなって大だい音おん声じようを立てる。荒あれ狂くるう風に残ざん骸がいが巻き上げられ、中心で鉄てつ兜かぶとただ一人が形を保っている。

　黒い騎き士しは浮うき立たつような足取りで体たい軸じくを運び、半はん端ぱな標的なら数秒で血の海に沈しずむ猛もう攻こうを受けて受けて受け続けた。右手一本で剣けん先さきがくるくる躍おどる。千変する自在の刃やいばはスピード差をものともせず、かち合う度たびに生まれる火花と剣けんのコントラストは優美ですらある。

　極限の戦せん闘とうは、どこか舞まいにも似る。だが拮きつ抗こうは明らかに敵へと傾かたむいていた。

　──駄だ目めだ。完全に読まれてる。

　彼女かのじよの剣けんは、体系付けられた「剣けん技ぎ」とは縁えん遠どおい。生物学の枠わくから外れた異い形ぎようどもとの殺し合いに「人」と戦う論理が適応するわけもない。彼女かのじよの剣けんはそれゆえ型破りかつ野性的で、相手が理性的であればあるほど予測を狂くるわせる。ただのでたらめとは全く違ちがう、経験と戦せん闘とう勘かんによって裏打ちされた独自の哲てつ学がくによる「対化け物」の剣けんだ。

　だが、相手はそれをも異様に深い読みで捌さばき続ける。

　強い。これほどの外死者アンデツドが今までいたか。

　焦あせりの中にあって闘とう志しはなお消えず、緋ヒ霧ギリは鼓こ動どうの数を確かめて次の一手に入った。

　着地して床ゆかを踏ふみしめる。ずんッ、とホール全体が揺ゆれるほどの衝しよう撃げきをバネとして一転、低い姿勢から突とつ撃げきを仕し掛かけた。

　待ち受けるのは天高く掲かかげられた断頭の剣けん。このまま正面から突つっ込こめば、頭どころか胴どう体たい丸ごと縦たてに割られるに違ちがいない。

　だから緋ヒ霧ギリは、激げき突とつの一歩手前で行動を起こした。

　その体が更さらに低く沈しずみ、しかし朱しゆに輝かがやく残像はまた高く跳ちよう躍やくした。

　人の目には追えない速度域、一いつ瞬しゆんでは緋ヒ霧ギリが同時に二つの動きをしたようにしか見えない。

　鉄てつ兜かぶとは光に迅じん速そくに反応し「上」に意識を向けたが、罠わなだった。中空にあるのは回転する炎えん刃じんただ一つ。緋ヒ霧ギリが角度を計算して、敢あえて投げ上げたものである。

　鉄てつ兜かぶとがそちらに気を取られた隙すきで、最後の距きよ離りを詰つめた。

「はァッ!!」

　密着状態からの徒と手しゆ空くう拳けん──緋ヒ霧ギリはたっぷり乗せた加速を両拳こぶしに全て乗せ、炸さく裂れつ弾だんのような連れん撃げきを瞬しゆん時じに十二発ぶち込こんだ。初めての直ちよく撃げき。空圧が二人の間で弾はじけ、鉄てつ兜かぶとは押おし飛ばされるように一歩大きく後退する。

　だが、無傷。上等だ。人体なら胴どうを貫つらぬく拳こぶしの連れん撃げきでも、彼かれにとっては風に吹ふかれた程度の衝しよう撃げきでしかないわけか。

　本命は次だ。相手がわずかによろめいたその半秒に食くい込こむ。

　緋ヒ霧ギリは瞬しゆん間かん移動めいたスピードで鉄てつ兜かぶとの巨きよ軀くを回まわり込こみ、予測した通りのポイントへ踏ふみ入いった。すなわち、鉄てつ兜かぶとが剣けんを持たない左手側の背後。それは、計算して投げ上げた剣けんがちょうど落下する位置でもある。

　剣けんを摑つかみ取とり、神速で体を捻ひねる。

　最短の挙動で、相手の左脇わき腹ばらから一直線に心臓狙ねらいの突つきを放った。

　硬かたい手ごたえと共に、超ちよう高速の斬きり合いがほんの一時、静止する。

　どくん──と最後の一拍ぱくを体内に感じながら、緋ヒ霧ギリは目を瞠みはった。

　必殺の刺し突とつは止められていた。

　空だったはずの鉄てつ兜かぶとの左手に、黒塗ぬりの手斧ハチエツトが忽こつ然ぜんとある。それもまた断頭に適した無ぶ骨こつな刃やいばが、炎えん刃じんにしかと嚙かみ合あって動きを完全に殺しているのだ。

　右に長ちよう剣けん、左に斧おのの変則的な二刀流の構えを取り、鉄てつ兜かぶとが舞まった。

　炎えん刃じんが弾はじかれて緋ヒ霧ギリの体が泳ぐ。大河が流れるような淀よどみなく豪ごう壮そうな動きは緋ヒ霧ギリの視覚ですら追えず、おそらくそれこそ、鉄てつ兜かぶとが今ようやく見せた本気の一いつ端たんなのだと知る。

　交こう叉さして咢あぎとを閉とざす二つの刃は。断だん裂れつ感、軽くなった右半身。

　気付けば鮮せん血けつの線を引いて、緋ヒ霧ギリの右みぎ肩かたから先が宙に舞まっていた。

「あッぐ……!!」

　たかが腕うでの一本や二本。いつもならそう考え、再生にかかる時間まで計算する緋ヒ霧ギリだ。だが今回はどういうわけか、飛んだ腕うでを遠く感じる。あれはもう二度と戻もどらないのではないか──そう思った時、緋ヒ霧ギリは初めて恐きよう怖ふした。

　どんな相手と戦っても、初うい陣じんの時ですらも感じなかった、底冷えするほどの恐きよう怖ふだった。

　──あたしが、喰われていく!?

　いつしか緋ヒ霧ギリは、血の海の真ん中で膝ひざを折っていた。

　鼓こ動どうはいつもより弱々しく、冷たい鮮せん血けつにべっとり濡ぬれた愛刀はただ持っているだけで精一杯だった。

　鉄てつ兜かぶとがとどめの一太た刀ちを振ふりかぶる。正面からの斜ななめ一いつ閃せん、首を刈かり取とる構えだ。

　負けたんだ、という実感より先に、ぼやけた頭で「この後」を考えてしまう。この体に死はあるのか。鉄てつ兜かぶとに喰くわれたらどうなるのか。仲間にはもう会えないのか。計けい人とには──

　だから緋ヒ霧ギリは現れた人ひと影かげに気付かない。考えるより早く、彼かれが駆かけ出だしたことにも。

　肉を斬きる音がして、緋ヒ霧ギリの頰ほおに新しい血の滴しずくがかかった。

　焼けるような痛みに意識を引ひき戻もどされる。

　これは自分の血ではなく、人間の。

　顔を上げると、見知った背中がそこにあった。

　計けい人とが自分と鉄てつ兜かぶとの間に立たち塞ふさがり、その刃はを受けていたのだ。

「ごぶッ──！」

　人の身で受けるには余りある一いち撃げきだ。胴どうを斜ななめに割られた傷は明らかに致ち命めい傷しようで、ショックで即そく死ししてもおかしくないのに、計けい人とは倒たおれなかった。口中に溢あふれる自みずからの血の味を嚙かみしめながら、直感で理解した「敵」を睨にらみつけていた。

　来るな、と言ったのに。

　その背を見上げるほんの一いつ瞬しゆん、一秒もない猶ゆう予よの中で、全ての思考が爆はぜ飛んだ。

　苦痛が消えた。諦あきらめを捻ねじ伏ふせた。裂さけるほど見開いた目には限界を迎むかえて倒たおれ伏ふす少年の姿、その向こうに聳そびえる影かげが焼け付き、魂たましいの底から噴ふき上あがる一念が少女の全てとなる。

　──あと、一太た刀ち!!

　今一度だけ心臓が大きく拍はく動どうした。最後の最後、なけなしの再生が始まる。

　ばきん、と炎えん刃じんに亀裂が走る。鍔つば元から刀身なかばまでの大きな亀き裂れつが。

　限界を超こえた駆く動どうに葬そう器きが耐たえられなかったのか。そんなことはどうだっていい。燃えるほど熱い息を肺はい腑ふから絞しぼり出だし、緋ヒ霧ギリは、閃せん光こうになる。

　振ふり抜ぬいた剣けんの先に、確かな手ごたえを覚えた。

　のけぞる鉄てつ兜かぶとの右みぎ肩かた口ぐちが深々と切きり裂さかれ、内側に真っ黒な闇やみがのぞく。

　衝しよう撃げきで重そうな兜かぶとが吹ふき飛とび、落ちて地面にめり込こんだ。

　それが限界だった。

　一歩下がった鉄てつ兜かぶとが、左手一本で素す早ばやく剣けんを構え直した。平らな切っ先にまで浸しん透とうする剣けん気きの圧に、緋ヒ霧ギリは己おのれの一いち撃げきがついぞ相手の魂たましいにまで届かなかったことを思い知る。

「ごめんね……もう、戦えないっぽい」

　重じゆう厚こうに構えたまま、鉄てつ兜かぶとは動かない。

　そこにある種の矜きよう持じのようなものを見て取り──ああ、あんた、首なしさんなのね──緋ヒ霧ギリは乾かわいた笑いを漏もらすも、すぐ泥どろのようにくずおれた。時間がない。問題なのは自分じゃない。

　どくどくと出血し続ける計けい人とに、緋ヒ霧ギリは寄より添そった。

　体を灼やく生者の血の痛みが、今は心地ここちよくさえあった。まだ少し、ほんの少しだけ息がある。不思議なことに鉄てつ兜かぶとは手出しをしなかった。相戦った敵の末期が、もはや自みずから手を下すまでもないことと確信しているからか。

「……ごめんね」

　意識が朦もう朧ろうとしている。

　今、緋ヒ霧ギリは恐おそろしいことを考えている。

　だって、このままだと計けい人とがいなくなってしまう。

　分わけ与あたえる血も守る力もなくした体に、しかし一つだけ確信があった。

　感覚も無い右手が、まだ律りち儀ぎに剣けんを握にぎり締しめていること。打つ手があること。

「ごめんねぇ……っ」

　今さらになって自覚した。この不器用で口くち下べ手たで、こうと決めたことには頑がん固こで、しつこくて、素す直なおで、自分と似ている寂さびしい彼かれのことを、緋ヒ霧ギリは、どうやら。

「　　　　　　　　　　　」

　絞しぼり出だした言葉は、届かなかったと思う。

　弱々しい切っ先を計けい人との心臓に添そえ、欠片かけらほどには残った力を込こめる時、緋ヒ霧ギリは仲間のことを思う。自分の愚おろかさを思う。計けい人とのことを思う。彼かれの瞳ひとみにあった自分と同質の寂せき寞ばくを思う。

　今なお胸の内に燃える情と、殺すほどに男を愛した蛇へびの怪かい物ぶつを思う。

　だけどこれは悲ひ恋れんですらなく、きっと闇やみにあるべき怪かい談だんの顚てん末まつでしかない。




　不可解なことが起こった。

　少女が少年にとどめを刺さしたかと思えば、跡あと形かたもなく姿を消したのだ。

　彼女かのじよの実像は数秒のうちにぼやけ、何かをする暇ひまもなく、どことも知れぬ遠くへ去ってしまった。ただどういう加減か、一つだけ残ったループタイが風に乗り、体に引っかかった。

　鉄てつ兜かぶとは剣けんに刻きざまれた銘めい文ぶんを一撫なでし、鞘さやに納める。

　ここにもなかった。

　胸の前で一度だけ十字を切る。指先を額に、続いて胸むな元もとに、左ひだり肩かた、右みぎ肩かた──しかし首がない以上その動作はどうしても不完全になる。額に触ふれるはずの指先は虚こ空くうを搔かき、頭のない十じゆう字じ架かが生まれて消えた。

　もうここには何もない。鉄てつ兜かぶとは乗馬靴ぐつの拍車スパーを「ちきり」と鳴らして転回、落ちた兜かぶとを拾い上げて、ふと後うしろ髪がみを引っ張られるように足を止める。

　というより、本当に引っ張られたのだ。

　外がい套とうの裾すそを、万力のような力で摑つかむ何者かがいた。

　死体だった。いつの間にこちらまで這はってきたのか、うつ伏ぶせで左手だけを掲かかげ、外がい套とうを鷲わし摑づかみにしたまま事切れていた。

　右手には、少女が使っていた──彼かれ自じ身しんの心臓をも貫つらぬいた剣けんを、固く固く握にぎりしめて。

　絵筆でべったり塗ぬり付つけたような血けつ痕こんが、少年の倒たおれていた位置からここまでよじれて続いている。とっくに死んでいたはずだ。もはや血の一滴てきも絞しぼりつくし、体温を失う肉体は固くなりつつあるというのに、摑つかむ力は手首を斬きり落とさなければならないほど強い。

　次の瞬しゆん間かん、少年の肉体も消えた。

　全身が赤い霧きりとなり、虚こ空くうに吸すい込こまれるよう渦うずを巻いて消しよう滅めつし、それきりだった。

　被かぶり直した兜かぶとの奥おく、碧へき色しよくの鬼おに火びが幽ゆう静せいに燃える。

　体に大きな力が入ってくる。今しがた破やぶった神速の少女の魂たましいだ。彼女かのじよに刻きざまれた傷は塞ふさがるが、亀き裂れつのような痕あとだけが装そう甲こうと身体からだにくっきりと残っていた。魂たましいを全て吸収できなかったからだろう。多く見積もっても半分程度といったところだと、鉄てつ兜かぶとは感覚で知る。

　もう半分はおそらく、あの少年が持っていってしまったのだ。




　その瞬しゆん間かんのことを、赤アカ鉄ガネ／Ｎｏ．７ナンバーセブンは──遠とお間ま計けい人とは覚えてはいない。

　今、ただ時を待ちながら、自分がなすべきことを遂すい行こうするまでだ。

　生まれる前から持っていたかのように、ひび割れた炎えん刃じんは手に馴な染じむ。赤アカ鉄ガネは祈いのるような手つきで、柄つか尻じりに緋ヒ霧ギリのループタイを縛しばり付つけた。
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　この日は朝から雪が降っていて、一歩進むたびに冷気が顔に痛かった。そういえばそろそろクリスマスも近いんだな──なんてピントのずれたことを考えながら、夕ゆ里り子こは真っ白い歩道に降り立つ。噓うその病欠はこれで最後にしよう。

　平日の昼下がり、寂さびしげな潮騒しおさいを聞きながら、くしゃくしゃになった父のメモ帳を開く。

『山やま村むら氏の証言に矛む盾じゆんなし。が、遠とお間ま君についてははぐらかされる。もっと突つけばわかるか？

　夕ゆ里り子こから電話・声がする？　何も聞こえない。子供の声も。

　無音。渡わたり廊ろう下か・先に聖堂らしきもの。

　何も無し。シンボルも無し。何らかの宗教施し設せつとは別？』

　そこから空白があって、筆ひつ跡せきが乱れる。

『小部屋に写真・蠟ろう燭そく・木らしきもの？　マークあり意味不明。要検証。一人は危険か』

　プリントアウトしたデジタルデータには、小部屋が確かに写ってはいた。

　いたのだが、見返すたびに嫌いやな気持ちになる。

　実際のところ、部屋の様子は靄もやがかかったように白くかすんでいてよく見えないのだ。写像をぼかすのは霧きりや煙けむりの類たぐいでもなく、隅すみから隅すみまでびっしり付着した、指し紋もんだ。

　結界が近い。夕ゆ里り子こにはそんなもの感じ取れないが、範はん囲いは正門からざっと五メートル外までだと紫シ遠オンから聞いている。夕ゆ里り子こは目算の境界ぎりぎり辺りで立ち止まった。

　父はここで死者に絡からめ取られた。その事実に思い至ると、バスの中でも夕ゆ里り子こをつついたある意識が、心の奥おくからまたぞろ鎌かま首くびをもたげる。

　死ぬかもしれない。

　凡ぼん人じんゆえの臆おく病びよう風が、弱気の虫を煽あおり立たてる。

　今にも背中に追いつきそうなほど近付いているこの寒気は、とりもなおさず死の予感だ。いや、死ぬだけならきっとマシな方なのだ。

　逡しゆん巡じゆんは数秒。夕ゆ里り子こは両手で自分の頰ほおを思いっきり叩たたく。

　覚かく悟ごは決めたはずだ──腹をくくり、境界を越こえる一歩を、踏ふみ出だした。

　途と端たんに、「音」の洪こう水ずいに吞のみ込こまれた。

　何かがごうごうと流れる音、粘ねん着ちやく質な水音。大きな歯車の嚙かみ合あうような音、車輪の回るような音、低い何かの排はい気き音。裸足はだしらしき無数の足音、いくつも重なる衣きぬ擦ずれの音、遠とお吠ぼえ、呻うめき、啜すすり泣なき、笑い声、笑い声、笑い声。

　夕ゆ里り子こは総毛立つ。すぐ耳元を赤子の泣き声が過ぎ去っていったように思う。

「どちら様ですか？」

　危あやうく声が出るところだった。声はすぐ真後ろからしたからだ。

　一歩前によろけ出て振ふり返かえると、人の好よさそうな中年が立っていた。

「……おや。うちの子の友達かな？」

　訪問者が幼さを残した少女と知るや、彼かれはふわっと相好を崩くずして小首をかしげる。

　こいつだ。山やま村むら誠せい道どう。

　買い出しにでも行っていたのか、右手に生活用品が詰つまった袋ふくろを提さげている。白しら髪が交じりだが存外に若く、笑い皺じわが深く、かつての怪け我がの影えい響きようか左半身の動きにぎこちなさがある。

「──あの。あたし、鹿か島しま……鹿か島しま夕ゆ里り子こっていいます。この間ここにお父さんが来たって聞いて……その、話を聞きたくて」

　声を震ふるわせないので精せい一いつ杯ぱいだ。山やま村むらは目を見開き、痛ましそうに眉まゆ尻じりを下げた。

「そう……か。あのことは私も知っているよ。不幸な事故だった。寒いだろう、上がりなさい」

　うながす山やま村むらに続き、夕ゆ里り子こは園内に足を踏ふみ入いれる。

　声は潮のように引き、山やま村むらが正面玄げん関かんを開くころには、ほとんど聞こえなくなっていた。




「それで、様子が変だったんです。あたしはその時たまたま電話をしてたんだけど、いきなり叫さけび出して……。何か、ここでもおかしなことありませんでした？」

「ふうむ。特にそういうことはなかったと思うけれど……」

　最初はとにかく「何も知らない普ふ通つうの娘むすめ」でなくてはならない。相手がどういうつもりであっても、自分の方から怪あやしまれるようなことをしてはいけないと決めていた。

　そのようにして会話している限り、山やま村むらはあくまで普ふ通つうの男だった。優やさしく語りかけてくる声こわ色いろと、口元にたたえた柔にゆう和わな笑えみには、夕ゆ里り子こでさえ警けい戒かい心を解きほぐされてしまいかねない瞬しゆん間かんがあった。

「怪け我がは全然ないのに、昏こん睡すいして起きないんです。車だっておかしなことになってて……考えられないことなんです。あたし、何か、普ふ通つうじゃないことが起こってるんじゃないかって」

　少しだけかまをかけたつもりが、山やま村むらはきっぱり否定した。

「いや、ありえないよ」

「そうでしょうか……？」

「そうさ。車はきっとガードレールか何かにぶつかって断だん裂れつしたんだろうし、お父さんは事故のショック状態から抜ぬけ出だせていないだけさ。近いうちに目を覚ますに決まってる」

　心の底から信じているという声こわ色いろだが、どこまで本心なのか夕ゆ里り子こにはわからない。

　二人はしばらく父について話し合った。相手の腹の底がまったく見えないまま、とにかく経過を見守ろう──という結論に落ち着き、話題はやがて別のことへと移行する。

　遠とお間ま計けい人とについてだ。

「──ああ、そうだったね、君は……ええと」

「う……お、お父さんが勝手に言っただけですから」

　父のメモから、彼かれが勝手に夕ゆ里り子こと計けい人との関係をでっち上げたことは知っている。「父が勝手に言ったこと」というのは実際本音だし、話を運ぶにしても他にいい噓うそは無かったのかと恨うらめしい気持ちもあって、思わず赤くなってしまったのがかえって説得力を出せたらしい。

　ともあれ、「遠とお間ま君は親しん戚せきに引き取られて引ひっ越こした」という以上のことを夕ゆ里り子こはあえてほじくらない。その上で話を進めよう。

「それで……その、そういう次し第だいですから。あの、写真なんかはありませんか？」

「写真？」

「手元にあんまりなくて。もう諦あきらめもつきましたから、せめて少しでも顔を見たくて……」

　山やま村むらは快かい諾だくし、写真を取りに一度応接室を出る。ドアを閉める直前に振ふり返かえって、

「小さかった頃ころの写真もあるけど、どうしようか？」

「あ。じゃ、じゃあ、それも……」

　時間がかかるに越こしたことはない。山やま村むらが去っていく足音に耳をそばだて、十秒待ってから行動を開始した。

　応接室から出る。廊ろう下かに人の姿はなく、声もしない。

　まったく父のメモは見事の一言だった。喋しやべりながら探さぐりながらでよくもまあここまで書けたと思うほど詳しよう細さいで、わかる範はん囲いでの簡単な地図まで記しるしてある。感心するのもほどほどに、夕ゆ里り子こは彼かれが辿たどったルートをそのまま早足で突つき抜ぬけた。

　廊ろう下かを進み、宿舎へ向かうのとは別の渡わたり廊ろう下かへ──ここだ。

　聖堂らしき建物は、百年以上前からあるのではないかと思うほど古ふる臭くさく、なかば周りの木々と一体化したような雰ふん囲い気きだ。

　軋きしむ両扉とびら、不思議なほど宗教色のない内装と、全てメモ通り。だとすれば奥おくには──。

　祭さい壇だんの奥おくにある隠かくし扉とびらを開いた時、夕ゆ里り子こは思わず声を上げかけた。

　狭せまい小部屋の中、顔写真も蠟ろう燭そくも全てなくなっていたのだ。

　片付けてしまったのだろうか。父に見つかったことで一度手を入れたのだとしたら、何か手がかりを見つけることが難しくなる。

　そう思った夕ゆ里り子こは、小部屋の「木」に気付く。

　不思議なほど瑞みず々みずしい枝が小部屋の一角を上から下へ貫つらぬき、根のような蔦つたのようなものが壁かべといわず床ゆかといわず這はいまわっている。自分が拉ら致ちされた「餌えさ場」の浴室にも、ごく規模が小さいとはいえ同じようなものがなかったか。

　ふと鼻先を冷気が撫なでる。どこかに風の抜ぬけ道みちがある。見ると木の幹は小部屋の床ゆか板いたを突つき破やぶっており、横に跳はね上あげ式の扉とびらがある。

　地下室だった。




　不思議なほどに誰だれもいない施し設せつ内の廊ろう下かに、声が生まれる。

　無む邪じや気きな子供の声だ。だが声はすれども姿が見えない。声ばかりが増えて反はん響きようする。

　続いて、べちゃ、と水っぽい足音がした。

　音は雪だるま式に数を増やしながら、室内廊ろう下かから渡わたり廊ろう下かへ駆かけていく。




　扉とびらはスムーズに動き、埃ほこりも立たなかった。誰だれかが頻ひん繁ぱんにここを訪おとずれているということだ。中は暗くてろくに見通せないものの、音の反はん響きようからそれなりに広いとわかる。

　念のため持ってきていた小型の懐かい中ちゆう電灯を取り出し、室内の闇やみを照らし出す。床ゆかは遠く、円い光がぽつんと落ちて地下の底を心細げに照らしていた。靴くつ底ぞこに何度となく磨みがかれたであろう階段は、意外なほど堅けん牢ろうな鉄製だ。

　空気が生なま臭ぐさい。降り立った地下室の広さは、ざっと学校の教室一つ分ほどか。

　床ゆかも壁かべもタイル地で、天てん井じようには円形の照明があるがスイッチの場所がわからない。頼たよりない懐かい中ちゆう電灯を慎しん重ちように振ふり、夕ゆ里り子こは部屋の中心にあるものに目を奪うばわれた。

　椅い子すひとつに机ひとつ、車輪のついた手術台のようなもの。それからいくつか機械のようなものがあって、何なのかは皆かい目もく見当もつかない。

　小さいものはモニタ付きの人工透とう析せき機器に似ている。何より中心に鎮ちん座ざしている大きなものだが、確か中に人間を入れて脳をスキャンする──ＭＲＩだったか──がこれと似た形をしていた気がするけど、それにしては形がおかしい。ＭＲＩなら人を通すドーナツ状の孔あなは一つなのに、これは大きいのが二つ、小さいのが一つある。

　まるでおかしな手術室だ。夕ゆ里り子こは機材の表面を見て、ぞっとした。

　シルエットだけなら現代的な医い療りよう機器に見えなくもないのに、表面には赤黒い文字で何かのマークや経きよう文もんのようなものがびっしり書き記されていた。おまけに例の木の根まで表面を這はっており、床ゆかを伝って手術台と各機材を繫つないでいる。

　そう、木だ。結局のところ、これは一体何なのか。

　根を追って恐おそる恐おそる光を走らせると、妊にん婦ぷのように膨ふくらんだ木の幹が、床ゆかにどっしり根を張ってそこにあった。




　渡わたり廊ろう下かを音が突つき抜ぬける。無数の声が嗤わらっている。

　無人の空間に響ひびきわたる囀さえずりはやがて狂きよう的な色をも秘め、開け放たれた聖堂の扉とびらを突つき抜ぬけて中に雪な崩だれ込こむ。古びた木の床ゆかに、最初の手形が塗ぬられた。




　ここまで来て後あと戻もどりはできなかった。

　応接室を出てどれくらいになるだろう。山やま村むらは自分がいないことに気付いているだろう。

　自分の足を動かしているのが、使命感なのか好こう奇き心なのか判別がつかなくなっていた。

　太い幹の下で四方八方から集まる根が複雑怪かい奇きに絡からみ合あい、まるで生き物の腸のようにとぐろを巻いていた。夕ゆ里り子こが近付いてくるのに反応してか、食虫植物がそうするように、ぐぱぁっと音を立ててゆっくり開いていく。

　奥おくには、人一人を簡単に吞のみ込こむほど巨きよ大だいな穴があり、

　中には。

「…………っ[image: ]」

　咄とつ嗟さに口を塞ふさがなければ叫さけんでいた。

　取り落とした懐かい中ちゆう電灯が床ゆかから穴を照らし、光を受けた無数の目がビー玉のように煌きらめく。

　穴の中には、生首がぎっしり敷しき詰つめられている。

　どれもついさっき摘つみ取とった果実のような新しん鮮せんさで、血溜たまりの中で今にも喋しやべり出しそうにすら思えた。しかし一様に血の気はなく、老ろう若にやく男なん女によの区別なくひしめき合う首たちの見開いた目に意思の光はまったくない。人の尊厳さえも。

　首なしの『鉄てつ兜かぶと』が今まで撥はねてきた人間の首だ。

　頻ひん発ぱつする怪かい死し事件において、見つからなかった頭部はここにあったのだ。

　一歩二歩後じさり、呼吸を詰つまらせながら、夕ゆ里り子こはこちら側の見立てが間ま違ちがっていなかったことを知る。

　──あるいは、何者かに呼び寄せられたのかもしれん。

　決行直前、プランを確かく認にんし合う中で、緑狗ロツクは鉄てつ兜かぶとについて推論を述べた。

　──騎き士しは首を求めている。生前失った己おのれの首を探し、その過程で生者の首を撥はねるのだ。かの肉体の大部分は遠い昔に滅ほろびたのだろうが、首だけは骨となってなお残り、森深くの巨きよ木ぼくの下に眠ねむっているという。そのしゃれこうべを何者かが持ち出せば、彼かれはそれを追って現れるだろう。

　言って緑狗ロツクは夕ゆ里り子こを一いち瞥べつし、彼女かのじよがやるべきことの一つを告げた。

　──これから行く場所に『死の木』があれば、そこが騎き士しの寝しん所じよだ。そして、誰だれかがどこかに彼かれの首を隠かくしている。

　木はあるが頭ず蓋がい骨こつが見つからない。鉄てつ兜かぶとが探し求めているというなら、彼かれの寝しん所じよたるこことは別の場所にあるのかもしれない。それでなくとも瑞みず々みずしい生首を搔かき分わけて中をのぞく気にはどうしてもなれなかった。

　吐はき気けを必死にこらえ、夕ゆ里り子こは乱暴にライトを拾い上げて、

　耳元に子供の笑い声。

　四角く開いた地下の出口から手が伸のびてきた。抵てい抗こうする間もなかった。夕ゆ里り子この体はいともあっさり絡からめ取られ、一息のうちに開けた聖堂まで引きずり出されてしまう。

　入口前には、山やま村むらが困ったような顔をして立っていた。

「何をするのかと見ていればまったく……それは良くないな」

　口調はまるきり子供のいたずらを咎とがめる善き父のそれで、かえって怖おぞ気けをふるう。言葉もない夕ゆ里り子こを遠い間合いからじっと見つめ、鼻をひくつかせてわずかに表情をゆがめる。

「……におう。君たちはとてもにおうんだ。肉と血の、とても生々しく芳ほう醇じゆんな生者の香かおりだ。この一帯には仕し掛かけがしてあってね、よそ者が踏ふみ入いるとどこで何をしていても『うちの子』が嗅かぎ取とれるようになっているんだな」

　ようやく絞しぼり出だせた声は、事態の元げん凶きようへの怒いかりがありありと現れている。

「あんたが……！　あんたがあの化け物の首を奪うばって、こんなとこにまで呼び寄せて、利用したんだ！　そうして、人殺しをさせて！」

「利用だなんて人聞きが悪いなあ。私はあの方に協力を仰あおいでるんだよ。力を借りることでね。しかしなんだね、妙みように詳くわしいよな、君は。誰だれかの入いれ知ぢ恵えでもあったのかな。一いつ般ぱん人じんの次元じゃ思い付きもしないことだと思うが」

「そんなのあんたには関係ないでしょ！」

「ないってことないだろう。そこまで詳くわしいんだから、ひょっとしたら私の『研究』と敵対とか競合とかする連中なのかもしれない。教えてくれなきゃ困るんだ。──だんまりだと、君のお父さんとかお母さんも食べてしまうよ？」

　目を剝むいた。山やま村むらの口調は、あくまでも子供に言い聞かせるような優やさしさを崩くずさない。

　そんな調子で、他でもないこの男が両親について言げん及きゆうすること自体が許せない。拘こう束そくされたまま睨にらみつけると、山やま村むらの代わりに手の一本が夕ゆ里り子この頰ほおを撫なでた。

「可愛かわいいだろう？　これは私が素材を組み合わせて造った自じ慢まんの子さ。君やご両親もうまくいけばこの一部になれるから、死んだ後でも怖こわがることはないよ。失敗してしまった子は残念ながら死んだままだけど、最近は結構うまくやれてる」

　冷たい手に包まれながら、夕ゆ里り子こはしばし黙だまった。

　激情を押おし殺ころし、低い声で聞くべきことを聞く。

「…………遠とお間ま計けい人とも、そうする気だったの？」

　突とつ然ぜんの質問に山やま村むらは鼻白むも、彼かれと夕ゆ里り子この縁えんに浅からぬものを感じてか、いかにも痛ましげな表情を見せた。

「計けい人とのことは残念だった。私がもっとうまくやっていれば、この子たちと一いつ緒しよにしてあげることもできたのに。彼かれはきっとその方が幸せだったと思うな。──さ、それで話すのかな、話さないのかな？」

　迷いはない。もう恐おそれもない。

　山やま村むらの口から計けい人とへの見解を聞き出せたという「もう一つの目的」も、ひとまず果たせた。

「あたしは、あんたなんかに役立つことは絶対吐はかない」

「そっか、それは残念だ。なら……」

　は、と夕ゆ里り子こは笑った。

　恐きよう怖ふで気が触ふれたか──そう受け取った山やま村むらはしかし、睨にらみ上げる夕ゆ里り子この目に不敵な光があることに気付く。

「食べるんだったら早くしなよ。でないと、死んだ子が復讐に来るよ」

　天てん井じようの一部が粉ふん砕さいされた。

　瞬しゆん間かん、吹ふき寄せる雪風よりなお早く、真っ黒いスーツの影かげが躍おどり込こんでいた。

　回転する黒い影かげは夕ゆ里り子こを拘こう束そくする手をたちまち微み塵じんに斬きり裂さいてのけ、聖堂の祭さい壇だんを踏ふみ砕くだいて着地。放り出されて尻しり餅もちをつき、夕ゆ里り子こは軽くせき込こみながら彼かれを見上げる。

　右手に一振ふりの刀とう剣けんを下げ、静止した表情でうつむく赤い目の少年。

「ちょ、ちょっと遅おそいよ、赤アカ鉄ガネ。死ぬかと思った……」

「ごめん。──あとは任せろ」

　全てを聞き届けた赤アカ鉄ガネは、肩かた越ごしに夕ゆ里り子こを振ふり返かえってニッと笑えみかけた。




　山やま村むらは突とつ然ぜんの闖ちん入にゆう者に目に見えてうろたえ、しきりに首をかしげていた。

「あれ……あれ？　おかしいなぁ、その娘むすめ以外に別のにおいはしなかったはず──」

　答えの代わりに、赤アカ鉄ガネは空になった小こ瓶びんを懐ふところから取り出した。

　青セイ薇ラから受け取ったものだ。香こう水すい瓶びんの形になったそれを指の力で挟はさみ割ると、『手』から集めた血液の残りが蒸発し、柘榴ざくろの死し臭しゆうひと嗅かぎ分の余よ韻いんを残して消しよう滅めつした。

　敵の血から香こう水すいを作り、同族の臭しゆう気きをまとって忍しのび込こむなんて発想、赤アカ鉄ガネにはなかった。

　しかし効果がどれだけ続くかわからないし、どこでバレるかも知れない。それでも先手は絶対にこちらが取らなければならない。相手に気取られ、先に『鉄てつ兜かぶと』や『手の群れ』を呼ばれるわけにはいかなかった。

　夕ゆ里り子この一番大きな役目は、囮おとりだ。彼女かのじよ自じ身しんの「生者のにおい」で相手の注意を引きつけ、山やま村むらを油断させることこそが。

　ギリギリの綱つな渡わたりは全て成功した。赤アカ鉄ガネは今、核かく心しんの男を間合いに捉とらえている。

「計けい人と？」

「……ただいま、園長先生」

　ふはっ、と山やま村むらが気の抜ぬけたような吐と息いきを漏もらす。

「ああ、計けい人と……よく帰ってきてくれた！　心配してたんだぞ、お前がどうなってしまったのかって。だけど良かった、やっぱりタダで死んだわけじゃなかったんだな？」

　赤アカ鉄ガネにとってはこの園えんも、園長の山やま村むらもひどく懐なつかしいものに映る。ただこの聖堂が何に使うものだったのかは生前ついぞ知ることなく、こんな体になってようやく足を踏ふみ入いれたことが不思議でならない。

　園長先生は子供たちに優やさしい人だったという記き憶おくが、今や違い和わ感かんをともなう。

　間かん髪はつ入れず、核かく心しんの質問を投げる。

「──先生。首なしの鉄てつ兜かぶとを緋ヒ霧ギリにけしかけたのは、あんたなんですか？」

　二人の間に、わずかな沈ちん黙もくがあった。

　山やま村むらは何か弁解しようとしたようだが、諦あきらめて苦く笑しようした。

「……なるほど。もう全部思い出しているんだね」

　今の口ぶりは、事態を深くまで把は握あくしている人間の物言いだ。遠とお間ま計けい人とが死んで境死者ニアデツドの赤アカ鉄ガネとなり、しばらくは記き憶おくを失ったままでいたことを、彼かれは知っている。

「けど、決めつけるのは早くないかな。どうして私がけしかけたと？」

「簡単だ。先生は鉄てつ兜かぶとに命令ができる立場にある」

「なぜそう思う？」

　この男は一体どういう心境で語っているのか。気負うでも勝かち誇ほこるでもなく、お互たがいに問題の答え合わせでもしているかのように、声こわ色いろは穏おだやかだ。昔、苦手な理科を教えてもらったことを赤アカ鉄ガネは思い出す。

「オレは昨日、鉄てつ兜かぶとと直接戦って……負けた。けど奴やつはオレにとどめを刺さす前に、何かに呼ばれるようにしていなくなったんだ。あそこで剣けんを下げる理由が、奴やつにはない。誰だれかが止めたと考えるのが自然だ。先生が言う通り、協力関係にあるっていう誰だれかが、だ」

　山やま村むらは冷静だった。赤アカ鉄ガネの言葉を一つ一つ吟ぎん味みするように、重々しくうなずく。

「……ああ、そうだな。降参だ。お前の考える通りだよ」

「あんたは……っ！」

「けど信じてくれ、なにも悪意があってしたことじゃない。大きな目的があったんだ。そのためのことだ！　お前たちの不幸な結末を、私はずっと悔くいてきた！」

　喰くいしばった己おのれの歯が、赤アカ鉄ガネの中で神経に障さわる音を立てた。

「──目的ってのは、殺した人間を外死者アンデツドに仕立て上げることか!?」

　間ま違ちがえようがなかった。言った時、もはや山やま村むらからは「親」の表情が消えていた。

　いつからそうだったのか──というより気付いていなかっただけで、そっちが山やま村むら誠せい道どうの元の顔なのか。冷静で作業的で観察的な研究者めいた目。睨にらみつける赤アカ鉄ガネの、人外の赤い虹こう彩さいをまともに受けながら、山やま村むらは絵本を読み聞かせるようにこう言った。




「『魂たましい』とは何だと思う？」




　答えられない。山やま村むらが続けるにいわく、

「魂たましいとは、器官だ。定められた手段を整え手順を踏ふめば、はっきりと干かん渉しようすることができる確固たる物質だ。私はどうすればいいのかを知った。一つ訂てい正せいさせてもらうと、素材になった子たちは殺されてなんかいない。生きてるんだ。姿を変えて」

「あ、あんた何言って……」

　混乱する夕ゆ里り子こを手で制し、赤アカ鉄ガネは山やま村むらから目を離はなさない。

「この世界の裏には、外死者アンデツドと呼ばれる死を超ちよう越えつした生まれ変わりがいる。彼かれらは肉体が滅ほろんでもなお在あり続ける『魂たましいの生命体』なんだ。これがどういうことかわかるかい？」

　我知らず、骨が軋きしむほど強く剣けんの柄つかを握にぎり締しめた。

「つまり可能性の話なんだよ、計けい人と。外死者アンデツドの力を借り、人間も魂たましいだけで存在できるようになれば、それは永遠の命ということにならないか？　傷や病も、老いも関係ない。愛する子達たちとずっと一いつ緒しよの時を過ごせるんだ」

　それは外死者アンデツドのやり方だ。

　死した命を世界に留め置き、意思すら持たない何かに変じせしめる忌いま々いましい従じゆう僕ぼくの業わざだ。

　赤アカ鉄ガネは、今まで斬きってきた『手』が何だったのかとうに思い至っている。

「……それに。そのための研究に、卒園していったみんなも使われたんだな」

　かつていた子供たちの写真。○や△や×といったマーク。

　鉄てつ兜かぶとの眷けん族ぞくとはまた違ちがうラインで生み出されたモノたち。卒園というのはきっと建前で、書類は巧たくみに造られ、遠とお間ま計けい人とたちは親族のもとで平和に暮らす彼かれらに会いたいと思いこそすれ自じ分ぶん達たちから連れん絡らくを取ろうとは思わなかった。

　ああ、と山やま村むらは嘆たん息そくした。心の底からの哀あわれみがあった。風か邪ぜを引いた園えんの子供たちを案ずる、あの時のままのため息だった。

「哀あわれな子たちだ。最も必要な時期に愛を得られず、寂さびしい思いをしてきた。──だからもう寂さびしくないように、永遠に一いつ緒しよになれるようにしたんだ。これは私なりの愛だよ」

　──さて。

　議論を切り上げ、山やま村むらがぱんぱんと手を叩たたいた。

　すると、聖堂のあちこちに露ろ出しゆつしていた手がいっぺんに引ひっ込こむ。

　水音とともに無数の手形が天てん井じようの一ヶ所に集まり、堰せきを切ったような赤黒い滝たきとなって聖堂の床ゆかに降り注いだ。

　滝たきは床ゆかで跳はねるでもなくとぐろを巻き、やがてはっきりとした形をなしていく。

「これが、その『みんな』だ。私が造った、外死者アンデツドのプロトタイプさ。生まれたばかりで、いつもとてもお腹なかが空いている」

　濃こすぎるほどの死し臭しゆうを放つ、一つの「卵」があった。

　色は黄ばんだ肌はだ色いろで、大人が四人輪になって抱かかえ込こめるかどうかというほど大きい。ぶよぶよした表面の質感は確かに「肌はだ」のそれで、蠢うごめくにつれて皮ひ膚ふの皺しわがよじれ、青い血管が亀き裂れつのように浮うき上あがって見える。

　あまりも歪いびつな、不ぶ格かつ好こうなその球体が、山やま村むらの提唱する『プロトタイプ』だった。

「だけど計けい人と、お前のそれは外死者アンデツドじゃない、まったく別の哲てつ学がくによる独自のシステムだ」

　興奮に上ずりがちの声は赤アカ鉄ガネでさえ始めて聞くものだった。

「そんなモノの存在は考え付きもしなかった。だからお前が出会ったあの娘むすめをどうにか取とり込こめないかと思ったんだけど、失敗してしまったね──けど結果オーライだね。お前がそうなったんだものな。本当に……昔から、出来のいい子だった」

　合図を下すと、卵が割れる。夕ゆ里り子こが耐たえきれず口を塞ふさいでえづいた。

　球体から、位置も構造も大きさも全てばらばらの人間のパーツが飛び出てきた。

　正面の大きな割れ目が口となり、乱らん杭ぐい歯の奥おくで無数の目が爛らん々らんと輝かがやく。巨きよ大だいな足が四方八方に突つき出でて蜘く蛛もの肢あしよろしく体を支えた。

　まるでテラトマ体だ。女性の胎たい内ないに、腫しゆ瘍ようとして現れる一種の畸き形けい。丸い肉にく塊かいの中に、目や手足や髪かみや歯など、人間を構成する部品を全て内包した肉色の卵。

「下がっててくれ」

　夕ゆ里り子こを片手で下がらせ、赤アカ鉄ガネは一歩大きく前へ踏ふみ出だす。しかしその表情はいつまでも浮うかない。直前にぽつりと、

「やめませんか、先生」

「そうもいかない。お前は今や最高の研究対象だ。その体が欲ほしい」

　ただ、ぽつりぽつりと。

「この家を汚よごしたくない」

「もう、いい子だから、そんなことを言ってくれるなよ。大だい丈じよう夫ぶだすぐ終わる──さあ!!」

　畸き形けいの足に力がみなぎり、いびつな筋肉が軋きしんで聖堂の床ゆかを踏ふみ砕くだいた。

　距きよ離りがあっという間に詰つまる。涎よだれの絡からまる無数の手がこちらに伸のびる。

　赤アカ鉄ガネが、牙きばを剝むいた。

「…………そうかよッ!!」




　閃せん光こう。

　轟ごう音おんと熱風と、鮮せん血けつ。

『プロトタイプ』の巨きよ体たいがいきなり制止し、わずかな間を置いて、破は裂れつした。




「──え？」

　山やま村むらが間の抜ぬけた声を上げる。

　血の雨が降る。赤アカ鉄ガネは上着を夕ゆ里り子こに被かぶせ、自分は黙だまって浴びた。何が起こったのか、赤アカ鉄ガネ以外の誰だれも認にん識しきすらできていない。

　まず閃せん光こうが炎えん刃じんの亀き裂れつから生まれた。

　耳を劈つんざく轟ごう音おんは、何百何千もの擦さつ過か音がほぼ同時に重なったものだ。

　剣けんから発し球体を刻きざみ尽つくしたのは、火色にきらめいてのたうつ無数の「線」だ。片時もまばたきをしなければ人の目にも片へん鱗りんは見えたかもしれず、それらが駆かけ抜ぬけた痕あとが聖堂のあちこちに残っている。鋸のこぎりで斬きりつけたような、ずたずたの切れ口が。

　それは戦いですらなく、ただただ一方的な再さい葬そうに過ぎない。

　せめて、痛みを感じる間もない速さで。

　血が蒸発していく。炎えん刃じんは刀身に光をたたえたまま微び動どう。山やま村むらが築いた不死の成果だけが崩れ去り、赤アカ鉄ガネは乾かわきつつある血の湖を蹴けり立てて平へい歩ほで距きよ離りを詰つめていく。

「ま、……待て、待て！　待ってくれ計けい人と！」

　無言。一刀の間合いに立ち止まり、もう笑えみさえ封ふうじたまったくの無表情で、赤アカ鉄ガネは山やま村むらの目をひたと見すえる。

「まさか、私を殺すつもりか？　そんなはずはないよな!?　こんなことになったとはいえ、家族じゃないか！　お前はそんな子じゃないだろ!?」

　表情をまったく動かすことなく、赤アカ鉄ガネは、ついに剣けんを振ふり下ろさなかった。

「……研究を、止めろ」

「計……」

「子供たちの行方ゆくえも、自分がやってきたことも、全部明かせ。償つぐなうんだ。いいな」

　山やま村むらは片かた眉まゆを上げた。

「あ……ああ。約束……する」

　答えを聞くやいなや、赤アカ鉄ガネは踵きびすを返かえした。夕ゆ里り子この無事を確かめる。以降、山やま村むらには一言もかけることなく、背を向けて一歩二歩と離はなれていく。

　三歩、四歩、五歩──ゆっくりした足取り。

　六歩目で山やま村むらの面めん貌ぼうに獰どう猛もうさが戻もどった。

　プロトタイプのまだ動ける残ざん骸がいをかき集める。肉にく塊かいが、後ろから音も立てず赤アカ鉄ガネに迫せまり、

　七歩目の靴くつ底ぞこに火が生まれる。

　加速。一拍ぱく分の時間も要いらない。目にも留まらぬ速度で最後の残ざん骸がいを斬きり刻きざみ、そのままの勢いで山やま村むらにも刃やいばを浴びせる。

　物心ついたころから世話になっていた、親代わりの園長先生。

　とっくにお見通しだ。子供にやむにやまれぬ噓うそをつく時、彼かれは片かた眉まゆを上げる癖くせがあった。

　振ふり抜ぬいた剣けんは、山やま村むらの体ではなく衣服を切きり裂さいていた。赤アカ鉄ガネは露ろ出しゆつした彼かれの素す肌はだに何があるのか勘付いている。怪け我がでも庇かばうような左半身の不思議なぎこちなさは、近くで嗅かげばわずかながら確かな死し臭しゆうを伴ともなった。

　彼かれの左胸から背中にかけて大きなこぶがあった。こぶは体に同化し、服の上からではほぼわからないほど深く、それでいて生命機能を損そこねるでもなく山やま村むらの心臓とともに脈動していた。

　彼かれは、体内に鉄てつ兜かぶとの頭ず蓋がい骨こつを取とり込こんでいたのだ。

　薫かおる柘榴ざくろに鼻先をくすぐられながら、赤アカ鉄ガネは短く叫さけんだ。

「──探さがし物は、ここにあるぞ!!」

　地下室が震しん動どうした。「死の木」が根を開いたのだ。

　力強い蹄ひづめの音が響ひびき渡わたる。影かげの淵ふちから現れた黒馬は既すでにトップスピードにあり、抜ぬき放はなった剣けんの紫し電でんを鋭するどく引いて獲え物ものに襲おそい掛かかる。

　横ざまの一いつ閃せん。剣けん先さきが赤い血の軌き跡せきを引く。

　山やま村むらの首から上は、タンポポの花のように容易たやすく刈かり取とられていた。

　同時に彼かれの体内から頭ず蓋がい骨こつが露ろ出しゆつした。虚うつろな眼がん窩かに碧みどりの光を宿すそれはジャックランタンのように妖あやしく舞まい、当然そうあるべきだったという軌き道どうで騎き士しの片手に戻もどっていく。

　断面から赤い噴ふん水すいを立てる山やま村むらは前のめりに倒たおれ、しばらくは痙けい攣れんしていた。光る眼めを持つ黒馬がそれに目をつけ、馬とも思えぬ鋭するどい牙きばを剝むいて肉体に喰くらいつく。ねばついた咀そ嚼しやく音が響ひびき、山やま村むらの体は骨まで残さず喰くらい尽つくされ──消えた。

　頭ず蓋がい骨こつを片手に馬から降りる鉄てつ兜かぶとを、赤アカ鉄ガネは真っ向から見み据すえる。

　刹せつ那な、二人の間に炸さく薬やくのような剣けん気きが爆はぜた。

　繰くり出だした炎えん刃じんを処しよ刑けい人の剣けんが受け、甲かん高だかい音を立てて刃は筋を合わせた。

　首を返して済ませるつもりはない。相手だって今さらそれだけが欲ほしかったわけじゃあるまい。ものも言えない夕ゆ里り子この見守る中、赤アカ鉄ガネは息のかかる距きよ離りで鉄てつ兜かぶとを睨にらみつけた。

　なぜ、わざわざ緋ヒ霧ギリのループタイを赤アカ鉄ガネに返したのか。

　仇あだは自分だと教えるような真ま似ねをして、赤アカ鉄ガネの記き憶おくを刺し激げきし、その殺意を喚かん起きしたのはどうしてか──今の赤アカ鉄ガネには、なんとなくわかる。

「ここは場所が悪い……子供たちを、怖こわがらせたくない」

　鍔つば迫ぜりのまま一歩も引かず、しかしそれ以上の斬きり合いを演じるつもりはない。

　ここで逃のがしたところで、彼かれはいなくならないという確信が赤アカ鉄ガネにはある。

「次はオレが返してもらう。──オレたちを殺した場所に来い。来なければ、地じ獄ごくの果てまで追いかけてやる」

　一歩大きく退き、互たがいに剣けんを下げる。

　馬が出口の向こうで待っている。分厚い乗馬靴ぐつの底が床ゆかを叩たたき、鉄てつ兜かぶとは悠ゆう然ぜんと聖堂を出て行った。すれ違ちがいざま、柘榴ざくろの死し臭しゆうと共に緋ヒ霧ギリの香かおりが鼻先をくすぐった。

　地形を無視した蹄ひづめの音は三度を数えるやいなや不意に消え、もう何の気配も残らない。

　あとには二人分の鼓こ動どうと、静せい寂じやくだけがあった。
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「良かったのね？」

　聖堂の外で待っていた紫シ遠オンは、開口一番そう問うた。

　一人でやらせてくれ、という赤アカ鉄ガネの希望を聞き入れ、彼女かのじよが聖堂内に足を踏ふみ入いれることは最後までなかった。

「ああ。──そっちは？」

　夕ゆ里り子こに肩かたを貸し、赤アカ鉄ガネはあくまで気き丈じように振ふる舞まった。不思議とすっきりした表情。

　紫シ遠オンは右手に書類の束を掲かかげる。隠かくし部屋の写真も含ふくめた、山やま村むら誠せい道どうの研究と実験のより詳しよう細さいな記録がそこにあった。証しよう拠ことしてはこれ以上ないものの、人の法に照らし合わせた罪として立証することは不可能だろう。

　とはいえそれは人間の都合であって、境死者ニアデツドとしては今後の空から巣す岩いわでの活動のいい手がかりになる資料だ。紫シ遠オンはもののついでに、周辺に張られていた「結界」を破は壊かいしてもいた。地下の幹を中心として細く細く伸のびた死の木の根が、放射状に敷しき地ちの四よ隅すみまで伸のびていたのだ。

　全ては元通り。この場所は、外と何も変わらないただの静かな施し設せつだ。

「ご、ごめ……もう、あ、歩けるから」

　と強がって赤アカ鉄ガネから離はなれる夕ゆ里り子こだが、一歩離はなれて支えをなくした途と端たんへなへなと崩くずれ落おちてしまう。ほぼ無傷でも、とにかく精神的に堪こたえた。

　鉄てつ兜かぶとの威い容ようも、人間が死ぬ瞬しゆん間かんも、彼女かのじよは初めて見たのだ。

「大だい丈じよう夫ぶ？」

「う、うん、ありがと……」

　紫シ遠オンに手を取られ、細さに似合わない腕わん力りよくであっさり引き上げられる夕ゆ里り子こ。勢いでよろけるその耳元に口を寄せ、紫シ遠オンは微び妙みように照れくさそうにつぶやく。

「あなたはよくやってくれたわ。おかげで、何もかも上う手まくいった」

「あ──その。うん」

　最初は反対した手前ちゃんと褒ほめるのが恥はずかしいのか、紫シ遠オンは一度言ったきりプイとそっぽを向いた。

　視線の先には赤アカ鉄ガネがいて、そんな二人をどこか微ほほ笑えましげに見守っている。

「じゃ、早いとこずらかろう。ここにはもう何もない」

「……赤アカ鉄ガネ。あなたは大だい丈じよう夫ぶなの？」

　直後、答えに窮きゆうする一いつ瞬しゆんが確かにあった。

「──心配するなよ。むしろ、色々わかってすっきりしたくらいだ」

　紫シ遠オンと夕ゆ里り子こは目を見合わせるも、先んじて歩き出した赤アカ鉄ガネを前にこれ以上の追つい及きゆうをひとまず止めておいた。

　帰りは少し変則的なルートを使わなければならない。赤アカ鉄ガネと紫シ遠オンは姿を消せるからまだしも夕ゆ里り子こはそうはいかない。なにしろあんなことがあった後だ。山やま村むら誠せい道どうはおそらく失しつ踪そうということで処理されるだろうが、平日昼間に当の現場から女子高生がバスに乗るのはまずい。

　よって夕ゆ里り子こは、赤アカ鉄ガネか紫シ遠オンに抱だかれて街まで向かう手はずだった。人目につかないルートは選定済みで、正門以外の抜ぬけ道みちは赤アカ鉄ガネが知っている。施し設せつを大きく回まわり込こみ、北側の宿舎の裏へ回れば防風林があって、やがて砂すな浜はまに出る。そこをぐるっと迂う回かいすれば道に合流できた。

　しかし宿舎に差しかかった時、一階の窓がかららと開いた。

「──けー兄ぃ？」

　幼い声。

　誰だれのことかもわからない呼びかけに、ぎくりと反応したのは赤アカ鉄ガネだけだった。

　続く紫シ遠オンはまさかという顔で窓に目を向ける。姿を消した境死者ニアデツドを見つけられる例外的な存在はいくつかある。動物、ごくまれに直感に優すぐれた人間──特に、幼い子供だ。

　まだ就学前の、３～４歳さい程度であろう女の子が窓から身を乗り出した。

「けー兄ぃ……やっぱりけー兄ぃだ！　おかえりなさい！」

　その子のことを、もちろん赤アカ鉄ガネは思い出している。

　計けい人とという名前から、遠とお間ま計けい人とは年少からそう呼ばれ慕したわれていたことも。

　ほんのわずか、赤アカ鉄ガネの表情が崩くずれかけた。肩かた越ごしに目くばせを受けて紫シ遠オンはうなずき、夕ゆ里り子こを連れて先を急ぐ。赤アカ鉄ガネは伏ふし目めがちに女の子と向き合った。

「……うん。ちょっと、用事で。モモは元気にしてたか？」

「うん、げんき！　ちゃんとね、おやさいも食べてるよ！　ニンジンもすき！」

「そっか。いつも偉えらいな、モモは」

　褒ほめられて気をよくしたのか、モモは嬉うれしそうにその場でとんとん跳はねた。窓から一いつ生しよう懸けん命めい身を乗り出そうとしつつ、あのねあのね、ともたつきながら、

「でもでも、けー兄ぃどこいっちゃったのかなってみんなね、ゆっててね。かえってきたんだよね？　もうずっとおうちにいるよね？」

「あ……いや。違ちがうんだよ。今日は忘れ物を取りに来ただけなんだ。もう行かなくちゃ」

　モモは、大きな目をもっと大きくして赤アカ鉄ガネを見つめていた。

「いなくなっちゃうの？」

「うん」

「またくる？」

「……約束はできない」

　むぎゅっ──とモモが泣きそうになった。赤アカ鉄ガネはそんな彼女かのじよの頭をいたわるように撫なでてやる。感かん触しよくは、手に懐なつかしかった。

「泣いちゃだめだぞ。遠くに行っても、オレは元気だから。モモのこと見守ってるからな」

「うん……」

　最後まで顔を向けることはできない。自分はもう、人間の遠とお間ま計けい人とじゃない。

　ぎりぎりで涙なみだをこらえたモモのことを、やっぱり偉えらいと赤アカ鉄ガネは思う。彼女かのじよが元気で本当に良かった。願わくは、これからも人間として健すこやかに生きていってくれればいい。

　と、モモはいきなりこんなことを言った。

「けー兄ぃは、ケッコンしたんでしょ？」

　きょとんとした。

「結けつ婚こん？　そんなこと、誰だれか言ったか？」

「だってけー兄ぃ、好きなひといるんでしょ。コイビトだってみんな言ってた。コイビトとケッコンしたんだって、それでしあわせになるんだって」

　そんなことまで話してただろうか。

　ああ──いや、少し話題には出した覚えがある。帰りが遅おそいことを心配されて、少し人との待ち合わせがあったんだ、と。どこで誰だれと、とまでは口が裂さけても言えなかったけれど、ませた奴やつがきっと恋こい人びとだなんてはやし立てて。

　間ま違ちがっても恋こい人びとなんかじゃなかったけれど、あの時のうろたえようを見れば、好きな人に会いに行っているなんて子供にだって察しがつくだろう。みんなまだ覚えていたのか。

　けど。

「違ちがうよ、結けつ婚こんなんて。なんていうか、その子からはさ……振ふられちまったんだ。はは」

　なんとか冗じよう談だんめかして笑うことはできた。ただ少し動どう揺ようしてしまったせいで、顔を隠かくすことを忘れた。

　間近に赤アカ鉄ガネと視線を合わせて、モモは純じゆん粋すいな目をきょとんと丸くする。

「──ないてるの？」

「え」

　一いつ瞬しゆん、何を言われたのかわからなかった。

「おめめがまっかだもん」

　反射的に指で触ふれても、頰ほおは乾かわいている。

　境死者ニアデツドであること、人外であることを何より端たん的てきに示す真しん紅くの目。その色を指して「泣いている」とは、つくづく子供は純じゆん粋すいだと思う。

「な、──泣いてないって。大だい丈じよう夫ぶだよ。モモこそ、けー兄ぃがいなくなって泣くなよ？」

「……うん」

「じゃあ、そろそろ行くわ。……元気でな。みんなと仲良くしろよ。幸せになれよ」

「うん。──ばいばい、けー兄ぃ」

　笑いかけると、幼い顔が満面の笑えみを返す。

　モモは窓から身を乗り出して、立ち去る赤アカ鉄ガネをやけに神しん妙みような顔で見つめていた。

　彼女かのじよなりにこれが見納めと覚かく悟ごしてのことか、それとも泣きそうに見えた「けー兄ぃ」を心配してくれているのだろうか。肩かた越ごしに一度だけ手を振ふると、何度もぶんぶん振ふり返す。

　赤アカ鉄ガネはもう振ふり返かえらなかった。その背を、モモはいつまでも見送った。消えない背中を。




　敷しき地ちを出て木々を抜ぬけると、砂すな浜はまで紫シ遠オンと夕ゆ里り子こが待ってくれていた。

「急ごう。久々の顔なもんで、つい話はなし込こんじまった」

　ことさら明るく言い放つ赤アカ鉄ガネに、紫シ遠オンは何な故ぜか首を振ふった。

「まだ、時間はあるわ」

「は？　何言ってんだよ、早くしな、きゃ」

　声が少し震ふるえていることを今さら自覚した。突とつ入にゆう前から張りつめていた糸はとっくに切れ、赤アカ鉄ガネは自分の心に開いた空くう洞どうの大きさを今になってようやく自覚する。ほんのわずかに息を詰つまらせ、引き寄せられるように来た道を振ふり返かえった。

　──好きな人、か。

　遠くなった家は、木こ陰かげに阻はばまれてもう見えない。

「……ごめん、少し……」

「いいの。待つから」

　蘇よみがえった記き憶おくが、これまで起こったことが頭の中で巡めぐり巡めぐっている。

　廃はい墟きよの劇場、育った宿舎、何度となく通ってきた道。いなくなってしまった人々。いなくなってしまった子供たちと、まだあそこにいる子供たち。──いなくなってしまった、彼女かのじよ。

　あの時どうして、ちゃんと言えなかったのだろう。

「──オレも、緋ヒ霧ギリのことが好きだったんだ」

　そこまで言い切るのがようやくだった。

　赤アカ鉄ガネの背中合わせに立ち、紫シ遠オンも夕ゆ里り子こもしばらく何も言わなかった。
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　斬きり落とした首の数など、「彼かれ」は生まれてこのかた数えたこともなかった。

　なんとなれば斬ざん首しゆは死し刑けい執しつ行こう人にんの責務であり、彼もまたその血を継つぐ者だったのだから。

　彼かれにとって落ちる首は物体に過ぎず、振ふり抜ぬく剣けんが謳うたう「永久の生」を内心では信じてなどいなかった。死者の魂たましいに本当に救済があるのなら、転がる生首の目はもっと希望に満ち満ちているべきではないか。

　死すべき者は相応の理由があって死ぬのだ。この世には因果しかない。ならば誰だれもかれも、己おのが因いんによってただひたすらに死に果てるがよい。男は、いつしか首刈かりに独自の哲てつ学がくを持ち始めていた。

　そんな面めん貌ぼうに先代は凶きよう気きの相を見て、息子むすこを放ほう逐ちくした。故国にいることもできず、流れに流れた男はやがて遠い異国の地で傭よう兵へいとなる。

　そこにこそ、生きる道があった。

　彼かれは当時でも時代錯さく誤ご的であった剣けんを用い、銃じゆう撃げきの中を駆かけ抜ぬけて、敵の首を落として落として落としまくった。しかし支給された数打ちの長ちよう剣けんが手に馴な染じむことはついぞなく、男は最後まで故国に置き去った断頭の剣けんを思おもい煩わずらうことになる。

　そして個人の奮ふん闘とうとは無関係に戦いくさの大局が決まり、気付けば男は敗残兵となった。

　最後の朝、男は逃にげていた。愛馬を鞭むち打うち、あられもなく。

　この手で撒まき散ちらした幾いくつもの死が、ついに己おのれ自身にも王手チエツクをかけていた。民たみにすら石もて追われた。敗者側の英えい雄ゆうなど、今となっては単なる大量殺人者に過ぎなかった。

　追い打つ怒ど号ごうが、通り過ぎる木々のざわめきが、びょうびょうと吹ふき荒あれる風が、死者の怨えん嗟さとなって高らかに歌う──死ね。死ね。死ね。死ね。死んでしまえ。お前は今ようやく、己おのれ自身が積み重ねた因いんによって果てるのだ。

　恐おそろしかった。生き永らえられるなら悪あく魔まに魂たましいを売うり渡わたしてもいいとさえ思った。

　運命に恐きよう怖ふし、血まみれになりながら捧ささげたありったけの願いは、いもしない神に届くはずもなかった。

　１７７９年の真冬。誇ほこりも捨てた逃とう路ろの最果て、枯かれきった森のしじまで男は死んだ。

　奇くしくも、何度となく自分がしてきた斬ざん首しゆによって。

　男の逃にげた先を教えたのは、傭よう兵へい時代に身を寄せていた小さな村の民たみ。かつて密ひそやかに愛し合った一人の女だ。




　──それで。

　渇かつ望ぼうの果てに得た「不死の生」とは、祈いのりに足るものであったか、怪かい物ぶつよ？




　二人、廃はい劇場に並んで歩く。

　赤アカ鉄ガネはネクタイをゆるめ、紫シ遠オンはケープコートを脱ぬいで肌はだを外気に晒さらした。

「これで最後よ、赤アカ鉄ガネ。やるべきことはわかるわね？」

「ああ。奴やつを倒たおして、緋ヒ霧ギリの魂たましいを取とり戻もどす……必ずだ」

「上等ね。わたしはあなたを全力でサポートする。集中しなさい、再さい葬そう──」

　合図を、赤アカ鉄ガネは笑って遮さえぎった。

「いいんだ、それは。──もう迷わない。オレはオレの殺意で戦う」




　巨きよ大だいな墓ぼ標ひようめいた廃はい墟きよの只ただ中なかに立ち、『鉄てつ兜かぶと』は己おのれの頭ず蓋がい骨こつを見下ろしている。

　風通しのいい首から上にそれを乗せると、瞬しゆん時じに再生が始まった。椎つい骨こつの継つぎ目めが繫つながり、強こわ張ばった死人の皮ひ膚ふが張り付いて、牙きばを持つ口が冬より冷たい吐と息いきを絡からませる。被かぶり直して素す顔がおを隠かくす兜かぶとの奥おく、碧みどりの双そう眸ぼうが放電現象のようなスパークをまたたかせて光を取とり戻もどす。

　灰色の視界に人ひと影かげが一つ現れる。死し刑けい執しつ行こう人にんのように、右手に有形の死を携たずさえて。

　天てん井じように開いた穴が天然のスポットライトのように床ゆかを照らし、白い雪を注いでいる。




　あの日も、雪が降っていた。
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『君は、永遠の命などというものが存在すると思うかね？』

　一人家に戻もどった夕ゆ里り子こは、コードレスの子機から緑狗ロツクの電話を受けている。

　携けい帯たい電話の普ふ及きゆうしきった現代においても彼かれはなぜか固定電話にこだわる。本人なりの美学なのかとも思ったが、聞けば「数が多すぎるから混乱する」とも言っていたし、半分かためんどくさいだけなのだろうか。

　リビングの窓辺に腰こし掛かけ、夕ゆ里り子こはインスタントのコーンスープで体を温めながら答える。

「……よくわかんない」

『正しい感想だ。だが想像したことは？　幼い頃ころの夢物語にでも、人はどうあがいてもいつか死ぬと、一生の終わりは免まぬがれない──と』

「うん。それは、ある、確か。怖こわいだけだから、そのうち考えないことにしたの」

『そう、それが普ふ通つうだ。不死への憧どう憬けいは結局その延長に過ぎないのだよ。時としてそんな夢に妄もう執しゆうを捧ささげてしまう人間もまた、歴史上数えきれないほど現れては消えた』

　赤アカ鉄ガネと紫シ遠オンはもういない。ここから先の戦いに夕ゆ里り子この助力は必要なかった。というより、危険すぎて近付くことさえ許されなかった。緑狗ロツクがいきなり電話をかけてきたのは、置いてけぼりの夕ゆ里り子こを気き遣づかってという理由もあるかもしれない。

『敢あえて断言するならば、そんなものは存在しない。あるいは人の身を捨ててしまえば永遠に等しい寿じゆ命みようは得られるかもしれないが、それだけだ。永い時は魂たましいを摩ま耗もうさせる。その者を世界に繫つなぎとめる縁よすがは時間が全て振ふり落おとし、かつてあった想おもいも信念も露つゆと消えていく。そして心が壊こわれてもなお在あり続ける者は、やがて己おのれが存在を維い持じするためだけの、ただ一ひと塊かたまりの本能となってしまうだろう。そのようなモノを、私は生きていると認めない』

　緑狗ロツクの声の他には秒針の音しか聞こえず、住宅街は静かなものだった。

　夕方にほど近い、午後の小康状態。これからほんの一時間もすれば、学校帰りや仕事帰りの人々が道に溢あふれるのだろう。一日にこんな空白の時間があることを夕ゆ里り子こは初めて知った。

「じゃあ……そんなことになっちゃった奴やつは、どうすればいいの？」

『自分では止まれない。もとより理ことわりを外はずれた存在だ、多くは正気すら持ち合わせていない。だからこそ我々のようなものが必要になる。再さい葬そうとは、彼かれらにとっての救いでもある』

　電話口の向こうで、緑狗ロツクはどこか自じ嘲ちよう気味な笑えみを漏もらした。

『──あるいはそうしたお題目こそ、他ならぬ我らの正気を守る薬なのかもしれんがね』

　そうなのだろうか。境か死れ者らもまた化けの皮を剝はいでしまえば、人食いの怪かい物ぶつと何ら変わらないのだろうか。夕ゆ里り子こはそうは思わない。

　陽が傾かたむくにつれて雪雲は濃こさをいや増し、夕暮れに先んじて地上を暗く閉とざす。薄うす闇やみの中に去っていった二人の後ろ姿が、夕ゆ里り子この網もう膜まくにまだ色いろ濃こく焼き付いていた。
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　初手は赤アカ鉄ガネの斬ざん撃げきから入った。

　畳たたみかけるような炎えん刃じんの連れん撃げきを、躍おどるシルクにも似た流りゆう麗れいな剣けん捌さばきが弾はじく。至近距きよ離りから睨にらみ上げる兜かぶとの奥おくの碧みどり。正面からの剣けん技ぎで勝てるとは思っていない。赤アカ鉄ガネの視線はそのまま鉄てつ兜かぶとの直上に向けられた。

　天てん井じようの穴から、紫シ遠オンが飛とび込こんできていた。

『六ろく葬そう・血けつ杭こう』を直下に向けて急降下、体全体を一筋の槍やりと化して鉄てつ兜かぶとの串くし刺ざしを狙ねらう。理想的な位置取りと落下速度、薄うす闇やみの中に雪を散らして赤い閃せん光こうの軌き跡せきが引かれた。

　ぞるッ──と兜かぶとの奥おくにある「眼め」が真上を向く。

　鉄てつ兜かぶとは赤アカ鉄ガネを弾はじき飛とばし、半円軌き道どうを描えがいた剣けん先さきがぴたりと真上を向く。

　甲かん高だかい音がして、血の杭くいが砕くだけ散ちった。

　紫シ遠オンの体が衝しよう撃げきに吹ふき飛とばされ、くるくる回転しながら着地。杭くいは破は片へんから液状に戻もどって雨となり、さあっと音を立てて飛び散った。紫シ遠オンは舌打ち、シリンダーから血けつ杭こうを再装塡リロード、その隙すきを狙ねらって鉄てつ兜かぶとが追おい討うちの剣けんを振ふり上あげる。

「させるかッ！」

　赤アカ鉄ガネが割わり込こみをかけて突つきを放つ。即そく応おうした鉄てつ兜かぶとは手首を返し、炎えん刃じんの切っ先を柄つか尻じりでいなしてのける。体勢を立て直した紫シ遠オンが杭くいを回転させ、赤アカ鉄ガネの隙すきを埋うめる形で抉えぐり込こむような突つき。鉄てつ兜かぶとはわずかに体を傾かたむけ、堅けん牢ろうな鎧よろいでそれを受ける。表面に火花が散る。

　鉄てつ兜かぶとは二者に対しなお悠ゆう然ぜんと、幽ゆう鬼きのような体たい軸じくを躍おどらせて誘さそった。

　積もる雪を白く浮うき上あがらせるほどに、激戦の火花は激しかった。

　赤アカ鉄ガネがアタッカーとなり、紫シ遠オンが間かん隙げきを突ついて攻せめる。紫シ遠オンのサポートのタイミングはどれも完かん璧ぺきだった。即そつ興きようと思えないコンビネーションには、紫シ遠オンと緋ヒ霧ギリが重ねた経験値の深さを感じさせる。

　だが、まだ鉄てつ兜かぶとには届かない。炎えん刃じんは鉄てつ壁ぺきを破やぶりきれず、幾いく度どとなく砕くだかれた血けつ杭こうの破は片へんが周囲の床ゆかを赤く染めていた。

　そして、だから良かった。そろそろだ。剣けん戟げきの中、紫シ遠オンの仕込みは終わっていた。

「紫シ遠オン！」

「──硬こう化かッ！」

　紫シ遠オンが短く叫さけんだ瞬しゆん間かん、雪を染め上げる赤い泉が固形化した。

　血けつ杭こうは彼女かのじよ自じ身しんの血を硬こう化かさせて作ったもの。一度砕くだけたものであっても、再び硬こう化かして槍やりへと変ずることができる。

　四方八方から突つき出でた槍やりが、下から敵に殺さつ到とうした。

　鉄てつ兜かぶとが防ぼう御ぎよ態勢を取る。杭くいの一本一本は巧たくみに直ちよく撃げきをいなされたが、しかし大人の背せ丈たけほども伸のびたそれらは即そつ興きようの檻おりとなり、鉄てつ兜かぶとを縫ぬい止めていた。

　赤アカ鉄ガネが血の檻おりを潜くぐり抜ぬけて間合いに入る。下から掬すくい上あげ、正中線を割って脳天までの開きにするコース。しかし赤アカ鉄ガネが狙ねらいをつける目の前で、鉄てつ兜かぶとの輪りん郭かくが火の色に浮うかび上あがるのが見えた。

　──そうかい、そいつを待ってたよ──！

「加速ッ!!」

　肉体が心臓の拍動カウントダウンを始め、赤アカ鉄ガネと鉄てつ兜かぶとがまったく同時に同じ速度域に達した。

　血の槍やりが瞬しゆん時じに斬きり砕くだかれる。赤アカ鉄ガネと鉄てつ兜かぶとの間で、秒間二十を下らぬ斬ざん撃げきがかち合った。

　加速状態の限界は、鼓こ動どうが十度。一、二──相手は左さ腕わん一本、風圧がこちらのジャケットとあちらの外がい套とうを浮うき立たたせ、まともな動体視力には赤い嵐あらしにしか見えない攻こう防ぼうの奥おくで無機質な兜かぶとが冷えている。

　作戦通りだ。奴やつを一ヶ所に縫ぬい止め、剣けんはこっちの全速で封ふう殺さつする。

　その間、紫シ遠オンが何もしていないはずはない。

　彼女は鉄てつ兜かぶとの右から入った。十じゆう字じ砲ほう火かの形で間合いを詰つめ、手の内の杭くい打うち機を絞しぼるように構える。血色の杭くいが、ぎゅるりと渦うずを巻く。

「形態変化──穿ド孔リ杭ル……!!」

　血けつ杭こうに通常より多くの血液量を傾かたむけ、より攻こう撃げき的な形態へと変化を遂とげる。

　岩がん盤ばんをも貫つらぬく威い力りよくの、敵を装そう甲こうごと突つき通とおす理想的な一手──のはずだった。

　鉄てつ兜かぶとの碧みどりの火が、ちかりとまたたいた。

　瞬しゆん間かん、まったく予期せぬ方向からの衝しよう撃げき。

　紫シ遠オンの肉体が、横合いから現れた「何か」に吹ふき飛とばされた。

　床ゆかに真っ黒な影かげが滲にじんでいる。飛び出したものを赤アカ鉄ガネは視界の端はしでとらえる。芸術的なほどに壮そう健けんかつ禍まが々まがしい漆しつ黒こくの、馬の後ろ脚だった。

　鉄てつ兜かぶとの愛馬「デアデヴィル」の脚あしだ。

　影かげの淵ふちから重機にも匹ひつ敵てきする脚きやく力りよくで、紫シ遠オンの胴どうを蹴けり潰つぶしていたのだ。

　状じよう況きようは二対一でなく、最初から二対二だった。攻こう勢せいが入いれ替かわる。鉄てつ兜かぶとは赤アカ鉄ガネを嘲笑あざわらうかのように間合いを外はずし、まだ空中にある紫シ遠オンを照しよう準じゆんしていた。追うのが遅おくれた。鼓こ動どうは七回。まだ同等の速度にあり、火の粉をまとう鉄てつ兜かぶとの外がい套とうが刃じん圏けんの外で翻ひるがえる。

　その指先が「ぱちん」と打ち鳴らされた瞬しゆん間かん、幽ゆう鬼きの影かげが質量を持った。

　影かげから生まれた無ぶ骨こつな手斧ハチエツトが、紫シ遠オン目がけて射出された。

　円えん盤ばん状に回転しながら同時に八発。わずかに遅おくれて、超ちよう音速の小さな衝しよう撃げき波はが生まれる。

「が……ッ!?」

　宙の紫シ遠オンが手斧ちようなの狙そ撃げきを受け、天てん井じよう近くの壁かべに縫ぬい止められる。

　畳たたみかける攻こう撃げきは境死者ニアデツドの再生速度をも超こえていた。赤いペイントボールを投げつけたように染まった壁かべ際ぎわで、紫シ遠オンは血けつ杭こうを取り落とし、そのまま動かなくなる。

「紫シッ──!!」

　仲間を案ずるか、鉄の意思で敵にのみ集中するか。

　赤アカ鉄ガネは後者ができなかった。紫シ遠オンに注意を持っていかれた一いつ瞬しゆんが、まさに致ち命めい的な隙すきだ。

　十度目の鼓こ動どう。加速が終わり、二人の間の時が戻もどる。だが鉄てつ兜かぶとは既すでに剣けんの間合いに入り、赤アカ鉄ガネに処しよ刑けい人にんの剣けんの切っ先を向けている。

　平へい坦たんな剣けん先さきが、人外の怪かい力りきでもって赤アカ鉄ガネの胸にねじ込こまれた。

　刺し突とつではなく、平へい坦たんな剣けん先さきで放たれるがゆえ「打だ撃げき」と呼ぶにふさわしい。

　かッ──は。

　灼やける吐と息いきが咽いん喉こうを焼いた。体が浮うく。まだ終わらない。鉄てつ兜かぶとは剣けん先さきを赤アカ鉄ガネに突つき込こんだまま踏ふみ込こみ、床ゆかの瓦が礫れきを蹴け散ちらして走はしり抜ぬけた。

　鉄てつ兜かぶとの足元に影かげが生まれる。光る眼めと獰どう猛もうな鼻息が露あらわになる。走る主の下から現れ、そのまま鞍あん上じように導く黒馬デアデヴィル。最さい期ごの瞬しゆん間かんまで主を乗せて走り続けたように、蹄ひづめは今なお勇ましく力強い。

　馬上の鉄てつ兜かぶとから剣けん先さきを押おし付つけられ、赤アカ鉄ガネは床ゆかに縫ぬい止められたまま、おろし金にかけられたように床で削けずられた。剣けん先さきは赤アカ鉄ガネの胸骨を粉ふん砕さいしてなお止まらず、右の肺まで捻ひねり潰つぶしており、逆流する血が口こう腔こうから溢あふれ出でた。

　そのまま赤アカ鉄ガネは、廃はい劇場の壁かべをもぶち抜ぬいて外の豪ごう風ふうに晒さらされた。

　放り出され、慣性で更さらに何十メートルも転げ、塵ちりにまみれてようやく止まる。

　視界が一気に開け、雪空が満点に広がっていた。

　廃はい劇場の外、やたらに広い駐ちゆう車しや場だった。あちこちに廃はい車しやが転がるアスファルトの荒こう野やは、まるで忘れ去られた闘とう技ぎ場のようでもある。

「…………く、」

　かろうじて修復が始まる。彼方かなたから続く赤い線が全部自分の血けつ痕こんだと信じられない。

　線上の彼方かなたから嘶いななきが一つ。誇ほこらしげに屹きつ立りつするデアデヴィルから飛び降り、鉄てつ兜かぶとは芸術的でさえあるシルエットで剣けんを振ふりかざした。

　強すぎる。

　空気が欲ほしいという渇かつ望ぼうが、肺がどうにか機能するようになるまで狂くるおしく続いた。血染めのナメクジにでもなった気分だ。

「──く、く。──くっく、くくくくく……っ！」

　だが、闘とう志しはまだ折れていない。

　血の味を嚙かみしめる口から悪あく魔まじみた笑いが漏もれる。緋ヒ霧ギリも同じ戦いをして、同じような傷を受けたかと思えは、痛みさえも悪くない。




　あれが。

　緋ヒ霧ギリを、正面から打ち負かした外死者アンデツドの力か。

　紫シ遠オンの意識はひどく混こん濁だくしていた。まだ、ぎりぎり体は動く。

　手斧ハチエツトを一つ一つ慎しん重ちように引ひき抜ぬく。抜ぬいた端はしから体が重力に引かれ、まだ縫ぬわれている部分が引きつれて肉が抉えぐれた。抜ぬいた手斧ハチエツトは影かげとなって霧む消しようした。

　ようやく全部抜ぬき終わると同時に、紫シ遠オンは受け身も取れず、床ゆかにべちゃっと落ちた。

　ごぱッ──、

　どろどろのスープのようになった腹の底から赤黒い液体が溢あふれて、口から出る。

　傷の治りが遅おそい。やはり奴やつの攻こう撃げきは、葬そう器きと似たような効果があるらしい──物理的な破は壊かいではなく、境死者ニアデツドの魂たましいそのものに干かん渉しようしてダメージを与あたえるような。

　血を集めなくては。念じるとともに、飛び散った自分の血が霧きり状になって浮うき上あがる。

　葬そう器きのシリンダーが開いて血けつ霧むを受け入れ、採血後の注射器のように内部を満たしていく。

「──血けつ杭こう最大硬こう化か、圧縮──形態変化──」

　赤アカ鉄ガネが──Ｎｏ．７ナンバーセブンが「加速」を使うように、紫シ遠オンは自身の血液を自在に操あやつる力がある。

　傷口からの出血は続いている。紫シ遠オンはそれさえもシリンダーに装そう塡てんし続けた。

　夢遊病者のように立ち上がり、ふらつきつつも再生のリソースを手足に割さいた。今はとにかく体さえ動けばいい。

　普ふ通つうこれは今すぐ撤てつ退たいするべきケースだ。火急にデッドアングルに戻もどり、体勢を立て直して装備を整え、可能なら援えん軍ぐんを呼ばなくては。

　だが、紫シ遠オンはそうしなかった。今も赤アカ鉄ガネが戦っているから。

　きっと緋ヒ霧ギリも同じような理由で退ひかなかったのだろう。頭の隅すみでそう思いながら、紫シ遠オンは今の自分にできること、血けつ杭こうを用いた「最後の手段」を断行すると決意した。




　また、同時に加速した。

　塞ふさぎきらない傷から血が噴ふき出でるも、出る端はしから再生して強ごう引いんに間に合わせた。

　喧けん嘩か独ご楽まのように弾はじかれながら、赤アカ鉄ガネは決して攻せめ手をゆるめない。仕し掛かけるのはこちら、敵には徹てつ底てい的てきに守らせなければならない。逆では絶対にいけない。片かた腕うででも相手の怪かい力りきは絶大だ。正面から奴やつの剣けんを受けきることはおそらく赤アカ鉄ガネにはできない。

　だから速く、ただ速く、幾いく千せんの斬きり込こみの狭はざ間まに勝機を見み出いださなければならないのだ。

　だが、速いだけでは勝てない。

　加速が終わる。鉄てつ兜かぶとは無傷。こちらの両りよう腕うでだけがびりびりと痺しびれるばかりで歯は嚙がみし、近ちか間まで浮うき上あがる外がい套とうの下に赤アカ鉄ガネは奇き妙みようなものを見た。

　外がい套とうと装そう甲こうに覆おおわれた鉄てつ兜かぶとの体に、亀き裂れつがある。

　位置は右みぎ肩かたから胸むな元もとにかけて。塞ふさぎかけてまだ完全でない古傷といった感じがして、つけたのはおそらく鋭えい利りな刃は物ものと思われた。だから奴やつは左手一本で戦っているのか？

　誰だれが、傷をつけたのか？

　頭の隅すみで思考がぐるぐる回転しながらも剣けん戟げきは続く。赤アカ鉄ガネは鉄てつ兜かぶとの怪かい力りきに体ごと弾はじき飛とばされる。追つい撃げきが迫せまる。大きく跳とび退すさって着地し、生存本能を攻こう撃げき性に変へん換かん。

　握にぎりしめた炎えん刃じんが、更さらなる強い熱を帯びた。

「──はァアッ!!」

　短く吼ほえると共に、光が走った。

　火の色にまたたき、音より速く疾しつ駆くする斬ざん撃げきの線だった。

　鉄てつ兜かぶとは電でん撃げき的に反応した。飛びのきざま回転しながら剣けんを払はらい、線を弾はじいて間合いを取る。

　火線は一度きりの放出で消えていた。『プロトタイプ』を四散させたものと同じ、アスファルトに蛇へびの軌き跡せきのような裂れつ傷しようを刻きざんだそれは、間ま違ちがいなく炎えん刃じんの亀き裂れつから生まれている。

　赤アカ鉄ガネは火線の正体を完全に理解しているわけではない。ただ、今ので直感した。

　奴やつは多分、これを知らない。

　考えろ。凶きよう刃じんから生き永らえた時間を一秒も無む駄だにするな。

　こっちがどれほど速く斬きり込こもうが、奴やつは片手で防いでのけた。同じ「加速」を使っているからというだけでは説明しきれない読みの深さは、つまり、この太た刀ち筋すじを知っているということだ。

　赤アカ鉄ガネは緋ヒ霧ギリから加速の能力と、葬そう器きそのものを受うけ継ついでいる。

　おそらくは彼女かのじよ自じ身しんの剣けん技ぎすら、この体には丸ごと宿っているはずだ。

　もっと言えば緋ヒ霧ギリも同じで、これは代々のＮｏ．７ナンバーセブンが実戦で練り上げてきた戦せん闘とう技術に違ちがいなかった。境死者ニアデツドはそうして「再さい葬そう」の技法を蓄ちく積せきし継けい承しようし、もともと剣けん術じゆつのけの字も知らない赤アカ鉄ガネをここまで動かすに至らしめている。

　相手はあれほどの技量の持ち主だ。一度戦った相手の技わざを見切ることなど造作もあるまい。

　しかし、火線の放出に対する鉄てつ兜かぶとの対応は、反射的だった。

　ならば。

「加速……！」

　インターバルが終わる。赤アカ鉄ガネはもう一度、閃せん光こうのような速さを得る。

　鉄てつ兜かぶとは泰たい然ぜんと構えた。赤アカ鉄ガネが踏ふみ込こむのと同時に加速開始、左手で旋せん回かいする剣けんが速度を数倍にも増し、あらゆる角度・あらゆる方角から神速で迫せまりくる猛もう攻こうの一いち撃げき一いち撃げきを完かん璧ぺきに叩たたき返してのける。

　有効打どころか掠かすり傷さえ与あたえられない。構わない。鼓こ動どうが十を数える前に間合いを開けた赤アカ鉄ガネは、極限の集中をもって放出したそれらがまだ空間にあることを認にん識しきした。

　放ち、斬きり裂さいて、消える直前に全てを済ませた。

　亀裂から伸びた無数の火線が、赤アカ鉄ガネの駆かけ抜ぬけた軌き跡せきを記録するように、鉄てつ兜かぶとの周囲を取り囲んでいた。

　赤アカ鉄ガネは極限の集中のもと、手元の柄つかを握にぎり搾しぼった。

「ブッ千切れろッ!!」

　円えん環かんし収束する光の輪を、鉄てつ兜かぶとに圧縮。包囲攻こう撃げきだ。弾はじけるものなら弾ひいてみせろ──！

　その時、鉄てつ兜かぶとの全身が黒い陽炎かげろうをまとっていることに気付いた。

　影かげだ。地から這はい上り外がい套とうを闇やみに染め、今まさに質量を持たんとする幽ゆう鬼きの影かげ。だが斬ざん撃げきの火線は神速にして全方位、同じ速さであっても避さけようがない。赤アカ鉄ガネは躊ちゆう躇ちよなく、全力でもって火線を絞しぼり込こんだ。

　直後、影かげが爆ばく裂れつした。

「!?」

　全方位、放射状に射出された手斧ハチエツトの数は無む慮りよ数十。全てが鉄てつ兜かぶとを囲かこい込こむ火線に合わせられている。相そう殺さいの轟ごう音おんが耳を弄ろうする。砕くだけ散ちった手斧ハチエツトが星のように雪灯あかりに映はえ、同じく破は壊かいされた火線は光だけを残して完全に消しよう滅めつした。

　その時には、鉄てつ兜かぶとが間合いに入っていた。

　避さける暇ひまがない。受けるしかない。本能で下した判断はしかし、即そく死しを避さけるためだけの悪あがきに過ぎず、最初の会敵の二にの舞まいでしかなく。あの頃ころより鉄てつ兜かぶとは速く、剣けん先さきにまで氷の闘とう気きは満ちていて。

　ぎりぎりで受けた直後、赤アカ鉄ガネの体は馬ば鹿かげた勢いでアスファルトに叩たたき付つけられていた。

　血を吐はきながら旋せん転てんする視界の中、炎えん刃じんのなかばから先が、回転しながら宙にあった。

　加速状態は、無む慈じ悲ひに終わりを迎むかえた。

　──ここまでして、届かないのか？

　拍車スパーがついたブーツの「ちきり」という音。舞まう剣けん先さきに風切り音はしない。

　この関係を、きっと奴やつはよく知っているのだろう。死にゆく者が這はいつくばり、殺す者が剣けんを振ふり上あげる。何度も何度も繰くり返かえされた、断頭の土ど壇たん場ばに赤アカ鉄ガネはいる。

　ふざけるな。動け。動け。動け！

　蓄ちく積せきしたダメージが大きすぎて再生速度がまるで間に合っていない。骨格が流血に溶とけて崩くずれ落おちそうな重傷だった。砕くだけ折れた炎えん刃じんを敵に向ける。魂たましいの武器を正面から打ち破やぶられたということは、赤アカ鉄ガネはその領域で負けているということになるのか。

　恐きよう怖ふはない。闘とう志しはなお折れない。ただ霞かすむ頭に残るのは、奴やつの傷きず跡あとのことだ。

　誰だれがその傷をつけたのか。懐なつかしい匂においは、そこからしてはいなかったか。

　──もしかしたら──




「赤アカ鉄ガネ!!」




　声を枯からした絶ぜつ叫きようが、廃はい劇場の方角から聞こえて。

　反射的にそちらを見た赤アカ鉄ガネの視界に、真しん紅くの先せん端たんが映った。

「紫シ遠オンッ──!?」

　赤い鮮せん血けつの杭くいが、捩ねじり込こむように赤アカ鉄ガネの肉体に食くい込こんだ。

　見れば視界の向こう、廃はい劇場から出たばかりの紫シ遠オンが、変形した血けつ杭こうを構えている。長なが柄えをストック、シリンダーを射出口とした巨きよ大だいなライフルのような形状だ。

『六ろく葬そう・血けつ杭こう』、射出形態──最大硬こう化か。

　輸血である。治ち癒ゆ効果を持つ血を限界まで集め、圧縮して誰だれかに分わけ与あたえる。それこそが血けつ杭こうの、攻こう撃げきとは違ちがうもう一つの本質だ。打うち込こまれた血は氷を融とかすように液体となり、赤アカ鉄ガネの体内に急速に吸すい込こまれて心臓を動かした。

　傷だらけの体に鞭むち打うち、彼女かのじよは膝ひざを折ってなお顔を上げ、叫さけんだ。

「遂とげなさい！　あなたの復ふく讐しゆうを!!」

　瞬しゆん時じに、再生する。

　体の芯しんが熱を持ち、ぼろぼろの四し肢しが戻もどる。驚きよう異い的な速さだった。

　鉄てつ兜かぶとは間合いにあった。

　赤アカ鉄ガネは本能で動いた。加速、たったの一鼓こ動どうだけ。

　剣けんは使えない。だがあと一メートル、あと一手。相手の傷きず跡あと。そこにある懐なつかしい匂におい。

　跳とぶ。迎むかえ撃うつ横の斬ざん撃げきをまともに受ける。体が一気に軽くなった。おそらく腰こしから下が切断されたのだ。それがどうした。赤い眼めで一ヶ所を見すえ、吠ほえ掛かかるように牙きばを剝むいた。たとえ首だけになったとしても──

　──それだけは、絶対に返してもらう!!

　赤アカ鉄ガネの牙きばが、鉄てつ兜かぶとの右みぎ肩かた──いまだ残るその傷口に、全力で喰くらい付いた。

　鼻び腔こうに彼ひ岸がん花ばなの香かおりが満ち、赤アカ鉄ガネの中で意識の爆ばく発はつが起こった。

　瞬しゆん間かん、鉄てつ兜かぶとが旋せん回かいし、赤アカ鉄ガネを弾はじき飛とばす。半分になった体が廃はい車しやに叩たたき付つけられた。

　処しよ刑けい人の剣けんが閃ひらめく。鉄てつ兜かぶとは影かげから生じた黒馬にまたがり、転がる赤アカ鉄ガネに狙ねらいを定めた。助走から首を狩かり、とどめを刺さそうというのだろう。

　赤アカ鉄ガネの中で、変異は既すでに起こっていた。

　記き憶おく、意識、感情。遠く忘れ去った全てが逆流する。感覚として骨身に染しみる「彼女かのじよ」の声と姿、香かおり、命が、戻もどってくる。爆ばく発はつ的な再生力で既すでに体は癒いえ、戻もどった足で杭くい打つように地面を踏ふみ締しめた。

　喰くいしばった牙きばの間から、花の香かおりがする呼気が漏もれる。

　理解しろ。

　オレの力は、何だ？

　青セイ薇ラは言った。剣けんの亀き裂れつと、葬そう器きに本来あるべき赤アカ鉄ガネ自身の要素。

　緑狗ロツクは言った。まだ、代だい替がわりが完かん了りようしていない可能性がある。

　紫シ遠オンは言った。あなたは不安定。

　赤アカ鉄ガネは知った。駆かけ抜ぬける火線。何がなんでも相手を葬ほうむり去さるという決然たる意思。

　緋ヒ霧ギリは最さい期ごに、こう言った──

　──『あたしも、好きだったよ』。

「……ありがとう」

　魂たましいがある指向性を得て、答えはもう全身に満ちていた。雛ひなが羽撃はばたきを習わずして知るがごとく、鳥が鳥であるように、獣けものが獣けものであるように、赤アカ鉄ガネが赤アカ鉄ガネであるような再さい葬そうの方法論が導き出される。

　鉄てつ兜かぶとと黒馬が、暴風となってもうすぐそばにある。

　鼓こ動どうを数えろ。より速くあれ。絶望を前になお笑え。

　炎えん刃じん、再加速ブースト。
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『──それでもなお、死なぬ者が心を保つための大切なものがある。何だと思う？』

　待つしかない家の中、問う緑狗ロツクの意図がわからない。頭の隅すみから片時もあの二人を消せないまま、夕ゆ里り子こはなすすべもなく「わかんない」と首を振ふる。

『愛だよ』

「あい？」

　ついオウム返しにしてしまった。しらふで口にするには流石さすがに気き恥はずかしさが勝つ単語だと思うけれど、緑狗ロツクはいたって真ま面じ目めだ。

　それも、これまでで最も真しん剣けんな声こわ色いろだった。

『何かを愛すること。愛したものを得ること。あるいは愛したものを失うこと、そして、また新たな何かを愛すること。人を、物を、世界を愛し続けること。それこそが、心を心たらしめる。──我々は弱い。きっと、何かを愛さねば一秒だって生きてはいられない』

「って、弱いって言っちゃってるじゃん……！」

　なにせ状じよう況きようが状じよう況きようである。雑談にしたって縁えん起ぎの悪い言葉選びを思わず咎とがめると、緑狗ロツクは打って変わってほがらかに笑う。続く彼かれの幼い声には、断言に足る確信がある。

『負けんさ。だからこそな』
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　赤アカ鉄ガネが火球と化した。

　誰だれの目にもそうとしか見えなかった。

　爆ばく発はつ的に膨ぼう張ちようした熱は同じほど唐とう突とつに彼かれの体内に圧縮され、零ゼロから神速へ至る踏ふみ込こみで地面が爆ばく裂れつした。空気摩ま擦さつで生まれた火がゲートのような円状にまたたいて散り、駆かけ抜ぬけた軌き道どうに蛍ほたるにも似た火の粉が舞まって、衝しよう撃げき音と風圧が一拍ぱく遅おくれて荒あれ狂くるう。

　刹せつ那なの交こう錯さくを終え、赤アカ鉄ガネは「それ」を振ふり抜ぬいたまま残心する。

　天高く跳とび上あがった鉄てつ兜かぶとが、離はなれた位置に着地する。

　走はしり抜ぬけた馬は、鼻の先から尾おの先まで、一直線に両断されていた。




　紫シ遠オンはその様子を、倒たおれ伏ふしたまま見守っている。

「──取とり戻もどしたのね」

　全ての魂たましいは彼かれの中にある。

　代だい替がわりは今、完かん了りようしたのだ。




　どうすれば勝てるのかを考え続けていた。力、技量、耐たい久きゆう、手数、経験──およそ殺し合いに必要とされるほとんど全ての要素でこっちは完全に負けている。なら逆に、赤アカ鉄ガネが鉄てつ兜かぶとに勝っている要素は？

　やはり、ただ一つ、速さ。緋ヒ霧ギリから受うけ継つぎ、今全てを取とり戻もどした「加速」の力だ。

　今さら負けている要素を気にしたところでクソの役にも立ちはすまい。だが速いだけでは致ち命めいの一いち撃げきたりえない。連れん撃げきでもあの剣けん技ぎの壁かべを破れない。緋ヒ霧ギリはそうして敗れた。

　だとしたら、必要な方法論はただ一つ。

　刹せつ那なにねじ込こんで、有う無むを言わさず標的を絶息せしめる死神の一手だ。

　強きよう靭じんな肉体と再生力を持つデアデヴィルは、ただの一いち撃げきで斬きられるほど脆もろい外死者アンデツドでは絶対にない。ましてすれ違ちがいざま、下に潜もぐり込こんだ無茶な姿勢からの斬ざん撃げきが通るほどでは。

　だが正確には、「一度の斬ざん撃げき」ではないのだ。

　炎えん刃じんの形状が大きく様変わりしている。折れた刀身は修復されたばかりか一回り大きくなっていた。もはや剣けんであって剣けんではなく、元あった刃はを鎧よろうような形で外がい殻かくが生まれ、赤アカ鉄ガネの両手の内で今なお凶きよう暴ぼうに振しん動どうする。

　刀身の縁エツジに沿って、あの火色の線が無限の回転を繰くり返かえしているのだ。

　一いつ閃せんのうちに数千の牙きばで嚙かみつき、ただ一いち撃げきでもって何であろうと喰くい破やぶらずにはおかない円の刃が燐りん光こうを放つ。

　縦たてに真っ二つに割られたデアデヴィルは、それでもしばらくは動いていた。

　その鼻先を、鉄てつ兜かぶとの手が一度だけ撫なでた。

　首狩かりの怪かい物ぶつと思えないほど優やさしい手つきに、哀かなしみの気配は露つゆほどもない。馬は片目で主を見返し、鳴き声の出ない口をほんのわずかに動かしたのち、消えた。肉にく片へんも残さず。

　先に二世紀以上もの彷ほう徨こうを終えた愛馬を見送り、鉄てつ兜かぶとがこちらに向き直る。

　残ざん忍にん無比な外死者アンデツドに、赤アカ鉄ガネはその時よく知っているものを見た気がした。

　初めて出会った緋ヒ霧ギリの瞳ひとみに見つけたもの。あるいは緋ヒ霧ギリが遠とお間ま計けい人とに見み出いだしたもの。

　だが、今や互たがいに生ける屍リヴイングデツド。深しん紅くの双そう眼がんを炯けい々けいと光らせ、構え直して復ふく讐しゆう者しやは告つげる。

「来い。オレが救っころしてやる」
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　碧へき眼がんの怪かい物ぶつは、少年の姿に懐なつかしいものを見た。

　遥はるか時の彼方かなたに忘れ去った、１７７９年の白い森。

　首の犇ひしめく断頭台。地平線を禍まが々まがしく縁ふち取どる、赤い赤い古戦場の火。

　男にとって遠くも愛おしき「死」が、ヒトの形に燃えている。




　停てい滞たいが解かれた。

　牙きばを剝むき、他の誰だれでもない己おのれの意思で、赤アカ鉄ガネは宣言する。

「──再さい葬そう、開始ッ!!」

　鉄てつ兜かぶとの外がい套とうが浮うき上あがり、真っ黒な闇やみを広げる。

　直後、これまでに倍する数の手斧ハチエツトが射出された。弾だん幕まくよりもはや壁に等しく、前方１８０度を真っ黒に埋うめ尽つくすそれらは一つ一つが音の壁かべを越こえていた。

　応じて赤アカ鉄ガネの回転数が上がった。

　全身が瞬しゆん間かん的な神速に至り、軌き跡せきの光を残して『円えん刃じん』を振ふり抜ぬく。おびただしい火花が赤アカ鉄ガネを中心にほぼ同時に弾はじけ、直後に耳を聾ろうする轟ごう音おん。衝しよう撃げき波はが空気を打うち据すえて積雪を跳はね飛とばし、中心にあるのは無傷の赤アカ鉄ガネと、一つ残らず叩たたき落おとされた直ちよく撃げきコースの手斧ハチエツト。

　上。

　跳とび上あがった鉄てつ兜かぶとが、空中で巨きよ軀くを回転させて剣けんを振ふりかざしていた。

　今の速度をもってしてもギリギリのタイミング。後退したのとほぼ同時、鼻先を落らく雷らいのような斬きり下ろしが掠かすめた。

　信じがたい破は壊かいが巻き起こった。

　破は壊かい規模も落らく雷らいに等しかった。砕くだけた地面が空に逆さか巻まき、アスファルトには常識を疑うほどの地割れ。剣けん気きに押おし飛ばされて、赤アカ鉄ガネは顔の中心に痛みを感じる。血の臭におい。気付けば、風圧だけで額から鼻先にかけて浅く割れていた。

　破は壊かいの中心から外がい套とうが飛び立つ。鉄てつ兜かぶとにとってその一いつ閃せんは渾こん身しんでもなんでもなく、外はずせばすぐさま次の行動へ移れる普ふ通つうの斬ざん撃げきに過ぎなかった。

　それもそのはずだ。奴やつは今、傷の消えた右みぎ腕うでで剣けんを握にぎっている。

　おそらくはそっちが本来の利きき腕うでなのだろう。緋ヒ霧ギリの魂たましいが抜ぬけ、加速の力を失ってなお全身に力は満ち、駆かける軌き道どうに墨すみを流したような影かげ色の軌き跡せきが生まれる。

　ようやく本気というわけだ。ぞわりと全身が沸わき立たった。舌先にひりつく死の味を感じる。

「上等……!!」

　全身を律する「加速」は、葬そう器きの変化と共に性質を変えていた。

　不完全な炎えん刃じんでは開始から終しゆう了りようまでの十拍ぱくを全速で駆く動どうするのみだったが、今は違ちがう。

　赤アカ鉄ガネの加速は、心臓の鼓こ動どうと葬そう器きの動きとで完全にシンクロしていた。加速すれば鼓こ動どうが速まり、円えん刃じんのエッジが凶きよう暴ぼうに回転する。拍動が十度という区切りはもはやなく通常状態からノータイムで瞬しゆん間かんの加速を行い、動きに極きよく端たんな緩かん急きゆうをつけることもたやすい。──こうやって、

　一拍ぱく。回転数が爆ばく発はつ的に上がり体全てが轟ごう音おんになる。

　二拍はく、切り返す剣けんの閃ひらめきを潜くぐり抜ぬけ、爆ばく速そくで相手の間合いの内側に飛とび込こんだ。

　柄つかを離はなれた鉄てつ兜かぶとの左手に手斧ハチエツトが生まれる。だが円えん刃じんは一いち分ぶ一いち厘りんも減速せず、一いつ切さい迷わぬ軌き道どうで斬きり上げられた。

「──廻まわれッ!!」

　命じて三拍ぱく、剣の火線が輝きを増す。

　回転する刃やいばに「鍔つば迫ぜり」など成立しない。

　切り結んだのは一いつ瞬しゆんのこと。超ちよう高速回転する円えん刃じんが手斧ハチエツトを蹂じゆう躙りんし、瞬またたく間まに粉ふん砕さいした。

　斬きり込こんだ!!

　防ぼう御ぎよを貫かん通つうした確信と共に、喉のどの奥おくから「ごぼッ」と血が溢あふれ出でた。

　鉄てつ兜かぶとの右胸から肩かたにかけて裂さけ、引きかえに外がい套とうの影かげから射出された斧おのが赤アカ鉄ガネの左脇わき腹ばらを引ひき裂さいた。動きが鈍にぶった一いつ瞬しゆんで腹のど真ん中にブーツの蹴けりをぶち込こまれた。

　互たがいに跳はね飛とばしあって間合いを外はずし、まったく同じタイミングで再生した。赤アカ鉄ガネは口に残った血を飲み下して内臓を修復、鉄てつ兜かぶとは黒い影かげを滲にじませて傷口を塞ふさぐ。内臓破は壊かいと初めての有効打なら悪くない取引に思えるが、あれでは無意味な一いち撃げきだ。

「かはッ」

　吹ふっ切きれた笑いが漏もれる。くそったれじみた激痛がこれでもかと全身を苛さいなみ、素晴らしいことに正気を繫つなぎ留とめて復ふく讐しゆう心に更さらなる薪たきぎをくべた──何があっても、絶対にあの男をぶち殺してやる!!

　駆かけ出だす。再び斧おのの弾だん幕まく。相対速度はいっそ冗談めいた域で、刃やいばを衝しよう角かくのように前に突つき出だし、赤アカ鉄ガネは逆に速力を上げる。

　嗅きゆう覚かくと本能で弾だん幕まくの隙すきを見み出いだし、点から点を繫つなぐ線をイメージ。頭のすぐ横を過ぎる刃やいばに長く耳鳴りの尾おを引いて、曳えい光こう弾だんのようなジグザグの軌き跡せきを描えがき、赤アカ鉄ガネは弾だん幕まくを真正面から駆かけ抜ぬけた。

　再び剣けんの間合いへ。

　指呼の間にある鉄てつ兜かぶとは、右に剣けん、左に手斧ハチエツトの二刀流で両りよう翼よくを広げて待ち構える。

　鼓こ動どうが高鳴る。加速するごとに、円えん刃じんの回転数が際限もなく上がり続ける。

　今の鉄てつ兜かぶとは速さで赤アカ鉄ガネに劣おとるものの、むしろ「加速」を失う前より動きが鋭するどい。時に巧たくみな防ぼう御ぎよから後の先を取り、時に恐おそるべき圧力で攻せめ手に回る繊せん細さいかつ豪ごう胆たんな剣けん技ぎは今、間ま違ちがいなく１００パーセントの力を発揮している。

　右に必殺の剣けん、左に守りの刃やいば。巨きよ体たいが旋せん回かいし、超ちよう高速の一刀で猛もう追ついする赤アカ鉄ガネに対し、無数の刃はと圧あつ倒とう的てき技量で一歩も引くことがない。

　回り込こんで処しよ刑けい人の剣けんを避さける、円えん刃じんで攻せめ、防ぼう御ぎよに使われた手斧ハチエツトを一いち撃げきで斬きり砕くだく。

　刹せつ那なに影かげが新たな斧おのを形成し、反はん撃げきの剣けんは塊かたまりのような豪ごう風ふうを生んで赤アカ鉄ガネを圧あつ倒とうする。

　気を抜ぬけば死角から飛来する斧おのの狙そ撃げき。タイミングと角度の計算され尽つくした無数の刃やいばに、赤アカ鉄ガネはたった一体の外死者アンデツドと対たい峙じしているはずが、百は下らぬ首狩かりの兵を相手取っているかのような錯さつ覚かくを味わう。

　今、白い廃はい墟きよの一部を、黒い影かげが包つつみ込こんでいた。その中で赤い熱風が吹ふき荒あれていた。

　黒い刃じん風ぷうに晒さらされたものは遍あまねく破は壊かいされるべき空間の中で、赤アカ鉄ガネただ一人が破は壊かいの法則に抗あらがい、原型を保ち続けた。戦いの中でアスファルトに幾いくつもクレーターが穿うがたれる。鉄てつ兜かぶとの縦たて斬ぎりの余波が奇き跡せきのように地面を割り開き、果ての廃はい車しやが真っ二つに分ぶん割かつされた。

　──彼かれは、

　斬きり合いはいつしか凶きよう暴ぼうな舞ぶ踏とうにも似る。鉄てつ兜かぶとと緋ヒ霧ギリがそうだったように。

　そんな中、ぎりぎりの集中に一つの疑問が生まれた。

　──これほどの剣けんを、誰たがために磨みがき上あげたのだろう。

　きっと答えは得られないのだろう。そして、今さらそんなものが意味を成す世界ではないのだろう。

　集中しろ。狙ねらうべきは一いち撃げきだ。

　幾いく百ひやく幾いく千せんと交かわされた剣けん戟げきの、果ての果てにある最後の隙すきだ。

　闘とう志し以外の全てが振ふり落おとされていく。もう片時も停止しなかった。鼓こ動どうを刻む心臓、右尺しやつ骨こつ粉ふん砕さい再生、右大だい腿たい部の筋肉断だん裂れつ再生、肝かん臓ぞう破は裂れつ再生、脾ひ臓ぞうと腎じん臓ぞうを道連れに脇わき腹ばらを抜ぬける裂れつ傷しよう再生、水すい月げつの貫かん通つう再生、右耳の消しよう滅めつ再生、左手首から上の分断再生、左鎖さ骨こつから肋ろつ骨こつと両肺まとめて断だん裂れつどれも再生、再生再生再生再生再生再生再生再生!!

　不意に、傷を超こえてなお制しきれぬ「死」の気配が五感を戦せん慄りつさせた。

　弾はじき合って刃やいばの制空権を外はずれ、赤アカ鉄ガネは間近にその構えを見る。

　砕くだけた斧おのの破は片へんが雪に交じってまだ宙にある中、鉄てつ兜かぶとは、愛剣けんを両手で握にぎる。

　巨きよ体たいを捩ねじって半身を作り、処しよ刑けい人にんの剣けんを担かつぐように構えて力を溜ためる。

　それはおそらくもっとも最適化された「首の刈かり方」だったのだろう。上から下へ斬きり下ろす処しよ刑けいの流りゆう儀ぎでは無む抵てい抗こうな罪人の首しか落とせない。生きて動く敵に向けるのは「横」であるべきで、あるいは地上で、あるいは馬上から、男はそうした横一線でいくつもの首を摘つみ取とってきたのだろう。

　避さけるべき位置など読み尽つくされていた。前後左右上下に逃にげ場ばはなかった。

　下がらなかった。引けばそれこそ死ぬと思った。心と体が折れてしまわぬように、己おのれが己おのれであるために。ここで奴やつを討うち果はたさねば、この魂たましいは前にも後ろにも進めないのだと。

　断固たる殺意が炸さく裂れつする。

　地面が、鉄てつ兜かぶとの踏ふみ込こみで最後の陥かん没ぼつを見せた。両りよう脚あしが地から跳はね上あがる反動を吸い、足底から膝ひざ、腰こしから胴どう、胴どうから腕うでへとノータイムで繫つなげて、巨大な影かげの竜たつ巻まきになる。暴力的な回転。体内で螺ら旋せん状に増ぞう幅ふくされた力がついに剣けんの形で解き放たれる。

　天地の上下を分ぶん割かつするような、一いつ閃せん必殺の死線。

　受けるしかない。最初の会敵でそうしたように。

　だが──今度は、自分が狩かる番だ。

　万ばん斛こくの一刀を、縦に。かち合う二に刃じんが燃え立つ十字を描えがいた。

　衝しよう撃げきが余すことなく全身に叩たたき込こまれた。これまでで最も甚じん大だいな破は壊かいが赤アカ鉄ガネの腕うでから胴どう、胴どうから背、踏ふみしめる足底にまで及およんだ。指先まで血が沸ふつ騰とうするような熱に包まれ、粘ねん性せいを帯びた時の中で、引ひき伸のばされた知覚が刃やいばと刃やいばの喰くらい合いを認にん識しきする。円えん刃じんの外がい殻かくがびしりとひび割れる。

　血に濡ぬれた牙きばを剝むく。心臓が狂きよう笑しようめいた鼓こ動どうを歌い上げる。

　加速力の全てを体内の循じゆん環かんに回した。肉体が破は壊かいされる端はしから爆ばく速そくで再生していく。リアルタイムに再構成される円えん刃じんがなおも鈍にぶらず廻まわり続ける。

　一いつ閃せん千せん斬ざんの円えん環かんを繰くり返かえす、繰くり返かえす、繰くり返かえす。

「──ぉぉぉぉぉおおああああッ──」

　拍動どくん。

　今もはや赤アカ鉄ガネは赤アカ鉄ガネではなく、血肉と刃やいばで連結した一繫つなぎの加速装置、ヒトの形をした灼しやく熱ねつの駆く動どう機関だった。蒸気のように血けつ霧むが噴ふき出でる端はしから循じゆん環かん、刃やいばと肉体が無限の死し滅めつと再生を繰くり返かえし、思考を埋うめ尽つくす念はただ一つ、巡めぐり巡めぐって命を燃やす血潮への号令だ。

　──廻まわれ、廻まわれ、廻まわれ廻まわれ廻まわれ、

　廻まわれ廻まわれ廻まわれ廻まわれ廻まわれ廻まわれ廻まわれ廻まわれ廻まわれ廻まわれ廻まわれ、

「はぁぁぁあぁあぁぁああああああああああああああああああああああああッッ!!」

　廻まわれ廻まわれ廻まわれ廻まわれ廻まわれ廻まわれ廻まわれ廻まわれ廻まわれ廻まわれ廻まわれ廻まわれ廻まわれ廻まわれ廻まわれ廻まわれ廻まわれ廻まわれ廻まわれ廻まわれ廻まわれ廻まわれ廻まわれ廻まわれ廻まわれ廻まわれ廻まわれ廻まわれ廻まわれ廻まわれ廻まわれ廻まわれ廻まわれ廻まわれ廻まわれ廻まわれ廻まわれ廻まわれ廻まわれ廻まわれ廻まわれ廻まわれ廻まわれ廻まわれ廻まわれ廻まわれ廻まわれ廻まわれ廻まわれ廻まわれ廻まわれ廻まわれ廻まわれ廻まわれ廻まわれ廻まわれ廻まわれ廻まわれ廻まわれ!!

　きんッ──と、

　いっそ涼すずやかですらある音がして、手て応ごたえが消える。

　切っ先のない分厚い刀身。かつて罪人に捧ささげた祈いのりの文字が、宙で回転しながら光る。

　感かん触しよくの空白は刹せつ那な。命を吹き込んだ円えん刃じんの切っ先は、いっそ拍ひよう子し抜ぬけする呆あつ気けなさで鉄てつ兜かぶとの胸むな元もとに沈しずみ込こんでいた。

　刃はから、骨肉を抉えぐる感かん触しよくは伝わってこない。あるのはただ枯かれ果てた古木に斬きり込こんだような手応え。遠い昔に死んだモノの「肉体」の感かん触しよくとはこういうものなのか。これほど密着しても、波打つ鼓こ動どうはこちらの一つきり。

　どういうわけだか、それがひどく悲しい。

「これが──」

　回転が止まった。心臓は拍はく動どうを鎮しずめ、円えん刃じんの循じゆん環かんまでも停止する。

　体を貫かん通つうされてなお、鉄てつ兜かぶとは滅ほろびなかった。最後の闘とう志しが碧へき眼がんを燃やす。

　赤アカ鉄ガネは強く、強く剣けんの柄つかを握にぎり込こむ。

「緋ヒ霧ギリの、剣けんだ」

　再々加速ダブルブースト──最後の一鼓こ動どう。

　円えん刃じんを構成する外がい殻かくが、そのレールに沿っていた鎖状の刃チエーンブレードが、鉄てつ兜かぶとの中で一いつ斉せいに爆ばく裂れつした。

　最後の放出が内側から彼かれを食い破り、装そう甲こうの一片ぺんに至るまで捩ねじり切り刻きざみ尽つくす。爆ばく発はつ力に押おし上あげられ、刃やいばは胸むな元もとから真上へ、鉄てつ兜かぶととその中の首を縦たて一いち文もん字じに斬きり開いていた。

　まるで外死者アンデツドの体内から誕生したかのように振ふり上あげられる刀身は、円えん刃じんの核コアとしてその芯しんにあった、炎えん刃じんである。

「あんたは……ずっと昔に死ぬべきだったんだ」

　──だからなんだろう？

　だからあんたは、オレをここまで連れてきた。オレの心に死に場所を見つけて。

　鉄てつ兜かぶとの体が、黒い霞かすみとなってほどけていく。素す顔がおは最後まで見えない。けれど最後、そいつは何かを言ったような気がした。きっとこの世のものに向けられたものではなかった。

　たぶん、女の名前だと思う。

「満足かい、化け物。──オレはまだ、現こ世こに残るよ」

　白い空に消えゆく黒を見上げ、赤アカ鉄ガネはほどなくして全身のバランスを失った。

　廃はい劇場から駐ちゆう車しや場まで、圧縮された台風でも過ぎたかのような破は壊かい跡あとが続いている。赤アカ鉄ガネはその終しゆう端たんに倒たおれ伏ふし、すぐに意識を失った。
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　死人だろうと夢は見るらしい。

　浮ふ遊ゆうする意識の中で、緋ヒ霧ギリが背を向けて歩いていた。赤アカ鉄ガネはそれを必死で追った。

　待ってくれ。もう少し一いつ緒しよにいてくれ。

　だって、君に言えなかった言葉が、まだ──

　伸のばした手の先で、緋ヒ霧ギリは振ふり返かえり、笑う。

　それで夢は終わる。




　目覚めると波音がした。

　がばっと起きて体中をまさぐる。百回即そく死ししてお釣つりがくるような重傷は、時間がそうしたものか、すっかり完治してしまっていた。あの戦い自体が夢だったかのようだ。

　続いて辺りを見み渡わたす。海岸の砂場だ。振ふり向むけばあの廃はい劇場に続く道が伸のびていて。遠くからなにやら人のざわめきやパトカーのサイレンが聞こえてくる。

　すぐ隣となりには紫シ遠オンがいた。彼女かのじよの傷も癒いえていた。

「のんびりした目覚めね」

「……どれくらい、こうしてた？」

「二時間ほど」

「にッ」

　彼女かのじよは赤アカ鉄ガネを人目に触ふれないところまで運び、ずっと傍そばにいてくれたのだろうか。

「鉄てつ兜かぶと──首なし騎き士しは跡あと形かたもなく消しよう滅めつ。何の異常もなし。再さい葬そう完かん了りようよ」

　改めて宣言し、紫シ遠オンは砂地を指さした。

　二人の間に缶かんコーヒーが置かれていて、冬の潮風にすっかり冷え切っている。

「これ。近くに自じ販はん機きがあったから。お腹なかが空いてると思って」

「……あ、ありがとう」

　場所的に、廃はい劇場の近くの自じ販はん機きだろう。自分も使っていたことがある。

　赤アカ鉄ガネは缶かんを開け、冷れい凍とう庫こに放ほうり込こんでいたような中身を一口含ふくむ。

　言葉もなかった。苦みが全身に染しみわたっていくようだった。

　そんな赤アカ鉄ガネの横顔をしばらく見守っていた紫シ遠オンが何を思ったか、横から手を伸のばして缶かんを取り上げ、勝手に一口ちびりと飲んでみる。

「……だめ、やっぱり苦い」

「うん」

「昔からそう。こんなの飲みたがる子の気が知れないわ、わたし」

「そうだな。……だけど、好きになっちゃったもんはしょうがないよな」

　そうね──と小さくうなずいて缶かんを返し、紫シ遠オンはふと問うた。

「前から疑問に思っていたの。死んだ魂たましいは……完全に消えてなくなってしまったものたちは、じゃあその後でどこへ行くのかしら。死後の世界なんて、あなたはあると思う？」

　誰だれのことを思っての疑問なのか、察しがつかない赤アカ鉄ガネではない。

「わからない。少なくとも、きっと二度とは戻もどらないんだと思う」

　思い返すのは、消えた彼女かのじよの姿。

　あれが一度きりの夢だとしても、彼女かのじよは最後の最後に笑ってくれたものだと思いたい。

「……だから、決着はまだここにいるオレたちが付けるんだ。生きるってのは多分そういうことだ」

　紫シ遠オンは小さくうなずく。海の向こうを見み据すえる彼女かのじよの視線を追い、帰ろうと切り出すのは先送りにした。今はもう少し、まだ動くこの体に風を感じていたい。

　遠く水平線に雪雲は晴れ、世界が変わったような朱しゆの夕ゆう陽ひが全てを染め上げている。
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　ある特別な時、緑狗ロツクは手紙を書くことにしている。

　書しよ斎さいのデスクに深く腰こし掛かけ、とっておきの便びん箋せんを用意し、手持ちの中でも一番上等な万年筆を使って記すのは、同どう胞ほうへと向けた言葉だった。




　前略　緋ヒ霧ギリへ。

　久しく会えていない君に、何から話せばいいのかわからない。長話は性しよう分ぶんじゃないかもしれないから、手短に済ませようと思う。

　まず、すまない。そして、ありがとう。

　君は素す晴ばらしい働きを見せてくれた。再さい葬そうの執しつ行こう者しやとしても、六人を支える柱としても、なくてはならない存在だった。その喪そう失しつが私はたとえようもなく寂さびしい。もう君と語らうことも、チェスをすることも、謎なぞかけを楽しむこともできないのだから。

　けれど、君の歩んだ軌き跡せきは我々が覚えている。君の遺のこしたものは確かにここにある。

　そちらには何があるのだろうか？

　苦しみのない安息の地なら、どうかゆっくり休んで待っていてほしい。

　暗く冷たい永えい劫ごうの地じ獄ごくなら、いつか必ず寄より添そうことを誓ちかう。

　だがそれは今ではない。いまだ我々を待ち受けているのは終幕ではなく、この先も続く永い永い戦いの運命だ。

　我々は生いく。君が愛した男と共に。

　だから、どうか安らかに眠ねむれ。我わが永遠の同と胞もよ。


──草々






　したためた手紙に封ふう蠟ろうの印をつけ、壁かべにかけた革かわの郵便鞄かばんを開く。中には、同じく封ふうをされた手紙が幾いくつも納まっていた。

　仲間が消えた時、緑狗ロツクは誰だれにも内ない緒しよでそうする。

　出す当てはない。死にぞこないに死者の宛あて先さきなどわかろうはずもないからだ。だがもし自分自身も消える時、あるいは何もかもが終わってしまう時──それは世界の終わりかもしれないが──道連れにこれを持っていこうと随ずい分ぶん前から決めていた。

　意味があるかと問われれば無いと答えるだろう。きっと全ては無意味な感傷だ。

　だが、それこそが肝かん要ようなのだ。人ならぬ身にせめて人らしさを求めることさえ忘れてしまえば、境死者ニアデツドは機能と本能によってのみ動く恐おそるべきなにものかになってしまうではないか。

　一仕事終えてリラックスした矢先、いきなり卓たく上じようの黒電話がけたたましく鳴った。

　それも同時にだ。番号は二と四と五と六。

　各所で活動を終えた仲間たちが、ようやく帰ってくるらしい。
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　紫シ遠オンが病院の公衆電話を使い、緑狗ロツクと連れん絡らくを取るのを赤アカ鉄ガネは横目で見ている。

　休日の病院受付には人が溢あふれている。年代も背せ格かつ好こうもばらばらな人々があちこち行ゆき交かい、今日これからの予定や病気や怪け我がの様子、他愛もない雑談などを口々に交かわしている。

　暇ひまなので耳を澄すますと、そんな中でも似通った話題というのがやはりいくつかある。

　最近のトレンドは、空から巣す岩いわ郊こう外がいの海沿いで起こった謎なぞの破は壊かい現象だ。前にも原因不明の倒とう壊かいがあった廃はい劇場がとうとう瓦が礫れきの山になり、ついでに周辺にまで破は壊かいが及およんだらしい。まったく一体どこのどいつがそんな無む体たいな真ま似ねを働いたのやら。

　長なが椅い子すに座すわる赤アカ鉄ガネはふと、後ろ頭に視線を感じて振ふり返かえる。どうやら小しよう児に科かにかかるのだろう男の子が、母親に手を引かれながらこっちを見ていた。やっぱ子供って見えやすいもんなんだなと思いながら笑いかけてやると、慌あわてて目を逸そらされた。

「お待たせっ」

　と、夕ゆ里り子こがぱたぱた駆かけてきた。

　受話器を置いた紫シ遠オンも合流し、三人は人目につきにくい物もの陰かげに回る。

「親おや父じさん、どうだった？」

「うん、異常なしって感じ。……まだ寝ねてるのかなぁ」

　植物人間、という言葉が赤アカ鉄ガネの脳のう裏りに浮うかんだ。健康的に問題なくとも、このまま一向に目覚めないのでは家族も安心できまい。

　夕ゆ里り子こはすぐに気を取り直し、鞄かばんの中をごそごそ漁あさる。

「それからこれ。例の件についてね」

　新聞紙のスクラップと、細かいデジタルデータを印刷したファイルが出てくる。

　児童養護施し設せつ『宿やどり木ぎ園えん』についてのことだ。

　結論から言うと、山やま村むら誠せい道どうの失しつ踪そうはさして大々的には報道されなかった。

　問題はむしろ人一人の失しつ踪そうよりも、聖堂の地下にあった謎なぞの部屋と得え体たいの知れない設備にあるはずだった。しかしわかる範はん囲いでそこに触ふれている記事は一つもなく、警察の調査過程においても妙みようなものが見つかったとは報じられていない。

　設備は回収され、真相は揉もみ消けされたのだと赤アカ鉄ガネは考えている。

　山やま村むらが単独犯だったはずはない。あの設備、実験の後処理などを考えるに、何らかの後うしろ盾だてがあったと考えるべきだ。

「子供たちはどうなるって？」

「市外の別の施し設せつに移されるみたい。ばらばらになっちゃうらしいけど……」

「そう、か。……いや、安心した」

　多分、この空から巣す岩いわに留とどまるよりはいい。

　回収した研究日誌と機械の仕様書を参照するに、その製造元、ひいては山やま村むらのバックにある集団が何であるかの調べはついている。決定的な社名などは神経質なまでに伏ふせられているものの、諸所の情報を集積して答えを導き出すのは難しいことではなかった。

　この空から巣す岩いわの産業の中心となる大手医い療りようメーカー、「ターミナス・コア」社だ。

　境死者ニアデツド側で調べ上げたこれらの情報を、夕ゆ里り子こには伝えていない。他ならぬこの空から巣す岩いわ市民である彼女かのじよに伝え、これ以上首を突つっ込こませてしまうと、今度こそより深刻な危険に晒さらしてしまいかねない。同社の影えい響きよう力は、事実上の実験場だった孤こ児じ院の比ではない。

「じゃあ、わたしたちは行くわ。あなたは家族を大事に、普ふ通つうに暮らしなさい。──赤アカ鉄ガネ」

　うながされて踵きびすを返かえすと、夕ゆ里り子こは「あ──」と小さく漏もらして、置いていかれた子供のような顔を見せる。赤アカ鉄ガネは振ふり返かえり、思うところを正直に告げた。

「色々ありがとな。君に会えてよかった」

　笑う赤アカ鉄ガネを見返したす夕ゆ里り子この顔に、小さな決意があった。

「ねえ！　あたしさ、もうちょっと強くなるよ！」

　驚おどろいて振ふり返かえる。赤アカ鉄ガネは思わず、

「……え、鍛きたえたりすんの？」

「違ちがうっ！　だからさ、もうちょっと度胸つけて、あたしにできることが何なのか見つめ直してみるってこと！　その……お父さんにも、目が覚めたらちゃんと話してみるし」

「ああ、そういうことか。──うん。いいと思う。けど危ないことはするなよ」

「わかってるって。さんざん怖こわい思いしたんだもん。……でもさ、二人とはまた会えるよね？」

　思わず苦く笑しようした。まさか自分が言われる側に回るなんて。

「それ、死人に言うことじゃないぜ」

「死人じゃない。生きてるよ。だって、ここにいるじゃん」

　少しの距きよ離りを隔へだてて見返す夕ゆ里り子この目は大きく、命の輝かがやきに満ち満ちている。

　その目が、こちらの命を迷いなく保証している。

　綺き麗れいな目だった。憧あこがれるほどに。

「ああ──」

　いつか、という言葉を返す前に、館内放送が割わり込こみをかけた。

　Ｂ棟とう３０８号室の患かん者じやの親族──つまり夕ゆ里り子こを呼ぶ声だった。

　ちょうど一階ホールを探し回っていた看護師が、夕ゆ里り子こを見つけて声をかける。何かあったのだろうか。途と端たんに緊きん張ちようが走った夕ゆ里り子こは矢も盾たてもたまらず応対して、その場で話を聞いた。

　ややあって、彼女かのじよの満面に笑え顔がおが咲さく。

　何があったのかなど、遠目に見る表情で容易に察しがついた。

「行こう、紫シ遠オン」

　夕ゆ里り子この感情が自分にもうつったらしい。赤アカ鉄ガネは口くちの端はに会心の笑えみをたたえて、近ちか頃ごろでは珍めずらしくよく晴れた冬の外へと歩み出る。




　大通りを歩き、路地を突つき抜ぬけ、二人は帰き途とを行く。誰だれにも気付かれないまま。

「──終わったな」

「一つが、ね。やることは山積みよ。もう少しこの町に留とどまることになりそう」

　百も承知だった。首しゆ肯こうする赤アカ鉄ガネに、紫シ遠オンはどうやらまだ何か言いたいことがあるらしい。実のところ相手のそういう気配にはとっくに気付いていた。

　今やっと踏ふん切ぎりがついたのかもしれない。紫シ遠オンはざわめく街の中で不意に立ち止まる。

「……あなたには、緋ヒ霧ギリを恨うらむ権利がある」

　唐とう突とつな切り出し方に、赤アカ鉄ガネは目を丸くした。

　敢あえて突つき放はなした物言いを、紫シ遠オンは断固たる口調で続ける。

「緋ヒ霧ギリはあなたを殺した。仕方がなかった、なんて言う気はない。状じよう況きようやあの子の想おもいがどうであれ、緋ヒ霧ギリがあなたの命を、人として生きるはずだった未来を永久に奪うばったことは変わらないのだから。だからいっそ恨うらんで、彼女かのじよへの想おもいは捨てなさい。その方が楽よ」

　──ああ、

　あまりにも飾かざり気けのない言葉を受け止め、いっそ清すが々すがしいような気分を覚えた。

「ほんとに優やさしいんだな」

　紫シ遠オンが狼ろう狽ばいした。そういう話じゃないと態度で抗こう議ぎしようが、思うところは見え見えだ。

　昔のことを覚えている境死者ニアデツドとは、きっとそれ自体がイレギュラーなのかもしれない。赤アカ鉄ガネが今後も長く抱かかえ続ける「過去」の重みを、彼女かのじよなりに案じていたのだ。

「心配しないでくれ。オレは何も恨うらめしくなんかないし、悲しくもない」

「口で言うなら安いわ。だって、あなたが生きるこれからは十年や二十年ではきかない。そんな未来に、たかが二十年足らずの過去を引きずっていてどうなるの？　思い出が未練に変わらない保証がある？　前に言ったわよね、生前の過去なんて、ただの重荷だって」

「逆だよ、だから救われたんだ。君は教えてくれたよな、代だい替がわりの条件を」

　今なお動き続ける心臓に触ふれ、赤アカ鉄ガネは決然と告げる。

「だったら今ここにあるこれこそが、緋ヒ霧ギリがオレを愛してくれた証あかしだから。……それに、君が泣いてくれてるから」

　おそらく事が済むまで封ふうじていたのだろう。

　嗚お咽えつもなく、彼女かのじよの目め尻じりから一筋の涙なみだが流れ落ちている。

　どうやら言われて初めて自覚したらしかった。紫シ遠オンは頰ほおを伝い落ちるものに驚おどろいたような顔をして、だけど止まらないそれを掌てのひらで乱暴にぬぐい去る。

　廃はい劇場の二人は、閉じた関係だとずっと思っていた。だけど、そうではなかったのだ。

　赤アカ鉄ガネと緋ヒ霧ギリは今、この涙なみだで確かに救われたのだと思う。過去としての幕を引かれて。

「紫シ遠オン」

「泣いてない」

「うん」

「……泣いてないわ」

　うつむく紫シ遠オンの正面に立ちながら、敢あえて彼女かのじよの顔を見ないようにした。目線はひどく澄すんだ真っ青な空に向け、遠く彼方かなたへ消えゆく飛行機雲を目で追った。




「だから迷いはない。この先何が起ころうが、オレはオレの運命を誇ほこる」




　視線を地上に戻もどすと、紫シ遠オンがいつも通りの顔でこちらを見ている。ほんの少しだけ不服そうな、なんだか拗すねているような顔なのは、まあきっと気のせいだろう。

　にっ、と笑ってみると、ふぅ、とため息を返された。

　どちらからともなく歩き出す。黒い礼服を来た二人の男女、誰だれに気にされることもなく、雑ざつ踏とうの中をすいすいすり抜ぬけて。通り過ぎる人々の口には相変わらずの雑多な話題。

　その一つ一つを聞き流しつつも意識に留とどめて、赤アカ鉄ガネは次の仕事について考え始めている。
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　ところで、空から巣す岩いわに新たな怪かい談だんが生まれた。

　街のあちこちに現れる「赤あか眼めの男」についてだ。

　彼かれは常じよう軌きを逸いつした身体能力でビルからビルへ飛とび渡わたり、見るもおぞましい凶きよう器きを振るう。神しん出しゆつ鬼き没ぼつで正体不明、ひとたび目を付けられたら最後、バラバラにされるまで絶対に逃にげられない──とかなんとか。

　男はブラックスーツを身にまとい、炯けい々けいと光る赤あか眼めを夜に輝かがやかせ、今もこの町にいる、と。




「──以上の次し第だいで、Ｎｏ．７ナンバーセブンは代だい替がわりを果たして我々の新たな仲間になった。諸君もその旨むね了りよう解かいして、彼かれを助けてやって欲ほしい」

「委細承知致いたしました。儂わしは異存ありません」

「ちょっと待ちなさいよ！　アタシら抜ぬきでそういう話進めてたっての!?　どこの馬の骨とも知れねーヤツをいきなり仲間にしろってどういうつもりよ!?」

「で、で、でも彼かれに問題とかは……っていうより、あ、あれ以上の適任はい、いないって思」

「青セイ薇ラは黙だまってて!!」

「はうぅ……」

「まあまあ蘇ス黄オウ殿どの、そう言いなさるな。兄上の目に狂くるいはありませんよ。それに貴女あなたとて、緋ヒ霧ギリ殿どのの選せん択たくを疑うわけではないのでしょう？」

「う。……っさいわね、わかってるわよそんなの！」

「でもさー、仕事の方は大だい丈じよう夫ぶなんすか？　おれイヤっすよまたキツい仕事しょわされんの。やれ新人の教育はしっかりやれーとか、やれどっかからヘリかっぱらって持ってこいーとか、緑狗ロツクの旦だん那なはいっつも無茶振ぶりすんだもん」

「その点に関しては心配ご無用。彼かれは諸君が思うよりもずっと優ゆう秀しゆうさ」

「あっそォ。アタシ自分で見るまで信じないかんね。つーか例のそいつは一体どこで油売ってんのよ！　しょっぱな会議に遅ち刻こくするとかありえないんですけど!?」

「確かにちと遅おそいですな。紫シ遠オン殿どのは何ぞ聞いておりませんか？」

「また街を見回ってくる、とか。──あら」

　足を急がせる。流石さすがに少し粘ねばりすぎた。

　長く古びた屋や敷しきを歩くのにもうガイドはいらない。広い会議室をイメージしながら廊ろう下かを突つき抜ぬけ、開かれたままの大おお扉とびらに駆かけ込こむ。

　六つの視線が、同時にこっちに向けられた。

　最さい奥おうの席に座すわり、パイプ片手に鷹おう揚ように笑う老ろう獪かいな少年。

　石像のように背せ筋すじを正し、熱い緑茶を一啜すすりする片眼鏡モノクルの男。

　卓たくに額が触ふれそうなほど前のめりで、垂れた黒くろ髪かみの隙すき間まからどんよりのぞく女。

　椅い子すに浅く座すわり、口くちの端はにシケた紙巻き煙草たばこを嚙かみしめる優やさ男おとこ。

　番犬さながらに歯を剝むき、ぎっとこちらを睨にらみつける金きん髪ぱつの少女。

　そして一番見慣れた、すまし顔でトマトジュースを吸う少女。

　全ての視線を正面から受け止め、七番目ナンバー・セブンの赤アカ鉄ガネは会議室に踏ふみ込こむ。

　全員揃そろった瞬しゆん間かん、分厚い扉とびらが音を立ててひとりでに閉まった。

　ここから先は、境死者の領域デツドアングル。





〈おわり〉












　　　あとがき




【！】この小説には暴力シーンやグロテスクな表現が含ふくまれています。




　ホラー映画を楽しむ最中さなか、いつも頭のどこかで「でもこいつらだってバラバラにしたら死なね？」と思ってます。

　まあ無理ですけどね、普ふ通つう。ホラーの怪かい物ぶつたちは、なんかの理由で無敵モードか（幽ゆう霊れい、呪のろい系）、やたら屈くつ強きようか（スラッシャー、モンスター系）、数がめっちゃ多いか（ゾンビとか）等あらゆる理由で対たい抗こうできないもんです。

　だって倒たおせたら怖こわくないですから。例えばシュワちゃんがマシンガン片手に呪のろいの家に乗のり込こむ『呪じゆ怨おん』なんて観みたいのか？　って話であって……いや、観みたいな……今のなしで。

　というか今時ホラーもジャンルがアホほど細分化されているので、こんな「ホラーとは～」みたいな言説こそジェイソンがチェーンソー持つがごとき大間ま違ちがいであって、ジャンルに対してはなはだ失礼な放言かもしれませんが……。とにかくスタンダードな現代ホラーの話ということで、ひとつご容よう赦しやを。

　恐きよう怖ふもののミソは「日常を破は壊かいする不条理」であり、「それに直面した非力な人物がどう処すか」にあります。よくわかる。そういうものだ。もちろん好きだ。

　でもたまに、やられっぱなしで腹が立つ時もある。

　そもそも、たかが死にぞこないが、何様のつもりで生者に手ぇ出してんだ？　と。

　しかも大体は縁えんもゆかりもない被ひ害がい者しや。だったらたまにはブチ切れて、逆に奴やつらをバラバラにする復ふく讐しゆう者しやがいてもいい。これはそんなコンセプトの話です、大体。




　ところでわたくし九く岡おか望のぞむと申します（遅おそい）。

　今回も色々な方のご助力を頂き、なんとか刊行まで至れました。毎度お世話になっている担当氏には、やっぱり毎度ながらお待ちいただいて感謝しかありません。

　イラストの吟ぎんさん、お久しぶりです。しょっぱな大量のデザインを投げつけてしまいすみません！　ダークかつお洒落しやれなデザインのおかげで、作品の雰ふん囲い気きがピシッとまとまりました。

　何より本作をお手に取っていただいた読者の皆みな々みな様さま、本当にありがとうございます。

　今回はホラー＋アクション。全体的にヘビーですが、だからこそキャラクター達たちは「黙だまって死んでたまるか」という火のようなバイタリティに溢あふれています。その暴力的な激しさがお気に召めしたとしたら、あなたも復ふく讐しゆうする側かもしれません。

　そんなわけで『ニアデッドＮｏ．７』でした。死んでなければまたいつか。





九く岡おか 望のぞむ
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九く岡おか 望のぞむ

主食はウイスキーとアクション映画とホラー映画。好きなホラーには「面白いから是非お勧めしたいやつ」と、「人間性を疑われそうだから人には勧められないやつ」の２パターンがある。

[image: ]




イラスト／吟ぎん

戸を開けると首を持ってく婆が３日後くる系の怪談のせいで中学になっても一人の時は玄関の戸を完全に閉めることができなかったです。閉めたらやってきそうで。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「九岡 望先生」係

「吟先生」係











本書は書き下ろしです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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